
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　リーコネン地区というのは、ヴォーカの町の北西部にある住宅街の通称だ。中流階級の人々が住む閑静な区域で、街路に植えられたリーコネンの樹がいつのまにか愛称になった。

　そのリーコネン地区のなかほどにあるこぢんまりした住宅を、十年ほど前に一人の女性が購入した。その女性は、かなりの年配ではあるが、立ち姿はかくしゃくとしており、言葉遣いは少しくだけているものの、高い学識を備えている。

　この女性のことが周りに知られるようになったのは、隣家での一つの事件がきっかけだった。

　当時十二歳だった隣家の長男のボンフルが、二階のベランダから転落して庭石で頭を打った。母親のリカーヌが半狂乱のようになって騒ぎ立て、父親のジャストンは、施療師を呼びに使用人を走らせながら、もうこの子は助からないだろうと思っていた。

　そこにこの女性が現れて、中赤ポーションを差し出したのである。リカーヌは、中赤ポーションを受け取り、瀕ひん死しの息子に振りかけた。頭からどくどくと血を流していた息子は、奇跡のように回復し、到着した施療師が診察したときには、まったくどこにも異状がなかった。

　中赤ポーションには、大銀貨二枚という標準価格が定まっているが、それは迷宮都市で買える最低金額ということであり、一般の都市で買おうとすれば、十倍から六十倍ほどの値がついてしまう。そもそもポーションが店頭に並ぶことなどなく、買おうとして買えるものではないのだ。

　代金を支払いたいと言うジャストンに、サンドラと名乗ったその女性は、中赤ポーションは迷宮都市を訪れたときに研究用に買ったものの一つであり、引っ越しのあいさつ代わりにもらっておいてほしいと、実に豪儀な申し出をした。

　中流階級向けの人材派遣をなりわいとしているジャストンは、駆け引きに慣れている。そのジャストンの目からみて、サンドラには、対価を求める意思は本当にないようにみえた。すっかり感心したジャストンは、何かお役に立てることがあれば何なりと申し出てもらいたい、とサンドラに言った。

　サンドラは、ざっくばらんな調子で、では通いのメイドを雇いたいので、よい店を紹介してほしい、と言った。自分がまさにそういう店を営んでいるので、ご希望通りのメイドを派遣させてもらうと言ったジャストンに、サンドラは一風変わった条件を告げた。

　二日か三日に一度くらい通って掃除をしてほしい。自分は不在がちなので合鍵を預ける。開けられては困る戸棚や引き出しには鍵をかけておく。広げた書類や資料には手をふれないでほしい。お茶は自分で淹いれるのが好きなので淹れてもらう必要はない。食事は自分で準備するので作ってもらう必要はない。メイドの食事は出さないので自宅か外ですませてほしい。ほこりがたまっていても気にならないたちなので、家に風を通しに来るつもりで、気楽に通ってほしい。

　こういう条件を述べて、サンドラは、これは当座の給金にと、一個の大きな魔石をジャストンに渡した。

　はじめジャストンは、これを固辞した。しかし、しばらく押し問答をしたあと、その魔石を受け取った。あまり魔石などみたことはなかったが、とても見事な魔石だと思ったので、しばらく手元に置いてながめてみたくなったのである。後日、充分な金額のお釣りを渡せばいいと思っていた。

　のちに魔石を扱う商人にこれをみせ、いくらの値がつくかを聞いて仰天することになる。

　最初は若いメイドを差し向けたのだが、結婚してやめてしまったため、次は年配のメイドを派遣した。そのメイドは現在も続いている。

　サンドラの家は、どの部屋も本と資料と奇妙な物品であふれかえっているという。本などという高価なものをこれほどたくさん持っているのだから、サンドラには豊かな資産があるにちがいない。

　サンドラの家にはほとんど調理器具がない。何を食べて生きているのか謎の人であるという。

　遠出をしていることが多いようだ。家に滞在しているときも日中は外出していることが多いが、逆に夜中には魔法による明かりがついているのが、よくみられる。魔石に不自由しない経済状態であり、研究熱心なのだと推測される。ごくまれに、十日間ほど昼も夜も家にいることもある。家に入ったり出たりするところをみかけた人は、驚くほど少ない。

〈学士サンドラ〉という呼び方は、実はジャストンが始めたものである。近隣の人たちに、学士のサンドラさんは、という言い方をしていたのが、いつのまにか通称として定着した。

　ボンフル少年は、何度か礼を言いに学士サンドラを訪ねるうちに、すっかり仲良くなってしまった。サンドラは、自分から進んで人と関わろうとはしないが、来る者に対しては冷淡ではない。

　サンドラの話は、時に高度な研究内容をやさしくかみ砕いたものであり、時に歴史の実話や秘話であり、時に異国の歌や物語であり、ボンフル少年の心を強く捉えた。

　やがてボンフル少年は、サンドラを先生と呼ぶようになり、サンドラが帰宅しているとみるや、さっそく押しかけて話を聞かせてもらうのを楽しみとするようになった。サンドラは、高級な茶葉と、同じく高級な菓子をメイドに買わせたが、菓子の多くはボンフル少年の腹に収まったのである。

　今やボンフル少年は二十二歳となり、父の店を取り仕切り始めた。父親は、息子の成長に目を細めつつ、そろそろ引退を考え始めている。

　サンドラがこの家に越してきてから六年目に、ジャストンの妻のリカーヌが、原因不明の高熱を出して衰弱し、施療師の治療も効かず危篤状態となったのだが、そのとき見舞いに来たサンドラは、病人と二人きりにさせてくれと言い、その通りにすると、リカーヌは危篤状態を脱し、快方に向かっていた。

　このことは秘密にしておくようにと、サンドラはジャストンに頼んだ。ジャストンは、秘密を守ることを誓った。

　そんなわけで、サンドラは、ジャストンとその一家にとり、大切な隣人であり、恩人である。

　サンドラは、家にいることも少ないし、およそ近所付き合いということをしない人だから、サンドラの顔を知っている人は少ない。それでも、リーコネン地区には、学士サンドラのことを悪く言う人はいない。
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　レカン、エダ、アリオスの一行がニーナエに着いたのは、五の月二十四日のことである。

　税金を払って町に入ると冒険者協会を目指した。ニーナエの冒険者協会は巨大な建物で、大勢の冒険者であふれかえっていた。レカンは〈迷宮情報〉という看板がかかったカウンターに進んだ。

　レカンは金貨二枚を払って、迷宮のすべての階層の地図と出現する魔獣の情報を買った。

「第四十五階層の魔獣が書いていないな。地図も第四十四階層までしかない」

「迷宮の主の情報は公開してない」

「そうか。うまいものが食える店はどこだ」

「〈ジェイドの店〉だな」

　紹介された店はすぐにわかった。なかに入ると一組の客がいた。丸いテーブル二つに所狭しと料理がならんでおり、五人の男と一人の女が座って酒を飲んでいる。

「この胴長豚カシーシャの揚げ浸しはうまいなあ！　もう三人前持って来い！」

　ひときわ体格のいいひげ面の男が大声で追加を注文した。

　レカンは、奥まった席にエダとアリオスを引き連れて座ると、注文を取りに来た給仕に言った。

「エールを二杯と茶を一杯。それに、胴長豚の揚げ浸しとかいうのを二人前と、そのほか四皿ほど、お勧めの料理を頼む」

　騒いでいたひげ面の大男が立ち上がって、レカンのテーブルに近づいてきた。

「お前、みない顔だな」

「ああ。今日、この町に来た」

「そうか。おい、この飲み物は俺のほうにつけとけ」

　これは飲み物を持ってきた給仕にかけた言葉だ。

「それから、俺のエールを持って来い。あんた、名前は」

「オレの名はレカン。パーティー名は、〈虹石ウィラード〉」

「そうか。俺の名はコズウォル。パーティー名は〈ベガー〉だ」

　コズウォルは、給仕が持って来た大きなジョッキを高々と掲げた。

「〈ウィラード〉の成功を祈って」

　レカンが応じる。

「〈ベガー〉の栄光を祝して」

「乾杯ジョー・ジョード」

「乾杯」

「乾杯」

　コズウォルが、レカンが、エダが、アリオスが、ジョッキを掲げて応じる。

　離れたテーブルに座っている五人も、それぞれジョッキを持ち上げたので、レカンはそちらに向かってジョッキをかざした。

　コズウォルもレカンも、あっというまにエールを飲み干した。その飲み干した勢いのまま、レカンは給仕に告げた。

「全員に飲み物を一杯ずつ。オレからだ」

　コズウォルは豪快な笑い声をあげた。

「うわっはっはっは。お前、いいやつだな。今までどこで潜ってたかしらんが、ここはいい町だ。楽しんでくれ！」

「ありがとう。そうさせてもらう」

「はーっはっはっはっ」

　コズウォルは、笑いながら自分のテーブルに帰った。

　胴長豚の揚げ浸しは本当にうまかった。かりっとして、ふるふるとしていて、それでいて歯ごたえのある部分もある。甘酸っぱい味が、なんともエールと合う。わずかに焦げた部分が驚くほどの香ばしさをかもしだしていて、香りも味の一部だと思い知らせてくれる逸品だ。肉片をかみちぎって飲み込むときの歯ごたえと喉ごしの快感ときたら、ちょっとほかにないものだ。

「〈ベガー〉だなんて、すごい名前だね」

「エダ。〈ベガー〉の意味がわかるのか？」

「え？　あれでしょ、ほら。冥めい界かいっていうの？　地獄の門を守る番犬」

「ほう」

　では、〈ベガー〉とは、〈地獄の番犬〉という意味なのだ。

　レカンがエールから蒸留酒に飲み物を切り替えたころ、扉を乱暴に開けて店に入ってきた男がいる。

「魔獣が消えたぞ！　主が倒されたんだ！」

　一瞬、店がしんと静まりかえった。〈ベガー〉の魔法使いらしい女が聞いた。

「どこのパーティーが主を倒したんだい？」

「あんたたちはここにいるし、〈闇の星座アズカリス〉も今朝迷宮から上がってきたところだから」

「〈尖った岩ジャイラ〉だね。あいつら何度目の踏破だい？」

　つるつるの頭をした〈ベガー〉の冒険者の男が言った。

「三度目じゃなかったかな」

　コズウォルが大きな笑い声を上げた。

「はあっはっはっはっ。無理しやがったな。女王蜘蛛の毒液の注文でも入ったかな？　まあ、ということは」

　持っていたジョッキの中身を飲み干し、続きを言った。

「今日は飲みつぶれていいってこった！　もう一杯！」

「はいよ！」

　給仕が愛想よく答えた。

「おい、レカン！　聞いたろう！　迷宮は閉店だ！　せっかくこの町に来たのに、あいにくだったな！　これから五日間はこいつの時間だ」

　空のジョッキを振り回してそう言う。ということは、この迷宮では主を倒したあとの休眠期間は五日なのだ。
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〈ベガー〉の六人は、たがが外れたようによく飲み、よく騒いだ。そのうち、けんかを始めてしまった。皿やらジョッキやらが飛んでくる。

　レカンは気にせず、食い、飲んだ。

　後ろのけんかはすさまじいものになっている。アリオスとエダは驚いている。

　酒の壺が飛んできた。レカンは振り向きもせず、左手で酒の壺を受け止めた。少し酒のしぶきが散って、レカンの目の前の皿に降りかかった。レカンはにやりとした。料理に隠し味がついたのが愉快だったのだ。

　すらりとした男がこちらをみているのを〈立体知覚〉で捉えたので、そちらに壺を投げ返してやった。すらりとした男はうまく壺を受け止め、レカンの背中に手を振って、その壺をコズウォルの頭にたたきつけた。盛大にしぶきが散った。高笑いする、すらりとした男の横面を、盗賊風の男が殴りつけた。

「レカン、楽しそうだね」

「うん？　そうか？」

「それにしても、店の人も止めようとしませんね」

「アリオス。迷宮に潜る冒険者は、命を削って稼いでる。命のあるまま迷宮を出られたら、少しぐらいはめをはずすものだ」

「なるほど」

「この店は、建物は立派なのに、ドアやテーブルは安物だろう？　壊されるのも商売のうちということだ」

　ボウドと一緒に迷宮探索をして上がったときには、よく騒いだものだ。ボウドと殴り合いになり、店を破壊し尽くし、建物まで壊してしまい、迷宮での稼ぎをごっそり持っていかれたこともあった。

　死と隣り合わせの時間が過ぎ、生きたまま迷宮を出て酒を飲み干したときほど、生きていることを強く感じることはない。そんなときに食う料理の、なんとうまいことか。飲む酒の、なんとうまいことか。

「もう一瓶、この酒を頼む」

　飛んできたテーブルの破片をこぶしで打ち落としながら、レカンは酒の追加を注文した。

　新しい酒が届いたちょうどそのとき、すらっとした男とつるりとした頭の男に蹴り出されて、コズウォルが入り口のドアを破壊して店の外に飛び出した。そしてすぐに、残ってぶらぶら揺れているドアの残骸を引きちぎりながら、コズウォルがなかに飛び込んできた。

　レカンは、瓶から直接ぐびりと酒を飲んだ。芳潤で濃厚な香りが鼻孔に満ち、喉が焼けた。

　ドアのなくなった入り口から吹いてくる風が心地よかった。

「いい夜だ」
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　この町は、ゴルブルの何倍もの規模がある。店も多い。盾と弓を扱っている店が多く、また槍専門店が多い。〈呪い付与〉と書かれた店も目立つ。

　催し物などが行われ、にぎやかだ。

　考えてみると、いつもは迷宮に入っている冒険者たちが、この五日は迷宮の外で待機することになるのだから、店にとっては稼ぎ時だ。こういうときに冒険者たちを楽しませることが、町の繁栄にもつながるのだろう。

「さあさあ、もう参加者はいないか！　こんなチャンスはもう二度とないぞ！　なんと景品は〈ウォルカンの盾〉だ！　さあ参加者はもうないか！　おおっ？　でっかい旦那、あんたも挑戦するかい？」

「何に挑戦するんだ」

「盾勝負さ！」

　八歩四方ほどに土を盛り上げた試合場で、盾と棍こん棒ぼうで戦うのだという。盾は自前で用意し、棍棒は主催者が準備したものを使う。参加費として大赤ポーションを一つ出さなくてはならない。

　レカンは参加してみることにした。

　天幕が張ってあって、長机が置いてある。長机の向こう側には、老人三人が座っている。そして長机の上に盾が載っている。

〈ウォルカンの盾〉だ。

「さあさ旦那、盾を持って、あそこらあたりに座ってくんな！」

　レカンは物陰に入って盾を取り出した。レカンの首から足先まで届くほど高さがあり、レカンの肩幅を優に超える横幅がある。この盾は、レカンの〈収納〉に出し入れできるぎりぎりの大きさなのだ。

　やがて参加が締め切られ、審判が試合場に上がった。

「お前とお前、試合場に上がれ」

　その人物が、二人の参加者を指名した。対戦相手や順番は、無作為に選ばれるようだ。

　審判が二人の名を聞き、棍棒をそれぞれに渡した。

「東ひがし方かた、ガゼフ！　西にし方かた、ゴンザ！」

　審判が名を宣言すると、観客からわあっと歓声があがる。

「試合、始め！」

　試合が始まった。ガゼフは厚みのある丸盾を、ゴンザは文様の刻まれたカイトシールドを持っている。二人とも盾を体の斜め前に構え、腰をかがめて、左右にじりじり動きながら相手の隙をうかがっている。

「やあっ！」

　ゴンザが棍棒で攻撃する。

　ガゼフが盾で受ける。がきんと音がする。

　ガゼフが棍棒を突き出す。

　ゴンザは素早く後ろに跳びすさってこれをかわし、左手の盾を横様にガゼフの腕にたたきつける。

「ぐっ！」

　ガゼフの棍棒が手から離れて試合場の外に転がり出た。

「そこまで！　ゴンザの勝ち！」

　大きな歓声があがった。

（なるほど。棍棒の間合いが短いため、攻撃するにはよほど踏み込まないといけない）

（それが勝負をおもしろくさせているんだな）

「ゴンザはあっちに座ってろ。ガゼフはどこへでも行け」

　いくつかの試合のあと、審判の目がレカンに向いた。

「お前、名は」

「レカン」

　審判はレカンに棍棒を渡そうとしたが、レカンは断った。

「いらん」

「なに？」

　審判は少しレカンをにらんだが、それ以上何も言わず対戦相手のほうに行き、名を聞き、棍棒を渡した。

「東方、レカン！　西方、ヒューレッド！　試合、始め！」

　ヒューレッドは、盾を体の正面に油断なく構え、盾の陰から前方をうかがった。

　レカンが大盾を構えて少し腰を落とすと、その巨体は完全に盾の陰に隠れてしまう。

　観客の野次は、これまでのどの試合より大きい。

「おいおい！　それじゃ前がみえねえだろうが！」

「そんな盾持って動けるのかあ！」

　もちろんレカンには前がみえている。〈立体知覚〉には方向など関係ないし、遮蔽物も邪魔にならない。

　レカンは、おもむろに盾を横に向け、両手でぐいと振り回し、試合場の上を薙なぎ払った。ヒューレッドはすくい上げられるように吹き飛ばされ、高々と宙を舞って天幕を直撃した。天幕の心棒は倒れてしまい、三人の老人は落下してきた幕におおわれてしまった。

「いいぞうっ。大男！」

「すげえぞっ。馬鹿力！」

「みたか、いけすかねえ呪術師組合長のあのざま！」

　レカンは、審判をみた。

「し、勝負あり！　レカンの勝ち！」

　勝負は次々と進み、二回戦となった。たまり場に残っているのは、十一人である。

「東方、ゴンザ！　西方、クレスト！　試合、始め！」

　勝負はゴンザの勝ちだった。

　次の試合にレカンは呼び出された。

「東方、レカン！　西方、パルチオ！　試合、始め！」

　パルチオの盾は長方形の平盾で、表面はつるつるしている。場数を踏んだ冒険者であることがみてとれた。

　レカンは前に進み出ると、一回戦のときと同じように盾を横にしてぶうんと振った。

　パルチオは、すっとしゃがみ、盾の下部を接地させて上部を後ろに倒し、その陰に隠れた。

　レカンは盾の軌道を変え、真上に振り上げると、その下部を下方にたたきつけた。

　このとき、パルチオの盾に対してレカンの盾は垂直に打ち付けられており、これならそらされることはない。パルチオの盾は接地している。つまり動かない。力の逃げ場のない状況で、レカンが全体重を乗せ、強く振りおろした巨大な盾が、まともにパルチオの盾を襲った。

　ばきんと、すさまじい音がして、パルチオの盾は折れ曲がり、ひび割れた。パルチオ自身も大きなダメージを受け、もはや戦う力はない。

　レカンは盾を振り上げて一瞬動きをとめ、審判の声を待った。しかし、審判の声はない。

　レカンが再び盾を振りおろしかけた、まさにその瞬間、審判が声をあげた。

「し、勝負あり。勝者、レカン！」

　パルチオの左足はあり得ない角度に折れ曲がっている。口からは、ごぼごぼと血をはいている。背骨が折れており、臓ぞう腑ふにも大きな損傷を受けているのだ。

「赤ポーションだ！　急げ」

　赤ポーションがパルチオの口に突っ込まれ、パルチオの体は正しい角度に戻り、足もまっすぐになり、吐血もとまった。

　レカンは、勝利者のたまりに座った。パルチオは試合場から降ろされた。

　審判は次の選手を選ぼうと、残っている参加者たちをみまわした。

　すくっ、と立った者がある。

　ゴンザだ。

「俺は棄権する」

　そのまま返事も聞かず、すたすたと歩き去った。

「俺もだ」

「わしも棄権する」

「降りるぜ。やってられねえ」

　次々に参加者たちは去ってゆき、残ったのはレカンだけとなった。

「オレの優勝ということでいいんだな」

　審判は、賞品の後ろに座る老人たちの顔をうかがってから宣言した。

「優勝者、レカン！」

　大きな歓声がわき起こった。

　レカンはすたすたと賞品のほうに向かった。

　首飾りをかけた老人が立ち上がって、レカンを迎えた。

「勝利おめでとう。見事に〈ウォルカンの盾〉を手に入れたのう。さあ、賞品を手にするがよい」

「〈鑑定アベル〉」

「なにっ？」




〈名前：ウォルカンの盾〉

〈品名：盾〉

〈耐久度：万全〉

〈恩おん寵ちょう：対魔法防御、対物理防御、縮小ピルアー展開パシュート〉

　※展開する者は縮小した者と同一でなければならない

〈状態：呪い〉

　※この盾を持った者は筋力が低下し死に至る

　※この盾を持った者は盾をはずすことができない

　※この呪いは呪い抵抗を無視する




「ふむ」

　レカンは左手の大盾を地に置くと、腰に差した〈ハルトの短剣〉を抜き、〈ウォルカンの盾〉の表面をかりっと搔いた。

「そ、それは、その短剣は、ま、まさか」

〈ハルトの短剣〉は、呪いにかかった人間に傷をつければその呪いを吸い取るし、呪いにかかった道具でも、引っ搔いてやれば呪いを吸い取るのだ。

「〈鑑定〉」

　呪いが解除されている。レカンは盾を左手で持った。

「〈縮小〉」

　盾は手甲に変形し、レカンの左手にぴたりと収まった。

「ふむ。ではもらってゆく」

「まっ、待てっ！」

「何か用か」

「そ、その〈ウォルカンの盾〉は」

「優勝賞品だ」

「い、いや。そうではなくてだな、それは呪術師組合にも一つしかない貴重なもので」

「そうか。貴重なものなのだな。礼を言う。じゃあな」

　大盾を拾い上げ、エダとアリオスのところに行った。

「待たせたな、行こう」

「レカン、優勝おめでとう」

「すごかったです。いろんな意味で」

「おい、お前」

　呼びかけてきたのは中年の冒険者だった。

「何だ」

「お前、呪いは大丈夫なのか？」

「オレに呪いは効かない。解除する道具も持っている」

「なんだって？」

　レカンのその言葉を聞いた人々から、ぱちぱちと拍手が起き、ふくれあがって大歓声になった。

「すげえぞ、壁男！」

「壁男！」

「壁男！」

　レカンは顔をしかめた。

「壁男？」

「壁のような盾を使うからじゃないかな」

「壁のようにゆるぎない戦い方だったからかもしれません」
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　その夜、〈ジェイドの店〉に行ってみると、壊された入り口のドアは綺き麗れいに修繕されており、大勢の客でにぎわっていた。座れる席がないのでよそに行こうとすると、コズウォルが立ち上がって呼び止めた。

「待てよレカン！　おい！　〈ウィラード〉のご来場だ！　三人が座れる席を作ってやってくれ！」

　客が席を詰め合い、丸テーブルを一つあけてくれた。

「ここだ！　ここだ！　レカン！　ここに来い！　おおーい、給仕！　この三人に飲み物を持って来い！　エールを二つと、茶を一つだ。俺の奢おごりでな！」

「すまんな、コズウォル」

「こちらこそすまん、レカン。ゆんべは、そっちにも迷惑かけただろう」

「いや。けんかのようすを酒の肴さかなにさせてもらった」

「うわっはっはっはっはっ。今夜は気持ちがいいぜえ。よおし、給仕！　今、店にいる全員に俺からエールをごちそうするぞっ！」

　コズウォルの奢り宣言に、店中がわあっと沸いた。

「その次の一杯をオレが馳走しよう。みんな、新参者だが、よろしく頼む」

　レカンがそう宣言すると、さらに大きな歓声が沸いた。

　それからはもう大騒ぎだ。店中の冒険者たちが入れ替わり立ち替わりレカンのところにやってきては、奢り奢られの応酬が続く。何十杯というエールと蒸留酒がレカンの腹に収まった。

　エダとアリオスは、こそこそと給仕と相談し、お勧め料理を片っ端から注文してゆく。その大半はレカンが食い、エダとアリオスは、ちびちびと珍味に舌鼓を打った。

　レカンの周りに集まる人が減ったころ、〈ベガー〉のすらっとした剣士が椅い子すを持ってやってきた。

「やあ、レカン」

「あんたは〈ベガー〉の剣士だったな」

「ベックってんだ。よろしくな」

「ああ、よろしく」

　二人はジョッキを合わせた。

「ぷふあー。いやいや、昼はいいものみせてもらったぜ」

「野次馬が、あの老人を呪術師組合長とか言っていたようだが」

「そうともよ。あのくそじじいが組合長さ。ずうっと昔からな」

「ふうん」

「あの盾はよう」

「うん？」

「あの盾は！　って言ってるんだ！」

「ああ、すまん。周りがうるさくて、よく聞こえなかった」

「あの盾はずうっと客寄せに使われてたんだよ」

「そうか」

「だけどもう、あのあこぎなトーナメントもおしまいさ」

「あこぎとは、何があこぎなんだ」

「優勝者には盾を持たせる。するとそいつは呪いにかかる。たちまち力が出なくなって、盾を支えられなくなる。ところが盾は手からはずれない」

「そういう呪いがかかっていたな」

「そこで組合長は言うわけさ、ちょうどその呪いが解ける術を知っておる。ただし、ちょっとばかり高価な触媒がいる、とね」

「ほう。高いんだろうな」

「〈ウォルカンの盾〉と金貨二枚ってところかな。払えなきゃ、組合が欲しがる魔獣の部位を取ってきて収めることになる」

「それはひどい」

「そう。ひどいのさ」

　レカンは急におかしくなって、大声で笑った。剣士ベックも笑った。

「ベックさん」

　声をかけたのはアリオスだ。

「おお。何だ？」

「昨日、迷宮踏破者が出たんですね？」

「ああ、出たな」

「お祝いとかはしないんですか？」

「領主には呼ばれて祝い金をもらったはずだ。ほんとは今夜あたりここに来て、どんちゃん騒ぎしててもいいんだが、ちょっと来る気にならねえだろうな」

「何かあったんですか？」

「パーティーメンバーが一人死んだ。回復術師のドレンてやつだ。頑丈なやつだったんだけどなあ」

「そうだったんですか」

「〈回復キリーム〉持ちがいるパーティーは、それを前提にしたやり方になじんでるからなあ。〈ジャイラ〉は、もうトップグループからは落ちるだろうな。まあ、あいつらはこの町に立派な家も持ってるし、財産もそれなりにあるはずだ。もう冒険者をやめる頃合いかもしれねえな」

「冒険者をやめた人は、どうするんですか？」

「この町には、元冒険者の働き口は、いくらでもある」

「そういえば、冒険者協会のカウンターに座ってる人たちは、みんなかなり強そうでしたね」

「あそこで暴れる馬鹿はいねえ」

「この店のご主人も、かなり強そうですね」

「ジェイドか？　ありゃ、正真正銘のばけもんだ」
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　翌日もゆっくり起きて、遅めの朝食をとった。

　エダとアリオスを連れて町を散策していると、〈箱ルーフ〉を売っている店があった。

　名前は〈箱〉だが、袋にこの機能をつけることが多いようで、この店の品もほとんどが袋仕立てだ。〈箱〉の容量は、作り方によってちがい、十倍程度から五十倍程度までさまざまだ。それ以上のものは特注品となる。百倍ほどの容量を付与できる魔法使いもいるらしい。

　レカンは、金を入れるための〈箱〉を一つ買った。

　店を出てしばらく歩くと、人通りの少ない場所に出た。

　レカンは立ち止まって振り返り、後ろを歩いていた女に声をかけた。

「それで、オレに何の用事だ？」

「これは失礼した。お気づきだったか」

　女にしては身長が高く、骨格もしっかりしている。腰に吊った剣には金属の鞘があり、上品な文様が彫り込まれている。所作といい、この剣といい、たぶんこの女は騎士だ。

　レカンは女の顔をみて、軽い驚きを覚えた。ノーマに似ていたのだ。

「折り入ってご相談がある。近くの食堂で食事でもしながらお聞き願えるだろうか」

　女騎士は、ヘレスと名乗り、レカン殿のパーティーに入れてほしい、と言った。

「この迷宮を踏破するまで、一緒に行動させてもらいたいのだ」

「オレたちは迷宮を踏破しに来たわけじゃない。隣の女とその向こう側の男は迷宮に潜ったことがないんだが、こいつらに迷宮を教えに来た。最下層など目指さん」

「貴殿たちは最下層をも目指せる力があると、私はみた」

「最下層に潜っているパーティーに頼めばいいだろう」

「頼んだ。そして断られた」

「最下層に行って何がしたい？」

「迷宮の主を倒したという証しが欲しい」

「何のために」

　少しためらいをみせてから、ヘレスは答えた。

「私は王都で、さる高貴なかたにお仕えすることになった。ところがそれを快く思わない人物が、中規模迷宮の踏破という条件をつけたのだ」

「期限は？」

「五か月あったのだが、そのうち三か月は過ぎてしまった」

「手伝ってくれる身内はいなかったのか？」

「家の力を頼らず私一人でという条件だ。ただし臨時の部下を雇うことは許されている」

「金があるなら〈ベガー〉か〈アズカリス〉のどちらかに依頼して、その証しとやらを買い取れ」

「私が戦いに参加しなければ、条件はみたせない」

「そんなこと、相手にはわからんだろうが」

「騎士の誓いを立てた者が、神の前で虚偽の報告はできぬ。しかも、今回、相手は〈真実サラドナの鐘〉の使用を申請する可能性がある」

「〈真実の鐘〉？」
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　エダが助け船を出した。

「各神殿に一つずつある神具だよ。噓うそをつけばカーンコーンて鐘が鳴るんだ。一年に一回ぐらいしか使えないらしいけどね」

「なるほど。しかし、近いうちに踏破しそうなパーティーはいくつもあるだろう」

「四十四階層まで行けるパーティーが四つある」

「そのどれかに入れてもらうことはできんのか」

「四つのうち一つは、自分たちは最下層には行かないと断言した。もう一つのパーティーは私を受け入れて四十一階層まで連れて行ってくれたが、口では迷宮制覇をすると言うものの、本当はその気がないとわかり、ほかに事情もあって抜けた。あとの二つは私の加入を受け入れてくれなかった。その下のランクのパーティーもあたってみた。だが、やはり中層にいるパーティーは中層で戦う力しかない。私は既存のパーティーに頼るのを諦あきらめ、新たな挑戦者を捜していたのだ。あの希少な盾をめぐるトーナメントでの戦いぶりをみて驚愕した。貴殿が率いるパーティーならこの迷宮を踏破することができると、私は考えたのだ」

「あんたの事情はわかった。だがオレたちは、最下層を目指すつもりはない」

「だが潜ってみて、最下層にまで行くかもしれない」

「期待されるのは迷惑だ」

「私は役に立つぞ。ここの迷宮に関する情報は、きちんと集めてからここに来た。全階層の地図も持っている。どの階層にどんな魔獣が出るか、どんな能力を持っているか、すべて知っている。そのうえ実際に四十一階層までは潜っている。参加させてくれれば、階層ごとに報酬を払う。魔石も宝箱も素材もいらない。また、決して私の都合で先に進めとは言わない」

「エダ。お前、どう思う？」

「えっ？　あたいにはよくわかんないよ。レカンが思うようにしたらいいんじゃないかな」

「アリオス。お前はどう思う？」

「もちろんレカン殿の判断次第です。でも、お迷いであるようなら、試験をしてみたらいいのではないですか？　私のときのように」

「ほう」

「つまり剣の腕をみていただけるということか？」

「ふむ。まずとにかく剣を交えてみるか。ヘレス。この近くにそういう場所があるか？」

「冒険者協会の奥に練習室がある」
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　ヘレスは、椅子に座って防具を装着しはじめる。

「へえ。ディラン銀鋼に、大炎竜ウルバンザムの革に、八目大蜘蛛ギエンウルハドルの糸であつらえた鎧ですか。こんな高価な鎧をみたのは久しぶりです」

「アリオス殿は、まだ二十歳にもならないであろうに、よく知っているものだ」

「いえいえ。若くみえるかもしれませんが、二十歳よりは上ですよ」

「それは失礼した」

　最後に金属の兜をかぶり、身支度は終わった。

「お待たせした」

　ヘレスが剣を抜いた。美しい銀色の剣だ。それに魔力を通した。剣が紫色の燐りん光こうを帯びた。これと似たものを、レカンはみたことがある。ニケのふるう〈彗すい星せい斬り〉だ。

　レカンは、にやりと笑って、〈ラスクの剣〉を抜いた。だがその笑みは、すぐに消えた。

（なんだ道場剣法か）

　構えて対峙したヘレスの動きが、手に取るように予測できる。腕はいい。おそらく速度も力もあるだろう。集中力もある。気迫もなかなかのものだ。だが、素直すぎる。

　ヘレスが飛び込む構えをみせた瞬間、レカンは魔法を放った。

「〈風よウィゼル〉！」

　突如背中に生じた突風に押し出され、ヘレスは体勢を崩して前につんのめった。

　その顔めがけてレカンの剣が振りおろされる。

　その瞬間、驚異的な速度でヘレスの剣が旋回し、レカンの攻撃を迎え撃った。だがヘレスの剣が当たる寸前、レカンは剣を引いてヘレスの剣をかわし、〈ラスクの剣〉をヘレスの額にたたきつけた。甲高い激突音が響いてヘレスはその場に崩れ落ちた。

「アリオス。みたか」

「みました。素晴らしい反応速度でしたね」

「こいつ、才能はあるな。だが、せっかくの才能が型にはまった稽古でかちんこちんに縛られている」

「この人の師匠は、実戦を知らない人ですね。型というものの実戦性を理解していない師匠です」

「ちょっとこいつをいじってみたくなった」

「私もこの人がいじられるのをみてみたいです」

「よし、決まった。エダ」

「は、はいっ」

「こいつに〈回復〉をかけてやれ。頭と首にダメージを受けてる」

「わ、わかった。〈回復〉！」

　たちまち緑の光の玉が生じて、ヘレスの頭部をやさしくひたす。ヘレスは目を覚まし、飛び起きた。

「私は負けたのか。一合も打ち合うことができず」

「ヘレス。オレたちのほかに、参加すべきパーティーのあてはないんだな」

「ない」

「では、一緒に来い」

「えっ？」

「ただし、どの階層まで進むかはオレが決める。お前の事情なんぞ知らん。期限も知らん。オレたちは最長で六の月の二十五日ごろまでしかここにいない」

「あ、ああ」

「新しい階層に進むたびに、その階層の情報を教えろ。それが対価だ」

「わかった。階層ごとの礼金は」

「そんなものはいらん。もう一度念を押すが、オレは、エダとアリオスに迷宮探索を教えるためにここに来た。不必要な危険は冒さない。この階層でやめるとオレが判断したら、その下には潜らない。それに文句は言わせない」

「わかった。貴殿たちが、最下層を目指す気になるわずかな可能性に、私は賭ける」

「取得品の分配はオレが決める。オレたちの探索ぶりをみて、みこみがないと思ったら、いつでも離れろ。お前を縛る気はない」

「わかった。その条件でよろしく頼む」
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　やっと迷宮がよみがえった。

　いざ迷宮に入ろうとして、入り口の周囲に立ち並ぶ簡易宿泊所と、その建物群のあいだを縫うようにひしめき合う食べ物の屋台の多さに驚いた。なんとこの迷宮では、毎日のように地上に戻って屋台で腹を満たし、簡易宿泊所で睡眠をとって、再び迷宮に降りるのだ。しかも迷宮のなかには薪たきぎになるような木がなく、迷宮で寝泊まりする場合にもたき火はたかないのだという。

　四人は迷宮に入り、一階層に下りた。ほとんど冒険者がいない。あまり稼げる場所ではないのだろう。

　いたるところにすり鉢状のくぼみがあって、そのくぼみの底に一匹か二匹の斑まだら蜘蛛がいる。

「エダ。まず、〈イシアの弓〉で、そこの蜘蛛を殺してみろ」

「わかった」

　エダが弓を構える。すぐに魔力が送られて矢が生成され、ひゅんと放たれ魔獣を倒した。

「エダ。魔石を取ってこい」

「はい！」

　見事な速度であっというまに下に下り、〈箱〉からナイフを出してさっと蜘蛛の腹を裂き、魔石を取り出すと、また、あっというまに坂を駆け上ってきた。

「取ってきたよ」

「よくやった」

　エダは魔石を取る作業に習熟しているようだ。

「次は弓を使わず、ショートソードで蜘蛛を殺してみろ。そこの二匹いるところがいい」

「わかった」

　エダは背中の〈箱〉に弓をしまうと坂を駆け下ってゆき、苦もなく二匹の蜘蛛を殺し、素早く魔石を取り出して上がってきた。遠目には小さくみえる蜘蛛だがエダの頭より大きい。

「よし。見事だ」

「えへへ」

「では次に、糸を採取してみろ」

「うん！」

　エダは下に降りて蜘蛛を刺激し、蜘蛛の攻撃をかわし続けた。やがて蜘蛛は立ち止まって、くるりと向き直り、エダに尻を向けてぷるぷる震え始め、やがてわずかばかりの糸をはき出した。はき出し終わるのを待って蜘蛛を殺し、粘りが消えた糸を集めて坂を駆け上がり、ヘレスが用意していた採取用の〈箱〉に入れた。

　一階層の出口まで来たとき、レカンは振り返って目を閉じ、かすかにこうべを垂れた。

「ねえ、レカン。それ、前にもやってたよね」

「うん？」

「その、目を閉じて少し頭を下げるやつ。それ、チェイニーさんの護衛をしてたときも、バンタロイへの護衛をしてたときも、戦いのあとは、いつもやってたよね。それ、なに？」

「礼、かな」

「礼？」

「戦いと命への」

「それ、迷宮ではみんなやるの？」

「いや。オレ以外がやるのをみたことはないな」

「そうなんだ」

　エダは、レカンと同じように、目を閉じ、今まで戦ってきた一階層に向かって、わずかに頭を下げた。

　アリオスは黙って二人の会話を聞いていたが、同じように目を閉じ、剣の柄つかに左手を添えて、かすかに一礼した。ヘレスは、頭は下げず、右の拳を左胸にあてて、目を閉じた。

　こうして、踏破した階層へのこの奇妙な礼容はこのパーティーの習慣となったのである。
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　二階層ではエダの回避能力をみた。

　三階層、四階層、五階層は素通りした。

　六階層の魔獣は、斑蜘蛛の第一階梯はしご変異種で、〈弱毒〉と〈睡眠スパール〉を持っている。レカンは、わざとエダに〈睡眠〉攻撃を受けさせてみたが、エダは平気だった。

　この階層からは冒険者が多い。蜘蛛がはく糸の質が格段によくなるからだという。

　九階層まで素通りして、第十階層でエダに戦闘をさせた。エダは、飛びかかってくる蜘蛛を、ひょいと跳び上がってかわし、そのまま空中でショートソードを振った。その一撃で蜘蛛は死んでしまった。死体から迷いなく魔石を取り出すと、エダはレカンのもとに戻った。

「はいっ。魔石だよ」

「よくやった。どうして蜘蛛の急所がわかったんだ？」

「だって、心臓でしょ？」

「上出来だ。では次に、こっちのくぼみの蜘蛛を、ここから弓で倒せ」

「わかった！」

　エダは〈イシアの弓〉を出し、矢を出現させ、無造作に放った。

　その矢は蜘蛛の心臓を貫いたようで、たちまち蜘蛛は死んだ。

「エダ殿。なんと見事な腕だ」

「ほんとですね。これはすごい」

「えへへへへ」

　一度休憩をとって食事をし、再び歩き出してまもなく、レカンは一行を呼び止めた。

「あそこに大型個体がいる」

「大型個体？」

「迷宮には各階層に一体ないし数体の大型種がいる。連続して二回大型個体を倒すと、倒した者とそばにいる者には〈印〉ができる。エダ、アリオス、ついてこい」

　二人を連れてくぼみを下り、レカンは斑蜘蛛を殺した。

「〈移動トリムル〉」

　魔石がふわふわ宙をただよい、レカンの右手に収まった。

「驚いた。レカン師匠はそんなこともできるんですね」

「少し下がった位置で待とう。大型個体は倒された位置で湧く」

　しばらく待つと次の大型個体が湧いたので殺した。

「よし。これで〈印〉ができたはずだ。あとは、階層と階層のあいだにある階段で、〈階層シジメル〉と唱えれば、頭に階層図が浮かぶ。〈印〉のある階層が選択できるから、選択して〈転移パルプ〉と唱えればいい。さて、次の階層に進むぞ」

　階段に入ってから、エダとアリオスに、〈階層〉の呪文を唱えさせてみた。二人とも問題なく、頭に階層図が浮かんだ。

　十一階層から二十階層までは八目大蜘蛛の劣等種が出る。体はぐっと大きく、頭と足はひどく硬い。強い毒を持つし、顎あごは重鎧をかみ砕く。

「うわあ。大きいなあ」

「エダ、〈イシアの弓〉で狙ってみろ」

「はいっ」

　矢はまっすぐに蜘蛛の腹に刺さり、蜘蛛はぺたんとその場にへたり込んだ。

「エダ殿。どうしてそんなに正確に心臓の位置がわかるのだ？」

「うーん。施療師さんのところで研修したからかな。魔力を飛ばして蜘蛛の体を探ると、ここだ、って感じるんだ」

「〈移動〉」

　魔石がふわふわと飛んできて、レカンの右手に収まった。

「レカン殿。今のはいったい」

「〈移動〉の魔法だ」

「いや、おかしいだろう。〈移動〉の魔法がこんな遠距離で使えるわけがない」

　次はレカンが戦った。蜘蛛の動きをじっくり観察したあと、〈火矢ベイアーツ〉を放った。〈火矢〉は、蜘蛛の上で軌道を変え、腹の上部にある心臓を直撃した。

「レカン師匠。今、〈火矢〉が曲がってませんでした？」

「その師匠というのはやめろ」

「わかりました。レカンさん」

「アリオス君。レカン殿、って呼んでなかった？」

「ヘレスさんとかぶるので、当分やめます」

　十一階層では八目大蜘蛛は一体ずつ出現し、十二階層では二体ずつ出現し、十三階層では三体ずつ出現する。十五階層まで、出現する魔獣の種類は同じで、一つのくぼみにいる数が増えるだけだ。一体ずつ倒せる十一階層は人気が高く、五体が固まって出現する十五階層はほとんど無人だということで、一行は十五階層に下りた。

「もう素材はいい。魔石だけを採る」

　八目大蜘蛛の乱獲が始まった。エダは〈イシアの弓〉で、レカンは〈火矢〉で、次々に魔獣を倒す。エダが倒した魔獣の魔石を、アリオスとヘレスが交代で採取する。レカンは〈移動〉で、通路の上に立ったまま採取する。

　すぐに音ねを上げたのがヘレスだ。鎧をまとっての坂の上り下りはきつい。しかも、エダが魔獣を仕留める速度は異常に速い。

「役に立たんやつだな」

「はあっ、はあっ。そ、そんなことを、い、言われても、はあっ、はあっ」

　宝箱の出現率は悪くなかった。麻ま痺ひ付きの短剣が出たが、どうという品でもなかったので売ることにした。中赤ポーションと中青ポーションが何個か出た。そしてたっぷりの魔石が採れた。大型個体を二度倒して、〈印〉も作った。

　地上に出ると、夜だった。

「食事をして宿に帰ろう。売り払うのは明日でいい。明日は一日、休みにする。明後日は朝から迷宮に入る。三日から五日程度潜るつもりで用意してくれ」

「三日から五日だと？　いや。わかった。それと、素材だけは早く売っておきたい。今から売りにいってもいいか？」

「こんな時間で店が開いているか？」

「開いている店がある」

「じゃあ行くといい。オレたちは、先に〈ジェイドの店〉に行ってる」

「行ってくるね、レカン」

「ああ」

　その日はあまり深酒せず、ほどほどに食事して帰って寝た。

　ヘレスは、パーティーに参加することが決まった翌日から同じ宿に越してきている。食事はずいぶんいい店で食べるのに宿はえらく安い宿なのだな、とあきれていた。
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　一日休みをとって、再び迷宮に向かった。

「ここから五つの階層では、八目大蜘蛛の劣等種の変異種が出る。十六階層の変異種は〈巨大〉という特質を持っている。体高は十五階層の蜘蛛の倍ほどある」

　実際にみてみると、なるほど大きい。

「エダ。お前、〈睡眠〉を飛ばせるようになったんだったな」

「うん」

「この距離で届くか」

「もうちょっとだけ近づいたら届くような気がする」

「やってみろ」

「うん」

　エダは少し斜面を下りて、右手のひらを魔獣に向けた。

「〈睡眠〉！」

　蜘蛛はかくんと崩れ落ちた。

「よし。アリオス、ヘレス。蜘蛛は〈睡眠〉にかかった。倒してこい」

「はい」

「レカン殿もエダ殿も、杖つえも使わないし準備詠唱もないのだな」

「早く行け。素材はいらん。魔石だけでいい」

　十七階層は素通りし、十八階層に下りて食事をとった。

「エダ殿はすごいな。魔弓の驚異的な精度に加え、〈睡眠〉の使い手だったとは。しかもあれほどの距離で〈睡眠〉を飛ばせるとなると、相当の熟練だ。その若さで、たいしたものだ」

「えへへへへ」

　レカンは、不機嫌な顔をして水筒の茶を飲んでいる。

「レカンさん。どうもお気に召す階層がないようですね」

「ああ。八目大蜘蛛劣等種は、攻撃の威力がありすぎ、体が大きすぎ、エダの実戦相手に不向きだ。すり鉢状の巣もよくない。安全なところから狙い撃ちできてしまう」

「レカンさんがエダさんにとって適当と思うのは、索敵の練習ができたり、致命的ではないけれどそこそこ危険な攻撃をしてきて、回避の練習ができるような敵ですか？」

「そうだな」

「過保護ですよ」

「なにっ」

「命の危険がない戦闘では回避や防御は身につきません。全力を出し切らない戦闘では力は得られません。ここまでエダさんは、矢を射てみろとか〈睡眠〉を飛ばしてみろとか指示を受けて、魔獣を倒してきました。だけど自分の判断で戦ってはいません。そしてレカンさんも私もヘレスさんも、戦闘力をほとんど発揮していません。それではだめです。せめて全員が能力の八割を出すことが必要な場面に置かれないと、エダさんの本能は目覚めません」

「本能、か」

「出過ぎたことを言いました」

「いや。礼を言う」

　案外エダは冒険者としての基礎能力を身につけている。これ以上の何かを教えようとするなら、エダに正真正銘の全力を出させなければならない。それで死ぬようなら、この先も生きてはゆけないのだ。

　レカンは、心を決めた。

「エダ。今から〈回復〉を解禁する」

「うん」

「〈回復〉だと？　エダ殿は〈回復〉が使えるのか？」

「〈回復〉だけではない。お前のあらゆる能力を自由に使え。その場に必要だと思うことを何でもしろ。このパーティーの迷宮攻略に、お前の最大限の貢献をしろ」

「は、はいっ」

「まず二十階層の大型種を倒して〈印〉を作る。そして十五階層に戻る。そこで金を稼ぐ」
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　レカンは〈炎槍バンドルー〉を解禁し、無人の野を行くがごとき歩みで、たちまち二十階層に到達した。

「よし。二十階層の〈印〉はできたな。十五階層に戻るぞ。狩りは一眠りしてからだ」

　全員で十五階層に移動し、たき火をたいて、食事をした。レカンは、町で大量の薪を買い込み、〈収納〉に入れてきたのだ。

「レカン殿の〈箱〉は、いったいどうなっているんだ」

「それは聞くなと言った」

「レカンて、ほんと自由に生きてるよね」

「冒険者というのは自由なものだ」

「レカンは特殊だと思う」

　皆はぐっすり寝て、起きた。

　そして宝箱の獲得を目的とした狩りが始まった。

　それぞれのくぼみには、五体ずつ八目大蜘蛛の劣等種がいる。そのくぼみの上を歩きながらレカンは五本ずつ〈火矢〉を放つ。〈火矢〉は蜘蛛の心臓を貫いて殺す。〈移動〉で宝箱、あるいは魔石を回収する。回収した魔石から魔力を吸いつつ、くぼみを巡ってこの作業を繰り返した。

　エダは〈イシアの弓〉で同じことをした。魔力が尽きると最初の二回は中青ポーションを飲み、それ以降はごろんと横になって魔力を回復する。

　アリオスとヘレスはエダが倒した魔獣から宝箱か魔石を回収する役だ。もはやヘレスは鎧を着けていない。そんなものは着ける必要がないのだ。

　エダが休憩しているときには、二人で魔獣を倒している。

　レカンが号令をかけると、休憩、食事、睡眠の時間となる。

　こうして五日間、四人は第十五階層にこもって、ひたすら宝箱の獲得を目指した。

　その結果、弓十五張り、矢十二本、盾八枚、短剣六本、腕輪三個、長剣二本、ほかポーション計二十二個が得られた。ポーション以外は全部恩寵品である。

　矢のうち〈必中〉や〈爆発〉など有用な恩寵がついたもの五本と、〈呪い抵抗〉のついた腕輪と短剣をエダに与えた。

　町に帰って恩寵品を売り払ったところ、金貨百八十枚を少し超えた。これをたった五日間で、高価な消耗品や呪い付与も消費せず、武器や防具の損耗もなく稼いでのけたのだから、まさに荒稼ぎだ。

　二日間は休養日とした。
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　休養日の二日目に、レカンはエダを連れて店を回って弓と矢を買った。アリオスとヘレスもついてきた。

　店を回って何度も試し撃ちをさせてもらい、これはという弓をみつけた。張りもあって、ぶれがなく、手離れの感触が抜群にいい。地味ながらよい素材をふんだんに使っていて、耐久性も期待できる。同じ店で矢を百本買わせた。予備の矢尻も少し買わせた。弓を手入れするための油や布や糸も同じ店で買わせ、手入れのしかたを教わらせた。

　その店に、呪術屋と毒屋も紹介してもらった。呪術屋では、麻痺の呪いを五本の矢にかけてもらった。一本につき、ほぼ金貨一枚した。エダはもっと安い呪いでいいと言ったが、確率の低い呪いを十本にかけてもらうより、確率の高い呪いを五本にかけてもらうほうがいいのだと教えた。毒屋では、矢二十本分の麻痺毒を買った。

　遅めの昼食をとり、エダをアリオスとヘレスに託した。

「エダの防具をみつくろってやってくれ。二十二階層以下の魔獣は毒液を飛ばしてくるというから、体をおおうような服がいる。靴も、もっと丈夫で軽いものをな」

「わかりました。幸いここの迷宮からは高級素材が採れますからね」

「有り金全部使わせてもいいから、いい防具を頼む。夜に〈ジェイドの店〉に集合だ」

　三人と別れたレカンは、武器屋を回った。金貨七十枚をちょっと超える程度の金がある。いい剣が買えるなら、これを全部使ってもいい。レカンが探しているのは、恩寵などついていなくていいから、使いやすく、頑丈で、手になじむ剣だ。〈ラスクの剣〉は気に入っているが、使い続けていたらいつか折れる。そのとき使える剣が欲しかった。だが、これはという剣を置いてある店がない。この店でだめなら今日は諦めようと考えながら、武器屋に入った。

「剣をみせてくれ」

「そこに何本か出てるだろうが」

「もっといい剣だ」

「うちには恩寵品の剣はねえよ」

「恩寵品の剣はいらん。ちゃんとした鍛冶師が鍛えた、ちゃんとした剣が欲しい」

　瘦せて目ばかりをぎょろぎょろさせている店主は、うさんくさそうにレカンをみあげた。

「ちょっと待ってろ」

　しばらくして持ってきた剣は、それなりの業わざ物ものだった。

「ふむ。いい剣だ」

　だが、物足りない。レカンは剣を鞘にしまって返すと、〈ラスクの剣〉をカウンターに置いた。

「この剣と同じ程度の剣が欲しい」

　店主は〈ラスクの剣〉を抜いた。そして目を大きくみひらいた。

「こりゃあ、〈ラスクの剣〉じゃねえか」

「ほう。鑑定もせずにわかるのか」

「この筋の通りぐあいと、身の色、それに鞘の造りをみりゃあ、一目瞭然よ。いやあ、この年になって、また〈ラスクの剣〉を拝めるたあなあ」

　ずいぶん長いあいだ店主は〈ラスクの剣〉を抜いてながめていたが、やがて鞘にしまった。

「ずいぶん乱暴に使ってるようだな」

「む」

「この剣はわしに預からせてくれ。研ぎ直して、柄の所も締め直しておく」

「うむ」

「旦那。奥に来てくれ」

　店主について店の奥に入ると、裏口から出て倉庫のような建物に連れていかれた。

「こいつだ。この剣をみてみちゃあくれねえか」

　そこにその剣はあった。驚くほど長大な剣だ。これみよがしの装飾があるわけではない。造りも無骨だ。だが剣自体の持つ存在の気配が美しい。

　握ってみると、剣の柄は確かな硬さと不思議な柔軟さをもってレカンの手になじんだ。これなら、血まみれの手でつかんでも、滑ったりずり落ちたりすることはないだろう。

　左手で鞘を押さえて剣を引き抜いた。美しく凶悪な剣身が現れてくるのを、レカンは陶酔に似た気持ちでみまもる。切っ先が鞘から離れ、剣の全身があらわになったとき、レカンは思わずうなり声をあげた。

　剣には相矛盾する命題がある。切れ味と頑丈さである。鋭い剣は折れやすく、折れない剣は斬りにくい。

　レカンにとって剣は単なる刃物ではなく、盾であり、ハンマーであり、槍でもある。刃筋にそってふるうだけでなく、ありとあらゆる角度でレカンは剣を敵にたたきつける。それに耐えられるのが、レカンにとっての名剣なのだ。

　この大剣は、あらゆる方向に頑丈であるようにみえる。この剣はしかるべき力と速度でふるうならば、恐るべき破壊力を発揮するだろう。

　レカンは大剣を右手に持って倉庫の外に出た。

　高々と剣を持ち上げ、必殺の気迫を込め、振り下ろした。

　大剣は大気を斬り裂き、中空で停止した。

「驚おでれえたなあ。まさか、その剣を片手で振れるお人がいるたあなあ」

「この剣は？」

「〈アゴストの剣〉」

「〈アゴストの剣〉、か」

「アゴストは、ラスクのせがれよ」

「なにっ」

「才能のある鍛冶師だったんだけどなあ。おやじのラスクより先におっ死ちんじまった。だからアゴストの作った剣は、ほとんど残っちゃいねえ」

「この剣は、何かの注文を受けて作ったのだろうか」

「それがわからねえ。そんな特殊な剣を打つにゃあ、注文でもあったと思うのが自然だが、アゴストが死んだあと、誰も受け取りにゃ来なかった。それでラスクも死んだあと、残されたアゴストのかみさんがよう、食ってくためにそれを売りに出した」

「それを店主が買ったわけか」

「そうよ。まあ売れねえだろうけどなあ」

「いくらだ」

「えっ？」

「この剣の値段は、いくらだ」

「金貨十五枚、と言いてえところだが、原価ぎりぎりで金貨十二枚。悪りいが、売るとしたらそれ以下にはできねえ。そんなことをしたら、アゴストに申し訳ねえや」

「そうか」

　レカンは、〈アゴストの剣〉を鞘に収めて地に寝かせ、金貨をつかみだして十五枚を数えると、店主に差し出した。

「いいのかい、旦那」

「この剣には金貨十五枚の価値がある」

　レカンは迷宮に潜ることを店主に伝え、〈ラスクの剣〉を託して店を去った。
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　ニーナエ迷宮では二十一階層から三十階層までが中層と呼ばれ、斑蜘蛛の巨大種が出現する。巨大種といっても体高はおとなの半分もない。ここまでの階層ではすり鉢状のくぼみがあって、その底に魔獣がいたが、この階層では天上から岩のひだが垂れ下がっていて、そのひだに蜘蛛は隠れている。その真下を通ると蜘蛛は垂らした糸を伝って襲ってくる。逃げようとして不用意に動き回ると別の蜘蛛を呼び寄せてしまう。

　攻撃は、足の爪による攻撃とかみつきのほか、〈火炎〉がある。口から小さなどろどろした岩の塊のようなものをはき出す攻撃で、服や鎧にまとわりつくので大やけどになる。射程は十歩ほどだ。〈睡眠〉は今までの階層より強力で、射程は二十歩ほどである。今までの蜘蛛に比べ急に小さくなるうえ、動きが素早いので攻撃を当てにくい。地上に下りてくるまでは攻撃をしてこない。

　魔獣の特性をつかむためにしばらく試行錯誤をしたが、そこからは早かった。

　レカンはどんどん進みながら、魔獣がいると〈炎槍〉を放つ。そして〈移動〉で魔石を死骸から引き抜く。落ちてきた魔石を、エダ、アリオス、ヘレスが順番に受け止める。そんなやり方で進んでいった。

　二十二階層、二十三階層、二十四階層をまたたくまに通り過ぎ、二十五階層ももはや出口に近い。

「止まれ。ここで休憩する。腰をおろしていいぞ」

「いや。なんでこんな危険な地点で休憩するのだ」

「今倒したのは大型個体だ。もう一度湧くのを待って倒し、〈印〉を作る」

「そういうわけか」

「ここらは全然冒険者がいないな」

「中層はうまみがないからな。皆ここはできるだけ早く抜けて、三十一階層以下で狩りをするのだ。だから、三十一階層で大型個体を狩る依頼は人気がある」

「依頼だと？」

「魔獣は一階層降りるたびに強くなってゆく。三十階層をやっとの思いで踏破できたパーティーに、三十一階層の大型個体は手ごわすぎる。だから冒険者協会に、三十一階層での〈印〉作りという依頼が上がるのだ。料金は大金貨三枚。依頼者側は第三十階層に〈印〉を持っていることが条件となる。魔石や素材や宝箱は、すべて依頼を受けたパーティーのものだ。三十一階層の素材は高く売れるから、じっくり狩りながら進めば依頼報酬と同額程度の収入がある」

「〈炎槍〉！」

　突然レカンは右手を上げて攻撃魔法を上方に放った。大型個体が再出現したのだ。

「〈移動〉！」

　立ち上がって、落ちてきた魔石を右手で受け止め、〈収納〉にしまう。

　少し移動して野営した。
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「二十六階層から三十階層まで、地形はこの階層と同じだが、蜘蛛は巣を張り巡らしているのだ。一つの巣には一体の蜘蛛が棲んでいる。ずっと上のほうで待機していて、侵入者が巣にふれると降りてくる。巣にさわらなければ蜘蛛は出てこないので、巣をよけて進んでいけば戦わずにすむ。ところが時々、どうしても巣にふれなければ進めない箇所がある」

「巣には粘着性がないのか」

「あるとも。だから不用意にさわったら、がんじがらめにされて殺される。石ころでもぶつけて蜘蛛をおびき出して殺し、粘着性が消えるのを待って巣を採取する。そして先に進むのだ」

「なるほど。敵の攻撃能力は、ここまでと同じか？」

「いや。ここからは少し大きくなり、力も強くなる。〈混乱ユトーレ〉〈麻痺〉〈毒液〉を飛ばしてくる」

　どうというほどの敵ではなかった。

　巣に薪を投げつけると蜘蛛が降りてくる。そのときには背中をみせながら降りてくるので、エダの矢やレカンの〈火矢〉で狙い撃ちにできた。毒液も、レカンにとってはかわすのは造作もない。

　二十七階層、二十八階層、二十九階層、三十階層を踏破し、出口の近くで野営した。

「それにしても、たった一日で二十一階層から三十階層まで踏破するとは。信じられん。しかも私とアリオス殿はろくに戦ってもいない。落ちてきた魔石を拾ったぐらいのものだ」

　そう言いながら、ヘレスは塩漬け肉をたき火で炙あぶっている。

「ああ、いいなあ。本当にいいものだ。このたき火というものは。こんないいものを知ってしまったら、もうたき火なしではいられない」

　エダが作ったスープを上品にすする。

「このスープは、わが家の料理人頭が作るスープよりずっとおいしい」

　もちろんそんなはずはないが、これは感動と感謝の表現なのだろう。

　この日一日で倒した魔獣は九十体を少し超えた。宝箱は六個出た。うち四個はポーションで、二個は盾だった。よい恩寵がついていたので、高く売れるだろう。そのほか、糸も少し採取した。
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「三十一階層から三十五階層までは八目大蜘蛛の下位種、四十階層までが中位種、四十四階層までが上位種となる」

「八目大蜘蛛っていうと、第十階層とかにいたあれ？」

「姿は似ているが、大きさはまるでちがう。そうだな。体高は三歩から五歩ほどもあるだろう」

　三十一階層は砂場に尖った岩が生えていて、見通しは悪い。岩と岩のあいだをぐねぐね進んでいくと、時折広い砂場があって、そこに一匹ずつ八目大蜘蛛がいる。蜘蛛は縄張り意識が強く、ほかの蜘蛛の砂場には近づこうとしないが、侵入者が戦闘中に逃げ出せば追いかけてくる。

「とにかく攻撃が通じない。足や頭は硬くて刃物が食い込まないし、腹はぷよぷよして、刃物は通るのだが、下手をすると粘りけのある腹に刃物が食い込んで離れなくなり、武器を失ってしまう」

「魔法攻撃はどうだ」

「頭と足は光熱系攻撃魔法をはじく。腹には効くのだが、腹の半分ほどを吹き飛ばされても平気なのだ。心臓まで届く攻撃なら倒せる」

「心臓は魔法以外でも狙えるだろう」

「心臓は急所だ。だが高い位置にあるから狙うのがむずかしい。横からでは足が邪魔になるし、後ろからでは突き出た腹が邪魔になる」

「ここに来るパーティーは、どうやって倒してるんだ？」

「誰かが正面で蜘蛛を引きつけておいて、誰かが足を一本か二本落としてから長柄の武器で心臓を狙う、というやり方をするパーティーが多いようだな。それと、まず毒や呪いのついた矢で腹を狙って動きをにぶらせることが多い」

「足は硬いんじゃなかったのか？」

「付け根の部分に、わずかに隙間があって、そこは刃物が通る。首の付け根の部分にも刃物の通る隙間がある。ただし、正面に立つと、かみつき攻撃はあるし、溶解液もはいてくる」

「溶解液というのはどういうものだ」

「金属以外は何でも溶かすようだ。金属でもわずかに溶かす。だからこの階層を探索するには、赤ポーションが必須だ。そしてもちろん、腹についた片側四つの目をじっとみてしまうと頭痛とはきけがして意識が混濁する」

「はぎ取り部位は？」

「ここの蜘蛛は、捨てるところがないほど、どの部位も高く売れる。まず目は呪術触媒として最高の素材だ。頭の外骨格は鎧などの素材となる。腹の皮も高く売れるし、足にも素晴らしい値段がつく。そして何より毒液だ。ここからの階層の蜘蛛がはき出す〈猛毒〉は、ほとんどの毒抵抗を無視して効く。それと、ここまではほとんど冒険者がいなかったが、ここは多い」

「そうだろうな」

「三十五階層まで階層ごとに敵は強くなるのに、採取できる素材の質にはあまり変わりがない。しぜん三十一階層に人が集中するのだ」

「わかった。では下りよう」

　エダが鍋や皿を手際よく片付ける。レカンは鍋や皿や、さらには燃え残った薪までを〈収納〉に入れた。

「ほんとにその〈箱〉は、どうなっているのだ」

「それは聞くなと言った」

　ヘレスが鎧を着け終わるのを待って、一行は、階段を下りた。

　そして三十一階層に足を踏み入れた瞬間、濃厚な血の匂においがただよってきた。
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　尖った岩と岩のあいだから、冒険者が一人、おぼつかない足取りで走り出て来て、レカンたちの前でばたりと倒れた。

「ヴェータ？」

　ヘレスが知っている相手のようだ。

「た、助けて」

　持ち上げたその顔の右半分はぐずぐずにただれていて、ぶすぶすと煙を噴いている。全身ぼろぼろで血だらけだ。女だ。長い髪の右側が溶け落ちて無残である。帽子の残骸がへばりついている。もし帽子をかぶっていなかったら、もっと悲惨なことになっていたろう。

　レカンは素早く大赤ポーションを出すと、女の顔に振りかけた。多少傷口が回復したようだが、それ以上の効果はない。たぶんこの女は、赤ポーションをすでに使ったのだ。

「エダ。〈回復〉をかけてやれ」

「はいっ。〈回復〉！」

　エダは待機時間なしに〈回復〉を発動できる。これはレカンもまねできない。エダの〈回復〉は、レカンの〈炎槍〉に匹敵する発動速度だ。

　みるみる女の顔が治癒されてゆく。ただし、なくなった髪は完全に元通りにはならなかった。

「なんてすごい〈回復〉なのだ」

　前方に戦闘の気配がある。

「レカンさん、助けに行きますか？」

「いや。ほかのパーティーの戦闘に、呼ばれもしないのに手出ししてはならない」

「み、みんな、もう、だめ。戦えない。助けて。みんなを助けて」

「依頼があった。様子をみて助けられるなら助ける。困難であれば引く」

　レカンは尖った岩と岩のあいだを進んだ。三人がそのあとに続く。

「〈展開パシュート〉」

　左手にはめた〈ウォルカンの盾〉を盾に戻した。

　広い砂場の中央には、巨大な八目大蜘蛛と冒険者たちがいる。冒険者は、一人だけが膝立ちになっていて、ほかは倒れている。

　八目大蜘蛛は、右目はつぶれ、左の足二本と右の足一本が欠けている。腹もごっそり削り取られている。だが戦闘意欲は旺盛で、新たな侵入者たちに、しゅうしゅうと威嚇の声をあげている。

「助けがいるか！」

　レカンは大声で叫んだ。

　膝立ちになって戦っている大男の戦士が、首を巡らしてレカンに言った。

「助けてくれ！」

「わかった」

　レカンは魔獣に突進した。

　魔獣がレカンに溶解液を吹く。レカンは盾でそれを受け、魔獣のふところに飛び込んで、頭をたたき斬った。刃物が通らないと聞かされていた頭部だが、ぐしゃりと大きくへしゃげ、首の付け根の部分がなかば引きちぎれた。その首の傷口から体液を噴き出しながら、魔獣は音を立てて崩れ落ちた。

「エダ。そいつとそいつに〈回復〉だ！」

「はい！」

　冒険者は十人いた。そのうち二人は明らかに死んでいる。残る八人のうち重篤な者二人の治療をエダに任せ、レカンはほかの者から〈回復〉をかけていった。誰もが軽くない傷を負っており、結局全員に〈回復〉をかけた。
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　ヴェータは、〈ジャイラ〉のメンバーだ。〈ジャイラ〉は、ニーナエ迷宮を三度も踏破したパーティーだったが、少し前の探索でメンバーの〈回復〉持ちが死んでしまった。それでも三十一階層に〈印〉をつける依頼は充分に果たせると考え、〈迷子の竜ペザントオルザム〉という六人組新進パーティーの依頼を受けた。何の問題もないはずだった。

　三十一階層に入ってすぐに出会った蜘蛛に〈ジャイラ〉は戦いを挑んだ。〈ペザントオルザム〉の者たちには砂場に入らないよう言い置いて。

　片目をつぶし、足を三本落とし、あと一息でとどめをさせるというとき魔獣が苦し紛れにはいた毒液を、リーダーの盾剣士カガルがかわした。その毒液は後ろのほうに飛んでゆき、〈ペザントオルザム〉の剣士トリスの足にかかった。

　トリスがなぜ砂場に足を踏み入れたのかはわからない。何か手伝えることがあると思ったのかもしれない。これから自分たちが狩ることになる魔獣を間近でみたいと思ったのかもしれない。

　理由はわからないが、それはよけいなことであり、やってはならないことだった。

　悲鳴をあげたトリスを助けようと、〈ペザントオルザム〉のメンバー五人が砂場に飛び込んだ。

　一気に多くの侵入者が現れたので、魔獣は標的をそちらに移した。

　六人の若い冒険者が蹂じゅう躙りんされるのを助けようとして、〈ジャイラ〉の四人は連携を崩し、〈ジャイラ〉と〈ペザントオルザム〉は全滅寸前まで追い込まれた。そこにレカンたちが来て、生き残っていた八人は地獄行きをまぬがれたのだった。

「〈大回復〉持ちが二人もいるとは。〈ウィラード〉というのは恵まれたパーティーだの」

〈ジャイラ〉のリーダーである剣士カガルがレカンにそう言った。

〈大回復〉というのは上級の〈回復〉のことである。初級の〈回復〉を〈治癒〉、中級を〈回復〉、上級を〈大回復〉と呼んで、それぞれ別の魔法だとする解釈があると、以前シーラに聞いたことがある。

「カガル。オレたちは、ヴェータとあんたの救援依頼を受けて魔獣を倒し、あんたがたを治療した」

「ああ。感謝しとる。本当に世話になった。あれだけひどかった傷を、こんなに綺麗に治してくれたんだからの。神殿でもこうはいかねえ」

「このことに対し、後日正当な報酬が支払われると考えていいな」

「もちろんだ。あんたたちの宿はどこだ」

「宿には寝に帰るだけなので、〈ジェイドの店〉に来てくれ。あの店で夕食をとっている」

「わかった。金回りがいいんだのう。無理もねえか。なあ、レカン。頼みがあるのだが」

「一応聞こう」

「こいつら〈ペザントオルザム〉の四人に、この階の〈印〉をつけてやってくれねえだろうか。依頼料は大金貨三枚。わしがあんたに払う」

「断る」

「そう言わず、まず事情を聞いてくれ。〈ペザントオルザム〉は、十九階層に〈印〉を持っとった。わしらは、そこから一気にこの階まで来て、〈印〉を作ろうとしたのだ。事故さえなければ問題なくできたはずなのだ」

「他人の事情に興味はない」

「ポーションも毒も食料も使い果たしてしまってのう、このまま探索を続けるのは無理なのだ」

「あんたたちは、この階に印があるんだろう。〈ペザントオルザム〉を階層の外で待機させ、買い物をして戻ってくればいい」

「レカン。あんたならわかるだろう。わしたちは手痛え敗北をした。今わしらは戦える状態ではねえのだ。大金貨を五枚出そう」

「断る」

「だが、あんたたちは、今この階層に来たばかりだ。この階層を踏破するのだろう？　そのついでに〈ペザントオルザム〉を連れていってくれればいいのだ。それで大金貨五枚が稼げる。うまい話だ」

「オレはうまい話だとは思わん」

「ヘレス。あんたからも口添えしてくれねえか」

「カガル。探索においてはレカンがすべてを決める。そういう約束なんだ」

「レカン。頼む」

「断る」

「カガルさん。ぼくたちのために、すみません。ぼくがよけいなことをしなければ、誰も死ななかったし、今回の依頼も問題なく達成していたにちがいないんです」

「トリス」

「こんな問題行動を起こしたぼくたちを、レカンさんが連れていきたくないのは当然です。それに、四人に減ってしまった今のメンバーでは、〈印〉ができても、それを活用することはできないでしょう。指示を守らなかったために起きた事故ですから、依頼料は、あなたがたのものです」

「受け取るわけにはいかねえ」

「しばらく休んで、それからもう一度やり直します。カガルさん。今回はお世話になりました。〈ジャイラ〉に犠牲者が出なかったのが、せめてもの救いです」

「待つのだ、トリス」

「ぼくたちは地上に帰ります。入り口はすぐそこですから、みおくりは結構です。それじゃ」

〈ペザントオルザム〉の生き残り四人は、逃げ出すように三十一階層から去った。剣士カガルは恨みがましい視線をレカンに浴びせたが、レカンは気づかないふりをして、その場を立ち去った。エダとアリオスとヘレスがあとに続く。カガルは、別れの言葉も口にしなかった。

　この場を立ち去るのは、せめてもの思いやりだ。レカンたちが立ち去れば、〈ジャイラ〉は八目大蜘蛛の死骸から素材を採取できる。

　レカンにはカガルの気持ちがわかった。〈ジャイラ〉には、ニーナエ迷宮を三度も踏破したという実績があり、名声がある。ところが今回、依頼者のうち二人を死なせてしまった。このままでは名声は地に落ちる。しかも〈ペザントオルザム〉は十九階層に〈印〉があるという。三十階層に〈印〉がないのなら、協会を通した正規の依頼ではない。そこで大枚をはたいてレカンに依頼をしようとしたのだ。差額の大金貨二枚は持ち出しになるが、名声を完全に失うよりはましだ。

　その気持ちはよくわかった。わかったうえで断った。手の内をみられたくないからだ。やむを得ずエダの〈回復〉は許可したが、このうえレカンや仲間の能力をみせるつもりはない。
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　攻略が再開された。

「この岩の向こうに魔獣がいる。オレは正面から飛び込む。アリオスは右、ヘレスは左だ。エダは最初に砂場の外から矢を射て敵の気を引け。あとは回復役だ。行くぞっ」

　言うなりレカンは突撃した。アリオスはすぐ後ろに続く。ヘレスは出遅れた。エダは構えてもいないうちにレカンが飛び出したので、あわてて弓を構えたが、すでに射るべきタイミングは過ぎ去っていた。

　レカンは溶解液を盾で防ぎ、そのまま頭部に一撃を加えた。一瞬魔獣の動きがとまった隙に、アリオスが左前足を付け根から斬り落とした。さらにレカンの一撃が頭部に打ち付けられ、魔獣は死んだ。

　レカンは魔獣の残る七本の足も落とし、関節で切り分けて、〈収納〉にしまった。二つの目もえぐりとって〈収納〉にしまった。腹を裂き、毒袋を採り出して専用容器に入れ、〈収納〉にしまった。

「いや、だから、レカン殿。その〈箱〉はどうなっているのだ。そもそも、どこが〈箱〉になっているのだ？」

「聞くなと言ったろう」

　うれしいことに、魔獣から採れる魔石が、ぐっと大きくなった。大型魔石と呼んでいい大きさだ。

　何度か戦闘が続いた。二度目からはエダも心の準備ができていたようで、レカンが接敵する前に矢を腹の上部に刺して、敵の注意を引きつけていた。

　いきなり飛び込んでいくので、どうしても乱戦に近い状態になる。ヘレスは何度か敵の攻撃を受け、怪け我がをした。レカンも何度目かに溶解液のしぶきを浴びて顔が焼けた。いずれも、エダの〈回復〉で綺麗に治った。

「レカン殿。その大剣を横にふるのはやめてもらえないか。危なくてしかたがない」

「かわせ」

「そんなむちゃな」

　昼食もとらずに昼過ぎまで戦闘を繰り返し、最後に大型個体を二体倒した。

　大型個体二体分、通常個体十体分の素材を得たわけである。宝箱は出なかった。

「よし。今回の探索はこれで終了する。明日から三日間を休養日にする。充分に休め。ヘレス。素材の売却は明日だ。みんなご苦労だった。水を浴びて、〈ジェイドの店〉に集合だ。いつもの通り夕食はオレが奢る。腹いっぱい好きなものを食ってくれ」
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〈ジェイドの店〉である。

「いよう、レカン！」

「やあ、コズウォル」

「はっはっはっはっはっ。迷宮帰りかあ？」

「ああ。昼過ぎに上がった。明日から三日は休養だ」

「俺たちは明日から潜る。少しゆっくりしたから、今度は五日間ほど潜るつもりだ」

「ちょいとおじゃまするわね。あんたがレカン？」

「ああ」

「あたしはヌル。〈アズカリス〉の回復師よ。あんた、〈大回復ウルキリーム〉が使えるんだって？」

「ああ」

「なにいっ？　レカン。お前、剣士じゃないのか。どうして剣士が〈大回復〉なんぞ使えるんだ」

「あたしもちょっと信じられない気分だけど、ヴェータがわざわざ噓うそを言うわけはないわ。それと、そっちのお嬢ちゃんがエダちゃん？」

「はい」

「かわいいわねえ。その年で三十一階層に潜るなんて信じられないわね」

「三十一階層だとう？　馬鹿いえ。レカンはついこの前ここに来たばかりだ。しかも〈ジャイラ〉が主を倒して五日間迷宮は眠っちまったんだぞ」

「馬鹿だろうが何だろうが、今日三十一階層で〈ジャイラ〉と若い子たちのパーティーを助けたうえに、瀕ひん死し状態のメンバーにレカンとエダが〈大回復〉をかけて命を救ったのは事実よ」

〈ジャイラ〉の剣士カガルが店に入り、まっすぐにレカンのところに歩み寄った。

「今日は世話んなった」

「ああ」

「ここの神殿で〈大回復〉は金貨五枚だ。〈ジャイラ〉の四人と、〈ペザントオルザム〉の四人にかけてもらったのだから、大金貨四枚を持ってきた。受け取ってくれ」

「確かに」

「じゃあな」

「ああ」

　短くあいさつをして、カガルは〈ジェイドの店〉を出た。

「ところでヘレスちゃん、どうやってこんないい男雇ったの？」

「雇ってはいない。パーティーに一時加えてもらっているだけだ」

「へえ？　でも、最下層目指してるのね？」

「今のところ、レカン殿は最下層を目指していない。だが私は、レカン殿が最下層を目指してくれるわずかな可能性に賭けた」

「そうなの。うまくいくことを祈ってるわ。うふん。レカぁン。ヘレスちゃんに飽きたら、あたしを入れてね。あたしに入れてもいいのよ」

「お前、言ってることがむちゃくちゃだぞ。酔ってるのか？」

「酔ってるわよう。この店に来て酔わなくてどうするのよう」

　しばらくして、〈アズカリス〉のリーダーである双剣士のファルカンがやってきて、酒癖の悪い女回復師を引きずっていった。

　翌日、レカンはヘレスに連れられていくつかの店を回り、素材を売った。全部で金貨百三十二枚になった。一人金貨三十三枚である。さらにエダには、カガルから受け取った大金貨四枚の半分を渡した。エダは有頂天になって、服を買いに行くと宣言した。

　夕食のとき、レカンはエダから、ある報告を受けた。

「なに？　カガルがお前に会いにきた？」

「うん。レカンがヘレスさんと素材を売りにいってるときに、宿に訪ねてきたんだ」

「それで、あたいに、〈ジャイラ〉に入らないかって」

「どう返事した？」

「そんなことはレカンを通してくれって言った」

「それでいい。えらいぞ。成長したな」

「えへへへへ」

　さらにその次の日、宿で朝食を食べたあと、カガルがやって来た。

「少し時間をもらいてえ」

「用事があるならここで聞こう」

　カガルは人目を気にするようにあたりをみまわし、小さくため息をついて椅い子すに座った。

「エダを譲ってくれねえか。この通りだ」

　そう言って頭を下げた。

「断る」

　カガルは懐から金袋を出してレカンに差し出した。

「白金貨が五枚入っとる。今のわしに出せる精いっぱいだ」

「断ると言った」

「〈ウィラード〉にはあんたがいる。一つのパーティーに二人も〈大回復〉持ちはいらんだろう」

「あんたが決めることじゃない」

「まあ聞け。うちの魔法使いのヴェータが、すっかりぶるっちまってなあ。もう潜りたくねえって言うのだ。だけんどエダが一緒に潜ってくれるなら戦えるというのだ」

「オレには関係のない話だ」

「ヴェータは、もともと内気な子でなあ。だけんど、ものすごい魔法の才能があった。面白いではねえか。あんな内気な子に千人に一人という攻撃魔法の才があったのだ。わしがどれほど苦労してあの子を」

「身の上話に興味はない。用はそれだけか」

「わしがこんだけ頭を下げて頼んどるのに、聞けんというのだな」

「あんたは自分の都合を押し付けているだけだ。そんなやつのところにエダはやれん。いずれにしても、エダは今オレの弟子だ。弟子を売る師匠などいない」

　カガルはしばらくレカンをにらみつけて、憤然とした足取りで出ていった。

　その日〈ジェイドの店〉で夕食をとっていると、魔法使いのヴェータがやって来て、エダの横に立った。

「エダちゃん」

「ヴェータさん、こんばんは。座りますか」

「あたしを助けて」

「え？」

「一人じゃ怖くて迷宮に行けない。でも、迷宮に行かないと稼げない。あたし、カガルに借金があるの。たくさんの借金が。今までは一撃で魔獣を倒してきた。一撃で倒れなくても、二撃目には倒れた。だから怖くなかった。だけどあのとき溶解液を浴びて、顔がどんどん溶けていって。もし助かってももう生きていけないと思った。でも、エダちゃんがあたしを助けてくれた。崩れた顔がもとの綺麗な顔にもどった。エダちゃんと一緒なら怖くない。戦える。だからお願い。私と一緒に来て」

「悪いけど、あたいは一緒に行けないです。あたいの居場所はレカンのそばなんです」

　ヴェータは、目に涙を浮かべながらレカンをにらみ、くるっと振り返って走り去った。
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　三日間の休養は終わり、再び迷宮探索の時が来た。

　三十一階層では前回充分に戦ったし冒険者も多いので、さっさと通り過ぎたいのだが、突き出た岩の配置は複雑で広大で、〈立体知覚〉をもってしても最適なルートはわからない。ふと思い出して、迷宮に〈鑑定アベル〉をかけるような気持ちになってみたが、どうすれば〈図化コズニット〉ができるのか、わからなかった。

　二度ほど戦闘になった。

　ヘレスは攻撃はまずまずだが、レカンの動きが読みにくいようで、連携はもたもたしている。アリオスも魔獣の動きを予測するのは苦手のようだが、レカンの邪魔にならないように立ち回っている。

（あと数階層のうちにアリオスもヘレスもそれなりの連携を覚えてくれそうだな）

　そんなことを考えながら階層の出口に向かった。

　このときレカンは油断していたわけではない。だが、〈生命感知〉も〈立体知覚〉もほかの階層や階段部分には届かない。そしてたまたま出口がレカンの左前方、つまり肉眼の死角だった。だから、階層の出口からヴェータが姿を現したとき、察知するのにわずかな時間が過ぎてしまった。

　それは、階層の外で準備詠唱を済ませていたヴェータが、必殺の攻撃を放つのに充分な時間だった。

「〈氷牙シルエギ〉！」

　構えた杖つえから白色の奔流が生じた。

　自分がこれをかわしたら、後ろにいるエダに当たるのではないかという思いと、これまで幾多の魔法攻撃を防いでくれた〈貴王熊〉の外套への信頼が、回避をためらわせた。

　レカンは思い出すべきだった。ヴェータが迷宮を三度も踏破した〈ジャイラ〉の切り札であったことを。

　放たれた魔法は、〈貴王熊〉の外套を貫き、レカンの腹をえぐって背中に抜けた。

　ヴェータの後ろから、剣士カガルとグレイブ使いタクトと盾持ちマズーが飛び出した。

　レカンの後ろからアリオスとヘレスが飛び出した。

　アリオスは素晴らしい速度で、二撃目の準備をしているヴェータに駆け寄ったが、盾持ちマズーがアリオスの前に立ちはだかった。アリオスが地を薙ぐような剣筋でマズーの足を斬り払い、左足を失ったマズーは前方に転倒した。アリオスはヴェータの持つ杖の頭を斬り落とした。

　レカンは、とどめを刺そうと襲いかかる剣士カガルを迎え撃とうとした。だが体が動かない。足元がよろける。ヴェータの放った魔法攻撃が貫通した部分を中心に、その周りが凍り付いている。カガルが振りおろす剛剣を、レカンはかろうじて〈アゴストの剣〉で受け止めた。

　グレイブ使いタクトは、ヘレスに襲いかかった。その恐るべき膂りょ力りょくで振りおろすグレイブは、戦慄すべき威力を持っている。しかしヘレスは落ち着いて対処した。グレイブの間合いをはかり、わずかにその外側に身を引く。狙いをそらされたグレイブは、迷宮の岩を割り砕いて深々と食い込んだ。ヘレスは、敵を倒すべく踏み込んだ。

　レカンは、カガルの二撃目をどうにか受け止めた。さすがに〈ジャイラ〉のリーダーであるカガルの攻撃は重い。そのままカガルは剣を押し込んでくる。そのときエダの呪文が響いた。

「〈回復〉！」

　ヘレスは、迷宮深層を探索する冒険者の反射神経と剛力をみあやまっていた。岩を吹き飛ばしてグレイブが横からたたき付けられる。ヘレスは巨大なグレイブに吹き飛ばされて岩に衝突する。タクトは右に大きくグレイブを引いた。

　レカンは、温かい光につつまれて体が回復するのを感じた。カガルの剣をはね飛ばし、がら空きになった胴体に剣を振りおろす。さすがにカガルも百戦錬磨の冒険者である。すかさず後ろに飛びのいた。だが完全に攻撃をよけきることはできず、右手の手首が斬り飛ばされ、宙に舞った。

　岩に打ち付けられ意識を飛ばしたヘレスに致命の一撃を放つべく、タクトがグレイブを右に引ききったとき、その右腕が斬り飛ばされた。ヴェータに当て身をくらわせたアリオスが神速の移動を行い、タクトの後ろから攻撃したのだ。

　レカンとアリオスが、それぞれの対手にとどめを刺そうとしたまさにそのとき、声をかけた者がいる。

「待て！　待ってくれ！」

　その男はそう叫ぶと、その場ではあはあと荒い息をついた。

〈ジェイドの店〉の主だった。
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　四人の襲撃者は、縛られてから手当を受けた。

「うちの店の給仕が、カガルからあんたたちの行動予定を訊ねられたそうでな。その様子が普通じゃなかったというんで、あわてて追いかけてきたんだ」

　ジェイドは過去何度も最下層を攻略したパーティーのリーダーであり、迷宮のあちこちに〈印〉を持っている。

　ジェイドは、カガルたち一人一人に聞いた。

「なぜレカンたちを襲った？」

　カガル、タクト、マズー、ヴェータの順で答えた。

「レカンが反対するので、エダがうちに来てくれねえのだ。これしかねえと思うた」

「〈ジャイラ〉の栄光を守るためには、カガルのやり方しかないと思った」

「エダを仲間にすることを、ヴェータが望んだからだ」

「レカンを殺したら、エダちゃんが一緒に来てくれると思ったの」

　ジェイドはエダに聞いた。

「エダ。レカンが殺されたら、〈ジャイラ〉に入ったか？」

「入らないよ。レカンの復讐をする。かなわないまでも、一太刀でも斬り付ける。それで殺されればレカンのところに行ける」

「エダの言葉を聞いたか。お前たちのしたことは結局無意味だったんだ。レカン、カガルたち四人をどうするつもりだ」

　レカンは〈ジャイラ〉の四人を殺すつもりだった。それが一番後腐れがない。だが、今後レカンたちの妨げにならないというなら、べつに殺さなくてもいい。正直〈ジャイラ〉がどうなろうと知ったことではない。

　それと、エダがこんなふうに思い詰めているのが、少し気になった。確かに迷宮は殺し殺される世界だが、過ぎた憎しみはよくない。恨みつらみを持ち込みすぎると、視野が狭くなり、破滅に向かう。

　ただし、〈ジャイラ〉の四人を殺さなかった場合、これ以上レカンたちを煩わせないという保証がいる。

「迷宮では人を襲い、殺しても、罪にはならない。だからカガルたちがオレたちを殺すのも自由だ。もちろん、オレたちがカガルたちを殺すのも自由だ。そうだろう？」

「もちろんそうだ。そうなんだが、虫のいい頼みをしてもいいか」

「聞いておこう」

「こんなやつらだけどなあ。迷宮に集まる若い冒険者たちにとっては英雄なんだ。殺さずにすましてもらうわけにはいかんだろうか」

　ジェイドは〈ジャイラ〉とは長い付き合いだろうし、助けたいと思う理由があるのかもしれない。もしこの申し出を断った場合、ジェイドが敵に回る可能性があるだろうか。ジェイド一人の脅威度は〈ジャイラ〉四人にまさる。できれば敵に回したくない。それに、ジェイドを敵に回せば〈ジェイドの店〉に行けなくなる。

「殺さなかったとして、こいつらがオレたちに二度と面倒をかけないようにする手立てはあるのか」

「追放にする。領主と話し合って、二度とこの町に入らせない」

「それが確実に実行できるという保証は」

「俺が保証する。それにこいつらも、もうこの体じゃ冒険はできん。せめて名を守るため、よそに行ってひっそり暮らすことを選ぶだろうよ」

「この町の外でオレたちが襲われないという保証は」

「最低限の暮らしをよそで始められるだけの金額を除いて財産を取り上げる。それ以上のことは今は思いつかん」

「ヴェータはカガルに借金があると聞いた。その金額と借金の理由が知りたい」

「わかった。おい、カガル。聞こえただろう」

　カガルの説明によれば、借金というのは、魔法の杖と首飾りなど、魔法の威力を上げるための恩おん寵ちょう品の購入費だった。ヴェータは母親の生活を助けるため、カガルの誘いに応じて冒険者になった。母親の暮らしはすっかり楽になったので、ヴェータは母親のもとに帰りたがるようになった。引き留めるために、カガルは借金を押し付けるような言い方をしたのだという。

　先ほどの魔法は杖の恩寵なのだという。〈魔法の迷宮〉と呼ばれるパルシモ迷宮で出たもので、なんと白金貨六枚の値がついていた。魔法威力増大の首飾りも、白金貨二枚で買った恩寵品だ。

「ジェイド。カガルたちの財産のなかから、ヴェータと母親が楽に暮らせる金額をやってくれ」

「わかった。それ以外の金は、あんたに渡す」

「いらん」

「えっ？」

「その金を受け取れば、〈ウィラード〉が〈ジャイラ〉と戦って、〈ジャイラ〉の金を奪ったという事実が残る。〈ジャイラ〉の名誉を守りたいというのが、あんたの狙いだろう。それなら、〈ジャイラ〉が〈回復キリーム〉持ち欲しさに〈ウィラード〉を襲ったということは、おおっぴらにできないはずだ」

「それはそうだが」

「オレの願いは、こいつらに二度と煩わされないことだ。この件で何かの利益を得たいとは思わん。復讐したいとも思わん。できるだけ恨みが残らないよう取りはからってくれ」

「わかった。あんたの寛かん恕じょに感謝する。こいつらは連れて行く。ヴェータの帰郷も責任を持って面倒をみる」

「手間をかけるな、ジェイド。よろしく頼む」

「すまん。恩に着る」

　ジェイドと対立するどころか恩を売れたのだから、これなら〈ジャイラ〉をみのがしても釣りが来る。

　ジェイドに連れられて〈ジャイラ〉の四人は立ち去った。

「よし。食事休憩だ。休んでから下層に向かう。そういえば、エダ。おめでとう」

「えっ？　何が？」

「さっき、離れた場所からオレに〈回復〉をかけたろう」

「そういえば、そうだったね」

「どうしてあんなことができたんだ」

「さあ？　でも、〈睡眠スパール〉が飛ばせるようになったんだもん。〈回復〉が飛ばせたって不思議じゃないでしょ」

「いや、そんな話、聞いたこともないですよ」

「離れた場所からの、〈回復〉だと？」

「あれができれば、お前は今までよりもずっと役に立つことができる」

「ほんと？」

「ああ。これはたぶん画期的なことだ。お前は新しいお前になったんだ。だから、おめでとう」

「うん！　ありがとうナロウ、レカン」
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　三十二階層からは一階層に一日をかけた。一階層下りるごとに敵は手ごわくなるが、こちらの連携も形になりつつある。

　三十五階層に〈印〉を作り、五日目の夕方、地上に戻った。休養は三日とした。

〈ジェイドの店〉に行くと、扉が新しくなっていた。

　なかに入ると、〈地獄の番犬ベガー〉がいた。

「やあ、レカン！　迷宮帰りか？」

「ああ。さっき出て、水を浴びてきたところだ」

「ははは。俺たちは昨日昼出てきたところだ。今何階層だ？」

「三十五階層に〈印〉を作ったところだ」

「三十五！　すごい勢いだなあ。すぐに俺たちに追いつきそうだ」

「あんたたちは迷宮踏破者だろう。今何階層に潜ってるんだ？」

「今回は四十階層だ」

「そうか」

　レカンは席に座ってエールを注文した。コズウォルがジョッキを持ってやって来て、隣に座った。エダもアリオスもヘレスもまだ来ていないので、今このテーブルには二人だけだ。

「レカン。お前、迷宮踏破の経験があるな？」

「この国に来てからということなら、ゴルブルの迷宮を二度踏破したな」

「ゴルブルだって？　あそこはたしか、最下層には少人数しか入れない制限がかかってなかったか？　だから未踏破だったはずだが」

「そんな制限があったとは知らなかった」

「何人で行った？」

「一人だ」

「お前、とんでもないやつだな。とんでもないやつに乾杯だ」

　乾杯ジョー・ジョードと声を上げ、ジョッキを打ち合わせて、一気に中身を飲み干す。

「ぷふぁあ、うめえ！」

　二人はエールのお代わりを注文した。

「なあ、レカン。前にいたとこじゃ、いくつぐらい迷宮を踏破したんだ？」

「さあな。覚えてない」

「十以上か？」

「ああ」

「すげえなあ。それほどの年にはみえんが。俺もなあ、若いころは、いくつか迷宮を回った。でも、〈ベガー〉を結成してからは、ここ一本だ」

「そうか」

「二度最下層を攻略した。だがもうやる気はねえ」

「一度でも迷宮制覇に変わりはない」

「一度目に攻略したときは、一人仲間が死んだ。二度目には二人死んだ。もう仲間は失いたくねえ」

「そうか」

「迷宮最下層で仲間が死んだことあるか？」

「ああ」

「そうか」

　料理が三皿運ばれてきた。コズウォルは、野菜炒めを指でつまんで食った。

「それでも潜り続けられるのか。しかもいろんな迷宮を次々と」

　レカンは、魚の揚げ物をフォークで口に運んだ。

「お前みたいなのが、ほんとの冒険者なのかもしれんなあ」

「冒険者に本物も偽物もない」

「ははははは。そりゃそうか」

　コズウォルは、魚の揚げ物を指でつまんでむしって食べた。

「乾杯だ！　冒険者の栄光に！」

「乾杯」

「乾杯！」

　コズウォルは自分のテーブルに戻った。レカンは静かに食べ、かつ飲んだ。

　エダとアリオスとヘレスがやって来た。

　この日は早々に宿に引き上げた。

　翌日の朝、ジェイドが宿に訪ねてきた。

「〈ジャイラ〉はこの町に屋敷を持ってるんだが、あんた、いるか？」

「いらん」

「みもせずに即答か。この町にいるあいだだけ使ってもいいんだぞ」

「移るのが面倒だ。夕食はあんたの店で食う」

「こりゃ、光栄だな。わかった。屋敷は売りに出す」

「そうしてくれ」

「しかし、ということはあんた、この町に長くいる気はないな？」

「六の月の二十五日にはこの町を離れる」

「なんだ。あと一旬と少ししかないじゃないか。それじゃあ、とても踏破は無理だな」

「そうだな」

　武器屋に行くと、〈ラスクの剣〉の研ぎが仕上がっていたので受け取った。

　ヘレスと、迷宮品を売却した。大金貨十四枚近い収入になった。やはり深層の稼ぎは大きい。

　翌日、翌々日と休養し、六の月の十二日、再び迷宮に入った。
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「三十六階層からは、八目大蜘蛛ギエンウルハドルの中位種が出る。〈睡眠〉〈猛毒〉〈溶解液〉〈石化〉〈爆炎〉を使う厄介な相手だ。蜘蛛自体は色がちがうだけで、ここまでの階層と能力も大きさも、そう変わらない。〈睡眠〉〈猛毒〉〈溶解液〉も、ここまでの階層と同じと思っていい。問題は、〈石化〉と〈爆炎〉だ。この二つのせいで、難易度が跳ね上がる」

「〈石化〉は呪いによる状態異常なのか？」

「そうだ。だから、呪い抵抗がなければ戦えない」

「あるいは状態異常耐性の装備だな」

「ははは。そんなものがあればいいんだがな」

「ないのか？」

「状態異常全般に対する耐性装備など、私は聞いたことがない。アリオス殿はあるか」

「ありません、と答えておきます」

「含みのある言い方だな。まあいい。〈爆炎〉は、粘りけのある唾のようなものを吹き付けてくるのだが、これが体にあたると、焼けるし、熱いし、目がくらむ。至近距離に着弾すると吹き飛ばされる。直撃されると、ただではすまない」

「ヘレス。お前、盾は使わないのか」

「もともとは使う。だが、今回迷宮探索にあたっては、攻撃力を重視して、この剣を使わせてもらうことになった。この重さだと、私の腕力では片手ではうまく使えない。だから盾は置いてきた」

　これでわかった。ヘレスの動きに、わずかなぎこちなさを感じていたのだ。攻撃は思い切りがよいのだが、回避が少し物足りない。体が盾を使った戦い方に慣れているせいだったのだ。

　三十六階層に踏み入ったレカンは、〈生命感知〉で階層の情報を取得した。だが、この情報では物足りない。そう思いながら、ふと呪文を唱えてみた。

「〈図化〉」

　脳裏にこの階層の図が浮かんだ。どこが通れてどこが通れないか。どの道をゆけば敵に遭い、どの道をゆけば遭わないか。図がレカンに教えてくれる。レカンは〈図化〉の魔法の発動に成功したのである。

〈図化〉に助けられ、レカンは迷いなく岩の壁のあいだを進んでゆく。

　そしてそこに敵がいた。

「〈炎槍バンドルー〉！」

　光の槍は、魔獣の顔面を直撃してすさまじい爆発が起きた。

　魔獣の顔面は大きくひび割れて、首に向かってねじ込まれたようにつぶれている。巨大な身体は機能を失ったかのように動かない。レカンは〈アゴストの剣〉を振り上げて駆け寄り、魔獣の頭部を割り砕いた。魔獣の巨体ががくんと揺れ、崩れ落ちた。

「光熱系攻撃魔法は効かないと聞いていたのだが。いや、実際に通用しないのをこの目でみたのだが。使い手がちがえば、魔法というのはこれほどちがうものなのか」

　レカンは魔獣の八本の足を斬り落とし始めた。エダは毒袋を取りだして入れ物に収めた。

「〈移動トリムル〉」

　レカンは魔石を取り出し、次の戦いに歩みを進めた。
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　三十六階層では五回だけ戦って下に下りた。三十七階層では八回戦った。そのあと昼食をとった。

　三十八階層では十二回戦った。

　レカンが本気で戦っているので、アリオスとエダとヘレスの出番はほとんどない。というより、レカンの動きが速すぎ激しすぎるので手を出せない。

　だがそんななかで、仲間たちも徐々に参戦してゆく。

　最初に参戦に成功したのはアリオスだ。三十九階層でレカンが〈炎槍〉を撃って魔獣のふところに飛び込み、右に素早く移動した瞬間、左側に突入したのだ。魔獣の巨体はレカンを追って回転する、その右側の四本目の足の一番下側の関節を、アリオスが見事に斬り飛ばしたのである。左右の三番目と四番目の足は、体重を支え、回転の軸となる足である。その足の一部を突然失ったため、魔獣は体勢を崩し、レカンの剣が首を落とした。

　次に参戦を果たしたのはエダである。レカンの放った〈炎槍〉が着弾する少し前、エダの矢が魔獣の目を射抜いた。魔獣は怒りか痛みか、あるいは反撃のためか、口を開いた。その口のなかに〈炎槍〉が飛び込み、頭部を内側から吹き飛ばしたのである。魔獣は即死した。レカンは短くエダを褒め、エダは最高の笑顔を返した。

　だがこれは偶然ではなかったのだ。その後、数度、同じことが起きた。

　階層のなかほどで休憩をとったとき、ヘレスはエダに聞いた。

「エダ殿。どうやって、レカン殿が魔法を発射する直前に矢を射ることができるのだ。狙いの確かさなら匹敵する射手を知っている。しかし、それは自分の呼吸で射ての話だ。レカン殿の攻撃が着弾するより早すぎては意味がない。最初は偶然かと思ったが、どうもそうとは思えぬ。いったいどうやってレカン殿が魔法を撃つ、その瞬間を知ることができるのだ」

「えっ？　だって簡単だよ？　レカンはおんなじように撃ってるんだから」

「いや、間の取り方は一定ではない。魔獣を視野に入れるなり構えることもあるし、しばし様子をみて構えることもある。構える速度も、速いときもあれば遅いときもある」

「うーん。どう言えばいいのかなあ。結局みんな一緒なんだけどなあ」

「わけがわからぬ」

「ヘレスさん」

「アリオス殿にはわかるのか？」

「剣のわざに、相手の動きの出鼻を押さえる攻撃がありますね」

「うむ。ある」

「あれは、相手の剣が動き出してからではまにあいません。相手が剣を振るために腕や体を動かそうとする、その呼吸を読み取って攻撃を放つのです」

「それはそうだが」

「私たちは人間の剣士ですから魔獣の動きを読むのは得意ではありません。しかし私たちは人間ですから人間の呼吸を読むことはできます。それが連携というものの基礎なのではないでしょうか」

「人間の呼吸なら読める、か。なるほど」

「それにね、ヘレスさん」

「何であろう」

「レカンさんの動きを観察していると、魔獣の動きを読むこつがつかめてきたような気がします」

「なにっ。本当か」

「そのうち証拠をおみせしますよ」

「ぬぬ。負けてはおられぬ」

　その日の午後の戦いでは、ヘレスはしゃにむに戦いの場に参入した。

　その動きはレカンやアリオスの妨げとなり、時に剣と剣が接触し、時に身体同士が接触して、全体の動きを乱した。エダの遠距離〈回復〉が、何度もパーティーの危機を救った。

　だがヘレスは無謀な参戦をやめなかった。

　誰もそれをとがめなかった。

　ヘレスは何かをつかみかけていた。
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「さて、では行こうか」

「今日も姫亀フェンゲルの二刻なのだな」

「うん？」

「レカン殿は、前日夜の消耗度などによって、朝起きるのが遅めのこともある。何かの都合で朝食時間が多少ずれることもある。ところが、戦いを始めるために起き上がるのは、かならず姫亀の二刻だ」

「ほう。そうなのか」

「昼も夜もない、こんな迷宮のなかなのに、レカン殿の体内には、しっかりと時の流れを刻む働きがあるのだな」

「そんなことは知らん。オレは、自分が戦える状態になったら戦いを始める。それだけだ」

　一行は、四十階層に下りた。

　魔獣の速度はますます速くなり、足と頭はますます硬くなった。

　一戦目と二戦目では、ヘレスとレカンの動きがかみあわず、同士討ちになりかねない場面があった。

　そして三戦目で、それは起きた。

　ヘレスが魔獣に正面から突入し、魔獣が口を開いてヘレスに襲いかかったとき、レカンはヘレスが、自分の頭の後ろからすりあげるように剣を振れ、と要求しているように感じた。その要求に、レカンは従った。それはヘレスがかわさなければ、ヘレスの頭を砕いてしまう攻撃だ。ヘレスは身をかがめて魔獣の出足を打ち据えた。

　その頭の後ろから襲いかかったレカンの剣は、ヘレスの頭すれすれを通って、襲いかかる魔獣の顔を横様に斬り裂いた。それがとどめになった。

「ヘレスさん！」

　アリオスが駆け寄ってくる。

「素晴らしい連携でした！」

「なに？」

　後ろからレカンが声をかけた。

「つかめたな。あれでいいんだ」

「どうして私はあんなことを。でも、あの瞬間、レカン殿の剣が私の頭の後ろから来るとわかっていた。だからあんな無謀なことができたのだ」

「あれは、ヘレスさんがレカンさんの攻撃を誘導したんですよ」

「誘導？　いや、ちがう。私は予測したのだ。レカン殿の剣がどう振られるかを」

「はい。実践的にはというか、ヘレスさんの主観としてはそうなんです。でも、レカンさんからしたら、ヘレスさんの指示のままに剣を振ったんです。そうですよね？」

「ああ」

「連携？　あれが連携？」

「ヘレス」

「何であろう」

「命ぎりぎりのところで戦う冒険者は、連携を作ろうなどとはしない。連携は生まれるものなんだ」

「連携は作らない。生まれる？」

「連携のために力を押さえたのでは魔獣は倒せない。それぞれが自分の最大の攻撃をしつつ、それを別のやつが、自分の攻撃に最大限に利用する。それが連携だ」

「最大限に、利用する」

「あとになってみても、どちらの動きが先だったかとかあとだったかとか、そんなことはわからん。ちゃんと連携ができているときは、そういうもんだ」

「あとも先もない」

「とにかく。よくやった。お前は新たな強さを手に入れた。あれを忘れるな」

「ああ。ありが……」

　ヘレスの美しい瞳から、きらめく水がこぼれ落ちた。

「なみ……だ？　私は、泣いて、いるのか？」

「うんうん。わかるよ。あたいもレカンに泣かされたもん」

「そうか。エダ殿も泣かされたのか」

「レカンは悪いやつなんだよ」

「そうか。そうだな。レカン殿は悪いやつだな」

　レカンとアリオスは素材剝ぎを始め、少し遅れてヘレスとエダが手伝った。

　それからの戦闘は、みちがえるようだった。

　四人の動きは自由自在で、それでいて互いに支え合い威力を増幅し合った。四人の巻き起こす旋風は、魔獣をいともあっさり巻き込んで破壊した。魔獣の攻撃が誰かを傷つけても、エダの〈回復〉が飛んできて、ただちに傷を癒やしてくれる。そしてそのことを、誰も疑わない。

　四人は、今こそ本当の意味でパーティーになったのである。
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「これで四十階層にも〈印〉ができた」

「信じられん。こんなにも簡単に、第四十階層の大型個体を連続で倒せるとは」

「素材をはぎ取ったら地上に出るぞ。しかし、この大型個体の足はオレの〈箱〉には入らんな」

「おおっ。ついにレカン殿の謎の〈箱〉の限界がみえたぞ」

「いや。どうやっても入らないでしょ、こんな大きさ」

「うむ。以前倒したときも、毒袋だけを採取したのだ」

「かついで帰る」

「は？」

　かついで帰った八目大蜘蛛の足を売り払ってから、レカンは、水も浴びずに〈ジェイドの店〉に行った。とにかく飲みたい気分だったのだ。ほかの三人は、体を洗ってから合流することになった。

　空いたテーブルに座ると、店の主人であるジェイドがやって来た。

「レカン。こっちに来てくれ」

　小さな事務室に連れていかれた。

「八目大蜘蛛の中位種大型個体の足をかついだ男の噂うわさで町は持ちきりだ。八本全部持ち帰ったやつは、みたことがない」

「そうか」

「ちょっとやっかいなことになりかかってる」

「ほう」

「領主は、〈ジャイラ〉の追放に同意したが、〈ジャイラ〉に襲われて逆に〈ジャイラ〉をたたきのめしたパーティーに興味を持った。今さらあんたに言うことじゃないが、迷宮都市の領主ってのは、なかなかに周囲ににらみの利く存在だ。他領と紛争が起きても、その領主は高位冒険者を雇える可能性が高い。そんな領主と事を構えたい領主はいない」

「まあ、そうだろうな」

「だから領主のほうでも、強い冒険者は優遇するし、少々のことは大目にみる。そして時々領主館に招待する。ほかの領の偉いさんが来たときなんか、晩餐会に招かれることもある。うちにはこんな戦力があるんだとばかりに、これみよがしにな」

「オレには関係ない」

「あんた、今までよくそれでやってこれたな」

「用件は何だ」

「領主が、あんたたちに会いたいと言ってる」

「オレたちが二十五日にはこの町を去ることを、領主に伝えたか？」

「いや。言ってない」

「ならいい。しばらくは迷宮攻略で忙しそうだと伝えてくれ」

「わかった。だが、呼び出しがかかるかもしれん」

「そのときは、そのときだな」

「あんた、ほんとに自由だな」

「冒険者というものは、そういうものだろう」

「はは。俺も若いころは、そう信じてたよ」

「自由を捨てて何かに縛られるのも自由のうちだ」

「なるほど。そうかもしれん。用はそれだけだ。また何かあったら知らせる」

「助かる」

「けど、あんた。むちゃくちゃな攻略速度だな。このぶんなら、最下層まで行けるんじゃないか？」

「そのつもりだ」

　ジェイドはしばらく黙り込んだ。そしておもむろに口を開いた。

「最下層の主は、八目大蜘蛛の女王種だ」

「ほう」

「能力は、〈変身ウェジャパダ〉〈魔眼〉〈氷結〉〈魅了〉〈浮遊カッサル〉〈転移〉〈即死毒〉〈召喚〉の八つだ」

「ふむ」
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「最初は人間の少女の姿をしていて、下半身は岩に埋もれている。これは〈変身〉による擬態だ。やわらかそうにみえてもひどく硬いが、正体を現したときよりましだ。この状態のときに、麻ま痺ひなどの呪いをたくさんたたき込んでおくんだ。そうしないと勝ち目はない」

「わかった」

「相手は〈魔眼〉でこちらの能力を読んでくる。手ごわいと判断したら、〈氷結〉を口からはいて凍らせてくる。魔法攻撃なので、呪い装備では抵抗できない。射程距離はせいぜい二十歩だから、それより遠くから攻撃すればいいようなもんだが、あいにく少女の姿のときは、魔法攻撃がまったく通らん」

「なに」

「ある程度のダメージを受けると、〈変身〉を解いて本来の姿に戻る。大きさは劣等種ぐらいだ。とにかく硬い。背も腹も足も硬い。移動も、とんでもなく素早い。〈浮遊〉と呼ばれてるのは、体をふわりと浮かせる能力だ。地面すれすれに浮かぶだけだが、体を起こして八本の足で攻撃してくる。こいつがまた厄介でな。こちらの急所や弱点を確実についてくる」

「なるほど」

「ただ、その状態のときは、背中ががらあきなんだ。そして女王種は、自分に一番大きなダメージを与えた者をしゃにむに狙う性質がある。だから、攻撃力と防御が高いやつを前に三人ぐらい置いて、適度にダメージを与えて女王の注意を引きつつ、後ろから貫通力の高い武器で心臓を狙うのが定石だな。〈魅了〉はどちらの姿のときも使ってくる。わりと近距離の相手にしか使わないみたいだがな。くらっちまうと、同士打ちを始める」

「呪いなんだろうな」

「呪いだ。だから、呪いを防ぐ装備が絶対に必要だ。それから〈転移〉だ。これはしょっちゅうは使わないが、戦闘してる最中に突然別の場所に移る。文字通り瞬間移動だ。遠くには飛べないらしい。せいぜい十歩だ。それでも、前にいた女王が突然後ろから攻撃してくるんだからな。反則もいいとこだ。女王戦で死ぬやつは、たいていこの能力にやられる。〈即死毒〉は素肌につくと即死する。五十歩は飛ぶから要注意だ」

「それでは緑ポーションもまにあわないな」

「素肌をさらさないようにするべきだな。この毒はものすごい高値で売れるぞ。大貴族しか買えないだろうな。女王毒と呼ばれている」

「毒袋を採取すれば大もうけだな」

「その通りだ。ただ、毒袋は心臓の真下にあるから、採取できることはめったにない。心臓を狙って突いたり斬ったりするうちに、毒袋も破れて腹のあちこちに流れ出て、血や体液と混じってしまうからな」

「〈召喚〉というのは何だ」

「これは、一応能力のうちに入っているが、今生きてる冒険者で実際にみた者はいない。俺もみたことはない」

「何が起きる」

「一万匹もの斑蜘蛛ハドリンが出るんだそうだ」

「なに？」

「発動条件は不明だ。そんな能力なんてないんだと言うやつも多いな。ま、あんたも出くわすことはないだろうさ」

「出たらどうする」

「さあな。どうしようもないだろうな。逃げるんだな。逃げられればの話だが」

「よく教えてくれた。好意に感謝する」

「こっちこそ、〈ジャイラ〉の件は感謝してる。今処理中だ。屋敷は、あるパーティーが買ってくれることになったよ」

「そうか」

　と言いながらレカンは立ち上がった。そして、ふと思いついたことを聞いた。

「ジェイド」

「おう。何だ」

「迷宮の主を倒したという証明のようなものはあるか？」

「ああ。ギルドで討伐証を発行してる。主を倒した直後に、魔石か胴体の一部を持ってギルドに行けば発行してくれる」
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　店に戻ると、みなれないパーティーがいるのが目に止まった。六人のうち一人がやけに目立つ。長い金髪を垂らした、のっぺりした顔の男で、やたらと胸が大きくあいたシャツを着ている。

　しぐさがいちいち大げさで、よそのテーブルに座った冒険者とも話をするのだが、その男が話しかけるのは、女性冒険者ばかりだ。

　そののっぺりした男が立ち上がって入り口のほうに向かった。エダとヘレスが入ってきたところだ。のっぺり男は盛んにヘレスに話しかけている。ヘレスは振り切ってレカンのテーブルに向かおうとするのだが、のっぺり男はヘレスの腕をつかんで放さない。ヘレスは強引に男を振り払った。

　席に座ってからエダがヘレスに聞いた。

「ヘレスさん、あいつ、どういうやつ？」

「私はこの町で合計三つのパーティーに参加させてもらったが、その一つ〈けがれなき勇者サリーミサルド〉のリーダーのスノーという男だ」

「ああ、それで、君よわが胸に帰れ、なんて言ってたんだね」

「遅くなりました」

「あ、アリオス君。いらっしゃい。あたいたちも今来たところなんだ」

「そうですか。それで、誰が誰の胸に帰るんですか？」

「あそこに座ってる金髪長髪の男。あいつは、〈サリーミサルド〉ってパーティーのリーダーで、ヘレスさんに未練があるみたいなんだ」

「未練？　恋人だったんですか」

「私を四十一階層に連れてゆき、〈印〉を作ってくれたのは、あの男のパーティーなのだ。だが、あの男は、口では最下層を目指すと言いつつ、その気持ちがないことを私はみぬいた。だから別のパーティーを探したのだ。それに、あの男は、その」

「何かあったの？　ヘレスさん」

「うむ。その。それ以上の下層に同行させる条件として、その。つまりだな。とても私が応えられないような要求をしてきたのだ」

「なんて男」

「そういうやつですか」

「払えないような金額を要求してきたのか？」

「レカン。それ本気で言ってる？」

「鈍いということも、ある種、暴力ですね」

「うん？　何のことだ？　ああ、そうか。家から持ってきたというあの剣を要求されたのか？」

　そのとき、のっぺり男がやって来た。

「やあやあ、君たち。楽しそうにしてるね。君がレカンかい？」

「ああ」

「ぼくはスノー。〈サリーミサルド〉のリーダーさ。もちろん、〈サリーミサルド〉は知ってるね？」

「今、名前を聞いたところだ」

「おやおや。快進撃中のパーティー〈ウィラード〉とは思えない調査不足だね、それは。わが〈サリーミサルド〉は、四十四階層に到達したパーティーなんだよ。最下層攻略も間近だ。つまりね。今この町で一番勢いがあるパーティーなんだよ。十日後の、領主館での晩餐会にも呼ばれている」

「よかったな」

「ははは。ありがとう。ところでレカン。君に忠告だ。幸運にも四十階層に〈印〉をつけられたようだが、四十一階層からは上位種が相手だ。まるで別世界なんだよ。悪いことはいわない。四十階層で三か月ばかりじっくり経験を積んで、それから下層を目指したほうがいい。もちろん──」

　スノーは、にっこり笑ってヘレスをみた。

「それではヘレスさんの目的にはまにあわない。ヘレスさん、わがパーティーには君の席がある。ともに最下層を目指そうじゃないか。そのためにも仲良くしないとね。実は、わがパーティーは、素晴らしい邸宅を手に入れたんだ。よかったら今夜そこで」

　レカンが突然殺気を放った。スノーは、レカンの肩に置いた手を、びくんとしながら離した。周りの冒険者たちが、がたん、がたんと椅子を揺らしてこちらをみる。スノーは、ごくりと唾を飲み込んで、次の言葉をしゃべったが、その声は少しかすれていた。

「ま、また相談しようじゃないか。じゃあ、仲間が待ってるんでね」

　のっぺり男と入れちがいに、ヌルがやってきた。〈アズカリス〉の女回復師だ。

「レカンちゃあん」

　後ろからしなだれかかって、そのなまめかしい両腕をレカンの首に巻き付け、豊満な胸のふくらみを背中に押し当てつつ、頭を突き出して、レカンの左耳をかじった。

「うふん。お久しぶり」

「ああ」

「スノーのぼうやはね、よその町の貴族の息子なの。だから、怖い者知らずなのね」

「そうか」

「この町の冒険者は、ヘレスちゃんをみれば高位貴族の娘だとわかるから、手を出そうとはしないわあ。パーティーにも入れない。もしも最下層に連れてってそこで死んだりしたら、パーティーも、領主も、ただではすまない。そう思うから、〈アズカリス〉も、〈ベガー〉も、〈ジャイラ〉も、ヘレスちゃんの依頼を受けなかったのよう」

「そうだったのか」

「以前スノーのぼうやはヴェータちゃんにちょっかい出して、カガルの筋肉馬鹿に、こっぴどくとっちめられたのね。だからこの店にはずっと顔を出さなかったの。でも、〈ジャイラ〉はいなくなったし、自分たちはやっとこさ四十四階層に達したしで、舞い上がっちゃってるのね」

「酔いもあったかもしれんな」

「自分に酔っちゃってるのよ、スノーのぼうやは。実際実績はあるし、大金を稼いでいるし、女にももてるしね。そのうえ高嶺の花のヘレスちゃんを、一時でいいから自分の女にできたら、一段と大きな顔ができるでしょう」

「そんなことオレは知らん」

「クールねえ。ぞくぞくするわ。ああン。うずいちゃう」

「参考になった。礼を言う」

「じゃあ教えて。あの〈ジャイラ〉が急に田舎に帰るだなんて、おかしいわ。探索で怪け我がをしたって話も眉唾ね。あんたがからんでるんでしょ。何があったか教えてくれたら、お肉と野菜のあとにあたしを食べて……あ、いたた」

〈アズカリス〉のリーダー双剣士ファルカンが、女回復師ヌルの耳を引っ張っている。

「すまんな、レカン。こいつは回収する」

「ああ」

　痛い痛いと声をあげながら、ヌルは連行された。

「ふむ、そういうことだったのか。あのスノーという男は、ヘレスを最下層に連れてゆく条件として、自分との情交を迫ったのだな」

　ヘレスが飲んでいたワインをこぼし、エダは飲んでいた茶をレカンの顔にぶちまけた。
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　翌日、レカンは一日寝た。夕方起きて、宿で軽い食事を取り、また寝た。

　その次の日、ヘレスを連れて、迷宮品を売却して歩いた。エダは買い物に行かせた。矢を使い果たしたからだ。

　さらに次の日、レカンは食料や薪たきぎを買いに出た。異常耐性の効果がある黄色ポーションは多めに買っておいた。休みは四日と言ってある。つまり今日までだ。

　町をぶらつきながらも、レカンは〈生命感知〉に注意をしていた。エダ、アリオス、ヘレスには魔力があるので、レカンは人物判定の練習にと、この三人の赤い点を朝から追跡していたのだ。

　アリオスの赤い点はみうしなってしまった。アリオスぐらいの魔力の持ち主は、この町には多いので、人が密集している場所に移動してからは、すぐにみうしなった。

　ヘレスはアリオスよりずっと強い魔力を持っているので、なんとか追跡を続けられている。

　エダの赤い点は魔力量が多いためよく目立つ。最近段々特徴がわかってきたような気がする。

　ヘレスの赤い点の動きがおかしい。三つの赤い点と一緒に動いている。一緒に町外れのほうに進んでいく。歩いているにしては速い。

（一緒に馬車に乗って移動しているのか？）

　ヘレスの点は、どんどん遠くに去っていく。突然、レカンの体を悪寒が走った。

（いかん！）

　レカンは走った。

　迷宮は町の中央にある。領主の館は迷宮の南にあり、その付近に貴族たちの屋敷がある。

　町の北側には山々が連なっているのだが、その麓には、立派な屋敷がぽつりぽつりと立っている。迷宮で稼いだ高位冒険者たちの屋敷だ。その屋敷のどれかに、馬車は向かっているようだ。

　レカンは〈貴王熊〉の外套をはげしくはためかせながら、走りに走った。

　人通りの少ない場所では〈突風〉の魔法を行使して加速をつけた。山道に入ってからは、〈突風〉を強く背中にあて、木々の上を飛ぶようにして馬車を追った。

（あれだ）

　谷川を飛び越えながら、レカンは馬車を発見し、その前方に着地した。

　馬車が近づいて来る。

　レカンは〈収納〉から、〈ザナの守護石〉を取りだしてシャツのポケットに収め、手甲状態の〈ウォルカンの盾〉を取り出して左手に装着し、〈ラスクの剣〉を腰に着けた。

　馬車はレカンの前で歩みをゆるめた。

「てめえっ！　死にてえのか！　そこをどけ！」

　御者をしているのはスノーと一緒にいた男だ。

「ヘレスを返してもらおう」

「なにい！」

「その馬車のなかにヘレスがいることはわかっている」

「そんな女はいねえ！　どけと言ってるだろう」

　レカンはヘレスを〈立体知覚〉で捉えた。寝たままで動こうとしない。

「なぜヘレスは寝たままなんだ？　お前たち、ヘレスに何をした？」

「ひき殺せ！」

　馬車のなかからスノーの声がした。スノーは馬車の窓から頭と右手を突き出し、その右手に持った何かを構えた。

「〈展開パシュート〉！」

　スノーの右手からまばゆい光がほとばしった。飛んで来た炎の弾を、〈ウォルカンの盾〉ではじく。

　御者をしている男が馬を走らせようと手綱をたたく。

　レカンは素早く山の斜面を駆け上り、呪文を唱えた。

「〈炎槍〉！」

　強力無比な攻撃魔法は、御者をしていた男の頭を吹き飛ばした。

　馬車に飛び移り、その勢いのまま御者の男を蹴り出して、手綱を引き絞った。

　頭を失った御者の男の体が谷川のほうに落ちてゆく。軽く蹴ったつもりだったが、考えてみれば、今、〈ザナの守護石〉を身につけている。ブーツを履いての蹴りは、攻撃とみなされたのだ。

　御者席の背中を貫いて槍先が飛び出してきたのを右手でつかむ。槍の使い手は槍を引き戻そうとした。さすがに迷宮深層を探索する槍使いである。まさに剛力といってよい。

　だが、レカンが右手でにぎる槍は、びくともしない。逆に太い槍をずるずると引き出した。レカンの〈立体知覚〉には、筋骨たくましい槍使いが、必死で槍を押さえ込んでいる姿が映っている。

「〈縮小ピルアー〉」

　盾を手甲に変えると、左手を槍に添えてぐいと両手で引っ張った。いとも簡単に槍は抜けた。抜けた瞬間に突き返した。石突きは槍使いの男のみぞおちを打ち抜いた。男が崩れ落ちる。レカンは槍を引き抜いて、馬車の前方に捨てた。

　スノーが妙な武器を構えている。その武器にみおぼえがある。

（ヴォーカ領主がシーラに頼んで取り寄せたとかいう火魔法を放つ武器だ）

「〈風よウィゼル〉！」

　突風が生じ、スノーの手から武器が吹き飛ばされ、谷に落ちてゆく。

「あっ」

　窓から飛び出した武器を追うように、スノーの手が突き出される。

　その手をレカンは、身を乗り出すようにしてつかみ、そのまま谷のほうに引いた。

「うわっ」

　ドアが破れてスノーは馬車から飛び出したが、あやういところで地面を踏みしめて踏みとどまり、谷には落ちずにすんだ。

「きさま。このぼくが誰だか、わかっているのか？　このぼく、スノー・パイザルンにこんなことをして、ただですむと思っているのか」

　スノーは剣を抜き、レカンに斬り付けてきた。

　レカンは、後ろに身を引いてスノーの剣をかわしつつ、呪文を発した。

「〈風よ〉！」

　スノーが抜き打ちのために右前方に踏み出した右足が突風を受けた。バランスを崩したスノーは、谷の斜面に倒れかかる。

「〈炎槍〉！」

　レカンが放った攻撃魔法は、スノーの胸を貫くはずだった。

　だが、はじかれた。

（対魔法防御の装備を身に着けていたか）

　体勢を立て直そうとしたところに衝撃を受けたため、スノーは体の制御を失ってしまい、谷に転がり落ちていった。

　レカンは、馬車のなかをのぞき込み、槍使いの体を引っ張り出すと、そのまま谷に放り捨てた。

　後ろ側の席にヘレスは寝かされていて、こんな騒ぎが起きているのに、目を覚ます気配もない。

「ヘレス」

　呼びかけても少しの反応もない。

　レカンは〈収納〉から黄色のポーションを取り出し、ヘレスの顔の上でつぶした。

　ややあって、ヘレスは意識を取り戻した。

「ううーん」

　起きて不用意に動いては危ないので、ヘレスを抱き上げて馬車の後方に移動した。ヘレスの荷物が馬車のなかにあったので、〈移動〉の魔法で、それも運んだ。

　ヘレスは薄く目を開け、目の前にあるのがレカンの顔だと気づいて、口元をほころばせた。

「助けて、くれたのだな」

「ああ。歩けるか」

「……いや。無理のようだ。すまないが、このまま運んでもらえないだろうか」

「そうか」

　体に麻痺が残っているようだ。早く連れ帰って、〈浄化フィーラ〉をかけてもらうべきだ。

　レカンは、一度、斜面の草むらにヘレスを寝かせると、剣と守護石と盾を〈収納〉にしまった。ヘレスの荷物もしまった。そして再びヘレスを抱き上げた。

「しっかりつかまっていろ」

　ヘレスはしなやかな腕をレカンの首に回してしがみついた。ふわり、と甘い香りがレカンの鼻腔をやわらかに満たした。

　レカンは、空を飛ぶように、やさしくヘレスを運んだ。

「私を、こんなふうに軽々と、少女のように運べる男がいるのだな」

　腕のなかの女がそうつぶやいたが、風の音に消されてレカンの耳には届かなかった。
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　町に着くころには麻痺も解けたようで、ヘレスは自分の足で歩くと言った。宿に向かって歩きながら、レカンは失敗に気づいた。

（しまったな。スノーにとどめを刺すのを忘れた）

　あれは生かしておいては面倒な手合いだ。この町では、高位冒険者は尊重されるし、パイザルン家というのがどういう家か知らないが、貴族ではあるようだ。

　今回の出来事は、レカンのほうが一方的に悪い、というような話に作り変えられるかもしれない。ちゃんと事実を話せば通じるかもしれないし、通じないかもしれない。いずれにしても、面倒なことになる。そしてレカンは面倒なことがきらいだ。

　そしてスノーとその仲間が、いつ襲ってくるかもしれない。街中で襲われたりすれば、居合わせた人にも被害が及ぶ。

（待てよ。どうせ襲われるのなら迷宮のなかがいいな）

　迷宮のなかでなら、殺しても罪には問われない。それに、残り日数も少ない。一気に最下層を攻略してこの町を離れてしまえば、スノーが何をしようが痛くもかゆくもない。

（よし。迷宮に行こう。そうすればすべてが解決する）

　レカンとヘレスが宿に着くと、エダとアリオスも帰っていた。

「これから迷宮に行く」

「突然だね」

「さすが師匠」

「レカン殿の判断に従う」

　こうして六の月十八日夕刻、レカンのパーティーは、ニーナエ迷宮最後の探索を開始したのである。

　一行は四十階層の入り口付近に〈転移〉した。レカンは、〈浄化〉をヘレスにかけるようエダに言った。エダは、言われた通りに〈浄化〉をかけた。ヘレスもアリオスも、あぜんとした。

「ま、まさか、〈浄化〉だと？」

「もう驚くまいと決めてたんですが、驚きました」

「このことは内密に頼む」

〈図化〉を使って四十階層を通り抜けた。この〈図化〉という能力は、地形の細かいところは無視して、進めるか進めないかを示してくれる。魔獣の位置も示してくれる。まさに、迷宮探索のための魔法だ。

　夕食をとり、寝て、翌朝起きて朝食をすませた。

　四十一階層から四十四階層までの敵は八目大蜘蛛の上位種で、ますます硬く、魔法攻撃が効きにくい。そして〈睡眠〉〈即死〉〈破壊〉という、非常に厄介な三つの能力を持っている。〈即死〉は呪いなので、呪いをはじく装備がいる。〈破壊〉の対象は金属だ。発動確率は非常に高いので、鎧でも剣でも、かまれたら砕け散ると考えておかなくてはならない。

　レカンは、〈収納〉から〈ザナの守護石〉を出して装着し、四十一階層に入った。

　魔獣のいる場所に着くと、レカンは突撃した。アリオスとヘレスが続いた。

　レカンは振り上げた〈アゴストの剣〉を、魔獣の頭にたたき付けた。今までの蜘蛛とは一線を画す硬度と強靱さを持った魔獣だったが、〈ザナの守護石〉による破壊力増大は、その硬度と強靱さを、はるかに上回った。

　頭はへしゃげて割れ、蜘蛛は死んだ。

「何が、何が起こったのだ？」

「もう驚くのはやめると、さっきあらためて決めたんですけどね」

「あたいも驚いたけど、レカンだもんね。驚くのに慣れちゃったよ」

　四十一階層では五度戦闘をした。

　昼食をとって、第四十二階層に下りた。

　レカンが一撃で沈められない場合は、アリオスとヘレスが参戦して魔獣の注意を引きつけ、レカンが二撃目で魔獣を仕留めた。連携は、うまく働いている。

　六度戦闘をして、出口付近で野営した。

「恐ろしい魔獣がごろごろしてる迷宮のなかで、こうやってのんびりたき火をたいて、スープを飲んでるんだもんね。なんか不思議な気分」

「本当にそうですね。迷宮のなかというのは、現実世界ではないかのようです」

「ふふふ。エダ殿もアリオス殿も、ロマンティックだな」

「ヘレス殿には、言い交わしたお相手はおられるのですか？」

「いや、いない。私の年で結婚どころか婚約もしていないなどというのは、ふつうあり得ないのだがな。まあそれ以上は聞かないでくれ」

「今まで好きになった人はいないの？」

「はは。そんなことを考える時間もないほど、武芸に打ち込んできたからな。それに、どいつもこいつも女の私に後れをとるような者ばかりだ」

「どいつもこいつもっていうことは、申し込みを受けることはあったんだね」

「まあ、なくはなかったな」

「ヘレスさんだもん。求婚者の百人や二百人はいたよね？」

「さあ、どうだろう。数えていないが、そんな数になるだろうか」

「好きな人はいなかったとしてもさあ、好きになってもいいかなって思った人、いなかったの？」

「いや……べつに」

「今、ちらっとレカンのほうをみなかった？」

「みていない」

「みたでしょ？」

「みておらんと言っておる」

「レカンはやっぱり悪いやつだね」

「それは同意する」

「何というか、会話に参戦できません」

「肉を食え」
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　四十三階層では、戦いはいっそう激しくなった。そして、四人の連携はさらに練り上げられた。

　昼食を挟んで七度の戦闘があり、七度目の戦闘で宝箱が出た。

「平べったい宝箱だね。剣じゃないね」

「開けるぞ」

　そこに入っていたのは盾だった。レカンはそれを持ち上げた。盾は迷宮の薄暗い光を浴びて、高貴な輝きを放っている。

「レカン殿。それは、もしや」

「〈ウォルカンの盾〉だな」

「やはり。おお！　これが出現するところをみることができるとは」

「ヘレス。この盾はお前が使え」

「え？」

「迷宮品の配分はオレが決める。そういう約束だ。この盾はお前にやる」

「こ、これを。この盾を。〈ウォルカンの盾〉を、この私に？」

　ヘレスは、押し頂くように盾を受け取った。

「呪文は知っているか。小さくするときは〈ピルアー〉、盾に戻すときは〈パシュート〉だ。左手に持ってやってみろ」

「うむ。〈縮小ピルアー〉！」

　盾はヘレスの左手に手甲となって収まった。

「おおおおお。なんという。本当に、〈ウォルカンの盾〉なのだなあ」

「戻してみろ」

「心得た。〈展開パシュート〉！」

　盾はもとの姿を取り戻し、自然にヘレスの左手ににぎられていた。

「これが、〈ウォルカンの盾〉。まさかこれをわがものにできることがあろうとは」

「ヘレスさん。これってそんなにいいもの？」

「名誉ある騎士の最高の装備といわれていてな。王国騎士団でも団長と副団長しか持っていないのだ」

「高いの？」

「どこかの迷宮でこれが出ると、つてのある貴族が素早く買ってしまう。自分の騎士に与えるために。これを持つことは、あらゆる騎士のみはてぬ夢なのだ。うふふ。ふふ。ありがとう、レカン殿。貴殿には、どんなに感謝してもしたりない」

「ヘレス。ここからの探索で、その盾を使ってはどうだ」

「いや。それは無理だ。この魔銀の剣は重すぎて、私には片手で扱えないのだ」

「それはしまえ。これを貸してやろう」

　レカンは〈収納〉から聖硬銀レシャラードの剣を出して、ヘレスに渡した。

　ヘレスは、けげんそうな表情をしながらも、受け取った。

「不思議な造りの鞘だな。重くはない。むしろ軽い」

　すらりと抜いた。こぼれ出た光が居並ぶ者たちの顔を照らす。

「これは……なんと美しい。だが、これは何だ。まさか」

「これはあの時の剣ですね。聖硬銀だったんですか」

「聖硬銀！」

「こんな純度の高い聖硬銀の剣が、この世に存在するものなんですね」

「レカン殿は、もしや、どこぞの王族であられたか？」

「いやいや。ないない」

「その剣なら、切れ味ではお前の剣に劣らないはずだ。それを使え」

「い、いや。無理だ。こんな貴重な剣を使うなんて。刃こぼれでもしたら」

「そのときは代わりを貸してやる」

「……………………はあ？」

「同じ物が何本かある」

　その夜、ヘレスは、〈ウォルカンの盾〉と聖硬銀の剣を抱いて寝た。

　翌日、朝からヘレスはうきうきしていた。

「さあ、レカン殿。姫亀の一刻もなかばを過ぎた。もうすぐ姫亀の二刻だ。そろそろ行こうではないか」

「いや。行かん」

「は？」

「盾と剣の扱いに慣れる時間をやる。アリオス」

「はい」

「相手してやれ」

「わかりました」

「いや、レカン殿。聖硬銀の剣がかすりでもしたら、アリオス殿は大怪我をする」

「かすればな」

「何と言われる」

「お前の腕で、アリオスにかすり傷でもつけられると、本気で思ってるのか」

　さすがにヘレスは、むっとした顔をした。

「盾と剣を携えたる、わが修練をご存じか」

「もしアリオスに少しでも怪我を負わせられたら、その剣はお前にやる」

「なんと」

「心配するな。ここには上級〈回復〉持ちが二人もいる」

「二言はありますまいな」

「ない」

「いや、あの。そんな重大な責任を負わせないでほしいんですが」

「うるさい。やれ」

　そして二人の試合が始まった。

　だが、最初から逃げにまわったアリオスを捉えることは、ヘレスにはできなかった。軽鎧とはいえ、全身に金属を貼り付けた鎧をまとい、左手に盾、右手に剣を持って長時間戦えば、女の身では体力がもたない。最後は足元がふらふらになり、レカンに試合終了を宣告された。

　そのあと昼食になった。レカンは何も言わなかった。何も言わなくても、体を動かし続けることで、ヘレスに落ち着きが戻ってきた。昼食のあと、レカンはエダに命じて、ヘレスに〈浄化〉をかけさせた。




[image: ]




　休憩が終わって起き上がったとき、胸のポケットでちゃらりと音がした。〈ザナの守護石〉だ。

（待てよ。この石には意味不明な恩寵がついていたな）

　以前鑑定したとき、この宝玉には、〈物理攻撃力増大（大）〉と〈使用魔力補塡（中）〉と〈呪い無効〉という恩寵がついていることがわかった。この〈使用魔力補塡（中）〉とは何なのかがわからない。レカンの〈鑑定〉も、あれから多少は進歩している。今なら謎が解けるかもしれない。レカンは、〈ザナの守護石〉を左手に載せ、右手をかざし、恩寵の意味が知りたいと願いながら、魔法を発動した。

「〈鑑定〉」




〈名前：ザナの守護石〉

〈品名：宝玉〉

〈恩寵：物理攻撃力増大（大）、使用魔力補塡（中）、呪い無効〉

　※装着者の物理攻撃の威力を倍加する

　※通常状態では威力倍加の効果は（小）である

　※魔力を込めて使用すると効果は（大）になる

　※魔力を込めた者が使用すると込めた魔力の半分を補塡する

　※魔力を込めて使用した場合その後一日は魔力を込められない




「そうだったのか」

　強力な恩寵だと思っていたが、あれでも効果は（小）だったのだ。さっそくレカンは守護石に魔力を込めようとして、やめた。

（今込めたらすぐ効果を使ってしまい丸一日再充塡できん）

（この先のなりゆきでは一日以内に最下層に着くかもしれん）

（最下層に突入する直前まで魔力は込めるべきでない）

　四十四階層の敵は手ごわかった。

　だが、ヘレスがよい働きをした。さすがに盾の扱いは巧みで、魔獣の攻撃をうまくそらして接近し、聖硬銀の剣で斬り付けた。その切れ味はすさまじく、魔獣の足が一撃で斬れ飛んだ。いざ戦いとなると、ヘレスは剣に何の遠慮もしなかった。気持ちよいほどの思い切りのよさだ。

　三戦して出口付近にたどりついた。

　ここで野営をすることにした。たき火をたいてスープを作り、肉と野菜を焼いて食った。

　スノーが追いかけてくる気配はない。一人殺しておいたのがよかったのかもしれない。

「あ、そういえば、ヘレス。迷宮の主を倒した証しが欲しいと言っていたな。証しとは何だ」

「何でもよいのだが、はっきりここの迷宮の主のものだとわかる部位を頂けたらありがたい」

「いや、しかし、もし宝箱が出たらどうするんだ」

「は？」

「宝箱が出れば、死骸は残らない。その場合、お前が欲しがっている証しとやらは手に入らない」

「いや。そんなはずはない。ここの迷宮の主は素材型のはずだ」

「素材型？」

「そうだ。迷宮の主には、必ず宝箱に変わる宝箱型、必ず宝箱に変わらない素材型、どちらになるかわからない変動型がある。ここの迷宮の主は素材型だということになっている。私がここを選んだ理由の一つだ」

　レカンは、新たな事実をまた一つ知ったのであった。

　寝る前に、レカンは〈ザナの守護石〉に魔力を込めた。驚いたことに、魔力の大半を宝玉に吸われた。

　宝玉は、ほのぐらく青い光を放っている。この光がともっていれば、一度だけ、最強の一撃が放てるのだ。

　念のため青ポーションを飲んで、夢もみずに、ぐっすり寝た。

　そして、朝が来た。

「では、ヘレス。迷宮の主について説明してくれ」

「わかった」

　ヘレスは、迷宮の主である八目大蜘蛛の女王種について説明した。

「〈召喚〉のことも、一応話しておけ」

「〈召喚〉？　レカン殿。それは何のことだ」

「女王種の特殊能力だ。一万もの斑蜘蛛を呼ぶという」

「はあ？　そんなばかな。一万匹だと？　もしもそんなことをされたら、戦いようなどない。いったいどこでそんなたわけた話を聞いたのだ」

「ジェイドから直接聞いた話だ」

「ジェイド殿は、若いころには何度も最下層を踏破した伝説的な冒険者だ。あの人が噓やまちがいを言うとは思えぬが」

「ただし、今生きてる冒険者のなかで、実際にみたやつはいない。つまり、女王がその能力を使うことはめったにない」

「何か特別な条件があるのだろうか」

「それはわからんな」

「わからんことを考えてもしかたあるまい」

「そうだな。だがみんな、そんな話があるということだけは覚えておいてくれ。さて、下りようか」

「うん！」

「はい」

「ふふ。ちょうど姫亀の二刻だな」

　レカンたちは、階段を下りて、最下層に足を踏み入れた。
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　そこは一面の砂地だった。周辺では岩がせり上がり、その岩肌が壁となって、これまでの息苦しい階層が噓のような、高い天井につながっている。

　その砂漠の中央に、ぽつんと何かがある。

　人間の肉眼ではみえないだろう。だが、レカンの〈生命感知〉は捉えていた。一匹の強大な魔物の存在を。

　レカンは砂を力強く踏みしめ、その魔物に近づいていった。

　近づくにつれ、その形がみえてくる。砂の大地に突き出た岩と、その岩から突き出した少女が。

　腰から下は岩のなかに溶け込んでいる。腰から上は薄衣一つまとわぬ、いたいけな少女だ。年でいえば五歳か六歳というところだろうか。

　両手を差し伸べている。助けを求めるかのように、いざなうかのように、そのこどもに似た何かは両手を差し伸べている。両の目は縫い合わされたように閉じられていて、瞳の色はわからない。

　あと百歩ほどに近づいたとき、レカンは走り始めた。

〈アゴストの剣〉を高々と振り上げ、殺戮の喜びを顔に浮かべて、走りながら気がついた。砂しかないと思っていたが、少女の後ろには小さな茶色の石が無数に転がっている。それは、〈生命感知〉には映らない、ただの石だ。

　そう思うまに、もはや標的まで指呼の間となった。

　戦慄すべき破壊力を帯びた剣を、レカンは振りおろした。

　恩寵の力をまとった大剣は、魔獣の頭を斬り裂き、喉を斬り裂き、胸を斬り裂き、腹を斬り裂いて、その姿が生えている岩に深々と食い込んだ。これが、〈ザナの守護石〉が全力を出した威力なのだ。

　しかしレカンは気がついてしまった。〈生命感知〉に映る強大な気配が、いささかも減じていないことを。

　レカンの大剣に真っ二つに引き裂かれたそれは、目をみひらいた。青い、青い、奈落のような闇の目を。

　レカンは、こうした存在を知っている。

（ちっ。不死特性か）

　迷宮の主級の魔獣のなかには、ある一定の条件を満たさないかぎり、決して殺すことのできない性質のものがある。では、ニーナエ迷宮の最下層の主を、殺せるようになる条件とは何か。

（たぶん変身だな）

（変身を解いてもとの魔獣の姿になったとき）

（殺せるようになるんだろう）

　そう思いつつ、レカンは剣を引いた。

「なにっ」

　レカンが驚いたのも無理はない。つい今しがたまで、レカンの〈生命感知〉に映る青い点は、たった一つだけだった。だが今や、無数の青い点が、女王の後ろに出現している。青い点は〈生命感知〉の視界のなかで、しみのように広がり、階層の奧側を埋め尽くしてゆく。

　海だ。

　魔獣の海だ。

　石であった茶色の何かが、もぞもぞと動き始めるのがわかった。

　レカンは身をひるがえして全力で走り始めつつ、大声をあげた。

「逃げろ！　一万匹の魔獣が出るぞ！」

　レカンのすぐ後ろにはアリオスが走り込んで来ている。だいぶ遅れてヘレスが走ってきており、その後方にはエダが止まっている。

　アリオスは大量の砂を巻き上げつつ、方向の逆転を行った。ヘレスも思い切りよく体を反転させた。エダもくるりと振り返り、走り始めた。

　レカンはすぐにヘレスもエダも追い抜いて、なおも加速した。走って走って、ただ走った。

　入り口がない。

　これはもとの世界の迷宮では、よくお目にかかった状態だ。主を殺すまで部屋から出られないのだ。

　入り口があったはずの場所まで走り寄ったレカンは、〈収納〉から杖を取りだした。シーラから譲り受けた、大きな宝玉のついた杖である。

「オレが魔法を放つまで、蜘蛛どもを近づけるな！」

　それだけを大きな声で命じると、レカンは右目を閉じて、瞑想に入った。




　魔力よ。

　魔力よ。

　始原の闇より生まれし大いなる力よ。

　わが呼びかけに応え、ここに集え。

　わが腹に宿り、渦を巻き、右腕を通り抜けて杖に宿れ。

　魔力よ。

　魔力よ。

　旋回せよ。

　旋回して合流の時を待て。

　魔力よ。

　魔力よ。

　新たなる魔力よ。

　常世の黄昏より湧き出でよ。

　湧き出でて、丹田に収まり、凝り固まりてあふれ出よ。

　あふれ出てねじれ合い、渦を描いてつながり合い、猛き杖に流れ込むのだ。

　杖よ。

　杖よ。

　加速せよ。

　わが魔力を加速せよ。

　すべての祈りは一つとなり。

　すべての破壊はわが手にある。

　来たり。

　来たり。

　今こそ時は来たり。

　すべてを蹂躙する天空の矢よ。

　わが命に従い、大地を穿うがて。




「〈驟火ガイルベイ〉！」

　かっと右目を開き、レカンは杖に魔法の発動を命じた。杖はレカンの意志を受け、殲せん滅めつの恐怖を空に放った。迷宮の薄暗い空間に光の輝きが満ち、それは恐るべき殺戮の豪雨となって、砂の大地に降り注いだ。

　レカンの周りを取り巻いて、エダはショートソードを振り、アリオスは剣を振り、ヘレスは盾と剣を駆使して、押し寄せる小さな魔獣たちを防いでいる。

　広い空間に破壊の光が飽和して、おさまったとき、レカンの周囲を小さく残して、すべての斑蜘蛛は死滅していた。

　レカンの視界がくらりと揺れた。魔力枯渇だ。

　そのとたん、レカンの体内に魔力が補塡され、枯渇はうるおされた。魔力が完全に満たされたとはいえないが、充分に戦える状態になった。〈ザナの守護石〉による魔力補塡だ。こういう働き方をするのだ。

　残る斑蜘蛛たちの後始末など、今のこの四人にとってはささいなことでしかない。

　最後の斑蜘蛛をアリオスが斬り捨てたとき、動きを止めていた女王種がその正体を現し、岩から抜け出た。

　青い蜘蛛だ。

　杖をしまい、レカンは走った。今度こそ女王蜘蛛を殺すために。雄叫びをあげ、生命力のすべてを込めて突進した。その剣にはもはや、〈ザナの守護石〉の最大恩寵はない。その代わり、レカンのあくなき闘争心が〈アゴストの剣〉にそそがれていた。

　レカンが到達する寸前に、女王蜘蛛はふわりと起き上がり、八本の足を素早く律動させながら、獲物の到着を待ち構えた。レカンは高々と跳躍し、必殺の一撃を魔獣の頭部にたたきつけた。がくんと頭部が沈み込む。砂の大地に降り立ったレカンは、魔獣の胸に突きを入れる。だが頑強な甲殻が刃をはばむ。

　アリオスが到着して魔獣の左の足を薙なぐ。ダメージは与えたが、斬り落とすまでには至らない。

　魔獣の口から白い霧が吹き付けられる。レカンは盾を構えつつ、呪文を唱えた。

「〈風よ〉！」

　突風が白い霧を吹き飛ばす。レカンが盾の陰から突きを放つ。それは先ほどとまったく同じ箇所に命中し、甲殻をつらぬいて、魔獣の体内に侵入した。だが、浅い。

　魔獣の青い眼が光る。何かの魔法が発動した。

　アリオスがレカンに向けて剣を振る。レカンはかろうじて、その神速の一撃を盾で受けた。次の瞬間には、レカンの左足がアリオスの腹部を蹴り飛ばす。

「〈浄化〉！」

　魔獣の八本の足がレカンを襲う。

　レカンは身を沈めつつ、左側下部の足の攻撃を盾で防ぐ。右側の足の攻撃は、ヘレスが防ぐ。エダが飛ばした〈浄化〉によって〈魅了〉から覚めたアリオスが、起き上がりざまに下から剣で魔獣の腹を薙ぐ。その瞬間魔獣の姿は消えた。

　レカンは、感じ取っていた。空間系魔法の適性を持ち、いくつかの空間系魔法が使えるレカンには、空間のひずみが感知できる。

　真後ろに魔獣が出現する。

　レカンは振り向きざまに何もない空間を盾で薙ぎ払った。そのときその空間に出現した魔獣は、レカンの盾で打ち払われ、くるりと向きを変える。

　ヘレスの突きが魔獣の心臓をつらぬいた。

　女王種は、その動きをぴたりととめ、砂の大地に落下して倒れた。

　戦いは終わったのである。
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　全員、精魂尽き果てて、砂の大地にへたり込んだ。

　魔獣に覆い尽くされていた一面の砂は清浄さを取り戻し、何事もなかったように静かである。

　ふと、魔石がないのに気づいた。

（あれほどの数の魔獣を倒したのに魔石が残らないとは）

　少しがっかりしたレカンである。

「レカンさん」

「話の前にこれを飲め」

　レカンは全員に中赤ポーションを渡した。皆、斑蜘蛛との戦いで体中傷だらけだ。赤ポーションは傷を癒やすだけでなく、体内の不調を整え、体力を戻してくれる。

「〈浄化〉〈浄化〉〈浄化〉〈浄化〉」

　エダが〈浄化〉を三人にかけ、自分にもかけた。

　とたんに、疲れは消え去り、得も言われぬ幸福感が体をひたした。この心地よさは、味わった者にしかわからない。みな、うっとりとした顔をして、しばらくは誰も声を発さなかった。

「レカンさん。あの広域魔法は何ですか？」

「〈驟火〉という魔法だ」

「たった一人であんな魔法を行使するなんて。レカンさんのすることに、もう決して驚かないと決め」

「それはもういいって」

「まさか本当に一万匹の斑蜘蛛が出るとは。いったい、あれの出現条件は何なのであろう」

「さあな」

「もしかしたら」

「アリオス殿。何か思いついたか」

「一定以上のダメージを一気に与えることではないでしょうか」

「なるほど。それにしても、家に帰って〈楽園の聖灯〉を使うのが楽しみだ」

「それは何だ？」

「〈楽園の聖灯〉は、生命力を量る魔道具なのだ。迷宮では地上よりはるかに生命力の増加が大きい。ただし、同じ魔獣を倒し続けると増幅効果は著しく衰える。今回は、ここに来るまでに次々と階層を進み、多くの強大な魔獣を倒してきたし、女王も倒した。相当に増加しているにちがいない」

「生命力を量る魔道具があるのか」

「レカンさん。それ、王国騎士団しか使ってはいけないことになってます」

「そして何といっても、先ほどの斑蜘蛛一万匹だ。最下層に出る魔獣を一万匹も倒したのだからな。うふふ」

「うん？　直接倒さなくても生命力は増加するのか？」

「あたりまえではないか」

　とすると、ここまでの戦闘で、エダの生命力も相当に増加しているはずだ。つまり死ににくくなっているはずだ。それだけでもこの迷宮に連れてきたかいがある。

　レカンは起き上がって、素材剝ぎにかかった。首に一撃を入れたが、落ちない。〈収納〉に〈アゴストの剣〉をしまい、新たな聖硬銀の剣を出した。それを使うと首が落ちた。

　ヘレスもやって来て、聖硬銀の剣で足を落とし始めた。アリオスは入り口のほうに歩いてゆき、何かを探して拾い上げ、首にかけた。首にかけた何かが対呪い装備だったのだろう。斑蜘蛛たちとの戦いではずれて落ちた。そのため女王の〈魅了〉にかかってしまったのだ。

　頭部。八本の足。いずれも状態はよい。

　そして毒袋。奇跡的に無傷で採取できた。

　そして何より、巨大な魔石が採れた。正直、レカンには使い道に困るほどの魔石だ。

「アリオス」

「はい」

「毒袋をやる」

「え？　はい。ありがとうございます」

「ヘレス」

「何であろう」

「頭と八本の足をやる」

「えっ！」

「これを並べたら壮観だぞ。お前の主とやらも、その客も、きっと満足するはずだ」

「そ、そんな。そのような貴重なものを頂くわけには」

「お前はそれだけの働きをした」

「レカン殿」

「誇れ」

　ヘレスは静かにうなずいた。

「あ～あ。また泣かしちゃった。レカンはほんとに悪いやつだね」

「泣いてはいない。しかし、レカン殿は悪いやつだ。いや」

　ずるい人だ、と、くちびるだけでヘレスは言った。

「魔石はオレがもらう。さて、地上に戻るぞ」

　女王蜘蛛の足は八本まとめてレカンがかついでいる。迷宮の外にでると光がまぶしい。大勢の冒険者が、迷宮を踏破した新たな英雄をみとどけようと詰めかけている。ざわめきのなかに、声があがった。

「みろ！　あの美しい青い足を！　女王種の足だ！」

「女王蜘蛛の足を持ってる男。あれは、〈壁男〉じゃないか」

「そうだ！　〈壁男〉だ！　〈ウォルカンの盾〉をかっさらっていったやつだ」

「〈壁男〉」

「〈壁男〉」

「いいぞ、〈壁男〉！」

「新しい英雄の誕生だ。栄光の〈壁男〉だ！」

「〈壁男〉！」

「〈壁男〉！」

　レカンたちは、人混みをかき分けて、冒険者協会に向かった。八本の足を持ったままでは入り口が通りにくいので、入り口のわきに置いた。

「アリオス。この足の番をしてくれ」

「はい」

　レカンは、エダとヘレスを連れて、最初にこの町に来たときと同じカウンターに進んだ。あのときと同じ老人が座っている。百戦錬磨の冒険者であったことを感じさせる老人だ。

　レカンはカウンターに、女王種の首を置いた。

「主を討伐した」

「やりおったな。おめでとう」

「うむ。討伐証明を出してもらえるか」

「いいだろう。パーティー名で出すか、それとも個人名か」

「個人名だ」

「この紙に、誰に発行するのかを書いてくれ」

「わかった。ヘレス」

「うむ」

「ここに名を書け」

「えっ？　討伐証明は、リーダーの名でしか出ないはずでは」

「そうか。ならばお前がリーダーだ。さっさと名を書け」

「レカン殿」

　ヘレスは懐から奇妙な形のペンを出し、さらさらと紙に名を書いて、レカンに差し出した。

　そこには、こう書いてあった。

〈ヘレス・ラインザッツ〉

　レカンはその紙をカウンターの老人に差し出した。

「よし。ちょっと待ってろ」

　老人は奥に消え、しばらくして戻ってきた。

「ほらよ」

　差し出されたのは、くるくると巻かれた、なかなか上質そうな紙で、飾り紐で結んである。

「これは、領主様の名のもとに協会が発行したものだ。どこの町の貴族にみせても、正式で正当な書類として通る」

「手数をかけた」

「ところで、迷宮踏破者は領主館に招待される。あんたの宿はどこだ」

　レカンはこの町で宿泊していた宿の名を告げた。

「よし。そこに領主様の使いが行く」

「わかった」

　レカンは、女王種の頭部を抱え上げて、きびすを返した。

「あっ、ちょっと待ってくれ。素材は」

「今は休みたいんだ。またにしてくれ」

「そ、そうか。楽しみにしている」

　レカンは協会の建物を出た。少なくない人が、入り口の周りを取り巻いている。レカンの姿をみて歓声をあげはじめた。

「〈壁男〉！」

「いいぞ！　〈壁男〉」

「レカン！」

　名を呼ぶ声のしたほうをみると、ジェイドがいた。荷車を引いた馬を連れている。

「こいつが要ると思って用意しておいた。迷宮踏破者が出たという話を聞いて駆けつけたんだ」

「この荷車と馬をもらえるのか。それは助かる」

「俺からの感謝の気持ちだ。あ、それから」

　ジェイドは二つの袋を差し出した。

「これは、〈ジャイラ〉からだ。あんたによろしく言ってくれと言ってたよ」

　レカンは荷車に女王種の足と頭を積み、馬を引いて、そのまま町の西門に向かった。

　歓呼の声に送られながら。
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「では、ここで別れよう」

　ここからレカンたちは、北に進む。ヘレスは、南だ。

　南に少し行ったところにビゴーという町があり、そこの領主の息子とは知己なのだそうだ。ビゴーの領主に、自分と女王種の頭と足を、王都に送り届けてくれる手配を頼むという。

「レカン殿」

　ヘレスが振り返った。激戦のあとをかすかに残した、その鎧姿は美しい。なるほど、あらためて迷宮の外でみれば、これは高位の貴族家の娘だと、誰がみてもわかる。

　ヘレスはレカンに歩み寄り、右手の手のひらをそっと差し伸べた。手のひらはおずおずと持ち上げられ、レカンの左胸に、そっと置かれた。その温かさを味わうかのように。そしてヘレスは自らの左胸に左手を置いた。

　心臓と心臓をつなぐこのしぐさが、いったい何を意味するのかレカンは知らない。ただ、レカンの顔をみあげるヘレスの瞳がみたこともないほど透き通っているのを、やさしい気持ちでみつめた。

　アリオスとエダは、ひと言も発さずに、別れの儀式をみている。生き方も生きる場所もあまりにちがう、この野獣のような男と高貴な女騎士が人生を交差させる偶然は、もう二度と起こらないだろう。

　長い時間のあと、ヘレスはレカンをみつめたまま手を離し、思い出したように口を開いた。

「そういえば、あのふらちな男が、レカン殿を煩わせようとするかもしれぬ」

「誰だ？」

「スノーだ」

「ああ、あれか」

「あの男は、プライエのパイザルン家の者だと名乗っていた。パイザルン家には父上を通じて手を回し、あの男が貴殿にいかなる迷惑をかけることもできぬよう、処理しておく」

「そうか。助かる」

　ヘレスは右膝を地に着けてひざまずき、右手を胸に、左手を剣にあてて礼をした。そして立ち上がり、別れのことばを告げた。

「さらばだ。レカン殿」

「元気でね。ヘレスさん」

「ありがとう。エダ殿。そしてアリオス殿。あなたたちと過ごした日々は、私の一生の宝物だ」

「ヘレスさん。お帰りになったら、お父上によろしくお伝えください」

「え？　ああ」

「こんなすごいおみやげ持って帰ったら、みんなびっくりするよね」

「その通りだ。うふふふふ。これをみたときの叔父上の顔を想像すると。くっくっくっくっ」

「おじさん？」

「そうだ。叔父上は、私がかしこきかたに騎士としてお仕えするのに大反対でな。結婚相手を紹介するから結婚しろ、それがお前の幸せだなどと言い立てたのだ」

「そ、そうなんだ」

「どうしてもお仕えするなら、騎士ではなく侍女としてお仕えせよなどと言い、地位を悪用して、今回のこの無理な条件を突き付けてきたのだ。しかも叔父上が王都と有力都市の冒険者協会に手を回したため、高位の冒険者を雇うことができなかった」

「そんな事情だったんだね」

「だが私は奇跡を成し遂げた。レカン殿とあなたたちのおかげで。叔父上の決めた条件が叔父上を縛る。ぐうの音も出まい。はっはっはっはっはっ」

　意気揚々と、ヘレスは去った。その後ろ姿が丘の向こうに消えるのを、三人はみまもった。

「レカン殿」

「なんだ」

「あ、呼び方が〈殿〉に戻った」

「もしかしたら私たちは」

「うん？」

「ものすごくよけいなお世話をしてしまったんじゃないでしょうか」

「知らん」

〈ジャイラ〉からだという袋の一つには、六枚の白金貨が入っており、もう一つの袋には、首飾りが入っていた。魔法使いヴェータが身に着けていた首飾りだ。どんな恩寵がついているのか、あとで鑑定するのが楽しみだ。

（やっと帰れる）

　レカンは、迷宮探索が好きだ。強い敵と出会うのが好きで、強い敵と戦うのが好きで、強い敵に勝利するのが好きだ。そして、戦いのなかでおのれが強くなっていくことに、無上の喜びを覚えている。

　とはいえ今回の迷宮探索は、いささか疲れた。いろいろなことが起こりすぎた。まずは、ぐっすり眠りたい。家に帰ってしばらくのんびり過ごしたい。そこまで考えて、はっと気づいた。

（帰れる、だと？）

（家、だと？）

　今までにもレカンは、短期間家を所有して住んだことはある。しばらく一つの町を根拠地にして活動したこともある。だが、それは、ただの拠点なのであって、いつでも代わりのきくものであり、いつ失ってもかまわないものであった。

　ヴォーカは、どうか。

　あの町は、悪くない。領主は少々偏屈だが、能力と信念のある男であり、町の人々は、まずまず幸せに暮らしているといってよい。貧しい者や、理不尽さを感じている者もいるが、必要以上に虐げられているとはいえないように思われる。神殿も、腐った部分もあるが、それなりの活動はしている。冒険者協会はなかなかのものだ。職員の質も悪くない。

　チェイニー。ノーマ。依頼で会った人々。そして、シーラ。

　そうだ。あの町は、悪くない。

　だからあの町に向かう足の運びは、こんなにも軽やかなのだ。

　レカンは、二つの世界ではじめて、自分にふるさとのようなものができつつあることを、とまどいながらも受け入れることにした。

「あっ。ヴォーカの町がみえてきたよ！　あたいたち、帰ってきたんだ！」

「そうだな。帰ってきたな」
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「あなた。晩餐のしたくが、もうすぐできます」

「ああ、そうか。準備ができたらお呼びしよう」

「でも、本当に、あり合わせのものしかなくて」

「それでよいと、あのかたがおっしゃったではないか」

「それにしても、もう少し準備の時間があればと、厨くりや頭がしらも申しておりました」

「はは。あのかたは、最高の贅沢に慣れておられるだろう。むしろ田舎の素朴な料理を喜んでくださるさ」

「まあ！　わが家の料理を田舎料理とおっしゃるの」

「田舎ならではの魚や野菜の味を、味わっていただけばよいのだ」

「きっと舌が肥えておられるわ」

「おやおや。あのかたが、いと高きご身分のかただということは、もう疑わないのだね」

「それをおっしゃらないで。だってお供もつれず、ご自身で荷馬車を引いて、埃まみれの、それも鎧姿でおみえだったのですもの。まさかラインザッツ家のご令嬢とは思わないわ」

「だが、あの鎧も剣も、それだけでこの屋敷が買えるほどの品だ。それに荷馬車の荷物たるや」

「そうよ！　ニーナエ迷宮の迷宮主の頭と足。王国騎士団の精鋭でも簡単には得られない秘宝だわ！　それをあの可憐な姫様が」

「可憐ときたか」

「そういえばあなたはごらんになっていないのね。湯浴みを済まされた姫様のお姿を。最上級の貴布のようななめらかなお肌が上気したごふぜい。つややかなおぐし。それに宝玉のような瞳。もう侍女たちも、すっかりあのおかたのとりこですのよ」

「ほう。それは晩餐がますます楽しみだな」

「鎧姿もりりしくていらしたけど、着替えてからのお姿ときたら」

「騎士となられたのだから、剣の腕もお立ちになるにちがいないが、歌舞音曲の道もたしなまれるようだ。先ほど、シェトラダはないかとご所望であったそうな」

「まあ、それは知りませんでしたわ。それにしても、迷宮を踏破なさるについては、屈強の配下のかたがたがいらしたにちがいないのに、そのかたがたはどうなさったのでしょう。姫様をお一人で放り出すなど、許されることではありませんわ」

「私もそのことはお聞きしてみたのだ。だがそのとき、何とも悲しいお顔をなさった。何かよほどに深いご事情がおありなのだよ」

「そうなのね。そうなのでしょうね。でも本当に、よくぞわが家をお頼りくださったこと」

「息子が王国騎士団の団長副官をしているということを、こんなにありがたく思ったことはないね」

「本当だわ。あの子ったら、気が利かないくせに、ちゃんとお姫様のご信頼をいただいているのね。もしかして、ひょっとしたら」

「こらこら。分不相応なことを考えてはならん。わが家とラインザッツ侯爵家では、家格があまりにもちがう。幸せなことにはならん」

「そうね。もちろんそうですわ」

「わしは次の参内が楽しみでならん」

「あら、どうしてかしら」

「考えてもみよ。もちろんラインザッツ侯爵と直接お会いするような機会はない。しかし、宰相閣下とは、必ずお会いするんだよ」

「まあ」

「そのとき閣下は、何とおっしゃるかな。そうだとも。姪が世話になってすまんなと、そのようにおっしゃるにちがいない」

「なんてことでしょう」

「こんな名誉なことはない。そして、わしが宰相閣下に何か貸しがあるらしいという噂は、すぐに広まる。そうすれば、商人たちの態度も変わるだろう。ははは。本当に楽しみだ」

「あら」

「おや。シェトラダの音だ」

「歌よ！　お歌いになっておられるわ」

「なんと澄んだ美しい響きだ」







　風の音を聞こうよ

　風の音を聞こうよ

　去ってしまったあの人の

　去ってしまったあの人の

　声を届けてくれるから

　声を届けてくれるから




　岩の道を

　砂漠の道を

　雨にうたれ

　ひでりに乾き

　あの人は今どこにいる




　雄々しき旅を

　出会いの旅を

　傷つき倒れ

　起き上がり

　今も続けているだろうか




　ヴィシュルシャプタの葉を揺らして

　異国の風が吹いてくる

　かすかに風が吹いてくる

　あの人の声を運んでくる




　別離を告げたのは私

　その手を離したのは私

　けれどもけれどもあの人は

　ついてこいとは言わなかった

　ともに生きようとは言わなかった




　風よ

　風よ

　はるかな国から吹く風よ

　私はお前を知っている

　お前の生まれを知っている




　あの人と私がともに歩み

　けわしき道を乗り越えて

　奇跡の朝を迎えたそのときに

　お前はこの世に生まれたのだ




　けれど思い出の日はもう遠い

　思い出の場所はもう遠い

　日月は夢と過ぎ去って

　その場所はすでに閉ざされた




　だからせめて歌に乗せ

　心ちぎれるせつなさを

　風よ

　風よ

　届けるのだ




　風の音を聞こうよ

　風の音を聞こうよ

　あの人を想うこの胸の

　あの人を想うこの胸の

　高鳴りを風は知っている

　高鳴りを風は知っている







「〈ヴィシュルシャプタの風〉か。歌詞が少しちがうような気もするが」

「これが今王都ではやっている歌詞なのでしょうね。なんて綺麗なお声」

「本当に文武にたぐいまれな才をお持ちのかたなのだな」

「ねえ、あなた。せめてもう一晩お泊まりいただくわけにはいかないのかしら。そしたら甥たちを呼び寄せて」

「お前。一日も早く王都に帰還したい。あのかたははっきりそうおっしゃったのだ。お引き留めなどすれば、ご勘気にふれるよ」

「旦那様、奥様。晩餐の用意が整いました」

「そうか。ではヘレス・ラインザッツ姫にお声をかけさせていただきなさい」
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「シーラばあちゃん！　ただいまー」

「よくお帰りだね。レカンも」

「ああ」

「失礼いたします。アリオスと申します」

「いらっしゃい。あたしはシーラ。レカンが人を連れてくるなんて珍しいこともあるもんだ」

「これ、お土産のお茶」

「おやおや、ありがとうよ。ずいぶんいい茶葉だねえ、こりゃ。高かっただろう」

「えへへ。あたい、たんと稼いだんだよ。ジェリコには、ほら！　果物盛り合わせ。たっぷりあるよ」

「うほほほほほ！」

「今回はオレもシーラに土産がある」

「こりゃまた珍しい。いったい何を……へえ。こりゃあ立派な魔石だねえ」

「ニーナエ迷宮の主の魔石だ」

「やっぱり最下層までいったんだねえ。あんたたちの生命力の増加がただごとじゃなかったから、そうだろうとは思ってたけど。土産ありがとうよ。まあとにかく、みんなお座り。今、茶を淹れるからね」

「うほ？」

「お前にはない」

「…………」

「しょげるな。悪かった。次は何か買ってくる」

「うほう」

　シーラが茶を淹れているあいだ、レカンたちは椅い子すにすわってくつろいだ。

（シーラは人の生命力をみることができるのか）

　やがて茶が入り、シーラも席についた。

「迷宮主を倒したにしても、その増加ぶりはちょっと変だね。何があったんだい？」

「あれかもしれんな。迷宮の主と戦ったとき、眷けん属ぞく一万匹ほどが召喚され、それを殲せん滅めつした」

「おやおや、あれを出しちゃったのかい。そいつはまた大変だったね。よく無事で戻れたもんだ」

「〈驟火ガイルベイ〉の魔法を教えてもらっていなかったら危なかった。あの杖つえをもらっていなかったら危なかった。そして、エダとアリオスとヘレスがいなかったら危なかった」

「ヘレス？」

「今回迷宮行きをともにした女騎士だ」

「ふうん？　まあ、そんなことより、エダちゃん、よくみせておくれな。うーん。こりゃ、すごいね。これならもう、そんじょそこらの冒険者や魔獣に後れをとることはないね。それにしてもむちゃしたねえ。まさか迷宮を踏破するなんて。二十階層どまりにしとけって、あたしは言ったはずだったけどね。あんた。エダちゃんがまだ十四歳だってことを忘れてるんじゃないかい」

「え？」

　思わず声を発したのはアリオスである。

「十、四、歳？」

「うん！　あたいは十四歳だよ。言ってなかったかな？」

「十四歳の女の子を、迷宮に、しかも迷宮の深層に連れていったんですか」

「ほら、レカン。このアリオスとかいう長命種のほうが、まだあんたより常識があるよ」

　アリオスはぎょっとして目をむいた。

「長命種？　なんだそれは」

「普通の人間より長生きする人種さ。といっても、二倍かせいぜい三倍ぐらいのもんだけどね」

「たいしたことはないな」

「そうだね」

「ど、どうして私が長命種だと」

「んなの、みりゃわかるよ」

「今まで人から指摘されたことはありません」

「三十八歳か。若いね」

「ええっ？　私の年齢がわかるのですか？　そんなばかな」

「魔力のひだにあるしわを数えたのさ。なんてことないよ」

「ねえねえ、ばあちゃん」

「何だい、エダちゃん」

「レカンの年もわかる？」

「いや、レカンの年はわからないね。魔力のひだはみえるけど、しわのつきかたが、この世界の人間とちょっとちがう。そもそも、レカンのいた世界とこの世界じゃ、一日の長さも一年の長さもちがうだろうから、年がどうこうといったってあんまり意味がないよ」

「もとの世界？　この世界？」

「レカンは、〈落ち人〉だよ。この世界の人間じゃない」

「あ、そうだったんだ。なるほどね」

「レカン殿」

「何だ」

「こんな驚くべき内容を、普通に茶飲み話にしているシーラさんとエダさんが、遠い世界の人に思えてきました」

「オレも突然秘密をばらされて、かなり驚いている」

「全然驚いているようにみえませんよ」

「ただエダちゃん。レカンが〈落ち人〉だってことは、人にはしゃべっちゃいけないよ」

「どうして？」

「変に人目を引いてしまうからさ。閉じ込めようとするやつもいるかもしれない。危険なやつだと思うやつもいるかもしれない。悪いこともしてないのに、レカンが人に嫌われるのはいやだろう？」

「わかった。秘密にするね」

「いい子だね。ところで、アリオス。もしかしてあんた、ムドゥクとショーンの孫かい？」

「祖父と祖母をご存じなんですか？」

「まあね。二人は元気かい？」

「はい。実はこれから会いに行くつもりです。シーラさんにお会いしたことを伝えておきます」

「その名前じゃ、わからないだろうねえ。ショーンがあたしのところにいたころには、あたしは、マザーラ・ウェデパシャと名乗ってた」

　アリオスは椅子から立ち上がり、床に片膝をついてこうべを垂れた。

「マザーラ導師にお会いでき、光栄に存じます。知らぬこととはいえ、非礼をいたしましたこと、深くおわびいたします」

「あたしは堅苦しいのはきらいだよ。起き上がって椅子に座って、普通にしゃべりな」

「はい。では失礼いたします」

「それとね。マザーラは死んだ。そこのところを了見しておくれ」

「心得ました。ほかでマザーラ導師のことを口にすることは、決していたしません」

「アリオス君のおじいちゃんとおばあちゃん、ばあちゃんと知り合いだったんだ」

「むかしのことさね」

「レカン殿。驚きました。レカン殿がお土産だといってあの巨大な魔石をすっと差し出したのにも驚きましたが、それを平然と受け取ったシーラ様にも驚かされました。そしてシーラ様の以前の名を知って、心の底から驚愕しています」

「お前も驚いているようにはみえんぞ」

「いや、もう、どんな顔をしていいかわからないんです」

「ばあちゃん」

「何だい」

「生命力って、何？」

「肉体が持つ力さ。この力が全部なくなると、人間は死ぬ。十しか生命力がないやつは、ダメージ十の攻撃を一回受けたら死ぬ。百の生命力があるやつは、九回受けても死なない。まあ、そんなもんさね」

「それは量れるものなの？」

「そういう能力というか、感覚を持ったやつなら感覚的に大小がわかる。むかし、ヤックルベンドって長命種のばばあに、生命力の原理を説明してやったら、その後、生命力を数値化できる魔道具を発明しやがったよ。まああれも、一つの目安にすぎないけどね」

「お待ちください。ヤックルベンド師は長命種なのですか？」

「そうだよ。大長老だよ。あんたたちとは種族の系統がちがうみたいだけどね」

「大長老？　まさかと思いますが、ヤックルベンド・トマト卿は、お一人なのですか」

「そうだよ。この国の建国前から生きてる」

「それをご存じのあなたさまは、いったいおいくつなのですか？」

「ぼうや。女に年を聞くもんじゃないよ」

「失礼いたしました」

「シーラ。生命力とは、強さなのか」

「強さの基盤ではあるね。強大な魔獣を倒したり、強い敵と戦い続けたやつの生命力は増大するから、ある程度以上の生命力を持ったやつは強いことが多い」

「生命力が膨大であるのに強くないということがあり得るのか？」

「強さの意味によるね。例えば、〈回復キリーム〉しかできないやつを連れて迷宮の深層まで探索をしたとする。直接魔獣を攻撃していなくても、その回復役の生命力は増大する。つまり少々の攻撃じゃびくともしなくなる。だけど、もともと攻撃力を持っていなかったとしたら、その攻撃力は増加しようがない」

「ああ、なるほど。そういうことか」

「逆にいえば、エダちゃんの場合、弓使いでもあり、ショートソードも使う。そのエダちゃんが小規模とはいえ迷宮を踏破し、最下層じゃ一万匹もの魔獣を倒したパーティーに参加してたんだ。エダちゃんの生命力と攻撃力は、飛躍的に伸びてるはずだよ」

「えっ？　ばあちゃん。あたい、弓で敵を傷つけたけど、ショートソードはあんまり使ってない」

「威力は上がってるんだよ。瞬発力や俊敏性なんかも上がってるはずさ」

「そうなんだ」

「まあとにかく、生命力は強さの基盤ではある。でも、どのくらい生命力があるかってことと、どれくらい腕が立つかってことは同じじゃない。あんたのような冒険者は、相手の強さを気配で感じるだろう。それは、生命力や武芸の腕を、直感的に総合的に判定してるんだ。相手の強さを量るには、そっちのほうが優れてるねえ」

「なるほど」

「ただ王国騎士団のようなとこじゃね。生命力、つまり命の総量が一目でわかるような魔道具があると、何かと便利なんだよ。成長ぶりがわかるから稽古の励みになるし、どの程度の魔獣と戦えるかも見当がつく。同じような訓練をしてる者同士だと、生命力の量で強さを比べることもできるのさね。そういや、レカン。ヤックルベンドがあんたに会いたがってるんだけどねえ」

「会う気はない」

「あんたのその外套を、どうしてもみたいっていうんだ」

「この外套のことを話したのか？」

「ごめんよ。ついぽろっとね」

「オレは王都に行く気はないし、ヤックルベンドにも会う気はない」

「そうかい。それじゃしかたがないね。でも、何かの都合で王都に行くことがあったら、ヤックルベンドを訪ねてやっておくれでないかい」

「わかった」

　このとき、わかった、と返事をしたことを、後日レカンは死ぬほど後悔することになる。

「そういえば、レカン殿の外套。大穴が空いたはずなのに、全然そんな跡がありませんね」

「そのことは聞くな」

「わかりました。秘密の多い師匠殿」

「師匠だって？」

「はい。シーラ様。私はレカン殿に剣の教えを受けているのです」

「おやおや、まあまあ。あんたが自分から人の面倒をみようとするなんて、こりゃ〈大暴走〉の前触れかねえ」

「シーラ。教えてもらいたいことがある」

「なんだい？」

「実はオレも、ニーナエ迷宮踏破後、身体能力が上がった。魔力量も増えた」

「そりゃそうだろうね」

「オレはもとの世界で、ニーナエの最下層より手ごわい敵とも戦った。だが、ここまではっきりと、生命力や魔力が増大したことはない。これはどういうわけだろう」

「うーん。はっきりしたことは、すぐにはわからないけどね。種類がちがうからかねえ」

「種類がちがう、とは？」

「同じ種類で同じレベルの魔獣を倒し続けても、生命力はほとんど上がらない。種類のちがう魔獣やよりレベルの高い魔獣を倒せば、上がる。あんたの生命力の成長は、もとの世界じゃあ、飽和状態だったんじゃないかねえ」

「飽和状態？」

「その環境ではそれでいっぱいいっぱい、ってことさ」

「成長の上限に達していたということか」

「そういうことだよ。それが正しいかどうかはわからないけどね」

「それで？」

「この世界の魔獣は、今まであんたが倒していない種類だ。だから生命力の成長度合いが、また新たに計算し直されてるんじゃないかと思うんだけどね」

「ということは、この世界でさらに深い迷宮に潜れば、オレはまだまだ強くなれるのか」

「そうだと思うよ。そのうち頭打ちになると思うけどね」

　なんということだ。迷宮だ。迷宮に潜らなくてはならない。

「そういえばアリオス。お前、ひと月ぐらいどこかに行くと言ってたな」

「はい。今夜は家に帰って寝て、明日出発します」

「そうか。実は、今回深層で採取した八目大蜘蛛ギエンウルハドルの素材で、オレとエダとお前の軽鎧とブーツを作ろうと思っているんだがな」

「ほんとっ？　レカン」

「それは、ありがたい話です」

「だから、採寸が済んでから用事をしに出かけたらどうだ」

「そうさせてもらいます。いやあ、これはうれしいなあ」

「レカン。明日か明後日にまたおいでな。薬草採取の相談をしたいからね」

「わかった」

　レカンは、シーラの家でチェイニーへの手紙を書くと、一人で冒険者協会に足を運んだ。エダとアリオスは、先に家に帰った。手紙の用件は、二つだ。一つ目の用件は、ニーナエ迷宮四十階層台の八目大蜘蛛の上位種二十四体分の素材の売却だ。引き渡し場所はレカンの家である。二つ目の用件は、三人分の軽鎧の作製だ。
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　冒険者協会に足を踏み入れるなり、呼びかけられた。

「レカンさん！」

「久しぶりだ、ええと」

「アイラです。どうしてたんですか、今まで。パーティー結成の届けをしてから、全然顔を出してくれないじゃないですか」

「用事があったんでな」

「それと孤児院へ九日も奉仕に行ってくださって、ありがとうございます」

「あれは神殿への奉仕であって、冒険者協会を通した依頼ではなかった」

「それでもです。こどもたち、本当に喜んでました」

「あんたは、もしかして孤児院出身か？」

「はい。どうぞこれからもよろしくお願いします」

「いや。もう行かん」

「こどもたち、本当に楽しみにしているんです」

「そんなことより、依頼だ。この手紙をチェイニー商店に配達してもらいたい」

「はい。今ちょうどいい子がいます」

　アイラは、見覚えのある若い冒険者に声をかけて依頼を受注させ、レカンに依頼達成の印を渡した。

「じゃあな」

「ちょっと待ってください！」

「なんだ」

「掲示板に貼りだしてありますが、ルモイ村の近くで銀狼サラジェが目撃されたんです」

「銀狼だと？　狼鬼族第一階位の強力な魔獣だな。そんなものが、こんなところにいるものなのか？」

「私の知るかぎり、いいえ。でも、この町ができる前に、このあたりに銀狼が出没していたといわれてるので、絶対出ないともいえません。ところで、その第一階位って何のことですか？」

「うん？　ゴルブル迷宮の便覧にそう書いてあったが」

「それ、ゴルブル迷宮の独自基準です。ほかでも階位をつけてる迷宮があると思いますが、階位のつけ方が微妙にちがってたりすると思います」

「ほう」

　驚いたことに、この銀狼の討伐は銅級指定だった。こんな場所に銀狼が出るわけがないという冒険者協会の判断により、魔獣の正体を確認するのが主な依頼で、可能なら討伐もするという依頼なのだ。もちろん、もし本当に銀狼なら討伐報酬は加算される。

　しかし現状では銅級で受けられる依頼であるため、若い冒険者たちが受けたがっている。それをアイラは何とか説得してやめさせているが、今にも誰か未熟な銅級冒険者が依頼を受けてしまい、そして死んでしまうだろうと、アイラは危惧している。

　レカンはこの依頼を、自分が後見するという保証をつけて、エダの名で受注した。

　目撃地点の周辺を探すと、本当に銀狼がいた。そしてエダはショートソードを使って、難なく銀狼を討伐してしまった。エダの戦闘力はそこまで上がっていたのである。

　銀狼をみせられたアイラは、その大きさに驚き、実際に討伐したのはエダであり、レカンは手出しをしていないと聞いて言葉を失った。

「信じられないことですが、本当なんでしょうね。エダさん、いつのまにそんなに強くなったんですか」

「エダはオレと一緒に、ニーナエ迷宮を踏破した」

「……は？」
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　翌日、チェイニー商店の使いが素材を引き取りに来た。大型の〈箱〉を二十も携えて馬車二台で来たが、〈箱〉を追加し、馬車は二往復させて、やっと運んだ。

　積み込み作業の確認をエダとアリオスに任せ、レカンは〈ラスクの剣〉を買った武器屋に足を運んだ。

「お、旦那か。なんだ、その馬鹿でかい剣は」

〈アゴストの剣〉を受け取った主人は、カウンターの上で、剣を鞘から抜いた。

「こりゃあ、もしかして、〈アゴストの剣〉か？」

「そうだ」

「へえっ！　こいつがそうかい。そうなのかい」

「迷宮深層で戦ったので、少し傷んでいるかもしれん」

「そうだ、な。うん。細かい傷がいっぱいついてる。こいつを放っておくと、いずれ大きな傷になり、剣の力を弱めるし、断裂なんてことにもなりかねねえ」

「研いでもらえるか」

「わかった。やらせてもらおう」

「何日かかる？」

「七日はみてもらいてえ。こんだけ重いと、普通の研ぎ方はできねえ」

「わかった。それと、この店では、ショートソードの注文生産はしているか？」

「うーん。この町にも鍛冶屋はいるから、注文生産は受けられなくはねえんだが。けど、旦那のお眼鏡にかなうようなショートソードを打てる鍛冶屋は、この町にはいねえ」

「片刃のショートソードなど、置いてないだろうな」

「片刃のショートソードなら、あるぜ。ちょっと待ってな」

　一度奥に引っ込んだ主人が持ってきたショートソードは、硬い朱塗りの木の鞘に収められていた。

　抜いてみると、本当に完全に片方にしか刃がついておらず、しかもわずかに反りが入っている。とてもよい剣だとレカンはみた。

「もらおう。いくらだ」

「金貨二枚と大銀貨一枚だ」

　家に帰ったレカンは、そのショートソードをエダに与えた。

「エダ。これをやる」

「えっ。あ、これ、ショートソードだね。抜いてみていい？」

「もちろんだ」

「綺麗な色の鞘だなあ。先が丸くなってるんだね。しっかりした木材で造られてるなあ。よいしょっ、と。うわあ、立派な剣」

「これ、いったいどこで手に入れられたんですか？」

「武器屋で買った」

「昔、わが流派で使っていた剣だと思います。これ、おいくらでしたか？」

「金貨二枚、大銀貨一枚だ」

「そんなに安かったんですか。幸運でしたね。これで、エダさんにお教えした防御の型が一段と活かせますね」

　シーラの家に行くと、三十一日から薬草採取に行くと言われた。

「もうあたしが作った薬は、あんたにはあげない。必要な薬は、作り方を覚えて自分で作るんだ。その材料を採っておけと言ってるのさ」

「なるほど、よくわかった。万能薬と、かぜ薬と、魔獣除けポプリは、ある程度持っておきたい。毒消しは使わんと思うが、最低限は持っておきたい。魔力回復薬は、あればあるほどいい。体力回復薬もたっぷり持っておきたい」

「エダちゃんも連れていっちゃどうかね」

「そうしよう」
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　次の日の朝、エダと一緒に冒険者協会に行った。

「エダさんは、このたび、銀狼討伐を行った功績により、これまでの実績と合わせ、銀級冒険者に昇格されました」

「ほんとっ。やった」

「これが冒険者章です」

「これが、あたいの、銀級冒険者章」

　エダは冒険者章を両手で包んで、胸元に押し当てた。

「レカンさん。エダさんをみつめる目は、ずいぶんやさしいんですね」

「報酬はどうなった」

「はい。金貨三枚です。お受け取りください」

「ああ。ほら、エダ」

「えっ？」

「お前が討伐したんだ。この金貨三枚は、お前のものだ」

「だって、レカンが助けてくれなきゃ」

「オレはみてただけだ。お前は、その金を受け取る資格がある」

「……わかった。もらうね。ありがとうナロウレカン」

「レカンさん」

「何だ」

「私ももうちょっとやさしい目でみてくれませんか？……いえ、結構です。それより、今回の討伐について、協会長がお礼を申し上げたいと申しております」

「このあと用事が詰まっている。またにしてくれ」

「そう言わないで、少しだけですから」

「手早くすませてくれ」

「どうぞ、こちらへ」

　ヴォーカ冒険者協会長というのは、頭をつるりとそり上げた、筋骨たくましい男だった。老人というには少し早いかもしれないが、現役冒険者というには年を食いすぎている、そんな年齢だった。

「やあ、あんたがレカンか。すごい面構えだな。今回は、銀狼の確認と討伐、ありがとうよ。まさかあんなところに銀狼が出るわけがないと思って、証言を信じなかった。あのまま放置しておいたら大惨事が起きただろう。礼を言う」

「報酬はもらった。礼を言うなら、あの依頼を若い冒険者には受けさせずオレに回してきたアイラに言え。用はそれだけか？」

「いや、本題は別だ。確認するが、あんたが〈黒衣の魔王レカン〉なんだな」

「オレはレカンだ。そんな妙な名を名乗ったことはない」

「こりゃあ失礼した。あんたが、ゴルブル迷宮を二度にわたって踏破した冒険者レカンだな」

「ああ」

「何人で踏破した？　あそこは、三人で行ったら主が出なかったという記録が残ってるらしいんだが」

「一人だ」

「二度ともか」

「ああ」

「ふうっ。あんた、とんでもないやつだな。それと、ニーナエを踏破したって？」

「ああ」

「まさかそれも一人でやったなんて言わないだろうな」

「四人だ」

「メンバーを聞いてもいいか？」

「オレと、エダと、アリオスという剣士と、現地で拾った剣士だ」

「アリオス？　聞いたことのない名だが、この町にいるのか？」

「今はな。それで用とは何だ」

「領主から、あんたを金級冒険者に推薦したいと打診がきている」

「ほう。エダも一緒か？」

「いや、あんただけだ」

「銀狼を討伐し、オレと一緒にニーナエを踏破したエダが金級をもらえないのに、オレだけが金級をもらえるのか？」

「ニーナエのことは知らなかった。八目大蜘蛛は、この町の経済と交通に大打撃を与えていたが、銀狼は何の被害も出していない」

「なるほど。魔獣が大きな被害を出してから討伐すればよかったんだな。次はそうしよう」

「意地悪を言わんでくれ。領主には領主の立場があるんだ」

「オレは領主を批判していない。あんたがどう思っているかを聞いているんだ」

「銀狼のことは、ちゃんと領主に報告しとく」

「オレが急いでいるという話は聞いているな」

「あ、待ってくれ。領主が〈ハルトの短剣〉を買ってくれるそうだ。驚くなよ。なんと白金貨一枚だ。形式上はあんたから献上してもらう格好になるが」

「あれは自分で使う。人には売らんしやらん」
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　エダを連れてノーマの施療所に向かった。

　休診日で患者はおらず、ジンガーが出迎えて、庭に面した休憩室に二人を案内してくれた。ノーマはお茶を楽しんでいた。

「やあ。よく来てくれた。もしや迷宮帰りかな？」

「ああ。ニーナエに行ってきた」

「無事で帰れて何よりだ。何階層まで行ったんだい？」

「四十五階層だ」

「ほう。って、それは迷宮を踏破したってことかな？」

「そうだ」

「ニーナエ迷宮を踏破。しかも、この短い日数で。エダも一緒だったんだろうね、最後まで」

「こいつは心強いメンバーだ。特に離れた場所から〈回復〉を飛ばせるようになってからは、パーティーの機動性は倍加した」

「ちょっと待ってくれたまえ。〈回復〉を遠距離からかけたと、君はそう言ったのかい？」

「最後のほうには〈浄化フィーラ〉も飛ばしてたな。四十歩ぐらい離れた場所から」

「どうにも理解できない。君が何を言ってるのか、私の頭は受け付けない。もう一度言ってくれ。〈回復〉を本人から何歩も離れた場所からかけたというんだね」

「エダ。みせてやれ」

「うん」

　エダはドアを開けて、廊下に出た。

「〈回復〉」

　ノーマの全身がやわらかな緑の光に包まれた。

「準備詠唱をしないどころか、待機時間まったくなしで〈回復〉を発動し、こんなに離れた私に魔法が届いている。いやいや、君たちと付き合っていると、研究してきたことが全部崩れて消えていくような気がするよ。エダ。以前から君の〈回復〉の発動は速かったけど、今みせた速度は異常だ。どうしてそんなに速く発動できるんだい？」

「だって、迷宮では、速くしないとまにあいません」

「遠距離から〈回復〉をかけるのは、どうやって練習したのかな？」

「え？　だって〈睡眠スパール〉を飛ばせるようになったんだから、〈回復〉も飛ばせるかなって。やってみたらできました」

「頭が痛い。会話が成立していないと思っているのは私だけだろうか」

「エダとしてはちゃんと答えているんだ」

「なるほど、そうだね。そうなんだろうね」

「土産だ」

「あっ。小赤ポーションじゃないか。こんなにたくさん。これは」

「ジェリコにはお土産なかったのに」

「それは言うな」

　ノーマは代金を払うと言ったが、レカンはノーマから学ばせてもらったものはこんなものとは引き換えにならないと言って断った。

　実は十個の小赤ポーションはニーナエの冒険者協会で買ったものだ。三十個注文したのに、これだけしか売ってくれなかったのである。

「そうか。ありがとうレカン。このポーションは、きっと役に立ててみせるよ」
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　次にチェイニー商店を訪れた。チェイニー自身が出迎えて案内してくれた。アリオスは先に着いていた。

　驚くほど奥に広い店であり、倉庫の数がやたらと多い。

　奥まった場所にある小さな建物に通された。上品な庭を持つ、凝った造りのこぢんまりした建物だ。

　美しい女の店員が、やたら高そうなカップで香りのよい茶を運んできた。

　しばらく庭をながめながら茶を楽しんでいると、チェイニーが思い出話を始めた。

「父が死んだとき、雑貨屋を売って借金を片付け、行商に出ました。あるきっかけで、この町で小さな店を構えることができましてね。もうがむしゃらに働きましたよ。貧しい町でしたが、先代領主様は、商人の税金を下げて、町に呼び込む政策をとって、いろいろ手を打ちました。どういうわけか私のことをかわいがってくださって。店にも危機があったし、町にも何度か大きな危機がありました」

　庭をみるチェイニーの顔は、驚くほど年老いてみえる。

「でも、町はにぎやかになりました。今は冬に飢えて死んだ人を道でみかけることもなくなりました。店もずいぶん大きくなりました。横やりが入って長年保っていた領主家筆頭商人の座を追われ、店もどうなるかわからない危機に直面しましたが、レカン様のおかげで乗り切れました」
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「それは偶然だ」

「ええ。偶然です。偶然というのは神様が差し向けてくださるものです。私は、レカン様にお会いしたのは、ボア神様のお導きなんだと思いました。これで店はもう安泰。孫に店をゆずって引退しようかと思っていたんです」

「ええ？　チェイニーさん。まだ若いじゃない。まだまだいけるよ」

「ははははは。エダさんにそう言っていただけるようなら、私もまだ捨てたものではありませんな。しかし人からは若くみられるようですが、私は先代領主様と同じ年でしてね。そんな私のところに、レカン様が、とてつもないものをお持ちくださった。ニーナエ迷宮深層の魔獣の素材。八目大蜘蛛上位種二十四体の足と頭と腹と毒袋、そして二十階層後半の斑蜘蛛ハドリンの巣の糸。王都の大商人といえど、これだけのものを一度に扱えることはないでしょう」

　チェイニーが向き直った。レカンの右目をまっすぐにみている。

「ひと勝負してみろ。ボア神様は私にそうささやいたのです」

「あれはお前に売る。どう使うもお前の勝手だ」

「そこがご相談なのです。買い取るならば、いくらの値をつけるかを申し上げ、それに納得していただいて、代金をお渡しして品物を受け取るのでなくてはなりません」

「それはまあ、そうだろうな」

「あれを全部買い取るほどの金額を、動かせないことはありません。しかしそれは、あの品々にとって最大限の値付けとはならず、買い取ったあとも、チェイニー商店の手の長さを超える商売とはなりません」

「それで」

「あの品々を使って、バンタロイに食い込みたいのです」

「バンタロイには商売のつながりを作ってあるだろう」

「はい。それもレカン様のおかげです。あなたがゴルブル迷宮から得た品々で、新たな取引先もでき、わが商店は一定の信頼を得ることができました。つい先日、バンタロイ支店を開設し、オルストを支店長にいたしました。あの品々は、ここヴォーカでも解体し商品として仕上げることは、できなくはありません。しかし、バンタロイの腕利き職人たちなら、二ランクも三ランクも上のものを作れるでしょう。私は、バンタロイのある商人と手を組み、そこが抱える腕利き職人の手をもって、軽鎧を中心とした最上等の製品をいくつか生み出し、まずあちらの領主様に献上したいと思います」

「こっちの領主はいいのか」

「こちらの領主にも贈ります、もちろん。そしてあちらの領主様からお許しを頂いて、新たな製品を売り出しもし、また新たな取引先を作って素材を売りもしたいのです」

「ならば、そうすればいい。オレに断る必要などない」

「この方法をとった場合、今すぐおいくらと値付けをすることができないのです。そして、代金をお支払いするのが、かなりあとになります」

「かまわん。オレは今年いっぱいはこの町にいる。急ぐ必要はない」

「ありがとうございます。そう言っていただけましたら、私は挑戦することができます。新たな取引先や職人たちと関係ができ、一段も二段も上の品を取り扱う道が開けます。これはほんのわずかでございますが、当座の手付けでございます」

　チェイニーは立派な小さな袋を盆に載せ、レカンに差し出した。その感触で、なかには二枚の白金貨が入っているだろうと見当がついた。レカンは袋を盆に戻し、チェイニーのほうに押しやった。

「動かせる資金がいるだろう。金はすべてが整ってからでいい」

　チェイニーは、地に伏さんばかりに頭をさげた。

「ありがとうっ、ありがとうございます」

「では、オレたちの軽鎧の注文を聞いてもらおうか」

「はい。今、採寸の職人を呼びます。作り方についての細かい注文も、その者にお申し付けください。仕上げはバンタロイに出しますので、恐れ入りますが、納品はひと月後とさせていただきとうございます」

「あ、チェイニーさん」

「はい。何でございましょう、アリオス様」

「これは私から売りたいのですが」

「この〈箱〉には、何が？」

「ニーナエ迷宮の主である、八目大蜘蛛の女王種、その毒袋が入っています」

「え？」

　チェイニーは女王種の氷結攻撃を受けたかのように凍ってしまった。レカンが言葉をかけた。

「オレたちの軽鎧を作るにあたっては、すでに引き渡した素材のなかで最上の部分を使ってもらいたい」

「は、はい。それはもちろんでございます」

「それから、装甲部分は、これを使ってくれ」

　レカンは立ち上がって、〈収納〉から無造作に青く美しい甲羅のようなものを取り出した。

「それは……。それは……。まさか」

「女王種の背と腹だ。一番いい部分はエダの軽鎧に使え。余りの部分をオレとアリオスの鎧に使え」

「う、承りました」

「残った端切れはお前に売る」

「あ、ありがとうございますっ！」

　チェイニーから、軽鎧の下に着ける下着とシャツとズボンとブーツを、今回得た素材で作ることを提案されたので、頼んだ。

　職人の採寸は込み入っており、戦い方や標準の装備など細かく聞かれた。

　レカンは〈ザナの守護石〉を入れるための頑丈なポケットを鎧の内側につけさせたり、そのほかの宝玉を手に入れたときのことを考えて、そのポケットも注文した。〈ハルトの短剣〉を収めるホルスターも注文し、いつでも魔石を取り出せるような小さな革袋をベルトにつけるよう注文した。

　アリオスのほうは、レカンよりさらに細かく、形や機能を注文した。

　エダは機能などおかまいなしで、色や形のかわいいものを注文しようとした。

　採寸が終わったら、もう夕刻だった。

　ダンスがやって来て、いつもの高級店に三人を案内してくれた。今夜もチェイニーのおごりだ。この店でレカンは金を払ったことがない。

「主人はあいすまないことですが、失礼させていただくとのことです」

　ダンスも帰ってしまい、三人だけでの夕食となった。

「エダ。ワインをグラスに三分の一だけ飲め」

「いいけど、どうして」

「エダの銀級冒険者昇格に。乾杯ジョー・ジョード」

「あ、ほんとだ。乾杯！」

「おめでとうございます。乾杯！」

「エダ」

「うん？」

「三十一日から薬草採取に出かける。オレとお前と、ニケでな」

「ニケさん、帰ってきたんだ！」

「もう帰ってくるはずだ。前回は十四、五日かかったかな。そのつもりで準備しておいてくれ」

「私は明日、町を出ます。早ければひと月半ほどあとに、遅ければふた月ほどあとに帰ってきます」

「アリオス君。気をつけてね」

「はい。エダさんも」

　レカンは、エダとアリオスに白金貨を二枚ずつ渡した。〈ジャイラ〉から襲撃のわびとして受け取ったものだ。

　料理はうまかった。酒もうまかった。

　三人は心ゆくまで食事を楽しんだのである。

　その日の夜中、寝ていたレカンが跳ね起きた。重要なことを思い出したのだ。

「〈光明テラパーム〉」

　灯りをともし、〈収納〉から首飾りを取り出す。〈ジャイラ〉からのわびの品として、ジェイドから渡された首飾りだ。どんな機能があるのか、まだみていなかった。

「〈鑑定アベル〉」




〈名前：インテュアドロの首飾り〉

〈品名：首飾り〉

〈恩寵：魔力蓄積、魔法攻撃無効〉

　※この首飾りには魔力が蓄積できる

　※装備者は蓄積した魔力を吸収できる

　※装備者に加えられた魔法攻撃を蓄積魔力を消費して無効化する




　驚くべき機能だ。この首飾りを装備していれば、ニーナエ迷宮で〈貴王熊〉の外套をつらぬいてレカンの腹を突き抜けたあの魔法攻撃からもレカンを守ってくれたのだろうか。だとすれば、これはまさにレカンにとって究極の装備といってよい。
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　六の月三十一日、ニケとレカンとエダは薬草採取に出かけた。今回の採取地は五か所である。

　レカンはニケの速度にさほど苦労せずついてゆけた。エダも遅れずついてきた。

　採取の合間に魔法の訓練もした。〈インテュアドロの首飾り〉の検証もした。

　エダは〈火矢ベイアーツ〉に再挑戦したが、発動の気配はなく、光熱系攻撃魔法には適性がないようだ、とニケに言われた。その代わり、エダは〈探知サンクマ〉を覚えた。生き物の気配を察知する魔法だ。旅が終わるころには範囲は半径五十歩から六十歩程度にまで広がり、獣と人間の区別がつくようになった。

　エダは、ニーナエ迷宮の最下層に近い階層では、〈睡眠〉がうまくかけられなかった、とニケに相談した。

「それはねえ、たぶん、〈睡眠〉の習熟度の問題じゃなくて、生命力の差がありすぎたんだろうねえ。生き物としてあまりに格上の相手には、精神系魔法は効かないんだよ」

「えっ。そうなんだ」

「でも、今のエダちゃんは、とんでもなく大きな生命力を持ってる。迷宮の主を倒したことと、一万匹もの魔獣を倒したことが大きいんだろうね。だから、今やればかかると思うよ」

「一万匹って、やっぱすごいんだ」

「いいかい。簡単に倒せる相手を倒しても、生命力はほとんど上がらない。だけど、簡単に倒せない相手を十匹倒すとなると、こりゃ大変だろ？　じっくり時間をかけりゃ、簡単に倒せない敵一万匹と戦えるかもしれないけど、百匹も倒したら、こっちの生命力も上がってるから、もう簡単に倒せない相手じゃなくなってる。簡単に倒せない相手を一万匹同時に倒すなんてことは、あり得ないことなのさ」

〈インテュアドロの首飾り〉の機能検証の結果は驚くべきものだった。

　まず、この首飾りに収めておける魔力量は、今のレカンの総魔力量を少し上回るほどのものだった。それだけの量の魔力を、いざというときただちに吸収できるのだ。次に、魔力を蓄積するのは使用者でなくてかまわない。ニケがためた魔力をレカンが問題なく使えた。その逆もできた。

　エダにも使うことができた。〈インテュアドロの首飾り〉は、〈吸収メポザ〉がない魔法使いにも魔力を補充するのだ。その場合、装着者の魔力量がある程度以上減ると自動的に魔力を補充してくれる。もちろん、任意のタイミングで一気に大量の魔力を吸うなら、やはり〈吸収〉があったほうが便利ではある。

　首飾りは、ニケが放ったさまざまな攻撃魔術を、ことごとく防いだ。ニケが本気で放った〈睡眠〉さえ無効化した。ただし〈脱水カシュート〉は防げなかった。この魔法をかけられたとき、レカンは死ぬかと思った。それほど体にダメージを受けた。また〈回復〉と〈浄化〉も無効化しなかった。

「ううーん。どうなってるんだろう。〈睡眠〉ははじいて、〈脱水〉ははじかなかったのは、わかるんだけどね。〈睡眠〉てのは魔力を飛ばして相手にぶつけて発動するもんだから、飛んでくる魔力をはじけば防げる。〈脱水〉は、直接相手に働きかけるから、首飾りが守護してる領域を飛び越えちまうんだろうね。だけど、〈回復〉も〈浄化〉も、魔力を飛ばす魔法なんだよ。これは、〈回復〉や〈浄化〉の魔力の特性を究明しないと解けない問題だろうね。考えてみるよ」

　ニケによれば、この首飾りは一般的な魔法使いにとってはそれほど便利な品ではないという。というのは迷宮の深層に潜るような魔法使いなら〈吸収〉持ちは珍しくないが、〈付与テルオール〉持ちはほとんどいないからだ。〈付与〉持ちは迷宮になど潜らず、別の仕事をする。

「けど油断するんじゃないよ。儀式魔法を一発くらったら、首飾りの魔力は尽きちまう。その瞬間に何人もの強力な魔法使いが攻撃してきたら、いくらあんたでも持ちこたえられないんだからね」

　それは、儀式魔法にさえ一撃なら耐えられるということだ。

　レカンは〈雷撃グィンバル〉をさらに練習し、決まった範囲の狙った複数の相手に発動できるこつをつかんだ。

　次は、特殊系の〈加速モーラー〉を教えてもらうことになった。この魔法は、一定時間繰り返して行った動作が速く行えるようになるという魔法だった。この魔法をかけて走れば、筋肉に大きな負担をかけず、長距離を速く走れる。

　こうして二十日をかけて、薬草採取と魔法の訓練を行い、三人は、七の月十日、ヴォーカの町に帰着した。
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　ヴォーカの町に帰ったレカンは、その足で武器屋に行き、研ぎ上がった〈アゴストの剣〉を引き取った。

　翌日からは、薬草の処理に追われることになった。エダは庭の木や草を相手に〈睡眠〉の練習をした。〈探知〉の練習もした。

　二日目の昼過ぎ、訪問者があった。シーラとレカンは地下室で作業をしていたので、エダが応対した。

「さっき、アイラさんが来たんだ。明日の朝、盗賊団の討伐隊が出るんで、レカンに同行してほしいんだって」

　二年ほど前から出没していた盗賊団が最近大規模化し、大きな商隊なども襲われるようになった。居場所が絞り込めたので、領主が討伐を決意した。討伐隊の主力は冒険者だ。銀級五人、銅級十二人の編成で、これに領主直属のヴォーカ守護隊隊員が六人参加する。全体の責任者は、三人いる守護隊隊長のうち、町の警けい邏らを担当するリットンという男だが、現場の指揮をとるのは魔法使いで銀級冒険者のゼキだ。ゼキはチェイニー商店専属護衛なのだが、領主からチェイニー商店に協力依頼が出たらしい。

　相手は二十人前後の人数がいると思われるし、頭目が非常に強い。そこで冒険者協会は、ニケもしくはレカンに参加してほしいと頼みにきたのだ。

「オレは明日は薬草の仕分けをして吊っておかなくちゃならん」

「そうだよね。ねえ、レカン。あたい、行っちゃだめかな？」

　盗賊討伐となると対人戦だ。エダにはまだ人殺しは早い。しかし、エダは冒険者だ。対人戦はさけて通れない。今回は、よい機会かもしれない。しかも指揮をとるのが、あのゼキだ。

「よかろう。行ってこい」

「うん！」

「ただし、〈浄化〉は絶対に使うな。〈回復〉は使ってもいい」

　翌日、レカンはポプリをくくっていて、ふとジェリコと目があった。

「シーラ」

「何だい」

「今回もジェリコに〈変身ウェジャパダ〉をかけておいてくれたんだな」

　うっかりして、魔獣であるジェリコの前で、その確認もせず魔獣よけのポプリの作製を始めてしまった。

「えっ？」

　読んでいた書類から目を上げて、シーラがとぼけた声で返事をした。

「ああ、そうだよ。もちろん、そうさ」

　午前中にポプリをくくり終えた。どうも落ち着かない。エダがどうしているか気になる。

　昼食を食べ、一服していると、シーラが話しかけてきた。

「レカン。エダちゃんのことで相談がある」

　レカンは、どきりとした。この老賢女がエダのことであらたまって相談があるというのだ。

　それはエダの人生を大きく左右するような相談にちがいない。

「エダちゃん、最近、口調が変わっちまっただろ？　いや。どういう事情であんな口調を身につけたのかは、うすうすわかっちゃいるんだ。あの、〈ほんとっすか〉〈まいったっすねえ〉〈お世話になるっす〉っていう、あの口調、聞いてるときは、ちょっとうっとうしかったんだけど、聞けないとなると、なんか無性に懐かしくなってねえ。あの口調に戻してもらうわけにはいかないかねえ」

「知るか」

　実にくだらない相談だった。

　いらいらしながらポプリに呪文を込める作業をしていると、エダが帰ってきた。

　聞いてみるとエダは大活躍だったようだ。

　盗賊は二十二人いた。小屋が三つあり、六人と四人と八人が入っており、外に見張りもいた。エダは〈探知〉で敵の位置と人数を確認し、〈睡眠〉で一人ずつ眠らせていった。すぐに敵も異常に気がついて外に飛び出してきたが、物陰から〈睡眠〉を使い続けた。頭目は魔法をはじく鎧を着けていたが、エダが足元に矢を射ち込んで転倒させ、ゼキとリットン隊長が仕留めた。

　また討伐隊にはギョームがいた。エダに助けてもらいながら約束を破ってエダを神殿に売った冒険者だ。事情を知ったゼキがギョームをいびり倒し、ギョームは夜のうちに逐電したという。無断で依頼を放棄したのだから、もうヴォーカの冒険者協会では仕事をもらえないだろうということだった。

「それでね、レカン」

「うん？」

「冒険者協会の協会長さんが出迎えてくれて、リットン隊長と何か話してたんだけど、明日、レカンとあたいに来てほしいって」

　レカンは冒険者協会などに用事はないが、エダが行くと言ったのだからしかたがない。エダが帰ったあと、ポプリを仕上げた。

「ポプリ作りは、すっかり覚えたね。十日ほど乾かそうかね。二十六日から体力回復薬の作り方を教えるよ」

「わかった。〈加速〉を教わりたいので、時々来る」

「あたしは寝たいんだよ。二十六日まで出入り禁止だ」

「了解した」

　家に帰ると夕食の用意ができていた。

　翌日はゆっくり起きて、ゆっくり朝食をとり、エダと一緒に冒険者協会に向かった。
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「今回の盗賊団討伐では、エダが大活躍だったなあ。わしも鼻が高い」

　頭のはげた筋骨隆々の大男の協会長は上機嫌だ。

「守護隊隊長のリットンは、最初はエダのことを、ずいぶん軽くみておったようだがなあ。〈探知〉に〈睡眠〉に〈回復〉を持っていると知って、目を丸くしておった。特に離れた場所から連続して〈睡眠〉を撃ったのには度肝を抜かれたようでなあ。ヴォーカの町の冒険者は、こんなにレベルが上がっていたのかと言われたよ」

「用件を言え」

「やれやれ。そうだな。盗賊のリーダーを倒し、一味を捕縛したあと、ゼキがリットン隊長にささやいた。あれは〈股裂きメルダー〉だと。メルダーは、バンタロイの冒険者協会が認定した金級冒険者だ」

「だからどうした」

「あんた、誰に対してもそんな調子なのか？　そうなんだろうな。リットンは帰着後わしと相談して、あんたとエダを金級冒険者に推薦するよう領主に進言するとともに、メルダーの首をバンタロイに届けることにした」

「話がみえん」

「ああ。あんた、遠くから来たんだったな。金級冒険者というのは、いわば町の英雄であり、町の顔なんだ。認定するのは冒険者協会だが、選ぶのは領主だ。うちの町にはこういう有力な冒険者がいるぞと、町の住民や外に対して宣言しているわけだな。バンタロイが認定した金級冒険者が盗賊団の頭だったなんてことになると、バンタロイ領主の顔は丸つぶれだ。だから、内密に討ち取って、こっそりその首を届けてやれば、ヴォーカの領主は、バンタロイの領主に貸しができるわけだ」

「了解した。だが、なぜそれをオレとエダをわざわざ呼び出して教える」

「バンタロイにはリットン隊長が行くはずだ。もう出発してると思う。帰ってきて、確かにメルダーの首だったと確認できたら、その時点でさっき言った金級冒険者への件を取り運ぶ。エダの表向きの功績は銀狼討伐と盗賊団討伐だが、実際にはメルダー討伐の功績が大きい。それを知っといてほしいのさ」

「盗賊団討伐の手柄は、ゼキのものであり、リットンのものであり、討伐隊全員のものだろう」

「エダがいなければ乱戦になっていた。メルダーを転倒させてくれたのも大きい。リットンもゼキも、最大の功労者はエダだと言っていた。そうそう。言い忘れていた。ニーナエの冒険者協会から問い合わせが来た。六の月二十二日にニーナエ迷宮踏破者が出て、そのパーティーは〈ウィラード〉と名乗ったが、この〈ウィラード〉というパーティーについて情報があれば教えてほしい、ということだった。すぐに返事を出した。この町に〈ウィラード〉というパーティーがいて、メンバーはニケ、レカン、エダの三人だとな」

「ニーナエの迷宮探索に、ニケは同行していない」

「それは前に聞いた。アリオスとかいう剣士と、もう一人現地で知り合った剣士が一緒だったそうだな。それはこの町には関係ない。大事なのは、この町で登録しこの町で活動しているパーティーがニーナエを踏破したってことだ」

　領主がレカンとエダに会いたがっている、と協会長が言った。

　エダは領主と会う前に体を洗うというので、レカンはシーラの家に行った。

「来るなって言わなかったかい」

「そういえばそうだったな。すまん。忘れてた」

「まあ、いいさ。資料や手紙を整理してたからね。それで、何か用かい」

「領主がオレとエダを金級冒険者に推薦したいそうだ」

「へえ。そりゃいい」

「エダは金級に昇格するのがいいと思うが、オレは断ろうと思う」

「どうしてだい？」

「縛られるのはいやだ。それに領主は、〈ハルトの短剣〉を買いたいと言ったそうだ。つまらん義理を作って短剣を売らねばならんようになっても困る」

「ちょっと待ちな。今、茶を淹れるから」

　シーラは、棚の最上段から特上の茶葉を下ろして茶を淹れた。いい香りが部屋に満ちた。

「レカン。あんたの強さは研ぎ澄まされた刃物の強さだね。鋭く尖ったとげの強さだ。近くに踏み込んでくる者は誰でも刺してしまう。仲間と認めたやつ以外はね。それは、もろい強さだよ」

「なに」

「考えてもごらんよ。尖ってるものは折れやすい。鋭い刃はこぼれやすい。あんたがそうさ」

「オレにどうしろというんだ」

「剛剣になんな」

「剛剣？」

「巌いわおをたたき斬っても刃こぼれしない、そんな剣におなり」

「どうすれば、そうなれる？」

「そうさねえ。まずは、強いものの弱さを知ることかねえ」

「何のことかわからん」

「あんた、領主は強いと思うかい？」

「強いだろう。金と部下と権力を持っている。身分もだな」

「そうともいえるね。だけど領主は、町で一番弱い存在でもある」

「なに？」

「守らなきゃならないものが多いからさ。町の経済と繁栄と平和。貴族と平民。商人と職人と農民と冒険者。そうした全部を守らなきゃならない。町の一部が滅びたら、それは領主の一部が滅びるということなんだからね」

「この町にも、恵まれない者はいる」

「あんたはそれをもって領主を責めるのかい。領主は八を生かすために二を殺さなきゃならないこともある。全体の立ち行きのために、一部をみすてなきゃならないこともある。だけど、全体を繁栄させていけば、いずれはみんなが幸せになる。それが領主の立場ってもんさ」

「そんな領主が本当にいるのか？」

「あたしは立場の話をしてる。ただし、この町の領主はなかなかよくやってると思うよ」

「息子は馬鹿者だがな」

「それだよ」

「どれだ」

「その、あんたが人をみるみかただよ」

「それがどうした」

「あんたが人を薄っぺらなやつだと思うそのとき、それは相手が本当に薄っぺらなのかもしれないし、その相手をみるあんたのみかたが薄っぺらなのかもしれない」

「オレの、みかた？」

「あたしは、あのぼうやはなかなかだと思ってる」

「どこをみればそう思えるんだ？」

「あたしに聞いてどうするんだい。それを自分でみつけるのが、あんたが剛剣になる道なんだよ。自分の歩く道を人に歩いてもらうことはできないんだ」

「結局オレはどうすればいいんだ。金級を受ければいいのか？」

「それは自分で決めな。そうさねえ、これから領主に会いに行くんだったねえ。譲れるところは全部譲っておしまいな」

「なに？」

「冒険者としての自由を奪われたり、あんたが大事にしてるものを取り上げられそうになったら、それは受け入れちゃだめだ。短剣も売る必要はないよ。だけど、そうじゃない部分については、領主の顔を立ててやんな」

「それがオレを縛るものだとしてもか？」

「それをみきわめる力をつけなって言ってるんだよ。そうすりゃあ、それはあんたを縛る鎖じゃなく、あんたを守る鎧になるかもしれない。身に降りかかるものを全部斬り捨てていたら、素っ裸で生きていくことになる」

　レカンにはよくわからなかった。だが、シーラが噓うそや無駄なことを言うとは思えなかった。

「あんたの言う通り、譲れるところは譲ってみる。あとでまた報告に来る」

「だから来るなって言ってるだろ」
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　領主館では、テスラ隊長が迎えてくれた。

　ヴォーカの町の守護隊は、町の門を担当する隊と、領主の館を担当する隊と、町の治安を担当する隊があり、三つそれぞれに隊長がいる。テスラ隊長は、領主の館を担当する隊長だ。

　ばうばうと吠えかかる木狼を無言で威嚇しながら、レカンはエダを連れて館に入った。

　通された部屋は、領主の執務室ではなく、上等の調度が置かれた応接間だった。

　ソファに座れと言われたので座った。

　ほどなく領主のクリムスがやって来た。息子のアギトも一緒だ。

「やあ、レカン。久しぶりだ」

「ああ」

「そちらがエダか」

「はい」

「こんな可憐な少女だとは。よしなに頼む。このたびの盗賊討伐ではご苦労であった」

「は、はひ」

「さて、レカン。君を金級冒険者に推薦したい。受けてもらえるか」

「金級冒険者になると、何か義務が発生するか」

「何も特別な義務はない。ワシや町の有力者が指名依頼をすることもあるかもしれないが、それは断ってもかまわない。つまり、金級になろうがなるまいが、冒険者としての立場が変わるわけではない」

「シーラのもとでの薬くす師しの修業は、今年いっぱいで終わる。そのあとは各地を放浪することになると思う」

「そうなのか。それは残念だ。だが、この町に戻ることがまったくないというわけではあるまい？」

「わからん。戻ることもあるかもしれん。ないかもしれん」

「それならいい。できれば時々は町に帰ってきてくれ。だがそれも君次第だ」

「今後オレたちが、あんたの意志の通りに動くという保証はない。それでも金級にする意味があるのか」

「そんなことは問題ではない。というより、君たちという武力を行使するようなことになれば、それは政治的敗北だ。抑止力は使わないからこそ意義があるのだ」

「むずかしい話はよくわからん。とにかく、オレたちに何の義務も負わせず、あんたに利益があるというなら、それでいい」

「そう言ってもらえるとありがたい」

「用事がこれだけなら、オレたちは帰る」

「あ、いや、待ってくれ。まだ相談がある。ゴルブル領主がワシに使いをよこした。ヴォーカの町の冒険者で〈黒衣の魔王レカン〉と呼ばれる人物が、二度にわたりゴルブル迷宮を踏破した。ゴルブル迷宮の踏破者が出たのははじめてのことであり、ぜひ会ってその名誉をたたえたいとな。その上で、〈ハルトの短剣〉の買い取りを交渉したいということだった」

「あの短剣を売るつもりはない。献上するつもりもない」

「それは、ゼンキスから聞いた」

「ゼンキスとは誰だ」

「驚いたな。この町の冒険者協会の協会長の名を知らん冒険者がいたとは」

「ああ、あいつか。ゴルブル領主が〈ハルトの短剣〉を欲しがる理由は何だ」

「自分が管理する迷宮で〈ハルトの短剣〉が出たのだぞ。迷宮の格が上がるではないか。だが、現物を領主が持っておらんどころか、みたこともないというのではお話にならん。しばらく手元において、領内の有力者や近隣の領の者にみせつけたいではないか」

「そういうものか」

「そういうものだ。そして、〈ハルトの短剣〉がゴルブル迷宮から出てゴルブル領主の所有となったという事実が浸透したころをみはからって、王家に献上する。次の王太子選定がいつになるかわからないが、そのときのために〈ハルトの短剣〉を用意できれば王家としては都合がよい。そうでなくても、献上品としては極めて価値の高い品だ、王都は額面以上の褒賞をゴルブル領主に与えるだろう」

　クリムスはレカンに、ゴルブル領主に〈ハルトの短剣〉をみせに行ってもらえないかと頼んだ。

　どうしてそんなことをしなければならないのかと、一瞬レカンは腹を立てたが、〈譲れるところは全部譲っておしまいな〉というシーラの言葉を思い出した。そこで、レカンには〈ハルトの短剣〉を手放す気がないことを伝えることを条件に、ゴルブル訪問を承諾した。

「ただし、ゴルブル伯爵がこの短剣を取り上げようとしたら、ゴルブル伯爵は殺す。オレの邪魔をしようとする者はすべて殺す。また、あんたの首ももらう」

　領主の息子とテスラ隊長は凍り付いた。

「なるほど。君は迷宮深層を探索する冒険者だ。今そのことを思い知った。君はそれを実現する力を持っているのだろうな」

「そんなことは知らん。オレは命が尽きる最後の瞬間まで冒険者であり、オレの自由を奪おうとする者とは死ぬまで戦う。それだけのことだ」

「レカンには明日にも金級冒険者の認定式を受けてほしい。そして、わが町の金級冒険者として、できるだけ早く、ゴルブル伯爵を訪問してもらいたい。冒険者エダ、君については、リットン隊長がこの町に帰り次第、金級冒険者に推薦したい。受けてもらえるだろうか」

「レカン。どうしたらいい？」

「受けろ」

「うん。領主様。お受けします」

「うむ」

　これで話は終わった。もう帰っていい。だがレカンは別の話を切り出した。この領主とは腹を割った話ができると感じたからだ。

「ヴォーカ領主であるあんたは、神殿での騒ぎと、ゴンクール邸での騒ぎを知っているだろうな」

「知っている、と答えるわけにもいかんが、神殿に新たな神像を献納したばかりか、孤児院に九回もおもむいてこどもたちを遊ばせる奉仕をした感心な冒険者のことは聞いている、とだけ答えておこう。ゴンクール家からは、長男が病死したという届けが出ている」

「エダは、中級、いや、たぶん上級の〈回復〉が使える。そして、〈浄化〉持ちだ」

「なにっ。いや、そうか。そうだったのか。実は、そうではないかと思わないでもなかったのだ。それでわかった」

「エダを、本人の意思に反して閉じ込め、利用しようとする者がいれば、そいつはオレの敵だ。今後、オレがどこにいるとしても、オレはそいつを殺す。そのことを、あんたに知っておいてほしい」

「よくわかった」

「勝手なことを言うが、このことは、あんたの腹にしまっておいてもらいたい」

「了解した。ここにいるアギトとテスラも、沈黙を守ることを、ワシの名誉にかけて誓う。だがレカン。きちんと報酬を支払ってエダの〈回復〉を所望することは、許してもらえるのだろうか」

「それは、そのときによる。だが、あんたがその申し出をすること自体には、何の問題もない」

「それはうれしい。エダはニーナエという中規模迷宮の踏破者であり、冒険者レカンの仲間だ。〈浄化〉持ちだということが知られても、手出しをする者はないと思うのだが」

「今年いっぱい、エダはオレの弟子であり、パーティーメンバーだ。だがそのあとどうなるかはわからん。どういう状況になるにせよ、エダの安全を確保したい。だから領主であるあんたにエダの秘密を知ってもらい、そのうえでエダをみまもってもらいたいんだ」

「よくわかった。エダがこの町にいるかぎり、ワシはその安全を守る努力をすることを、君に約束する。といっても、始終みはっているわけにもいかん。貴族家や有力者がエダを拘束しようとする動きを牽制するぐらいのことだ。何かあれば相談してくれれば対処する」

「それで充分だ」

「今日の会談はまことに有意義だった」

「そうだな」

　領主館を出たあと、レカンは報告のためにシーラの家に足を運んだ。

「まさかほんとにまた来るとは思わなかったよ」

「まだあんたが起きているような気がしたんだ」

「とっとと用事をすませておくれでないかい」

　レカンは、領主邸でのやり取りを、かいつまんで話した。

「おやおや、やるもんだ。あんたもずいぶん成長したね。エダちゃんのことは、いずれはばれずにはすまないこった。真っ先に領主を味方につけたのは、うまいやり方さね」

「あれでよかったのかどうか心配だったので、そう言ってもらえて安心した」
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　翌日の朝、レカンはエダを連れてノーマを訪問した。

　ノーマは、金貨一枚を支払っても〈回復〉を受けたいという人たちがいると、二人に伝えた。

「そのうちの半分ほどは、到底豊かとはいえない人たちだ。それでも、老いた父母のため、病気のこどものため、その金を払おうとしている」

「レカン。あたい、〈回復〉をかけてあげたい」

「そうか。わかった。ノーマ、いつから始める？」

「早いほうがいいね。ちょうど明日が往診日なので、取りあえず明日同行してもらうのはどうだろうか。〈回復〉をかける相手は、ほかの方法では治療できないような重篤な患者にかぎるつもりだ」

「そうか。明日オレはゴルブルに行く。エダのことはよろしく頼む」

　いったん家に帰って昼食をとり、金級冒険者認定式のため、冒険者協会におもむいた。

　神殿長の代理として冒険者協会にやって来たのは、副神殿長だった。

　領主の名代としてやって来たのは、息子のアギトだ。

　まず、神殿長代理が聖句を唱え、ケレス大神の名のもとに、町と領主と冒険者協会を祝福した。次に冒険者協会の協会長が、領主の推薦により、冒険者レカンに金級冒険者の章を授ける、と宣言した。最後にレカンが、命あるかぎり冒険者として戦い抜くことと、ヴォーカの金級冒険者として自由と平和を守るとアポードロス神に誓って、式は終わった。

　アギトが祝辞を述べ、副神殿長がアポードロス神とはどういう神かと聞いてきた。レカンは、自分がもといた場所で信仰されていた神で、剣士と冒険者の守護神だと答えた。

「さて、レカン。今さらだが、金級冒険者の特権を説明しておこう」

「特権？」

　金級冒険者は、王都を含め、いかなる町に入るときも出るときも、金級の冒険者章をみせれば通行税を払わなくてよい。また、いかなる町にあっても、その町の治安に関する問題について情報提供ないし意見具申をする場合、すみやかに領主に会うことができる。そして、町の外で盗賊を発見した場合討伐できる。つまり、盗賊だと判断したら処罰でき、その判断は尊重される。

　ヴォーカの町で認定された金級冒険者は、ヴォーカの町のなかで馬に乗ったまま、その馬を走らせることができ、町の門を出入りするとき列に並ばず素通りすることができる。緊急時にかぎり、守護隊員を指揮でき、領主の指名依頼で行動する際、騎士に準ずる指揮権と捜査権を持つ。

　この町の金級冒険者というのはレカンが思っていたよりずっと重い地位のようだ。

「一つ教えてくれ。この町には、今まで、ニケのほかに金級冒険者はいたのか？」

「いや。あんたが二人目だ」

　家に帰ったレカンは、〈加速〉の練習をした。何度か失敗してから、これだ、という感触をつかんだ。あとは翌日、実地で試してみることにして、その夜は早く寝た。
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「というわけで、これがわび状だ。これが戦利品の盾と杖つえだ」

　ヴォーカ領主クリムス・ウルバンは絶句している。

「何をどうすれば、こういうことになるのだ」

「それは今説明した」

「その説明が理解できん」

　クリムスがレカンにゴルブル伯爵を訪ねてくれと頼んだのは一昨日だ。そして昨日午後には金級冒険者章の授与式があった。たった一日で、いったいどうやってゴルブルと往復したのか。しかも聞けばゴルブル伯爵の契約冒険者と決闘をして相手を殺し、その持ち物であった盾と杖を戦利品として持ち帰ったというのだ。ゴルブル伯爵からのわび状とともに。わけがわからない。クリムスは突然起きた激しい頭痛に顔をしかめた。

「頭痛か？　〈回復キリーム〉をかけてやろうか」

「〈回復〉も使えるのか」

「〈回復〉」

「あ、治った。本当に〈回復〉が使えるのだな」

　ゴルブル伯爵ガイオニス・ドーガに〈ハルトの短剣〉をみせると、ガイオニスは鑑定士を呼んだ。鑑定士は間違いなくそれが〈ハルトの短剣〉であり、ゴルブル迷宮から出たものだと鑑定した。ガイオニスは買い取りを申し出たが、レカンは拒絶した。するとガイオニスの次男ヘンジットが、ゴルブル迷宮から出た恩おん寵ちょう品はゴルブル伯爵家に買い取りの権利があると言い、短剣を引き渡すよう要求してきた。

　レカンはゴルブルに到着する直前、ヴォーカ領主の使いとしてゴルブル伯爵を訪問したテスラ隊長に遭遇し、王国法第二十八条について教えられていた。

〈何人も迷宮に入ることを妨げられてはならない〉

〈迷宮にはいかなる法も及ばない〉

〈迷宮から出たとき所持する物の所有権は所持者もしくは所持者たちにある〉

　という条文で、〈迷宮法〉とも呼ばれている。レカンはこの条文を持ち出してガイオニスを非難した。

「オレが迷宮で勝ち取った物はオレのものだ。誰に売るも売らないもオレの自由だ。ゴルブル伯爵家は王国法を知らんのか。それとも知っていて王国法を踏みにじり、屁理屈を並べて冒険者の所有物を奪うのか！」

　レカンのこの物言いに対して、ガイオニスの長男トマジが、ガイオニスの名誉を守るためにレカンに決闘を申し込んだ。ゴルブル伯爵家の契約冒険者であるバルゴスとレカンが決闘して、バルゴスが勝ったらゴルブル伯爵家が〈ハルトの短剣〉を譲り受けるというのだ。レカンは自分が勝ったらゴルブル伯爵からヴォーカ領主へのわび状をよこせと言い、決闘が行われた。

　バルゴスは腕利きの冒険者だった。だがなぜかバルゴスは、敵は物理攻撃専門だと決めつけたかのような装備をしており、曲折された〈炎槍バンドルー〉一撃で命を落とした。

　そのあと事件は起きた。バルゴスの相棒と思われる女魔法使いが後ろからレカンに魔法を打ち込んできたのだ。〈インテュアドロの首飾り〉によって防がれたものの、ゴルブル伯爵が申し込みゴルブル伯爵家の練武場で行われた決闘の勝者を、ゴルブル伯爵家の契約冒険者が後ろから不意打ちしたのであるから、ガイオニスの面目は丸つぶれだ。困惑するガイオニスにレカンはわび状を書かせ、決闘の付帯条件に従いバルゴスの装備をもらい受け、ヴォーカに帰ってきたというわけである。

「本当にわび状だ。しかも王国法にふれたと誤解されてもしかたのないふるまいをしたとまで書いてある。レカン。このわび状の価値を、お前はわかってるか。これがあれば、ゴルブル伯爵に相当な無理も聞かせることができる」

「ほう」

「ただし、そんな使い方はせん。このわび状がこちらの手元にある。それだけで充分だ。これから少しずつ無理のない範囲でゴルブルとの物や人の行き来を増やしてゆく。それでいい」

「あんたがそれでいいならいい」

「この二つの恩寵品は、本当にワシがもらっていいのか？」

「オレには必要ない物だ」

「感謝する。これは今回ゴルブルに足を運んでくれたことへの礼金だ。二つの恩寵品を献上したことに対する報奨金は、また後日渡す」

「この礼金はもらっておこう。報奨金はいらん」

「そう言うな。ワシにも体面があるのだ。それにしても君は強力すぎる切り札だな。とてつもない突破力を持っているが、使い所がむずかしい」

「オレという武力を使うのは政治的敗北だ、と前に言ってなかったか？」

「今回は武力として派遣したわけではないのだがな。しかし剣はどこに出しても剣でしかないのだな」

「まあ、そういうことだ」

「胸を張って言わんでくれ。あ、いたた。また頭痛がしてきた」

「〈回復〉」

　ゴルブルとの往復が異様に速かったのは、〈加速モーラー〉の魔法のおかげだ。今回〈加速〉の使い方のこつがつかめた。やはり非常に有用な魔法である。
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　翌日、朝食のあとノーマの施療所に行った。エダは買い物や用事をするというので別行動となった。

　ここのところ、エダの交際範囲は大いに広がっている。近所の奥さん連中に非常にかわいがられていて、よくお茶に呼ばれたりしているし、料理などもならっているようだ。野菜や果物や穀物を売る店にも、どんどん知り合いを作っている。エダが、こんな若さで冒険者をしていると知って、みんな憤慨しているらしい。レカンのことを甲斐性なしのろくでなしと思っているようだ。

　ノーマは診察中だった。待つように言われ、休憩室で庭をみながら茶を飲んだ。

　珍しくジンガーのほうから話しかけてきた。

「マシャジャインから使いが来ましてね。侯爵様が亡くなられたそうです」

「そうか」

　侯爵というのは、ノーマの父の兄にあたる人物だ。

「ご遺言だったということで、私に少なくない慰労金を持ってきてくれました。これが最後の使いになるということでした。侯爵家の騎士という身分はお返ししました。これで文字通り施療所の世話係になったわけですな」

「侯爵が死んだことを、ノーマには教えたのか？」

「ええ。お伝えしました」

「ノーマは、お前が侯爵家から使わされた見張りだったと知っているのか？」

「さて、どうでしょうかな。私は面と向かってそのように申し上げたことはありませんし、ノーマ様からそのようなことを聞かれたこともありません。私は先代侯爵様から、いえすでに先々代侯爵様ですな、先々代侯爵様からノーマ様のお母上様の護衛を命ぜられました。そしてお母上様は、ご帰幽になられるとき、夫と娘をよろしく頼むとおっしゃったのです」

　レカンは何も言わず、黙ってジンガーの言葉を聞いている。

「そのことを先代侯爵様に申し上げると、先代様は、弟はもとの町に戻るからお前は二人について行って守れ、とおっしゃられたのです。そのとき、こうもおっしゃいました。お前の任務は、公式にはノーマの保護と監視と新たな〈浄化フィーラ〉持ち誕生の際の報告ということになると。当時侯爵家には、ノーマ様が〈浄化〉を発現するのではないかと期待するかたもおられたのです。しかし私は、お二方から託された役目を果たせませんでした。ノーマ様は父上をお失いになってしまわれたのです」

　忠義一筋に生きてきただろうこの男は、任務に失敗したことを、どれほど悔やんだろうか。

「前侯爵様から手紙が届きました。弟の仇は必ず取る、お前はノーマを守れ、とありました」

「ほう」

「その十日後、一本の杖が届きました。それはノーマ様のお母上様の形見でした。それをお渡ししたら、ノーマ様は泣いておられました」

　ジンガーは、茶のカップをテーブルに置くと、ハンカチを出して形のよい口髭を軽くなでた。

「以来私は、ノーマ様とともにあります。前侯爵様からは、年に一度か二度お手当が届けられました。それももう終わりです」

「あんたはマシャジャインの町に家を持ってるんじゃないのか」

「私の家はここです。ほかにありはしません」

「そうか」

　謎が解けたような気がした。エダが〈浄化〉を発現したとき、なぜジンガーが侯爵家に報告せず、レカンに決闘を挑んだのかが、どうしてもわからなかったのだ。

　あれは、侯爵家の命令を守ろうとする心と、前侯爵の思いに殉じようとする心のせめぎ合いの結果だったのだ。侯爵家の公式な命令は、ノーマの保護監視と新たな〈浄化〉持ちが生まれた際の報告だった。だが前侯爵個人としては、ノーマが静かに幸福に暮らしてゆくことを願っていたのであり、新たな〈浄化〉持ちの誕生など願っていなかった。

　平穏無事な年月が過ぎたあと、突然エダの〈浄化〉発現という事態が起きた。侯爵家の命令に忠実であろうとすれば、エダのことを報告しなくてはならない。しかしそれをすれば侯爵家はエダを連れ去る。そうなればノーマは、監視されていた事実を突き付けられ、自分のせいでエダが自由を失ったのだと知っておのれを責めただろう。それではノーマに静かで幸福な暮らしを与えたいと願った前侯爵の思いにそむくことになる。その二つの思いのせめぎ合いに苦しんだあげく、この老騎士はレカンに挑んで死ぬという道を選んだのだ。

（待てよ。どうしてあそこにジンガーがいたんだ？　偶然なわけがない。ということは）

　ジンガーはゴンクール家を出たレカンのあとをつけてきた。ジンガーはゴンクール家に何らかの情報源を確保していて、エダがさらわれたことを知り、ゴンクール家に駆けつけてきていたのだ。そうとしか考えられない。

　だが、何のために駆けつけたのか。もしかすると、レカンの助太刀をするつもりだったのかもしれない。そんなことを聞いてもこの男が答えるわけはないが。

　レカンに前侯爵のことを話したのは、ジンガーなりの侯爵家との決別の儀式なのかもしれない。そんなふうにレカンは思った。
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　やがて診療を終えたノーマがやって来た。

「ゴンクール家から、エダの〈回復〉を受けさせてもらえないかと打診があった。おや。たちまち不機嫌な顔になったね。君はエダのことが心配でたまらないんだね」

「あんたは、どうしたらいいと思うんだ」

「受けたらどうかと思っている」

「なに？」

「もちろん、君やエダがいやなら話は別だ。だがそうでないなら受けたほうがいいと思う」

「それはなぜだ」

「君は来年からエダと離れてしまうかもしれない。そうだとして、この町でのエダの安全をどう確保するかだ。実は、ゴンクール家と君たちが対立しているという状況は、ほかの貴族家からすれば、エダの庇護を申し出やすい状況なんだ。領主家をどこまで信用できるかという問題もある。安全を守るためといいながら、徐々にエダを縛りつけていくかもしれない。だから、領主家に頼るだけではなく、有力家の庇護も受けておいたほうが安全だ」

「有力な家はいくつかあるのだろう。なぜゴンクール家を選ぶ」

「君の恐ろしさを骨の髄まで知っているからさ。〈黒衣の魔王〉殿。ゴンクール家は和解をしたいんだと思うよ。君たちを招き、〈回復〉を受け、たぶんちょっと多めの謝礼を払う。儀式のようなものさ」

「なるほど。わかった。エダがいいと言えば、ゴンクール家に行かせよう」

「君も来るんだよ、レカン」

「オレが一緒に行く必要があるのか？」

「ある。周りがみている」

「周り？」

「ああいう貴族家のことはね、自然と外に漏れるものなんだよ。使用人も多いし出入りの者も多い。誰が来た、何があったというようなことは、おのずと周りに知られていく。君たち二人が行くことで、周りはゴンクール家と君たちが和解したことを知るのさ。これは領主様にも歓迎されると思うよ」

「なぜだ？」

「考えてもごらん、レカン。金級冒険者で危険のかたまりのような男が、町の貴族家と対立関係にあるなんて、君が統治者だったら、歓迎できるかい？」

　家に帰ったレカンは、エダから興味深い話を聞かされた。冒険者協会に魔法指導員なる人物が来て、有料で魔法の指導をしてくれるというのだ。

　翌日冒険者協会に行くと、ヴォーカにこんなにも大勢の冒険者がいたのかと思わせるほど人が集まっていた。受講希望者は大銅貨一枚を払って魔力判定を受ける。魔力がない者は次の段階には進めない。

　王都魔法協会の技術指導員ドロース・シェプターは、老年一歩手前の、瘦せて骨張った姿勢のよい女性で、服装は地味だが上品で身のこなしに隙がなかった。ドロースはレカンの魔力を調べて、こう言った。

「とても美しい魔力の色をしています。しかもいろいろな色が混ざり合っています。あなたは、複数系統の魔法が使えるはずです」

　面白い表現である。そのあと有料の基礎講座を受けた。

　王都魔法協会の魔法分類は、シーラが教えてくれたものとはまったくちがっていた。ドロースによれば、魔法は、攻撃魔法、防御魔法、回復魔法、探査魔法、補助魔法に分類される。この順序は魔法の優劣の順序でもあるという。攻撃魔法こそ、ほかの手段で代替できない最も魔法的な魔法だというのだ。攻撃魔法は、光系、炎系、雷系、水系、氷系、土系、闇系に分類され、この順序も優劣の順序だ。

　どうも観念的で形式的な分類であるように思われるし、魔法に優劣をつけるのはあまり意味がないように思われた。とはいえ、〈水刃〉や〈氷弾〉は今まで知らなかった魔法だし、〈魔獣には魔法抵抗の強いものもいるし、恩寵装備のなかには魔法攻撃を防ぐものもあるが、そうした敵にも水系攻撃魔法や氷系攻撃魔法は有効である〉という説明を聞き、ぜひ習ってみたいとレカンは思った。

　さっそくその日から授業が始まった。〈水刃〉を希望したのはレカンだけだったので、一人で指導を受けた。一回の受講に大銅貨五枚が必要で、習得に成功すれば大銀貨五枚を払わねばならない。だが新しい魔法が覚えられるなら安い。

　ドロースの教えは非常に整然としていて理詰めで理解しやすかった。たちまちレカンは〈水刃〉の発動に成功した。ドロースは次々に改善点を助言してくれ、みるみる魔法は威力を増し、制御は確実性を増し、この日のうちに習得完了を言い渡された。〈水刃〉は水がなければ使えない魔法だが、使い所によっては非常に役立つ魔法に思われた。

　しばらく日を置いて〈氷弾〉の指導を受けた。これも水を準備しておいて使う魔法で、水を槍の形に整形して凍らせ魔力で撃ち出すのだ。これもその日のうちに習得した。

　ドロースはレカンの魔法制御に感嘆し、自分が教えたうちで最も優秀な生徒だと言った。そして、自分の魔力を込めた中魔石をレカンに贈った。

「この魔力文様は、みる者がみれば、わたくしのものだとわかります。この文様は一人一人ちがっていて、決して人と同じにはならないのです。王都に来て、魔法協会の助けが必要になれば、この魔石を持って協会を訪ねなさい。わたくしはいつでもあなたの味方です」

　レカンは王都になど行く気はなかったが、ドロースの気持ちはうれしかった。

　ドロースが属する王都魔法協会というのは、王立魔道協会に比べれば小さな組織だが、その淵源はザカ王国建国より古いのだという。当時、マザーラと名乗る亡国の魔法使いが現れ、魔法自体に優劣はなく事象における向き不向きがあるだけだなどという邪説を唱え、世界を混乱に陥れた。そこにギョルギョプルプルドニ・クウェンティゴレリス導師が現れ、正しい魔法の分類を作り上げ、協会を作って世に広めていったのだという。

　レカンは、マザーラという名に聞き覚えがあった。アリオスに対してシーラが、昔はマザーラ・ウェデパシャと名乗っていたと話していたはずだ。

　そこでシーラに、このことについて聞いた。シーラによれば、魔法分類というのは時代によって流行はやりすたりがあるもので、ある時代に種類別分類が流行ると次の時代には機能的分類が流行ったりするものなのだという。

　それにしても、レカンがシーラから習った分類は、シーラ自身が作ったものだったのだ。シーラはこの国の魔法の発展に、かなり大きな役割を果たしてきたのかもしれない。

　ちなみに、ドロースからは、きちんと杖を使い準備詠唱を行うやり方を教わったのだが、杖も使わず準備詠唱も行わないと、ドロースから習った魔法はうまく発動しなかったり、発動しても制御に失敗した。この問題は、しばらくレカンを悩ませることになる。

　ドロースから魔法の指導を受けるのと並行して、シーラから体力回復薬の作り方を教わった。エダはレカンとともにゴンクール家に行き、その後ノーマの往診に同行して患者に〈回復〉をかけた。そのときノーマから、毎日一度レカンに〈浄化〉をかけるよう言われた。誰かにかけたほうが上達するし、明確な目標があったほうがいいということだった。

　以来毎日レカンに〈浄化〉をかけているが、迷宮探索によって生命力が上がっているから、もしかすると固定化とやらも進んでいるかもしれない。レカンが迷宮探索に励めば励むほど、左目は治りにくくなっていくのかもしれなかった。
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　七の月の二十六日、シーラの家に行くと薬屋五軒に薬を配達するよう言われた。配達して帰ると、〈創水ソグシュート〉の魔法を教え込まれた。魔法純水を生み出す魔法だ。このあと冒険者協会でドロースの指導を受けたが、これがドロースから指導を受ける最後になった。そしてシーラの家に戻った。

「お帰り。さあ始めるよ」

「何を始めるんだ」

「だから体力回復薬を作るのさ。特製のね」

　テーブルの上には、調薬用の小皿が十枚と、深皿が一枚置いてある。

「さあ、まず深皿に魔法純水を作るんだよ」

　それからシーラの指示を受けて作っていったのは、おそろしく上質な体力回復薬であり、考えられないほどの精度と微妙な作業を要求するものだった。材料を小皿に出したあとは、手でふれることは許されない。すべての作業は〈移動トリムル〉をはじめとした魔法で行うのだ。

　薬草を魔法純水に浸して熱するのも魔法で行う。薬効を最大限に引き出すため、きわめて精密な制御が求められた。

　一つ一つの作業は、今まで教わったことか、その応用編にすぎない。しかし、要求される完成度の高さが、今までとは隔絶していた。

　薬草の薬効が魔法純水に溶けきった瞬間、〈回復〉を込める。そのみきわめには、最大限の集中力を発揮しなければならなかった。

　こうして膨大な手間をかけ、たった一個の体力回復薬ができたのである。

「よし。もう一度同じことをやるんだよ。今度はあたしは黙ってるからね」

「いや。もう疲れた。時間も遅い。明日にしよう」

「あたしは今やれって言ってるんだ」

　その気迫に押されて、レカンは自分自身に〈回復〉をかけ、もう一度特製の体力回復薬を作った。

「よし、まあどうにか合格かね。お疲れさん。その小皿と深皿はあんたが持っておきな。明日の朝、そんなに早くなくていいから、ここに来るんだよ。わかったね」

「わかった」

　翌朝、言われた通りシーラの家に行った。だが、シーラがいない。

　ジェリコが何かを持っている。その何かをジェリコはレカンに手渡した。

　手紙だ。二通ある。一通はレカン宛であり、もう一通は領主宛だ。レカンは今までシーラから手紙などもらったことはない。悪い予感を覚えながら、自分宛の手紙を開封した。

〈ちょっと用事ができたから旅に出るよ〉

〈手紙を領主に渡しておくれ〉

〈あとは領主が何をすればいいか教えてくれるはずさ〉

　その足で領主館に向かった。シーラの手紙を読んだ領主クリムス・ウルバンは、頭を押さえてうめいた。

「レカン。ここに何が書かれているか、君は知っているのか」

「いや、知らん」

「読め」

　レカンは手紙を読んだ。

　そこには、しばらく町を離れることと、王都からの使者への対応は、レカンを代理人に指名して任せるということが書いてあった。

「王都からの使者？」

「昨日、ワシ宛てに手紙が着いた。差出人は、宰相府の内務書記次官殿だ」

　クリムスのような爵位もない地方領主が王都に出向いて税の減免や街道整備を嘆願するとき会えるのが、内務書記次官の部下の部下のそのまた部下なのだという。その雲の上の存在である内務書記次官がヴォーカに来るというのだ。

　しかも随行者が王都エレクス神殿の一級神官だ。ヴォーカの町のケレス神殿の神殿長の権威と影響力は、時に領主も頭を下げねばならないほどのものだが、その神殿長でさえ位階でいえば二級神官にすぎない。その上にはケレス神殿一級神官がおり、さらにその上にはケレス神殿総神殿長がいる。そのケレス神殿総神殿長がエレクス神殿の三級神官と序列がひとしい。

　この二人がヴォーカの町にやって来る。何をしに来るのかといえば、薬くす師しスカラベル導師が薬師シーラに会いにこの町に来る、その準備のためだという。

　そういえば、昨日シーラの家に行ったとき、テスラ隊長が来ていた。このことを伝えたのだろう。そしてそれを知ったシーラは、面倒事をレカンに押しつけて逃げたのだ。

「君にも、いかに事態がおおごとであるか、わかったろう」

「ふむ。一つ聞きたい」

「何かね」

「スカラベルとかいうのは何者だ？」

　クリムスは突然立ち上がり、身を乗り出してテーブル越しにレカンの外套の襟を両手でつかんだ。

「お前は薬師だろう！　なんでわが国最高の薬師、〈薬やく聖せい〉スカラベル導師を知らんのだ！」

　しばらくクリムスはレカンの首を絞めようと力を込め続けたが、やがて力尽きて、どすんとソファに座り込んだ。

　代わってテスラ隊長が説明した。

　薬師のわざというのは、その土地その土地で経験を積んだ老人が若者に伝えていくものであり、そのため薬の品質にはばらつきがあった。ごく一部には、薬効の高い薬を処方できる薬師もいたが、そのわざは秘匿されてしまい、やがて途絶えてしまうのが普通だった。

　ところがスカラベル導師は、さまざまな病や怪け我がそれぞれに有効な薬草とその組み合わせを編み出し、多くの弟子を育て、惜しげもなく知識を伝えた。今国中で活躍する薬師のうち、真の薬師のわざを持つ者のほとんどは、スカラベル師の孫弟子やその弟子だといわれている。

　それだけでなく、スカラベルはみずから貧しき人々のため施療にあたり、ついには〈浄化〉のわざに目覚めた。最後には国王に招かれて薬を処方し、〈回復〉や〈浄化〉のわざをふるうようになった。また、各神殿に働きかけて、施療部門の充実をはかった。そんなスカラベルを、人々は導師と呼んで敬った。すでに百歳を超えているが、今なおスカラベルは健在である。

「ということだ。レカン、わかったか？〈薬聖〉〈すべての薬師の師〉〈薬草の王〉〈施療の父〉といったあまたの呼び名で呼ばれ、生きた神ともいわれるかただ。そのおかたが、この町に来るという。シーラ殿に会いに。いったいシーラ殿とは何者なのだ？」
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　しばらくレカンと言葉をかわしたクリムスは、シーラの素性については今これ以上詮索しても無駄だと見切りをつけた。そしてシーラの捜索に部下を派遣した。

「さて、レカン、内務書記次官殿とエレクス神殿一級神官様は、シーラ殿との打ち合わせのため、この町に来られる。ワシにその手配をせよとの仰せだ」

「いつ来るんだ？」

「明後日だ」

　レカンは翌々日朝から領主館に詰めることになった。

　エダの金級冒険者推薦が正式に決まった。ただし、冒険者章授与式は王都からの使者が帰ってからということになった。

　翌日、レカンはどこかに出かける気にもならず、自宅で体力回復薬を作った。シーラから教わったばかりの特別な作り方の練習だ。こうしてみると、今までばらばらに教わった個々の技術が、実は全体としていろいろ関係し合い、つながり合っていることがわかる。

　ここまで厳密に精緻な仕上げをするには、複雑な手順を覚えるとともに、一本一本個性が微妙にちがう薬草と対話するわざを学んでおかなくてはならない。優れた薬師なら、できあがった薬をみて素材を言い当てることはできるだろう。似たような薬を作ることさえ可能かもしれない。

　しかし、この手順と加減のこつがわからない。目の前で調薬をみていてもわからない。それは本来、気の遠くなるような繰り返しのなかで調薬技術の精髄を習得した者でなければ理解できない世界だ。

　しかしレカンには、もとの世界で得た特殊で精密な探査能力がある。その能力は、こちらの世界に来て一段と向上している。その能力をもってシーラの調薬をみせてもらった。薬草との対話を、成分の抽出を、何が主で何が従で、どのタイミングで次の工程に移ればよいかを教えてもらった。もちろんシーラはレカンにはそれができるとみぬいたうえで、この技術を習得させたのだ。

　ここまで高度なわざで作り上げた薬そのものに需要があるかどうかは知らない。しかし、薬とは何であり、調薬とは何であるかを突き詰めてゆくには、こうした薬を作るわざを練り込んでいく必要がある。人の命とはどういうものかについて、今までにはなかった知見を得るためには、こうした究極の調薬こそが役に立つ。

　かすかにでもレカンにそれがみえるのは、シーラからの教えのおかげであることはもちろんだが、ノーマのもとでの研修の成果も大きい。さほど長く研修を受けているわけではないが、ノーマという優れた教師のもとで、人の体の働きを実地に学んだことは、レカンの薬師としての知識や感覚を飛躍的に成長させた。

　気がつけば夕方になっていた。昼食をとるのも忘れて、調薬に熱中していたのだ。おかげで、ずいぶんこの技術に磨きをかけられた。

　少しの酒を飲みながら夕食を食べ、エダに〈浄化〉をかけてもらって、この日は早く寝た。

　明日は王都からの使者が来る日だ。
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　領主館に来てみると、たった二日でまるで雰囲気が変わっていた。うるさく吠えかかる木狼はいない。どこもかしこも綺麗に整理され、磨き上げられ、飾り立てられている。

「あ、レカン殿。その敷物は踏まないようにしてくれ！」

「テスラ隊長か。ご苦労さんだな。この屋敷、こんなに使用人が大勢いたか？」

「臨時雇いが半分以上だ」

　クリムスが出てきた。

「おお、レカン！　よく来てくれた。来てくれると信じていたぞ」

「使者は、もう着くのか？」

「いや。昼過ぎになるだろう」

「早すぎたな。出直そう」

「帰るな！　帰らないでくれ。さあさ、奥に通ってくれ。今、茶を出す。テスラ、正面に飾った鎧の右腕に曇りがある。その花は少し端に寄せたほうがいい。それから」

「レカン様。こちらへどうぞ」

「ああ」

　やがて使者一行が到着すると、クリムスに乞われ、レカンは玄関で出迎えた。〈貴王熊〉は脱ぐようクリムスが迫ったので、〈収納〉にしまった。もちろん、武器の類も全部しまってある。

　領主側は、これでもかと出迎えの人数を繰り出して、玄関周りを埋め尽くした。テスラ隊長が町の門外で一行を出迎え、領主館まで案内してきた。

　玄関前で、書記次官と領主は簡単なあいさつをかわして、打ち合わせに参加する者は応接室に移動した。

　領主側は五人である。

　領主クリムス・ウルバン。守護隊隊長テスラ。文官が二人。そしてレカン。

「こちらは薬師シーラ代理、薬師レカン。ヴォーカの町の金級冒険者でもあります」

　という紹介がなされたとき、静せい謐ひつを保っていた使者一行に、わずかなざわめきが生じた。

　使者側は十二名だ。

　宰相府内務書記次官イェテリア・ワーズボーン。事務官二名。その護衛である王国騎士団副団長ザイファド・カッチーニ。従騎士二名。王都エレクス神殿一級神官アーマミール・タランス。その護衛である王都エレクス神殿の神殿騎士デルスタン・バルモア。従騎士二名。三級神官二名。

　紹介が終わったあとソファに座ったのは、領主側では領主とレカンの二人であり、使者側では書記次官と一級神官と事務官二名の四人だった。

　口火を切ったのは書記次官だ。

「お忙しいところ、ご造作をおかけする。まず、宰相殿よりの口上を申し伝える。〈こたび薬師スカラベル導師の願いを受け、王陛下におかれては、スカラベル導師がヴォーカにおもむき薬師シーラと会談するため必要な準備を進めるよう、勅命を発せられた。ヴォーカ領主クリムス・ウルバンは、わが使者と協議のうえ諸般のことを取り進めよ〉。以上である。さて、まずは薬師シーラ殿のお目にかけねばならぬものがあるのだが、ご代理をよこされるということは、薬師シーラ殿はご病びょう臥がであられたか？　お見舞い申し上げることはかなうであろうか」

「遠路はるばる宰相ご使者様ならびにアーマミール一級神官様のご来駕を得、まことに畏れ多く、また光栄に存じております。ヴォーカ領主といたしまして、陛下のご勅命の趣旨に沿って宰相様のご下命に応こたうべく、全力を尽くす所存でございます。薬師シーラの現状につきましては、薬師シーラの弟子であり、薬師シーラが代理人に指名したレカンよりご説明申し上げます」

　レカンはソファにふんぞり返ったまま、言葉を発した。

「使者殿からの来信を受け、領主はその趣旨をシーラに伝えた。その翌日、すなわち一昨日、シーラはオレと領主に手紙を残して姿を消した」

「レカン！　言葉遣いを改めよ。ご使者様に非礼である」

　領主の言葉を、書記次官は手を上げて制した。

「領主殿。レカン殿は冒険者であろう？」

「は、はい」

「冒険者には冒険者の流儀がある。言葉尻をとらえて非礼とは申さぬ。レカン殿。続けよ」

「二つの手紙に書いてあったことをまとめれば、こうなる。自分は旅に出る。王都からの使者については、オレを代理人に任ずるので対応せよ。シーラは、あんたたちが来ると知って姿を消した。つまり、あんたたちに会いたくないということだろうな」

　王国騎士団副団長のザイファドが、すさまじい怒気を放った。その後ろの従騎士たちも同様である。

「シーラ殿は、お付きの人たちとご一緒であろうか？」

「いや。一人だと思う」

「一人で旅に出られるほど、ご壮健か？」

「元気いっぱいのばあさんだ」

「それは重ちょう畳じょう。スカラベル導師はシーラ殿のご健康をひどく案じておられた。しかし、これは困った。どうしてもシーラ殿に直接お会いせねばならんのであるが」

　ここで書記次官は、アーマミール一級神官のほうをみた。宰相の正式の使者は書記次官イェテリアにちがいないが、一行で一番尊ばれているのはアーマミール一級神官のほうである。アーマミール一級神官は、老いてしわだらけの顔をした小さな男だが、その目に宿る叡智の光は、みる人をして畏敬の念を抱かせずにはおかない。
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「レカン殿。わしはアーマミールという。王都エレクス神殿で、施療部門の責任者を務めさせてもらっておる者じゃ。僭せん越えつながら、スカラベル導師の高弟を自認しておる。ほっほっほっ。実はこのたびのことは、わしが発端といえば発端でのう」

「ほう？」

「ヴォーカの町に、ひどくよく効く傷薬を売っておると聞いて、つてを使って取り寄せたのじゃ。薬は上中下と三種類あったが、いずれも混ぜ物がされておったので、次にはもとの薬を取り寄せた。どういう薬師が作っておるのかという情報とともにな。なるほど優れた薬ではあった。施療部門での会議の席にスカラベル導師がおみえになり、そのとき、その薬をおみせして、作り手だという薬師シーラ殿のことをお話ししたのじゃ」

「わかってきた」

「しばらくその薬を凝視しておられた導師は、突然立ち上がられて、叫んだのじゃな。この薬を作ったかたは、わが師である、と。わしは最初、その言葉をとりちがえておった。その傷薬を作った薬師は、もちろん導師からみれば赤子のような腕前にちがいないが、その赤子のような薬師の作った薬にも学ぶべき所があった、という発見の感動をそういう言葉になさったと思っておったんじゃよ」

「あんた、めんどくさい性格だな」

「ほっほっほっ。ところが、その薬師について知り得たことをお話ししてゆくと、導師は、ご存命であられたか、そんな町で薬を作っておられたかとおっしゃった。大勢の薬師が集まる場であったから、噂うわさが広まるのは抑えようがなかった。一方導師は、神殿のつてを使ってシーラ殿のことを詳しくお調べになった」

「神殿のつて？」

「この町の神殿はケレス神殿じゃろう。王都にはケレス神殿の総神殿がある。そしてスカラベル導師は、ケレス神殿でも尊ばれておる。ケレス神殿を通じてシーラ殿のことを調べ、作った薬をさらに手に入れられ、そしてさらに調べてほしいことを頼むなどをして、ふた月少々が過ぎた。次に導師のなさったことが波紋を呼んだ」

「何をしたんだ？」

「王宮に伺し候こうして、直接王陛下にご奏そう上じょうなさったそうじゃ。ちょっとヴォーカの町に行ってきますと」

「それの何が問題だ」

「そういうことは宰相府に申し出られるべきもので、直接陛下に申し上げることではないのじゃよ。しかも陛下はそれをお許しになってしまわれた。導師は、もう翌日にも出発せんばかりにご準備を始められた。あわてたのは宰相府じゃ。いや、神殿もじゃ。皆が導師のもとに駆けつけて、ご翻意を願った。しかしご決意は変わらなんだ。しかも勅ちょっ許きょが出てしもうておる」

「それであらためて勅命を発してもらい、宰相の責任下で、移動の準備が行われることになったんだな」

「まさにその通り。始めてみると、いろいろ調整が必要になり、ずいぶん月日が過ぎてしもうたんじゃ。こちらの事情はわかってもらえたかのう」

「おおむねわかったと思う」

「それはよかった。では、今度はそちらの番じゃ。スカラベル導師のさらにお師匠様といわれても、わしらはそんなかたは存じ上げないわけじゃ。気を悪くせんで聞いてもらいたいんじゃが、お前さんが薬師シーラ殿の弟子であるかどうかも、わしらにはわからん」

　ここでクリムスが口を挟んだ。

「あ、いや。確かにレカンはシーラ殿の弟子です」

「形式上のことを言うておるのではないのじゃ。真の弟子であるのかどうか、薬師の神髄を伝承する者であるのかどうか、わしが言うのはそこのところなのじゃ。それをいえば、その薬師シーラ殿というかたがどういう薬師であるのかもわしらにはわからん。それでもシーラ殿ご本人がおられ、領主殿がこの人がそうだと言ってくれれば、その人をシーラ殿と認め、スカラベル導師から託されたものをおみせすることはできる。ところが、ご本人は不在で、行き先もわからんという。代理人であるというお前さんを、わしらはどうやって代理人じゃと認めたらええんじゃろうな」

「これではその証拠にならんか」

　レカンは左手で胸のポケットを隠し、右手で〈収納〉から自作の体力回復薬を取り出した。みていた人には、ポケットから取り出したようにみえただろう。昨日作ったばかりの会心の薬だ。

　アーマミールは、その丸薬を左手に載せ、しげしげとながめたあと、右手で懐から杖を取り出した。

「〈解析キャンシャル〉」

　先ほどまでの柔和さが噓うそのような厳しい目で、丸薬をにらみつけている。

　しばらくのち、神官はふうと息をはいた。

「素晴らしい。これほどの薬にお目にかかれるとは。これは明らかに、わが流派の系統の薬師が作ったものじゃ。しかもわしらのやり方と手順が少しちがうようじゃ。これを作ったのがシーラ殿であるというなら、なるほどシーラ殿は導師の師であられるかもしれん。そうでないとしても、同門の達人じゃ」

「その薬はオレが作ったものだ」

「何とな？　それは、お前さんが一人でこの薬を作ったという意味かの？」

「ああ」

「お若いの。つまらん噓をつくものではない」

「ほう。噓だというのか」

「この薬を練り上げるのに必要な技術が、いったいいくつあると思うな。お前さんの年齢では、そのうちの半分も覚えられまいよ。いや。わざの数が問題なのではない。熟練度じゃよ。これほどのものを作れる練達のわざを身につけるには、おそろしく長い年月が必要なのじゃ。ついでにいえば、これは一人では作ることができんのじゃて」

「ふむ。ちょっと待て」

　レカンはソファから立ち上がり、〈収納〉から〈貴王熊〉の外套を取り出して羽織ると、次々に調薬皿を取り出してテーブルに並べた。深皿も並べた。十枚の小皿に、それぞれ薬草を置いてゆくと、深皿の上に両手をかざした。

「〈創水〉」

　アーマミール一級神官が目をみひらいた。後ろの三級神官たちが驚きの声をあげている。

「〈移動〉」




　三種類の薬草と小量の魔法純水が宙に浮かび、くるくると回転しながら混ざり合う。

「〈移動〉」

　二種類の薬草と小量の魔法純水が浮かび、回転しながら混ざり合う。

「〈移動〉〈移動〉〈移動〉〈移動〉〈移動〉」

　薬草がそれぞれ中空で魔法純水と混ざり合う。今やレカンがかざした両手のあいだで、魔法純水にひたされた薬草の球形のかたまりが七個、綺麗に並んでくるくる回っている。一番左の最も大きな水球に意識を集中し、レカンは呪文を唱えた。

「〈着火ウテル〉」

　火は生じない。わずかな熱が生じただけである。その熱量を保ち続けるには繊細な制御が必要だ。残り六個の水球に、レカンは魔力をそそいでいった。魔法純水が魔力を帯びれば、薬効成分の抽出は劇的に促進される。レカンは手際よく、しかし慎重に、薬効成分を抽出し、混ぜ合わせていった。十種類の薬草のうち三種類は、薬効を抽出したかすが小皿に戻される。ほかの七種類は完全に魔法純水に溶け込んで、それ自体が薬の中身となる。いよいよ最も重要な瞬間がやってきた。

「〈回復〉」

〈回復〉を帯びた魔法純水は魔法水となる。薬草に残っていた薬効成分は一気に溶け出し、成分そのものの質が二段階も三段階も向上する。熱量を上げると、薬草は泥のように溶けて再び薬効を吸い、固まってゆく。そのことによって長期間効果を失わない薬として完成するのである。レカンは完成した体力回復薬を、そっと深皿に落とした。
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　ふうっ、とレカンは息をついた。

　アーマミール一級神官は目をみひらいたまま深皿のなかの薬を凝視している。レカンが深皿をアーマミール一級神官のほうに押しやると、アーマミール一級神官は杖を取り出し深皿に向けた。

「〈解析〉」

　しばらく薬を調べていたが、やがて杖をしまい、右手で両目をつまむようにぬぐった。涙をふくしぐさにもみえた。

　そしておもむろに立ち上がると、下座の側に移動し、レカンの斜め後ろで両膝を床につけ、両手を固くにぎり合わせてこうべを垂れた。跪き拝はいしたのである。部屋にざわめきが広がる。二人の三級神官もあわててアーマミール一級神官の後ろに回り、同じようにレカンに跪拝した。

「師し叔しゅくよ。ご無礼をお許しくだされ。あなたは確かにわが門流のわざをきわめた薬師ですじゃ。これよりは、あなたを叔父おじとして尊ばせていただきます」

「アーマミール神官。頭を上げてくれ。オレがシーラから学んだのは、傷薬と万能薬と風邪薬と毒消しと体力回復薬、それに魔獣除けのポプリの作り方だけだ。あんたはたぶん、いろんな病気に効く薬の作り方を知っているだろう。オレはあんたに拝まれるような薬師じゃない」

「傷薬と万能薬と風邪薬の調薬に熟達すれば、それだけで万人を救えますじゃ。そのうえ、毒消しと魔獣除けのポプリも修めておられるとは。何より流派の秘伝である体力回復薬の伝授を受けておられるのですから、やはりあなたは師叔ですじゃ」

「その呼び方はやめてくれ。オレはまだ魔力回復薬の作り方は習っていない」

　アーマミール一級神官が顔を上げた。

「魔力回復薬の伝授も受けられるのですかの？」

「九の月か十の月にターゴ草を採取したら、そのとき教えてもらえることになっている。それでオレの薬師修業は終わりだ。とにかく立ってくれ」

「なんと。秘伝を二つともお受けになるのですか」

「立って席に戻ってくれ。年寄りを床に座らせるのは居心地が悪い」

「ははははは。これは失礼いたしましたじゃ。では座らせていただきますが、師叔、いえ、レカン殿が上座にお座りくだされ」

「あんたは王都からの使者の随行だ。そっちに座ってくれ。あんたがこっちに座ると、領主の頭痛がひどくなる」

「はははははは。では、こちらに座らせていただきますかな」
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　イェテリア書記次官がアーマミール神官に問いかけた。

「役目上、確認させてもらいたい。今レカン殿が行った調薬は、それほどに高度なものなのか？」

「レカン殿の今のわざを一人で行えるものは、スカラベル導師やわし自身を含め、わしの知るなかでは一人もおらんよ」

「なに」

「体力回復薬を作るときには、普通は鍋で煮る。魔法純水など使わず普通の水でのう。今レカン殿がなされた作り方は、最高峰の調薬を伝え発展させてゆくため、ごく一部の高弟にのみ伝えられておるものなんじゃよ」

「そうであったか」

「普通は七人ほどの助手を使って行うのじゃ。〈操作シジュール〉の達人三人と、〈着火〉の達人三人と、そして〈創水〉が使える魔法使いをのう。しかもそれは調薬皿で行うのであって、すべて中空に浮かせて行うなど、まさに神業なのじゃよ。しかも一人でやるとなれば呼吸が合わないということもなく、まさに完全なる制御が可能となる。それにしても驚嘆すべき精度の調薬じゃった」

「なるほど。レカン殿が優れた薬師であるということはわかった。実際、先ほどの魔法制御と同時発動は、みとれるほど見事なものであった。だが、どうして同門だとわかるのだ」

「剣でも弓でも、師匠から教わったくせというものがあるじゃろう。構え方や、ちょっとしたわざの手順に流派のくせが出るはずじゃ。そして、命ぎりぎりの真剣勝負をするときには、そういうくせは、おのずと表れる。今の調薬はスカラベル導師とまったく同系統のものじゃ」

「では、レカン殿の師がスカラベル導師の弟子なのかもしれぬ」

「川の源流と裾野の流れを比べれば、どちらが雑味が多いかは一目瞭然じゃ。レカン殿のわざは、裾野の流れなどではない。それに、これで長年の疑問が解けたかもしれんて」

「長年の疑問とは？」

「薬師ワインゲム師と薬師ロキシマム師はスカラベル導師と同門ではないかという噂が昔からある」

「そういわれておるが、ちがうのであるか？」

「わしはちがうと思っとった。三つの流派は、主要な薬の種類こそ共通しておるが、高度な調薬を行うとき、手順が微妙にちがうんじゃ」

「ほう」

「ワインゲム師とロキシマム師は、とうにこの世の人ではないし、スカラベル導師はご自身の師については語ってこられなんだ。じゃから、噂が本当なのかまちがいなのか確認のしようがなかった。ところがレカン殿のわざをみて驚いた。主要な部分ではスカラベル導師のわざと同じ手順じゃが、細かいところではワインゲム派に似たところもあるし、ロキシマム派に似たところもある。たぶんレカン殿のわざは源流により近く、スカラベル導師やワインゲム師やロキシマム師は、独自の工夫を付け加えたのじゃ」

「よくわかった。ではあらためて、アーマミール一級神官にお伺いする。薬師シーラ殿は、現時点ではスカラベル導師の師とみなしてよいとお考えか」

「いかにも」

「薬師レカン殿は、薬師シーラ殿の正式の代理人たる資格があるとお考えか」

「わしはもうそのことに疑問を持っておらんよ」

「うむ。これで前に進める。レカン殿、お手数をかけたが、貴殿を薬師シーラ殿の正式の代理人と認める」

「ああ」

「貴殿にみてもらいたいものがある。スカラベル導師が薬師シーラ殿におみせしてほしいと、宰相閣下に託されたものだ」

「ほう」

　書記次官は、ソファから立ち上がり、アーマミール一級神官にも立つよううながした。そして事務官二人がソファを動かして上座に空間を作り、そこに小さいが美しい飾りのついた箱を置き、ふたを開いた。

　なかには巨大な魔石が入っていた。ニーナエ迷宮の主の魔石に匹敵する魔石だ。

　何かの術式が封じられている。

　事務官の一人が呪文を唱えた。

「〈再現チューター〉」

　やわらかな光が魔石から生じてもやもやとした形になり、そこに一人の老人が出現した。

　老人は透き通っている。これは老人そのものではなく、その姿が魔石に封じられていたのだ。

　さらさらとした衣をまとった老人だ。

　大変な高齢であることは一目でわかる。

　瘦せていて身長が高い。肌の色はあまりに白く、病的な感じさえ受ける。

　頭の頂上には髪がないが、耳の少し上からは長い髪が生えて垂れ下がっている。その髪も、長いあごひげも真っ白で、銀色に近い輝きを放っている。

　書記次官やその護衛たちは、一様に老人に向かって頭を垂れている。

　神官と神殿騎士と神殿の事務官たちは、床にひざまずいている。

　この老人が、〈薬聖〉スカラベル導師なのだ。

　スカラベル導師は、身をかがめ、その場に片膝をついて礼をし、立ち上がった。

「師よ。師よ。お懐かしゅうござります。スカラベルにござります。ご存命であられたとは。これほどうれしいことはございません。今は、シーラ様と名乗っておいでなのですな。あなたとお別れしてから、わたしは王都に移り、ただひたすら薬を作り続けました。ワインゲムとロキシマムの二人も、ずっとわたしを助けてくれましたが、やがて弟子や協力者が増えると、二人はわたしのもとを去り、それぞれの道を歩みました」

　皆は食い入るように導師の幻をみつめている。全員、これをみるのははじめてなのだろう。

「優秀な弟子たちが育ったあとは、〈回復〉のわざを磨きました。そして、お喜びください、師よ。わたしはついに、〈浄化〉を発動することができたのです。その〈浄化〉のわざをもって、歴代の王陛下にもお仕えしてまいりました。王宮の庇護を受け、薬師の養成はますます進み、今ではあなたさまが願っておられたように、国の隅々にまで薬師のわざが届いております。ワインゲムやロキシマムも励みました。今では、どんな田舎の町であっても、薬師がいないということはないように思われます。あなたさまの薬は、今や国中にあふれているのです」

　すすり泣いている神官がいる。それだけこのスカラベルという薬師は尊敬され、慕われているのだろう。

「〈浄化〉を覚えたことで、思わぬ長寿を得ました。しかし近頃は〈浄化〉も効かなくなってきました。この魂を天にお返しし、この体を地にお返しする日が近づいているのでござりましょう。そんなとき、あなたさまが作られたにちがいない薬が、目の前に現れました。作ったという薬師のことを聞き、あなたさまにちがいないと知りました。そのとき、わたしは二つの願いを持ったのです」

　ここからが重要だ。スカラベルの目的とは何なのか。

「一つは、わたしの作り上げた薬をお目にかけたいのです。わたしがこの年月積んできた精進をごらんいただきたいのです。もう一つは、あなたさまのご体調についてです。お別れしたとき、あなたのおぐあいは、決してよくはありませんでした。聞けばあなたさまは、家に閉じこもってほとんど外にお出になられないとか。今こそあなたさまにご恩奉じをさせていただくときです。あなたさまのもとに馳せ参じ、あなたさまのご尊顔を拝し、〈浄化〉をおかけしてあなたさまのご寿命を一日でも延ばせたら、これにまさる喜びはございません。一日では効果が薄いと思われますので、九日間ヴォーカの町に滞在し、〈浄化〉をかけさせていただきたいと存じます。それさえできれば、そのままヴォーカで死んでもかまいません。それこそがわたしの生涯最後の仕事にふさわしいでしょう」

（〈浄化〉なんぞをかけられたら、不死者であるシーラは滅んでしまう）

　レカンの〈魔力感知〉にシーラは青く表示される。それは人間の色ではない。魔獣や妖魔の色だ。シーラはワプド国の賢者たちにより、永遠の生命を持つ存在に作り変えられたが、それは人間であることをやめて、妖魔のような存在になることだったのだ。だから神聖な魔法である〈浄化〉は、シーラに致命的な効果を及ぼす。

（このスカラベルとかいうじじいが来るのをやめさせなければならん。何としてもだ）

「もしかしたら、この魔石から出る声を、あなたさまご本人は聞いておられないかもしれませぬ。あなたさまは、世にもまれなる天の邪鬼でいらっしゃる。今ごろ身をお隠しになっておられるかもしれませぬなあ。しかしあなたさまは、遠くにお行きではない。どこか近くで、ちゃんと様子をみまもっておられるはず」

（なに？）

（いや、しかしそうかもしれん。シーラはそういうやつだ）

「だから、どなたかは存じませぬが、シーラ様の身近なおかた。この魔石をシーラ様におわたしくだされ。魔力が続くかぎり、何度でもわたしの姿と声を取り出すことができますゆえ。必要な呪文は箱に刻んでございます。シーラ様。あなたさまにお会いできる日が、楽しみで楽しみでなりませぬ。この老い先短い年寄りの最後の願いにござります。どうぞお聞き届けくださいませ」
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「使者殿。ものは相談だが、スカラベル導師がシーラにみせたいという薬を届けてもらい、その感想をシーラが手紙に書くというわけにはいかんだろうか」

「それは要するに、スカラベル導師がここに来られることをお止めする、ということか？」

「そうだ。高齢のスカラベル導師に、わざわざここまで来てもらうには及ばない」

「スカラベル導師はシーラ殿に〈浄化〉をかけることをお望みである」

「使者殿。シーラに〈浄化〉は不要だ」

「なに？」

「シーラに〈浄化〉は不要なんだ」

「レカン殿は、もしや〈浄化〉が使えるのか」

「いや、オレは使えない」

「ほう。含みのある言い方であるな」

「それ以上は聞いてもらっては困る」

「なるほど」

　書記次官は腕を組んで、しばらく考えた。

「導師がヴォーカに行くとおっしゃったとき、宰相府は、そのシーラ殿という薬師を王都に招いてはどうかと強くお勧めした。導師はお怒りになった。師を呼びつける弟子がいるかと。宰相府は、シーラ殿に王陛下から格別の褒賞を下賜するという案も出した。そうすれば、シーラ殿に対して非礼をせず、王都に来てもらうことができる。スカラベル導師は、その案には賛成なさった。ただし、シーラ殿への褒賞とは別に、自分はやはりヴォーカに師をお訪ねするとおっしゃった」

「頑固なじいさんだな」

「いいかげんにせよ、この無礼者！」

　怒声を発したのは王国騎士団副団長のザイファド・カッチーニだ。

「スカラベル導師に対し奉り、じいさんとは何事か。宰相代理殿に対する物言いも著しく敬意に欠ける。これ以上無礼を重ねるなら、斬って捨てる」

「ふむ。オレなりに言葉遣いには気をつけているんだがな。だが、使者である書記次官殿がオレの口調が不愉快だからこれ以上話したくないというなら、オレはこの場から消えよう。交渉はおしまいだ」

「それは困る。小官は役目を果たすことを重視している。レカン殿とのあいだには現在やり取りが成立している。シーラ殿が今回のことにふさわしい人物であることも、おおむね確認できた。これは好ましい状況だ。ザイファド殿、控えられよ」

「し、しかし」

「控えよ」

　ヴォーカ領主がレカンの隣で額を押さえている。頭痛がぶり返したのだろう。

「書記次官殿。スカラベル導師がシーラに会いに来ると言い、その調整のためにあんたたちが来た。それを知ってシーラは姿を消した」

「大変遺憾なことである」

「ということは、シーラはスカラベル導師に会う気がないということだ。師であるシーラが会う気がないということを、弟子であるスカラベル導師に伝え、あらためてスカラベルが何と言うか聞いてみて、その先を考えるってのはどうかな」

「ふざけるな！」

　ザイファドが大声を出した。

「畏かしこき勅命を受けて宰相閣下が取り進めておられることを中止せよとは許されざる暴言！」

「中止しろとは言っていない。よく話し合って進めるべきだと言っているんだ」

「書記次官殿、このような礼儀知らずとまともに話し合うのは時間の無駄です。剣でたたき伏せて言うことを聞かせればよいのです」

「おお！　そりゃあありがたいなあ。オレもこんなちまちました言葉のやり取りは、苦手だしきらいだ。剣で決着をつけてもらえるんなら、ほんとに助かる。この副団長殿が勝てば、オレはシーラをみつけだして、スカラベルが来たときに会わせるよう最大限の努力をする。オレが勝てば、あんたたちはまっすぐ王都に帰る。スカラベルがここに来る話はなしだ」

「貴様、正気か？」

「控えよ、ザイファド殿。レカン殿もザイファド殿をあおってもらっては困る。ザイファド殿は王国騎士団に下った王命により騎士団から派遣された護衛であり、直接には小官の指揮下にないのだ」

「なんだ。決闘はなしか。つまらん」

　領主が両手で頭を押さえてうめき声をあげた。

「だからあおるなというに。ザイファド殿も怒りを静められよ。ザイファド殿がシーラ殿のお弟子と決闘して殺したなどと、宰相閣下にご報告するわけにはいかぬ。スカラベル導師がそのことをどう思われるか、考えてもみられよ」

　この指摘はザイファドの痛いところを突いたようで、ザイファドはふくれ上がっていた闘気を無理やり鎮めた。

　ヴォーカ領主クリムス・ウルバンが、とてつもなく深いため息をついた。

「領主殿も大儀であるな」

「一瞬、本当に決闘になるかと思いました。ヴォーカの町の金級冒険者が王国騎士団の副団長様を決闘で殺したなどということになったら、それは」

「ヴォーカ領主よ、今、何と言った。ヴォーカの町の冒険者が、この私を決闘で殺すと、そう言ったのか」

「い、いや、そうではなく」

「書記次官殿。レカンと決闘をいたします」

「それは、やめられよ」

「今、ヴォーカ領主は、町の冒険者が王国騎士団の副団長を殺したら、と言いました。王国騎士団は国の安全を守る最高絶対の武力です。王国騎士団があるから、民は他国の侵略からも、国内の騒乱からも安全である、と信じられるのです。王国騎士団は、貴族の騎士団に後れをとることは許されません。まして、無爵の地方領主が抱える冒険者と比べられることなどあり得ません。それがゆるがせにされたら、国の平和が失われるのです」

「少し落ち着かれよ」

「ヴォーカ領主ごときが、王国騎士団の実力に疑問を呈すとは、由々しき事態です。これを放置すれば、よからぬことを考える地方領主も出てくるでしょう。これは王国騎士団の存立意義に関わる問題です。みすごすことはできません」

「ザイファド殿、スカラベル導師の弟弟子をあやめるおつもりかのう」

「アーマミール老師にはご心配なきよう。殺しはいたしませぬ。赤ポーションも所持しております。レカン、決闘場所に案内せよ」

「それは領主に聞かないとわからん。〈回復〉」

「ず、頭痛が治らん」

「じゃあ、〈回復〉じゃあ治らん種類の痛みなんだろう。決闘場所を用意してくれ」
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　決闘は庭で行うことになった。

　書記次官はまことに遺憾だと言ったが、レカンとしては、面倒な話し合いの代わりに決闘で決着がつけられるうえ、王都の騎士とかいう面白そうな敵と戦えるのであり、まったく遺憾ではなかった。

　レカンは、腰に〈ハルトの短剣〉を差し、胸ポケットには〈ザナの守護石〉を入れ、首には〈インテュアドロの首飾り〉をかけ、指には銀色の指輪を着け、左手の手首には手甲状態の〈ウォルカンの盾〉を着け、〈ラスクの剣〉を吊った。

　レカンが装備を整えて姿を現すと、あれは〈ウォルカンの盾〉ではないかと指摘する声が上がった。

　ザイファドは、もともと鎧を装着していたが、兜を取り出してかぶり、マントをはずし、手に〈ウォルカンの盾〉を着けている。

　二人が広く空けられた庭の中央に進み出ると、神殿騎士のデルスタン・バルモアも進み出た。

「わたくしが審判をさせていただきます。勝利条件は、相手が戦闘不能な状態になることとします。自ら負けを宣言すれば、当然負けです。禁止条項はなしでよろしいですね」

「魔法も使っていいんだな」

「はい。もちろんです。どんな恩寵品を使ってもかまいません」

　デルスタンは、五歩後ろに下がって手を挙げ、下ろした。

「始め！」

　呪文が同時に響いた。

「〈展開パシュート〉！」

「〈展開パシュート〉！」

〈ウォルカンの盾〉が現れたのも同時だった。

　レカンは一歩前に出た。ザイファドは一歩後ろに引いた。

　レカンが上からたたき付けた剣を、ザイファドは盾で受けた。

　ザイファドの右手が剣を振ろうとした瞬間、レカンは呪文を唱えた。

「〈火矢ベイアーツ〉」

　レカンの胸元に生じた光が十本ほどの〈火矢〉となって、ザイファドの顔を襲う。

　ザイファドはとっさに頭を下げて兜で〈火矢〉を受ける。〈火矢〉は、ほぼダメージを与えることなく弾き飛ばされたが、頭を下げたことで一瞬隙ができた。その隙をみのがすレカンではない。

　ザイファドの下げた頭に〈ラスクの剣〉が打ち当てられた。さほど腰の入らない攻撃だが、〈ザナの守護石〉による威力増大の効果は絶大である。大きな激突音がして、がくんと首が押し込まれる。

　ザイファドの剣が横から襲いかかる。攻撃を受けながら平然と攻撃をしてきた胆力はさすがだ。

　レカンはこれを〈ウォルカンの盾〉で受けたが、驚くほどの衝撃であり、体全体がずずっと砂を削って後ずさった。ザイファドの剣には威力を上げるような恩寵がついている。

　ザイファドの盾がレカンを襲う。レカンも盾を振って、ザイファドの盾に打ち当てた。

「〈火矢〉！」

　ザイファドが軸足にしている右足の足元の土を〈火矢〉が削り取る。

　同時にレカンは盾を引く。ザイファドの体勢が崩れ、前のめりになる、その左肩をレカンの剣が襲った。だが大きなダメージは与えられない。

　ザイファドは左足を送って踏みとどまり、下から突き上げるように剣を繰り出した。

　レカンはザイファドの剣をかわし、後ろに跳び下がった。

　先ほど打った頭部も左肩も、ほとんど傷らしい傷がついていない。

　ザイファドは、今の攻防で、うかつに踏み込んでは危険な相手だと気づいたようで、こちらの出方をうかがっている。

（そちらが防御を中心に戦術を組み立てるなら）

（こちらは攻撃を中心に戦術を組み立てさせてもらおう）

（ただしお前の間合いの外からな）

　レカンは地を蹴ってぶわりと後ろに跳んだ。鎧を着けているザイファドは、この動きにはついてこれない。

　もう一度大きく後ろに跳んだ。

「〈縮小ピルアー〉」

　レカンは〈ウォルカンの盾〉をしまい、左手を前に伸ばしてザイファドに向けた。

「〈炎槍〉！」

　赤い光こう芒ぼうがザイファドを襲う。とっさの反応で〈ウォルカンの盾〉でこれを受けたのは見事だ。

「〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！」

　息もつかせぬ〈炎槍〉の連発である。最初の三発は盾で受けたものの、あとは攻撃に合わせて盾の位置を調整するような余裕はなく、ただ頭部と胸部を盾で守り、鎧の防御力に頼って魔法攻撃に耐えるばかりだった。

「〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！」

　美しかった白銀の鎧の色はくすみ、細かな傷でよごれてきた。

「〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！」

　盾といわず、体といわず、魔法攻撃が襲い続ける。左手で魔法攻撃を続けながら、レカンは右手の〈ラスクの剣〉をしまい、〈アゴストの剣〉を取り出した。

　ザイファドの足元はふらついている。今や鎧のなかの体は至る所が傷つき焼けているだろう。

「〈炎槍〉！　〈炎槍〉！　〈炎槍〉！」

　魔法攻撃を中止し、〈アゴストの剣〉を両手で握りしめ振りかぶり、前方に駆け出した。すさまじい勢いで肉薄するレカンに、かろうじてザイファドは盾を構える。

「〈風よ〉！」

　強力な突風をザイファドが構える盾の裏側に起こした。たちまち盾は握力の弱ったザイファドの手を滑る。あわてて盾をつかみ直そうと前のめりになったザイファドの至近距離に、剣を振りかざしたレカンが迫っていた。それでも右手に持つ剣をレカンに向かって振った執念だけは褒められてよい。

　その攻撃が届くより早く、レカンが振り切った大剣は、〈ウォルカンの盾〉をはね飛ばし、ザイファドの兜をまともに横から打ち据えた。兜ははずれて跳ね飛んだ。

　どさりとザイファドは後ろに倒れた。

「勝負あり！　レカン殿の勝ち」

　倒れたザイファドに、レカンは歩み寄った。

「ザイファド。オレの勝ちだ」

　顔は血まみれで、鼻血がとくとくとあふれている。腕も足もだらりとして動かない。

「約束を守れ。スカラベルの旅行はなしだ」

「殺せ」

「お前を殺してオレに何の得があるんだ。約束を守れ。お前、騎士だろう」

「殺せ」

「おいおい。お互い条件をつけての恨みっこのない決闘だったろう」

「レカン殿」

　話しかけてきたのは神殿騎士デルスタンだ。

「うん？」

「スカラベル導師の旅は、王がお認めになったものなのです。勅命に従って宰相閣下は今回の準備をお命じになりました。ここへの道中、おもだった町には事務官を残してきています。もう王都付近の町では、街道の整備や宿泊所の改装が始まっているでしょう。この計画は中止できないのです」

「ということは、こいつ騎士のくせに、できもしない約束をしたのか？」

「そういうことになります」

　レカンはデルスタンをにらみ、書記次官をにらんだ。知っていながら決闘をやめさせなかったこの二人も同罪である。

「殺せ」

　ザイファドの声は、まるで哀願するような声だ。騎士は決闘に名誉をかける。名誉にかけて約束したことが守れないとなれば、死ぬしかない。ザイファドの無防備な頭の上に、レカンは右腕だけで〈アゴストの剣〉を振り上げた。

「ザイファド様！」

「ザイファド様！」

　二人の従騎士が駆け寄ろうとした。

「〈雷撃グィンバル〉！」

　左手を従騎士たちのほうに突き出して、レカンは魔法を放った。二人の体を取り巻いてばちばちと雷電が生じ、二人はばたりと倒れた。

　呼吸を整え直したレカンが、ザイファドの命を絶つため剣を振りおろそうとしたそのときである。

「レカン。そこまでにしときな」

　レカンは剣を止めて振り返った。

　そこにはシーラがいた。
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「〈創水〉〈回復〉」

　二十歩近く離れた場所でシーラが右手をかざして呪文を唱えると、ザイファドの顔の上に魔法純水が生成され、そこに〈回復〉が込められて、ゆっくりと顔をひたしていった。

　レカンは、あっ、と驚いた。魔法純水に〈回復〉を込めると、〈回復〉の効果を持つ魔法水となる。しかしちゃんと効果を保つのは一日ほどで、三日もすればほとんど効果はなくなる、と教わった。〈回復〉を使えるレカンにとって、この技術はあまり意味がないと、今まで思っていた。

　ところが今シーラがやってみせたような方法をとれば、ザイファドの頭部にずっと〈回復〉をかけ続けているようなものである。魔法水は頭から入り体にもしみこんで、細部までも治癒してゆくだろう。魔法水はポーションのように体にしみ込む性質があるのだ。

「〈回復〉」

　次にシーラは、ザイファドの全身に〈回復〉をかけた。魔法水にさらに効果を足したのだ。

　一級神官と三級神官たちが膝をついている。施療の術に長じた彼らには、今シーラがやってみせたことが、どれほどけた外れの技術であるかわかるのだ。

「アーマミール殿といったかねえ。スカラベルのやつの弟子なんだね」

「はい。お会いできて光栄に存じます、シーラ様」

「立ちな。そんな格好じゃ話せない。そっちの書記次官さんは、イェテリア殿といったかね」

「お初にお目にかかる。ザカ王国宰相府内務書記次官イェテリア・ワーズボーンである。貴殿が薬師シーラ殿であるか」

「今はそんな名前だったねえ。あんたもおいでな。応接室で話そうじゃないか」

　応接間のなかに入ったのは、シーラ、クリムス、テスラ隊長、それに文官二人とレカンの五人だ。王都側は、内務書記次官イェテリアと事務官二人、一級神官アーマミールと神殿騎士デルスタンの五人だ。あとからザイファドも入ってきた。

　相談はよどみなく進んだ。

　スカラベル導師は八の月三十日前後に王都を出発し、九の月十日から十五日ごろにヴォーカに到着する。薬師シーラは、スカラベル導師と面談する。たぶんね、とシーラは付け加えたが、一同はそれを聞かなかったことにしたようだ。ヴォーカ領主は、スカラベル導師とその身の回りの世話をする少人数が滞在できる宿泊所を新たに建築する。その費用として宰相府から白金貨二枚が支出される。

　また、領主館その他において宿泊させるべき人員が確認された。滞在費用は、すべて宰相府で支弁する。

　今回来た事務官二人がこの町にとどまって詳細を詰め、諸準備の手伝いをする。

　また、ヴォーカ領主は、バンタロイからヴォーカまでの街道の整備を行う。この費用として白金貨八枚が宰相府から支出される。

　バンタロイの近くでは街道はよく整備されているが、ヴォーカの近辺では街道とは名ばかりの悪路であり、そこが整備できることの価値は大きい。領主の顔は輝いていた。

　使者一行は、今夜は領主館に宿泊する。夜は晩餐会がある。シーラもレカンもそれに参加するよう強く要請されたが、断った。そんなめんどくさい場で食う料理がうまいわけがない。

　神殿騎士デルスタンが、シーラの家の場所を覚えておきたいと言ってきた。デルスタンは、スカラベル導師の旅にも随行するそうだ。

　シーラに聞くと、教えてやんなという返事だったので、連れていった。

　普通に道を歩くのではなく、塀と壁の上を跳び渡ったのだが、デルスタンは難なくレカンについてきた。重い鎧をまといながらこんなまねができるのだから、デルスタンの身の軽さはただごとでない。

　デルスタンは、薬草の知識があるようだ。なぜかというと、毒草畑をみて絶句していたからだ。

　ちょうどジェリコが畑の世話をしていた。危険な毒草が生い茂るなかで枯れ葉を拾い集め、枯れた枝をちぎり取って水をやるジェリコを、目をぱちぱちとしばたたかせながら、デルスタンはみていた。

「何者ですか」

「長腕猿ザンバルドゥだ。ジェリコという名だ」

「あんたたち。お茶を淹れるから、なかに入っといで」

「あれ？　シーラ師？　さっき私たちはシーラ師を領主館に残してここに来ましたよね？　あれ？」

「気にするな。なかに入ろう」

　スカラベルがこの町に来ることは、とめようがないようだ。となるといくつか問題がある。

　まず、スカラベルとやらの〈浄化〉をシーラにかけさせるわけにはいかないということだ。とはいえ、シーラ本人が会うことに同意したのだから、何か考えがあるはずだ。

　次に、百歳を超えるというスカラベルの師ということになると、シーラはいったい何歳なのかという問題が出てくる。長命種ではないかと疑われるだろうが、それはまずい。王都では長命種を目の仇にしているというし、神殿では長命種は悪魔か天使だと考えている。どちらだと判定されても、ろくなことにならない。本当は、長命種よりたちの悪い不死者なのだが。

　そして、今回の出来事で、シーラは周囲の注目を集めてしまうだろう。シーラのような立場の存在にとって、周囲の注目をあびることが最も怖い。注目をあびなければごまかせることも、注目をあびればごまかしにくい。

　だが、いよいよのところは、それほど心配することでもないのかもしれない。シーラはその気になれば、どこにでもひょいと逃げ出して、別の顔と名で暮らしていくことができる。ただレカンとしては、シーラの住むこの町が好きなのだ。

　そこが悩みどころなのである。
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　ユフの貴族家における結婚の儀式は、夜間、沈黙のうちに行われる。

　湖のほとりに立つルビアナフェルを、アシッドグレインが迎えに来た。花嫁衣装は簡素で粗末だ。ベールに包まれた顔は伏せたままである。手を引かれて小さな馬車に乗り、ルビアナフェルは夜の森を進んで行く。馬車を御するのはアシッドグレイン自身だ。

　馬車が止まった。シャドレスト家の祖先が眠る霊廟に着いたのだ。

　アシッドグレインに手を引かれて馬車を降り、顔を伏せたまま森厳な回廊を進む。回廊には一定間隔で灯籠がともされている。幻想的な光に導かれながら一番奥まった霊廟に着くと、二人はひざまずいてしばし祈念を込めた。そして今来た回廊を戻り、馬車に乗る。

　馬車は再び森を抜け、しばらく走ると突然目の前に巨大な建物が現れた。

〈白はく鳳おう宮きゅう〉である。

　ユフの君主が政務を執る宮殿であり、最も尊い場所だ。そのことは、ユフ神聖王国の時代から何も変わらない。

　普段であれば、たとえ真夜中でも兵士に守られている正門も、今は無人だ。馬車は正面入り口ではなく、大きく回り込んで、宮殿の裏側に入り込んでゆく。ぽつりぽつりと置かれた灯籠が指し示す順路をたどりながら。

　アシッドグレインにうながされて馬車を降り、手を引かれて着いたのは、途方もない広さを持つ調理場だ。その片隅にかまどがあり、水を張った小さな鍋が載せられている。その横には塩の壺が置かれている。かまどの前でアシッドグレインは立ち止まり、ルビアナフェルと向き合った。

「あなたにこの家の厨くりやをゆだねたい」

　ルビアナフェルは震える指でみずからの顔を覆うベールをたくし上げ、顔をさらした。そして顔を上げ、アシッドグレインをみた。

（なんてりりしいお顔）

　ぱちぱちと音を立てて燃える薪たきぎの炎に照らされた夫の顔は、神話時代の英雄のように端整で気品に満ちている。素朴な貫頭衣が逆に現世の毒々しさから離れた気高さを与えている。

「お預かりします」

　緊張のあまり、自分が発した声がひどくこわばっていたことに、ルビアナフェルは驚いた。いやな女だと思われはしなかったかと不安になったが、アシッドグレインはやわらかな笑みを返してくれた。

　ルビアナフェルは、塩の壺のふたを開けると、その白い指で塩をつまみ、そのひとつまみの塩を鍋に入れた。

　これで結婚の儀式は終了した。

　今この瞬間、ルビアナフェルはアシッドグレインの正せい妃ひとなったのである。

　たとえ今後何人の妃をアシッドグレインが迎えようと、ルビアナフェルが生きて〈北ほく神しんの御おん方かた〉の地位を保ち続けているかぎり、この儀式が行われることはない。

　ルビアナフェルの立場は唯一無二のものであり、〈北神の御方〉は一人しかいないのだ。

　そのあとアシッドグレインはルビアナフェルを北の塔にいざない、二人は褥しとねをともにした。

　翌日には親族と重臣による祝宴があり、ルビアナフェルは、覚えきれないほど大勢の人々にあいさつした。

　二人の暮らしは北の塔の一階で営まれる。五階には〈北神の御方〉の部屋があるが、これはルビアナフェルの私的な財産の置き場という意味が強く、実際の生活は一階で行われる。

　ザイドモールのような田舎でも、領主一家の生活の場は二階あるいは三階であったし、貴族は二階以上に住むものだとルビアナフェルは教わってきたから、ユフ侯爵家ほどの大たい家けが一階に住むことには驚かされた。

「御方様。ここはすでに地上ではありません。山の神ライコレスの懐であり、ユフの国はそもそも国全体が階上なのでございます」

　侍女クリーモナに聞いてみたところ、そういう答えが返ってきた。

「それに御方様。山の神ライコレスの恩おん寵ちょうを身に受けるには、足を山につけておかねばなりません。ですからこの国では、身分の高きかたがたも、地に足を下ろして日々の生活たつきを営まれるのです。この国に生きるとは、ライコレス神とともに生きるということなのです」

　それは素敵な考え方であり暮らし方だとルビアナフェルは思った。
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　結婚してからアシッドグレインは北の塔に住むようになった。家財というようなものはほとんどなく、書類ばかりがたくさん運び込まれた。

　日に一度は白鳳宮に出仕するし、会議があるときは白鳳宮に泊まり込むこともあるが、普段はほとんどの時間を北の塔で過ごす。

　そして部下たちがやってきて、アシッドグレインは北の塔で政務を執るのだ。

　北の塔は、食事も調度も使用人たちも、すべてルビアナフェルの管理下に置かれる。といっても細かなことは担当者にまかせ、大まかな方針を指示しておけばよく、気のついたところから徐々にルビアナフェルの流儀にそめてゆくよう、アシッドグレインには言われている。

　アシッドグレインという人は、十八歳という年に似つかわしくないほど威厳があり、引き締まった表情をしているので、北の塔の使用人たちは畏怖の表情で接している。

　ところがルビアナフェルは、ザイドモールからユフに向かう七十日の旅のなかで、騎士エストファリン・アンバーから、アシッドグレインの幼いころからの逸話を事細かに教えられている。

　泣き虫だったこと。

　母に甘えてばかりだったこと。

　虫を捕まえてきて育てるのが大好きで、名前を付けた虫は四百匹を超えること。

　木の実を集めて作った首飾りを母に贈ったとき器用さを褒められたため、自分は器用なたちだと信じるようになり、本当に器用になったこと。

　苦い野菜が嫌いなこと。

　幼いころ川でおぼれ、水が苦手になり、今でも泳げないこと。

　母が亡くなったときには、泣きながら北の塔の皿を壊して回り、使用人たちを困らせたこと。

　アシッドグレインの落ち着き払った顔をみていると、そうした逸話を思い出し、つい笑みがこぼれてしまうルビアナフェルだった。

　はじめは、こんな大家の正妃など務まるのかと不安だったが、とにかく無我夢中でやるべきことをやった。

　十四歳という年齢の持つ順応力はおそるべきもので、ほどなくルビアナフェルは、アシッドグレインの妻であり、シャドレスト家の女主人であるという立場を、ごく自然に受け入れた。

　もちろん白鳳宮には、領主であるパルクグレインがおり、パルクグレインには何人かの妃がいる。そのうち正妃に準じる位置にあるヴルナー妃が、領主妃としての役割を果たしてくれているので、ルビアナフェルは立場こそ〈北神の御方〉だが、実際には北の塔のことだけを考えていればよい。

　北の塔の各責任者たちは若い。これはルビアナフェルの輿入れを機に、一気に人事を刷新したからだ。

　アシッドグレインも結婚を機に新たな役職を得た。

　神聖なるユフ山のユフ迷宮から出る薬とポーションと魔石を管理する役職だ。

　三子爵のうち迷宮の管理を担当するサルジレイン・ルッカと、迷宮騎士団がアシッドグレインの指揮下に置かれた。

　アシッドグレインの側近たちも、北の塔に新たに置かれた家宰も、アシッドグレインとほぼ同年配だが、サルジレインの年齢はパルクグレインに近く、迷宮騎士団団長デュオ・バーンもアシッドグレインよりははるかに年上で経験豊富だ。

　アシッドグレインが側近たちと練った計画も、サルジレインとデュオにとっては穴だらけであるようで、なかなか厳しい指摘を受けている。

　それを受けてアシッドグレインと側近たちは、毎日のようにああでもないこうでもないと、北の塔の執務室で計画の練り直しをしている。彼らの食事や茶や菓子を手配するのはルビアナフェルの役目だ。重くて大きい椅い子すを、少しこぢんまりとして機能性の高いものに換えられないか家宰と相談して手配したところ、非常に評判がよかった。
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　はじめ十日に一度パルクグレインに〈回復キリーム〉をかけるようにと言われていたが、すぐに五日に一度と改められた。五日に一度パルクグレインは北の塔に足を運び、ルビアナフェルから〈回復〉を受ける。これは三度目には〈浄化フィーラ〉に改められた。準備詠唱は〈回復〉と同じでよいというのでそうしてみたら、一気に魔法の色が青くなった。

　ルビアナフェルは、アシッドグレインや側近たちにも、よく〈浄化〉をかけるようになった。自分にかけるときもある。マリンカやクリーモナにかけるときもある。

　そんなことを続けていたある日、神殿に呼び出され、神殿長の前で〈浄化〉を行った。

　この日ルビアナフェルは、ライコレス神殿から〈癒やしの巫女みこ〉に認定された。

　絶えて久しい巫女の復活である。大々的に披露されたわけではないが、噂うわさは次第に国中に広がり、民はみな期待に胸をふくらませた。

　果たしてこの年は大豊作となった。国中の諸所に巫女をたたえる声が響いた。
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「今の私の幸せは、〈狼石ギドラード〉のおかげよ。そうは思わなくて、マリンカ？」

「さようでございますね」

「クリーモナ。ある日ザイドモール領に、白炎狼のような冒険者が現れたの。しかも北の森の方角から現れて、私を襲った魔獣を斬り捨てたのよ」

「それがレカンというかたですか」

「そう。私は母様から譲り受けた〈覇王の守護石〉と、レカンが持っていたこの〈狼石〉を取り替えたの」

「その宝玉には何かの恩寵があるように感じます」

「ええ、ええ。素晴らしい恩寵よ。私は体が丈夫ではなく、何をしてもすぐに疲れたものだったけれど、〈狼石〉を身に着けるようになってからは、一日中動き回っても疲れなくなったわ。魔力もすぐ回復するようになり、ここに嫁いでくる道中にも、一日何度も何度も〈回復〉を使ったけれど、すぐに魔力は回復したわ。私の〈回復〉はどんどん上達していったのよ」

〈回復〉持ちは、あまり魔力量が多くないのが普通だ。そして一般には知られていないが、〈浄化〉持ちはさらに魔力量が少ないことが多い。魔法は使えば使うほど上達するものだが、魔力量が少なければ練習もままならない。

　ところがルビアナフェルはレカンから譲り受けた宝玉のおかげで、すぐに魔力が回復するようになり、常識では考えられないほど頻繁に〈回復〉を使うことができた。その結果、ルビアナフェルの〈回復〉は飛躍的に上達し、ついには〈浄化〉に目覚めたのである。

　それからはライコレス神殿の神殿長の指導を受けて、〈浄化〉に磨きをかけている。

　生活が落ち着いてくると、気になり始めたことがある。気にすればするほど心にかかり、そのままにしておけない思いがしてきた。

　そこでこの年も終わりに近づいたある日、ルビアナフェルは神殿長に悩みを打ち明けた。

「なるほど、なるほど。あなたはその素晴らしい宝玉を、レカンという〈落ち人〉から取り上げてしまったことを後悔し始めたのですな」

「はい、神殿長様。〈狼石〉は、レカンにとってなくてはならないものだったのかもしれません。レカンはこの宝玉を失ったために苦しんでいるのではないでしょうか。それを思うと私は自分が幸せであることが罪に思えるのです」

「レカンという〈落ち人〉が、おそらくは異世界から持ち込んだ宝玉が、あなたに祝福をもたらしたのですね」

「はい」

「そのことを、まず喜ぶべきでしょう。ライコレス神はあなたに肉体の健康と魔力の増大と、そして〈回復〉〈浄化〉という贈り物をくださった。それを喜び、味わい、そして無駄にせぬよう心がけることが、まず大事なのではありませんかな」

「はい。そのように心がけます」

「さて、それでは、その〈覇王の守護石〉は、〈落ち人〉レカンのもとで、今どのような働きを表しているでしょうかな」

「それは……わかりません」

「そうですね。わかりませんな。それは大きな働きを表しているかもしれないし、あまり働きを表していないかもしれない。それは今ここにいるあなたには知りようのないことです」

「はい」

「どちらであればいいと思いますか？」

「え」

「〈覇王の守護石〉がレカンに大きな祝福をもたらしていればいいと思いますか。それともそうでなければいいと思いますか」

「大きな祝福をもたらしてくれていればいいと思います」

「では、そう願いなされ」

「願うのですか」

「そうです。その〈狼石〉に向けて祈りを込め、ライコレス大神の祝福を乞い願うのです。〈落ち人〉レカンに幸いあれと。その〈狼石〉と〈覇王の守護石〉の縁えにしを通じ、あなたと〈落ち人〉レカンはつながっています。きっとあなたの祈りはレカンに届くでしょう」

　この日から、一日に一度、〈狼石〉に祈りを捧げるのがルビアナフェルの日課となった。
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　町がにぎわっている。

　領主クリムス・ウルバンは、〈薬聖〉スカラベル導師を迎えるための迎賓館建設をチェイニー商店に一任した。チェイニーは地元の職人たちを総動員し孫のウィニーを現場の責任者とすると、自身はバンタロイにおもむいて、取引先拡大や調度の調達にあたった。

　クリムスは、バンタロイ以北の街道整備という事業に、文字通り忙殺されている。石積み職人、石工、大工、人足などは、ヴォーカと近隣からとにかくかき集めて仕事をさせているが、橋を作る石積み職人だけは、バンタロイから呼ばざるを得ない。

　エダは金級冒険者となった。だが最近はまったく冒険者協会に顔を出さず、あちこちの家に招かれては、料理や裁縫を教わり、世間話に花を咲かせている。そして数日に一度、ノーマの往診に随行して〈回復キリーム〉をかける。夜寝る前には、レカンに〈浄化〉をかける。〈睡眠スパール〉と〈探知サンクマ〉にも磨きをかけている。そんな暮らしを、エダはひどく楽しんでいるようだ。

　レカンはといえば、毎日半日ほどはシーラの家にいて、魔法を教わっている。まず教わったのは、〈閃光リリオム〉だ。これはすぐに習得できた。これで光熱系魔法については卒業を言い渡された。

　次に教わったのは、〈隠蔽ニルズム〉である。これはレカンから頼み込んで教えてもらった。〈隠蔽〉は精神系魔法に近い特性をもっているということで、精神系魔法に適性がないレカンは習得にてこずった。

　八の月に入って、十日ほど薬草採取に行った。エダも一緒である。〈隠蔽〉を繰り返し練習したが、こつがつかめなかった。

　町に帰ると、領主から呼び出しがあった。

　領主の執務室には、クリムスと息子のアギトがいた。

「さて、レカン。事情をわかってもらうために、少々遠回りな話をしなければならん。この国は、もともと王家と南部の諸勢力が結びつくことによって生まれた。南部には大きな町が多く、それが大街道でむすばれ、非常に発展してきているのだ。それに対して、王都から北は小さな町が多く、つながりも弱く、ひどく発展が遅れている。北半分は、いわば放置されてきたわけだ。王都の目も手も届かないとなると、それぞれ勝手な動きをするようになる。それはしかたのないことだ。王都から物が来ないなら、身近な所同士で物のやり取りをするしかない。だから、王国の北半分には、いくつかの経済圏ができていった。この辺りでいうと、コグルスを中心として、近隣の町がまとまっている」

「コグルスには行ったことがある。確かに大きな町だ」

「行ったのか。ワシは自分の目でコグルスをみたことはない。とにかく、コグルスはこの辺りでは最大の勢力なのだ。近隣の町や村はコグルスの意向には従わないわけにいかない。コグルスは、自身のそういう立場を利用して、じわじわと勢力を広げておった。だから、コグルスからしたら、王都と北部をつなぐ道は狭いほうがいいのだ」

「レカン殿。今回ヴォーカまで街道が整備されることを知って、今まで付き合いのなかった近隣の領主がたから使いが次々に訪れております。領主がたは感じておられるのです。変化のきざしを」

「よくわからんな。今回スカラベルという一人の薬くす師しがシーラを訪ねるためだけに、大おお仰ぎょうな護衛を仕立てるばかりか、道まで整備するという。それもよくわからんが、周りの領主たちが騒ぐというのは、もっとわからん。関係ないだろう」

「確かに今回の街道整備それ自体は、そこまで大きな出来事ではない。白金貨八枚の予算と聞いて気が遠くなるような思いがしたが、実際に計画を立ててみると、白金貨八枚でできることは知れている。時間もないがな。たったひと月で街道の本格的な整備などできるものではない」

「それはそうだろうな」

「今度のことは、スカラベル導師の純粋な思いをお受けになって王陛下がお決めになったことだ。だが、それを宰相府は最大限に利用しようとしている。王国北東部の各領主たちに、王都の目はここまで届いているぞ、いつまでも勝手ができると思うなよと、宣言しているのだ」

「ほう。少しわかってきた」

「事務官お二方が最初におっしゃったのが、近隣の町から職人を集めよということだった」

「当たり前だろう」

「当たり前ではない。普通は計画を立て、必要な職種と人数を割り出し、材料の手配をして、人を集めるものだ。ところが具体的な計画は決まっていないのに人手を集めよとおっしゃる。内務書記次官様直々のご命令だというのだから逆らうわけにいかん。おっしゃる通りにした。お二方の添え書きが効いて、どこの領主も村長もすぐに職人と作業員を送ってくれたよ。そのあと何が起きたと思う？」

「わからん」

「コグルス領主がコグルスの近辺道路の整備のため職人を提供するよう、近隣の町や村に要求した。コグルス領主は邪魔に入ったのだ。人手を押さえてしまい、ワシが泣きつくのを待って、なにがしかの条件を飲ませるつもりだったのだろうな。だがやつが何を考えているか、何をするか、内務書記次官様はとっくにご承知だったわけだ。腕のいい職人の数は限られている。先にコグルスに押さえられたら工事は止まってしまっていた。もともとぎりぎりの時間しかないのにだ。こうなってくると、ぎりぎりの時間しかなかったのさえ、宰相府の計算のうちかとも思えてくる」

「なるほど、機先を制したんだな。工事の取り進めに何の問題もなくなったわけだ」

「いや、そうはいかん。むしろ今回のことにかぎっていえば、コグルスのことは小さい問題だ。大きな問題はバンタロイにある。バンタロイは大きな町だ。文化も花と咲き、あらゆる物品の品質は、コグルスより一段も二段も上だ。つまり、ヴォーカより二段も三段も、いや、もっと上だ。バンタロイとヴォーカをつなぐ街道を整備する主導権をヴォーカに取られて、バンタロイが面白く思うわけがない。ところが、今回のことは、バンタロイから大量の職人を出してもらわねば、どうにもならん。特に、大きな橋を補修できる職人はバンタロイにしかおらん。迎賓館の調度などでも協力を仰がねばならん。事務官がたも、このことはご心配でな。宰相府内務長官代理名で協力方指示書を出してもよいが、かえって反発する場合もあるというのだ。だがワシには成算があった。ワシは事務官がたに、お任せくだされと申し上げ、アギトを派遣した。どうなったと思う？」

「そんなこと、オレにはわからん」

「ははははは。エダが討ち取った盗賊の頭目は、まちがいなくバンタロイの金級冒険者だった。首をバンタロイの冒険者協会長と領主代理にみせて確認してもらったうえで、領主に献上してリットンは帰った。その時点では何のみかえりも求めずにな。それが生きた」

「レカン殿。私があちらの領主館に行くと、下へも置かぬもてなしぶりでした。ご領主みずからが応対してくださり、職人の派遣も二つ返事でご承知くださいました。しかも交通費はあちら持ちで。ほかにも何なりと協力すると仰せでした」

「それをご報告したときの、事務官がたのお顔をみせたかったよ。ははははは」

「父上のことをみる目が明らかにかわったのです」

「それはよかった。今忙しいだろうに、それを知らせるために、オレを呼んだのか？」

「あ、いや。そうではない。ここまでの話は、本題を話すために必要だったのだ」

「本題とは何だ」

「シーラ様の命が狙われている」




[image: ]




「シーラの命が狙われている、だと？」

「そうだ。今ワシのもとには、今までならとても集まらなかったような情報が、次々に飛び込んでいる。そのなかに、コグルスが、つまりザック・ザイカーズがシーラ様の暗殺をたくらんでいる、という情報があった。もしもシーラ様が殺されたら、ワシはスカラベル導師の師の命を守れなんだ無能領主ということになる。それは勅命を踏みにじり、勅命でなされた準備全部を無駄にすることだ。当然、この町を核とした周辺地域の発展などという夢物語は、消えてなくなる」

「そんな話があったのか」

「ありはしないよ。だが、そうなるかもしれんと皆が思えば似たことは起きてくるかもしれん。まあ、新たな産業や資源が湧いて出るわけではないから、発展はゆるやかなものでしかないだろうがな」

「しかし実際問題として、シーラが暗殺できるか？」

「いくら君やエダがついているといっても、シーラ様ご自身はか弱い老人でしかない。短剣一つで簡単に命は奪えるのだぞ」

（短剣一つで簡単に命は奪える、か）

（大笑いだな。こいつシーラをわかっていない）

「わかった。よく気をつけるように言っておく」

「わかっておらんではないか！　座れ！　あ、いたた」

「〈回復〉」

「らくになった。すまん。だが、何のために君を呼んだと思っているのだ」

「シーラが狙われているから気をつけるよう注意するためだろう」

「ちがう！　注意してさけられる暗殺なら、心配はしない」

「レカン殿。単刀直入に申します。今のシーラ様のお住まいでは、暗殺を防げません。防ぐための護衛を配することができません。領主館にお移りいただきます。そして常時守護隊兵士を張り付けます。信用のおける使用人以外部屋に近づけません」

「その部屋からシーラは自由に出入りして森に行ったりできるのか」

「できるわけがないだろう！　ふざけてるのか！　あ、いたた」

　今度は〈回復〉をかけてやらなかった。

「それでは護衛態勢を敷く意味がない」

「そんな不自由な生活をすることを、シーラが承諾するとは思えんがな」

「だから君に説得してもらいたいのだ。引き受けてくれるな」

「断る」

「なぜだ！」

「不可能だからだ」

「なに？」

「第一に、守ってくれるから領主の館に移れとシーラに言っても、移るわけがないとオレは思う。第二に、移っても、気が向けばどこにでも行く。それは誰にもとめられない」

「君なら説得できるんじゃないか？」

「みこみがあるとしたら、アギトが一対一でオレに勝つことより、少しむずかしいぐらいかな」

「だめではないか。それは、みこみがまったくないと言っているのと同じだ。だがどのみち、スカラベル導師がおいでになれば、シーラ様には迎賓館にお移りいただくことになる。少しばかり早く移っていただくことに、何の問題があるというのだ」

「何の話だ？」

「君はまさか、今のシーラ様のあばら屋に、スカラベル導師をご案内するつもりではあるまいな」

「あっちが来るんならとめはしない。歓迎はしないがな」

「人一人通るのもぎりぎりという場所だそうではないか。廃屋が立ち並ぶ区域の一番奥まった場所だ。治安上からも、あんな危険な場所に導師をお連れすることはできん。だいたい、あんなきたない場所をおみせできるわけがないだろう。当然、スカラベル導師がご滞在中は、シーラ様にも迎賓館にお泊まりいただく。その予定で間取りも決めたのだ」

「シーラの了解は得たか？」

「得るまでもない。当然のことだ」

「なら、オレに相談するまでもないだろう。あんたがシーラに言え。迎賓館に移るのが当然だとな」

「万一移っていただけないことでもあれば、すべてがむちゃくちゃになってしまう」

「オレは知らん」

　レカンはもう一度立ち上がった。

「レカン」

「何だ」

「わかった。シーラ様の家に続く道を拡張しよう。邪魔な建物は取り壊す。馬車が入れるようにな。住民はどこかに移す。それならいいんだな」

「知らん」

「なぜそこで知らんと言える」

「そんなことをしたら、あの場所はあの場所でなくなってしまう。それをシーラがどう思うか、オレは知らん。ただし」

「ただし？」

「家の庭をおおう薬草畑に道を通すなどと言われたら、たぶんシーラは激怒するんじゃないかな」

「父上、あの薬草畑をどうにかしないと、右側の細い通路を木の枝に引っかかれ、壁に押し付けられながら進むしかありません。スカラベル導師をあそこにご案内することはできないと思います」

　領主は両手で頭を抱えてうずくまった。

　レカンは領主館を去った。

　帰りの道々、レカンは考えた。シーラの暗殺などできるわけがないと思ったが、本当にシーラを暗殺する方法はないのだろうか。

　思いつかない。思いつかないが、暗殺の専門家が思いつかないとはかぎらない。

　それに、暗殺が成功しなければそれでいいとはいえない。むしろ失敗したときが問題だ。生きている人間ならどんな相手でも殺せるはずの手段がシーラには通じないなどということが知られてしまったら、どうなるか。それこそが本当の危機だ。

　この日、家に帰ったあと、〈生命感知〉を最大範囲で実行してみて驚いた。これまで〈生命感知〉の探索範囲は、半径千歩ほどだった。ところが今は、二千歩先の情報も鮮明にみえる。

　いつからこうだったのだろう。あのときにちがいない。ニーナエ迷宮での戦いで、能力が向上したのだ。

　レカンは〈生命感知〉に意識を集中した。四人の人間を示す赤い点が、シーラの家の周りを取り囲むように存在する。シーラの家の両隣は無人の廃屋であり、このような場所に人がいるはずはない。

「ちょっと出てくる」

　エダに言い置いて、レカンは家を飛び出した。が、レカンがシーラの家に着く前に、四つの赤い点はシーラの家から離れていった。レカンは家に戻り、夕食を食べ、〈浄化フィーラ〉を受けて寝た。
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　翌日は朝からシーラの家に押しかけ、〈隠蔽〉を習った。

　その翌日も同じことをした。夕方ごろ、やっと発動に成功した。

「あとは実地で練習を重ねるこったね」

「シーラ」

「何だい」

「一昨日、この家の周りに、四人の不審人物がいた」

「いたねえ」

「あんたにコグルスから暗殺者が差し向けられたという情報が、領主のもとに届いている」

「へえ？」

「ところで、スカラベルの師匠だということになると、あんたを長命種だと思うやつが出てくるだろうな」

「そのこと自体は、さほど問題じゃあない。確かに長命種は神殿から追い回され、王都じゃ嫌われてるけど、一方である種畏敬の対象でもある。長命種とわかってても、みてみぬふりをされることもある。ヤックルベンドがいい例さね。あれが長命種だなんてことは、王都の貴族どもも神殿もわかってる。けれど国への功績が大きすぎるし、トマト商会がなくなったら、王宮も困る。だからみんな、ヤックルベンドが長命種だなんて、決して口にしないのさ」

「なるほど。そういうことだったのか」

「大陸の歴史のなかで、何人も同じような例がある。実際、伝説的な英雄のうち、少なくない数が長命種なのさね。スカラベルのやつが長命種じゃないかって噂うわさが立ったこともあったみたいだよ」

「ほう？」

「まあとにかく、長命種が恐れられるのは、何をするかわからない怪物のような印象が皆の心にあるからなんだ。一定の場所で一定の仕事をして人や町の役に立つと思われていれば、そうそう表だって長命種扱いはされやしない。まあ神殿には気をつけないといけないけどね」

「ということは、シーラが長命種だと思われても問題はないということなのか」

「そうさ。ただし、あたしがスカラベルのやつみたいに、周りから持ち上げられるのにがまんできればの話だけどね」

　そんな扱いを、この自由人の老婆は決して喜ばないだろう。

（スカラベルとの対面が終わったあとシーラはこの町から消えるつもりなのかもしれんな）

（そのときオレはどうする？）

「ところでレカン、あたしの暗殺話だけどね」

「うん？」

「誰かが誰かの暗殺をたくらんでるなんて話はね。何かの偶然で漏れる話じゃないよ」

「なに？」

「漏れたんじゃないとすると、どうなるね？」

　レカンはしばし考えた。そして、シーラが言おうとしたことを理解した。

「そうか。そういうことか」

　習得した魔法がさっそく役に立ちそうだとレカンは思った。
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　その日も領主館は大いににぎわい、混乱していた。クリムスは次々に押し寄せる訪問者への対応に追われていた。アギトにはテスラ隊長をつけてバンタロイに送り出した。使える部下は、みんな何かの仕事を受け持ち、走り回っている。今や領主館は、工事関係者ばかりがあふれかえっている状況だ。

　今、クリムスは三人の商人を引き連れて迎賓館の建築現場に足を運んでいるところだ。一日に一度はここを訪れ、工事の進捗を自分の目で確かめないと、心が落ち着かないのだ。

　物陰から男が飛び出して来た。また嘆願かとそちらを振り向いたクリムスは、男の手に短剣が握られているのをみて、ぎょっとした。

　逃げなければならない。今は護衛さえいないのだ。ところが三人の商人が取り囲むように立っていて、逃げられない。

「〈火矢ベイアーツ〉！　〈雷撃グィンバル〉！」

　二本の〈火矢〉が刺客の男が持つ武器を吹き飛ばし、足元に着弾して男を転倒させた。

　クリムスを包囲した三人の男たちは〈雷撃〉をくらって気絶した。

「〈雷撃〉！」

　ほどよく加減された〈雷撃〉が、起き上がろうとした刺客の男を昏倒させた。

　庭に生えた大木の脇にレカンが立っている。

「〈雷撃〉！」

　レカンは少し離れた茂みのなかに潜んでいた五人目の不審者を気絶させた。

「やれやれ。やっと現れたか。この〈隠蔽〉という魔法は便利だが、こういう使い方をすれば、ひどく忍耐を要求されるな。もう二度とごめんだ」

「れ、レカン。いったい何が」

「暗殺だ。ただし狙われたのはシーラじゃない。あんただ」

「あっ。どこに行く、レカン！　ちょっと待ってくれ。話を聞かせてくれ」

「腹が減った」

「すぐに昼食を用意させる」

　レカンから説明を聞いたクリムスは愕然とした。

「それでは、噂を流したのは、コグルスだったというのか」

「そう考えるべきだというのが、シーラの考えのようだ」

「そうか。そういえば、外部に暗殺を依頼したわけではないのだ。ザック・ザイカーズは子飼いの部下に暗殺を命じたはずだ。それがよそに漏れるわけはなかった。そんなことに気づかなかったとは」

　敵の標的は、はじめからヴォーカ領主クリムス・ウルバンだったのだ。そしてわざとシーラが狙われているという情報を流した。スカラベル導師が会いにくるという重要人物をみすみす殺させるわけにはいかないから、当然手厚く護衛をつける。普通ならそうする。それによってクリムスの警護は手薄となり、暗殺の成功確率は高まる。そうザック・ザイカーズは考えたのだ。

　ところがシーラはあまりにも不便な場所に住んでいたし、クリムスの部下は出払ってしまい、護衛がつけられなかった。そこで刺客たちは陽動は諦あきらめ、本来の目的である領主の暗殺に取りかかった。

　レカンは領主館に張り込んで、敵がそろうのを待って倒したわけである。

「そうか。三日間もワシを守っていてくれたのか。考えてみれば、いくらなんでもシーラ様を狙うわけがなかった。王の勅許を得て宰相府が段取りをした計画が水の泡になるばかりか、スカラベル導師の師をみすみす殺されたことになるのだ。王陛下と宰相閣下の面目は丸つぶれだ」

「ザック・ザイカーズもただではすまんか」

「そうだ。ところが、ワシが暗殺された場合、暗殺だと公表するわけにはいかん。王陛下がご任命なされた領主が殺されたなどということになれば、陛下のご威信に傷がつくし、今回の計画の実施にも差し障りが起きる。病死扱いで後継者が認定され、計画は予定通り実施されただろう」

「それではザックにとって、あんたを暗殺する意味がない」

「あるとも。これは周辺の領主に対する強烈な警告だ。王国北東部では勝手なふるまいは許さないという警告だ。領主たちは震え上がるだろう。コグルスの機嫌をそこねては危険だとな」

「なるほど」

「それに、ワシさえいなくなれば、まだまだアギトではザックに対抗できん。結局ヴォーカはコグルスの言いなりになっていっただろうな」

「だが、王都も黙ってはいまい」

「そこが微妙なところではある。宰相府としては、王国のすみずみにまで王の権威を深く届かせたい。また、王国全体をより繁栄させたい。だが予算にも人手にも限りがあるなかで、今ただちにどの程度の力を王国北東部にそそげるか、またその必要があるかだ。今、中途半端に手を出せば、王国北東部に政治的混乱が起き、さらには反乱の危険すらあると考えたら、北東部の開発は延期するだろう。愉快には思わんだろうがな」

「そういうことか。つまりザックは宰相を牽制しようとしたんだな」

「そうだ。ワシを殺すことで自分の怒りを表現しようとした。それをみた宰相府が、手間と得られるものが引き合わないと判断すると読んだわけだ」

「ずいぶん危険な賭けのようにオレには思えるがな」

「危険だとも。だが、今は危険を冒す必要のある分岐点だと、ザックは考えたのだろうな。宰相府と周辺領主への恫喝がうまくいけば、整備された街道からうまみを吸い取ることもできたろうから、危険を冒す価値はあったんだろうな」

「だが、その賭けにザックは負けた」

「そうだ。しかも君が見張りの男も捕らえてくれたから、ザックが暗殺が失敗したことを知るのには、少し時間がかかるはずだ。とはいえ、やがて次の暗殺者が差し向けられるだろう。レカン、この町の金級冒険者である君に、依頼がある」

「聞くだけは聞いておこう」

「ワシの護衛をしてもらいたい」

「断る」

「どうしてだ！　君だって、やつらの思い通りに事が運ぶのはいやだろう。今回はワシを暗殺から救ってくれたではないか」

「成り行きでそうなっただけだ。あんたは王都の馬鹿どもの尻馬に乗って、シーラとオレに面倒事を運んできた人間だ。どうしてオレがあんたの心配をする必要がある？」

「面倒事とはなんだ！　これがどれほど名誉なことか、君はまったくわかっておらん！」

「あんたもゼプス・ゴンクールと同じだな」

「な、なに？」

「やつはエダをだまして魔道具で意識を奪い、屋敷に連れ去った。やつはオレの目の前でエダに言った。この屋敷にいれば、綺麗な服を着て、うまいものを食べて、幸せな暮らしができるとな。やつは思ってただろうよ。これはエダにとってこのうえなく名誉で光栄なことだとな」

「君はワシが、卑劣な誘拐犯と同じだというつもりか」

「逆に聞こう。あんたもゼプスも、相手の都合や気持ちを考えず、聞こうともせず、一方的に自分の立場や価値観を押し付けている。そして相手がそれに従うのが当然であると考えて疑いもしない。どこがちがう？」

　ここまで言うつもりは、レカンにはなかった。ヴォーカ領主クリムス・ウルバンという男を、レカンは多少は認めていた。今回の件でも、領主の喜びや奮闘は、それなりに理解し好ましくも思っていた。

　だが、シーラの心情を聞いてしまった今、レカンは理不尽さに怒りを感じていた。シーラはこの町で静かに目立たず暮らしていたかっただけなのだ。目立たない場所から人に奉仕し、人を救いながら、ひっそり生きていたかっただけなのだ。その平安が破られ、シーラはこの町に住むことを諦めつつある。そのことに対する怒りが、つい領主に対して厳しい言葉をはかせた。

　さすがにクリムスは憤怒を顔に浮かべた。だが意志の力で感情を抑え込み、努めて平静な声でレカンに訊いた。

「レカン。シーラ様の気持ちとは何だ。シーラ様は、何を願っておられるのだ」

「目立たず静かに人に煩わされず生きてゆきたい。それがシーラの願いだ」

「それは無理だ。スカラベル様のお言葉を聞いてわかったことだが、シーラ様の功績は大きすぎる。その知識と技術は偉大すぎる。ほうっておくことなどできようはずはない」

　次のひと言を言ってはいけないと、レカンは思った。これ以上のことを言えば、せっかくうまく築いてきたクリムスとの関係が壊れてしまう。それはわかっていた。わかっていたけれども、言葉は口からこぼれ出た。

「そうか。知識や技術を磨き、それによって世に奉仕して大きな功績を残した者は、世の権力者にしばられてもしかたがないと、あんたは言うんだな。それは、〈浄化〉の力を持つ者は、貴族に拉致され奴隷にされてもしかたがないというのと同じだ。シーラはヴォーカの発展のために犠牲になるべきだと、あんたは考えているんだな」

　これはほとんど言いがかりに近い。それはレカン自身わかっていたが、やり場のない怒りは、このようにでも表現するほかなかった。

「これだけは覚えておけ。あんたやスカラベルが、シーラにこれ以上不利益を与え、シーラの暮らしを踏みにじるようなまねをすれば、あんたもスカラベルも、オレの敵だ」

　言うべきではないことを言ってしまった。だが、はいてしまった言葉はなかったことにはできない。

　レカンは、後味の悪さをかみしめながら、領主館をあとにした。
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　翌日から、〈障壁オグディム〉の練習が始まった。

「これはあたしがあんたに教える最後の魔法になるよ」

「なに？」

「これ以上覚えても中途半端なことになる。今でも多すぎるくらいさ。習得した魔法を磨きな」

「〈脱水〉も教えてもらえるものだと思ったが」

「教えたげようと思ってたんだけどね。気が変わった」

「なぜだ」

「あんたが思ったより情の厚い人間だとわかったからさ」

「オレが、情の厚い人間だと？」

「あんたは〈脱水カシュート〉を覚えられるかもしれないけれど、〈脱水〉で人間を殺したあとの後味の悪さに耐えられない。〈脱水〉で人を殺すのは、戦いなんかじゃない。ただ殺すんだ。〈脱水〉の習得は諦めな。誰かが使ってきたときのために、そういう魔法があるってことだけ覚えとくんだ」

　レカンはいろいろと魔法の名を挙げていったが、どれも学ぶ必要はないとシーラは言い、その理由を説明した。納得できない部分もあったが、シーラにはレカンにこれ以上の魔法を教えるつもりがないということはよくわかった。

「そうか。そうすると、〈障壁〉が、いよいよ最後の魔法なんだな」

「あたしがあんたに直接教えるのはね」

「あの一覧表以外にも、魔法はたくさんあるという話だったな」

「山ほどあるよ。特に光熱系攻撃魔法は、いろんな変形があって、同じような魔法にちがう名前がついてたりするから、名前でいえば何百って数がある。けど基本になるものは、あの表に入ってる」

「〈水刃〉と〈氷弾〉は抜けていたぞ」

「それは悪かったよ。〈水刃〉は、うっかりしてた。〈氷弾〉は失伝してると思ってたんだ。復活してたんだねえ」

　シーラは〈障壁〉の伝授をもって、戦闘に役立つ魔法をレカンに仕込む総仕上げとするつもりだ。

　それは、別れの時が近づいていることを遠回しに告げるものでもある。

　この日、〈障壁〉の発動はしなかった。まったくこつがつかめない。

　家に帰って夕食をとっていると、領主からの使いが来た。明日来てほしいということだった。
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「やあ、レカン。よく来てくれた」

「ああ」

「君から言われたことをよく考えてみた。やはりシーラ様には、ワシが直接事情をお話しして、スカラベル導師のご滞在中、迎賓館にお越しいただくようお願いすべきだろう」

「ほう」

「了承していただけるかどうか、今はまだわからんが、了承していただけるものとして準備は進めなくてはならん」

「そうだろうな」

「シーラ様が迎賓館におられるあいだ、君には護衛兼付き人として領主館に滞在してもらいたい」

「なに？」

「本来なら、君にも迎賓館に宿泊してもらいたいところだが、王都から来られるという一級神官様でさえ、迎賓館には泊まれないのだ」

　急ごしらえの小さな迎賓館には、スカラベル導師とシーラの二人と側仕え以外の客は泊まれないのだ。安全確保のためでもある。

「オレが泊まる必要があるか？」

「シーラ様が何か用事があるかもしれない。家にある何かを持ってきてほしいとか、薬師同士の話のなかで何かの助手が必要になるとか、そういう場面はいくらでも考えられる。シーラ様の助手や下働きができて護衛ができるのは君しかいない。了承してくれるか」

「わかった」

「おお。それは助かる」

　正直、面倒だと思った。だが、もともと日中はシーラの様子をみに来るつもりだったし、それが通いではなく泊まりになるだけだ。クリムスには前回ひどい言葉を投げつけたのに、一歩引いた態度を示してくれた。ここは受けるしかない。

「夜になっても酒を飲んではいかん、などとは言わんだろうな？」

「おお。最高の酒を用意しておこう。役目に差し支えない範囲であれば、いくらでも飲んでくれ。その判断は君に任せる。つまみも用意する」

　このやりとりで、レカンの気持ちはすっきりした。これが領主の度量というものだとすれば、なるほどクリムスはひとかどの領主だ。

「さて、用意した部屋を一度みてもらおう。足りない物があれば言ってくれ。できるだけかなえる」

　庭に面した平屋建ての小さな建物に案内された。領主家の家族の住む棟と屋根続きだ。迎賓館の真後ろであり、何かあったときすぐに駆けつけられる。レカンにこの場所を任せるということは、領主として最大限の裁量でありレカンへの信頼の表明だ。

（信頼には信頼をもって応えよう）

（めんどくさいことだが護衛の役目はまっとうさせてもらう）

　ひねくれ者の狼にそう思わせたのだから、やはりクリムスは優れた領主だ。

　入った部屋は、大きな居間だった。立派なソファがある。書き物机もある。棚には高そうな酒も並んでいる。壁には武器掛けがいくつもあり、槍と戦斧がかかっているが、剣をかける場所は空けてある。

「ふむ。いい部屋だ」

「気に入ってくれたらうれしい。ああ、入りなさい」

　茶のワゴンを押した侍女を従えて、若い貴婦人が入ってきた。髪は桃色で、きらきらと輝きを放っている。スカートの裾を右手でつまんで持ち上げて左にひねり、左手を後ろに回し、すっと腰を落として淑女の礼をした。

「はじめまして。ヴォーカ領主クリムス・ウルバンの長女、スシャーナと申します」

　レカンのなかで、可憐な少女が淑女の礼をする姿は、懐かしいルビアナフェル姫との出会いと重なった。

　思わず立ち上がり、テーブルの横に出ると、右手を左胸に当て、左手は本来なら剣が吊ってある位置に当て、左足を半歩ひいてわずかに腰を曲げて一礼した。

「オレの名はレカン。冒険者だ」

　体軀雄大で野性味にあふれるレカンがみせた優雅な礼容には、神話的な美しさがあった。

　スシャーナは頰を染め、しばしうつむいた。

「驚いたな。レカンは、そんな礼式を心得ていたのか」

「礼をもって接せられれば礼をもって返すものだ」

　ということは、レカンの礼容を知らないクリムスは、レカンに礼をもって接したことがないということになる。

「これは手厳しい」

　クリムスは笑った。スシャーナもくすりと笑った。

　再びソファーに座ったレカンに、スシャーナはひときわ丁寧な礼容をとった。

「先だってはレカン様のお働きにより、命を救われました。そのお礼を、今日やっと申し上げることができます。あなたさまに九柱の大神様すべてのご祝福をお祈り申し上げますわ」

「命を救っただと？」

「チェイニーの護衛をして、〈神薬〉を無事届けてくれたではないか」

「ああ、あれか」

　そのとき、部屋の外から声をかけてきた者がいる。

「領主様、いらっしゃいますか」

「ああ、いるぞ。何かあったか」

「石工と大工たちが道でにらみ合いを始め、双方の職人が駆けつけて一触即発の状態です。至急、兵士の派遣が必要です」

「誰かいる者を差し向ければいいではないか」

「いないのです、誰も」

「誰も？」

「年配の冒険者が一人、事を収めようとしましたが、まったく相手にされていません。ですが兵士は誰も残っていないのです」

　領主の顔に、ひどく疲れ切った表情が浮かんだ。こうしたもめごとを数限りなくこなしてきているのだろう。

「オレが行ってきてやろう」

「レカン。行ってくれるか」

　レカンは立ち上がると、壁にかけておいた〈ラスクの剣〉を腰につり、服かけにかけた外套を羽織った。

　ドアの外には文官の男が立っている。

「場所を教えてくれ」

「はい。こちらです」
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「本当にお疲れさまでした」

　スシャーナ姫が、やわらかなタオルを差し出して、そう言った。

　大工と石工のにらみ合いを解決して領主館に帰ったレカンだったが、問題は次々と起こり、席の温まるいとまもなく、あちこちに走り回った。

　けんかの現場に行き両方の当事者を殴り倒し、事故現場に行き過失があった側に賠償の約束をさせ、怪我人がいれば〈回復〉をかけ、ついでに領主にも〈回復〉をかけ、動けなくなった荷車があれば持ち上げてやり、とにかくできることをした。

　スシャーナが差し出したタオルで汗を拭くと、棚の酒を取り出して銀のカップにそそぎ、くいと飲み干した。

「さて、リットンも帰って来たことだし、オレも家に帰る」

「え？　いえ、あの。夕食のご準備を」

　引き留めようとするスシャーナに別れを告げ、レカンは去った。早く帰って、エダの料理でゆっくり酒を飲みたかった。ここのところ、料理の種類がぐんと増えた。家庭におけるエダの各種能力は順調に向上している。

　翌日は朝から昼過ぎまでシーラのもとで〈障壁〉を練習した。できそうになく、どうやったらできるのかわからないことに集中し続けるのは、非常に疲れる作業である。

　くたくたになったレカンは、ノーマの施療所を訪れた。

「なんだって。領主のご令嬢が、直接君に茶を淹れて出したっていうのかい？」

「ああ。感謝のしるしだろうな」

「レカン。君が泊まるようにいわれたその部屋の横に、女性の部屋がなかったかい」

「そういえば化粧台のある部屋が隣にあった。その奥には使用人の部屋もあったな」

「レカン」

「うん？」

「このままその離れに泊まり込むと、スシャーナ姫と君との通い婚が成立してしまう」

「いったい何の話だ」

「スシャーナ姫は、みずから茶を淹れ、君に出したんだったね」

「ああ」

「貴族の令嬢は、客に自分で茶を出したりしない。それは侍女の仕事だ」

「少し奇妙だとは思った」

「出すとすれば、相手を家族だとみなしているときだけだ。この家族というのは、ごく親しい家族という意味だよ。しかもその部屋の造りは、明らかに通い婚用に改装されているね」

「オレは、はめられたのか？」

「そうではないと思う。愛娘を差し出すぐらいに、レカンを信頼し期待してるんだ。領主が目下の人間に自分の娘を与えるというのは、最大最高の褒美だ」

「娘本人が納得しなくてもか？」

「レカン。君は自分の価値観を押し付けてるよ」

「なにっ」

「これが領主様にとっては最大限の贈り物だということは理解しなければならない。君がそれを喜ぶかどうかは別にしてね。そして高位貴族の娘は、自分の価値や役目というものを、小さいときから驚くほどしっかりと知っているものなんだ。それに君は強制されているわけではない。やんわりと申し出を受けているにすぎない。これを本当の通い婚にしたくなければ、もうその部屋に行かなければいい」

「スカラベルが来たとき、領主館に泊まり込むと約束した。泊まらないわけにはいかん」

「エダを連れていったらどうかな」

「なに？」

「君が夜も領主館に泊まり込むのは、シーラさんの護衛兼付き人兼助手だと言っていたね。女性の付き人は女性でなくては務まらないよ。そしてエダは、シーラさんの弟子にして、この町で最高の〈回復〉使いだ。金級冒険者でもある。もしかすると、君よりその役目に向いている」

「なるほど。確かに」

「領主様にこう言うんだ。役目を果たすためにはエダが必要なので、自分の部屋の隣をエダが使えるようにしてほしいとね」

「そうだな。そうさせてもらおう。助かった。だが、泊まり込むのはエダだけじゃない。あんたもだ」

「えっ？」

「助手として泊まり込めば、スカラベルの姿を間近にみることができるし、話もできるかもしれん。わざをふるうのを目にすることもできるかもしれんぞ」

〈薬聖〉がこの町にやって来ると知ったとき、ノーマはひどく興奮していた。ノーマはスカラベルを深く尊敬しているのだ。

「そんな。私なんかが」

「あんた以上の施療師は、この町にいない。そしてあんたは以前からシーラの友人で、シーラも一目置く知識と技術の持ち主だ。あんたこそ、シーラの助手にふさわしい」
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「ふむ。エダとノーマを助手兼付き人にするというのか。だが付き人はこちらでも用意するぞ」

「そいつらは、シーラのために茶を淹れるだろうか」

「もちろん、茶の淹れ方のうまい者を手配している」

「シーラは人が淹れた茶は飲まん。自分で淹れるんだ」

「なに」

「それとな。シーラは人にさわられるのが大嫌いだ」

　シーラの実体は十八歳の若さだ。さわったらそれがわかってしまう。

「なにっ」

「無理やりさわろうものなら、激怒して飛び出して、二度とここには戻らないだろう」

「何ということだ。そこまで変わったおかただったとは」

「普通じゃないやつだから、普通のやつができないことができるんだ」

「なるほどな。そういうものだろうな」

「だから、身の回りのことを直接するのは、エダかノーマでないと無理なんだ」

「しかたがない。まあ、エダは確かにこの町最高の〈回復〉使いだし、ノーマという施療師が優れた能力を持っていることも知っている。シーラ様の知己だとは知らなかったがな」

「オレとエダが、〈回復〉の使い方を学ぶために研修先にノーマのところを選んだのはシーラだったんだ。それだけシーラはノーマを信頼しているし尊敬している」

「ああ、そうだったのか。それでエダはノーマのところで施療にあたるようになったんだな。なるほど」

　クリムスは、ため息をついた。

「スシャーナは、君のお気に召さなかったか」

「あんたがオレを高く評価し、最も手厚く遇してくれようとしたことには感謝している。だが、冒険者の生き方はちがう。オレは縛られることが何より嫌いなんだ。無礼になるようなら、許してくれ」

「ははは。君にそう言わせただけでも意味があったよ。ただな。スシャーナは泣くだろうな」

「なに」

「今回のことを言い出したのは、スシャーナなのだ」

「何だと」

「苦しんでいる自分を助けに天から差し向けられた〈翼ある馬に乗った騎士〉が君だったのだ。以来あこがれをつのらせておったのだよ」

「よくわからんが」

「乙女の夢だよ」

「小さな女の子からみれば、オレの姿や顔は、相当怖いはずだがな」

「大きな男からみても怖いよ」

「ここは笑うところなのか？」

「笑うともっと怖いがね。スシャーナは自分でチェイニーに礼を言いたがった。するとチェイニーは、今度のことは大神のお導きだといい、まるで天からつかわされた騎士としか思えない冒険者の活躍を語ったのだ。その冒険者は、百匹の魔獣をあっさりと斬り捨て、不思議な武器を持った四人の刺客を察知し一人で倒し、最後には味方に裏切られて卑怯なだまし討ちで倒れながらも不屈の闘志でよみがえり、相手の武器をたたき落として勝利をもたらした」

「ほう。すごいやつだな」

「スシャーナは、君を不世出の英雄だと思い込んだ。実際、君はすごいやつだ。ワシはそれを知るのにずいぶんかかってしまった。ある意味、スシャーナの思い込みこそが正しかったのだ。だがワシは、むしろチェイニーに感心した。あの場面で〈神薬〉を手に入れ、君という鬼札を引き当てた運の強さにな。だからザックをこの町から排除する決心がついた」

「あんたはチェイニーに賭けたわけか」

「そうだ。それとザックの年齢にな」

「なに？」

「刺客と裏切り者で荷を奪おうとしたり、強力な冒険者を三人も雇って迷宮品を奪おうとしたりするのは、いくらなんでもあからさますぎる。実際、失敗して陰謀が露見し、やつとやつの店はこの町から出て行かざるを得なかった。あれは高齢であるがゆえの焦りだと、ワシは思う。もう少し耐えれば、やつは死ぬ。それからが本当の勝負だ」

「ふむ」

「昨日、シーラ様のお宅に伺った」

　とすると、レカンが帰ったあとだ。

「スカラベル導師のご滞在中は、どうか迎賓館にご宿泊願いたいと、頭を下げた」

「どういう返事だった」

「ご了承いただいた。この町にもずいぶん世話になったから、今度だけはあんたの顔を立ててあげるよ。そうおっしゃった」

（やっぱりシーラは。このことが終わったら町から消える気だな）

「やっぱり直接足を運んだのがよかったのだろうか」

「そうだろうな」

「これで最大の懸案が解決した」

「だから今日は顔色がいいのか」

「そうかもしれん」
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　来る日も来る日も〈障壁〉の練習を繰り返した。しかし発動しなかった。

　九の月に入って、突然シーラが宣言した。

「薬草採取に行くよ」

「シーラ、そろそろスカラベルが来る。もう王都から半分ぐらいの所まで来ているはずだ」

「大丈夫だよ。今回採取する薬草は、一種類だけさね」

「一種類？」

「ターゴ草さ。魔力回復薬の作り方を教えてあげるよ」

　レカンとニケの姿になったシーラは、二泊の採取旅行でたっぷりのターゴ草を採取して、ヴォーカに戻った。

「さてと。ほんとはこれを十日ばかり干しておくのがいいんだけど、ちょっと今回は時間がないので魔法でまにあわせとく」

　ターゴ草を机の上に広げると、シーラは両手をかざして魔力を流し込み始めた。

　四半刻もたたないうちに、ターゴ草は、ほどよく乾燥させたかのような状態になった。

「さあ、これから魔力回復薬を作る。まずは普通の作り方だ。鍋で二回作るよ。一回目はあたしが作ってみせるから、あんたはそばでみているんだ。二回目はあたしは口も手も出さない。あんたが一人で作るんだ」

　今までシーラのもとで研鑽を積んできたレカンにとって、調薬の手順そのものは複雑ではなかった。ただ、二つの触媒を加減して主材料に副材料が溶け込んでゆくバランスを制御するのがむずかしく思えた。

　シーラの手本をみたあと、レカンは調薬に挑戦した。

「よし。よくできたじゃないか。褒めてあげるよ。薬草を使って薬を作るときにはね、やたら高い薬効を目指しちゃあだめだ。ほどのよさがいる。薬草に無理をさせちゃいけないんだ。無理はさせず、その薬草の最高の薬効を引き出す、そこに調薬の極意があるんだよ」

〈障壁〉の練習もしたが、依然として発動の気配はなかった。

　翌日は、魔力回復薬の特別な調薬のしかたを教わった。夜遅くになって、やっと合格を言い渡された。

　帰ろうとすると、ドアに手紙が貼ってあった。地下室での調薬に集中して来客に気づかなかったようだ。

　手紙は領主からで、スカラベルが二日後に到着する予定だという早馬がバンタロイから来たという内容だった。だから明日のうちに、シーラとレカンとエダとノーマは、領主館に入ってほしいというのだ。

　翌日、四人は領主館の離れに移った。シーラは庭でレカンへの〈障壁〉の特訓を行った。

　この日の夕食後の特訓で、ついに〈障壁〉が発動した。

　翌日は一日中、〈障壁〉の制御を教わった。一度発動すると、あとは簡単で、教われば教わるほど、高度な使い方を学習することができた。最後に、対物理用の〈障壁〉の使い方を伝授された。

「レカン。おめでとうさん。これであんたは卒業だよ。調薬も魔法もね。あたしの長い人生のなかで、この二つを同時に習得して、しかも卒業までいった弟子は一人もいない。あんたはあたしの自慢の弟子だよ」

「シーラ。世話になった。あんたに会えた幸運を、オレは神々に感謝している」

　いつのまにかエダとノーマが庭に出て、レカンたちの様子をみていた。

　明日、九の月八日、いよいよ〈薬聖〉がやって来る。
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　空は晴れ渡り、青く透き通っている。ほかの季節にはみられない深みのある青さだ。

　町の家々には〈薬聖〉歓迎の気持ちを表す飾り付けがほどこされ、人々はこの生きた神と呼ばれる老薬くす師しを一目みようと、西門から領主宅へ続く道の両側を埋め尽くした。

　人々が騒ぎ立てる声が聞こえてきた。いよいよ薬聖訪問団が町に到着したのだ。

　薬聖訪問団の陣容は、馬車十一台、騎馬十三騎、徒歩十九人である。人数でいえば、人が八十五人で、馬が三十五頭だ。領主館だけでは収まらないので、各貴族家も訪問団の宿泊を受け持つ。

　騎馬三騎が馬車を先導している。その先頭の一騎が領主館の門内に入ってきた。

　わああっと歓声があがる。

　玄関ホールで主賓たちを出迎えたのは、領主夫妻のほかに、領主の長男、次男、三男、長女、次女、執事、それに貴族家当主四人、ケレス神殿長と副神殿長、チェイニーと冒険者協会長ゼンキスだ。

「シーラ様、介添え様がた。ご移動をお願いいたします」

　呼び出しを受け、レカンたちは離れから出発して控えの間にむかう。レカンはいつも通り、〈貴王熊〉の外套をまとっている。領主は、よそいきの格好をしてくれと懇願したが、これは騎士の鎧と同じで護衛としての正装だと言ってレカンは譲らなかった。ノーマは、すっきりした白基調の施療師服に、紺色が混じる黒色の上質な上着を着ている。エダは、妙にかわいらしい服を着ている。ニーナエで買ったものらしい。

　控えの間に到着する。この部屋からは、廊下を通らず直接応接室に入ることができる。

「薬師シーラ様、ご入室でございます」

　レカンが先頭を進む。シーラが、そしてエダとノーマがあとに続く。

　応接室では、訪問団の主だった人々三十一人が並んでいる。

　それなりに広い応接間だが、さすがにこれだけの人が入ると、上座の空間はあまり広くない。

　シーラが中央まで進んで立ち止まり、下座のほうを向くと、訪問団の一番前にいた老人がひざまずいた。

「師よ。再びお会いすることができ、このスカラベル、至上の喜びを感じております。ああ、師よ。師よ。なんと、なんとお懐かしい！」

「おやおや。いつのまに、そんな大おお仰ぎょうな言葉遣いを覚えたのかねえ。まあ、久しぶりだ。あたしも会えてうれしいよ。ぼうや」

　やがてしずかな嗚咽が聞こえた。スカラベルが泣いているのだ。

「泣いているのかい。相変わらず泣き虫だねえ」

　そう言いながら、シーラはスカラベルの髪のない頭頂に手を置いて、やさしくなでた。

「ぶ、無礼な！　ただちにその手を離しなさい！」

　最前列に立っている初老の女のきいきいした声が、部屋に響いた。

「マルリア殿」

　小さな声で、初老の女神官を、横に立つ神官がなだめている。アーマミール一級神官だ。

「あ、あのような、あのような冒ぼう瀆とく的なことを、導師のお弟子であるあなたは許せるのですか！」

　アーマミール神官は女神官を身ぶりでいさめている。

　やがてスカラベルが起き上がった。

「師よ。後ろの者たちをご紹介させていただきましょう。護衛と各神殿派遣の神官以外は、わたしの弟子です。あなたさまのお志を継ぐ者たちです」

　領主家の執事が一礼して、来訪者たちの名を読み上げていった。

「エレクス神殿一級神官アーマミール・タランス殿」

「エレクス神殿三級神官コトジア殿」

「ケレス神殿総神殿副神殿長マルリア・フォートス殿」

　ほかに各神殿から派遣された神官薬師七名の名が読み上げられ、続いてスカラベルの弟子十二名の名が読み上げられた。

　そのあとに、護衛の紹介が続いた。

「王国騎士団副団長ネイサン・アスペル殿」

「王国騎士団第四隊隊長キャズル・ボルエンティン殿」

「王国騎士団第四隊副隊長ケラー・ニムス殿」

「王国魔法士団副団長ローラン・バトー殿」

「王国魔法士団団員ヘズデモス殿」

「王国魔法士団団員マンカラ殿」

「神殿騎士デルスタン・バルモア殿」

「神殿騎士ザハド・エチカ殿」

　このほかに訪問団には神官見習い、従騎士、従者、事務官などがいるが、この部屋には入っていない。

　訪問団側の紹介が終わると執事は一礼し、次にシーラの介添え三人を紹介した。

「薬師レカン殿」

「施療師ノーマ殿」

「施療師エダ殿」

　ノーマの名が読み上げられたとき、アーマミール神官の顔に一瞬驚きのようなものが浮かんだのを、レカンはみのがさなかった。

「以上をもちまして、スカラベル様のご随行と、シーラ様のご介添えのかたがたの紹介を終えさせていただきます」

　執事がたんたんと言葉を続ける。

「スカラベル様とシーラ様には、迎賓館にお移りいただきます。同席なさるのは、双方三名ずつで、その他記録係の薬師が二名入室いたします。護衛のかたがたは入室できません。ご随行のかたがたには別室でお茶を用意いたしております」

　執事が深く礼をし、ドアが広く開かれた。執事のうながしにより、スカラベルとシーラが移動を始めようとしたとき、またもきんきん声が響いた。

「お待ちください！　これから行われるのは、スカラベル導師とその師の歴史的対談！　わたくしと各神殿の薬師たちは、それをみとどける義務があります。迎賓館などでなく、もっと大きな部屋に会場を替えるよう、要求いたします！」

　この要求は、ヴォーカ領主クリムス・ウルバンに投げつけられたものだ。

　クリムスは、優雅に腰を折ると、頭を下げたまま言葉を発した。

「マルリア・フォートス様。お言葉、確かに拝聴いたしました。しかしながら、迎賓館の間取りも、双方の随伴者の人数も、宰相閣下のご指示に基づき打ち合わせを行って定められたものでございます。導師様のご意向とご体調も斟しん酌しゃくされてのことかと拝察いたします。導師様のご随伴がどのように選ばれたかは、当方のうかがい知ることのできないところでございます」

「それは、導師の師なるかたがほんとうにおられるのかどうかもわからぬときに立てられた計画！　だから現場の責任者であるあなたに、修正を求めているのです！」

　スカラベルが振り返ってマルリアをみた。

「マルリア殿。あなたがこの一行に加わりたいと申し出たとき、わたしは言うたなあ。シーラ様とわたしとの語らいの邪魔だけは、決してしてくださるなと」

「誓って誰にも邪魔させません！　ですからわたくしを同席させてください！　後生ですから！」

「この老い先短い年寄りの最後の幸せを、静かにみまもってはもらえんかのう」

「でも！　でも！」

　泣いて首を振るマルリアを、同じような意匠の神官服を着た女性がなだめた。

　執事の先導に従い、スカラベルはシーラを促して応接室を出てゆき、レカンはそのあとに続いた。
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　迎賓館の談話室に入り、ドアがしめられると、レカンはほっと息をついた。

　レカンが恐れていたのは、シーラの擬態がみぬかれることである。外見をごまかしていること自体は、べつに批判されることではない。問題は、肉体年齢が十八歳であるという事態の異常さだ。たぶんこれは、長命種だとしてもあり得ないことで、シーラが人間ではないことが露見してしまうかもしれない。だから魔法使い三人がシーラに向ける視線が不安でしかたなかったが、彼らは迎賓館には入ってこなかった。

　談話室では、上座の中央にシーラが座り、ドア側の隣にレカンが、反対側にエダとノーマが座った。

　下座の中央にスカラベルが座り、ドア側の隣にエレクス神殿の女性神官コトジアが、反対側にアーマミール神官と、カーウィンとかいう名の薬師が座った。アーマミールとコトジアはスカラベルの弟子のなかで長老格、カーウィンは若手で素晴らしい才能の持ち主で、スカラベルの身の回りの世話をしているのだという。

　シーラがレカンのことを、調薬と魔法の弟子で、両方を習得して卒業した男だと紹介したときは、驚きの声があがった。

「わたしは何とか卒業を許していただけたが、ワインゲムとロキシマムは、卒業のお墨付きには至らなんだ。レカン殿はまさに師の高弟のお一人なのじゃなあ」

「あなたはオレの兄弟子なんだな。お会いできてうれしく思う」

「はっはっはっ。わたしこそうれしい。師の周りで新たな力ある薬師が育っておったと知って、まことにうれしい」

　メイドがワゴンを押して入室してきた。茶の道具が載っている。シーラが席を立って、茶を淹れ始めた。アーマミールとコトジアとカーウィンは、あっという顔をしたが、スカラベルはにこにこほほ笑みながら、シーラが茶を淹れる様子をみまもっている。

　アーマミールがノーマに話しかけてきた。

「失礼だが、ノーマ殿とおっしゃったの」

「はい」

「わしの勘違いであればお許し願わねばならんが、サースフリー・ワズロフ殿につき、何かご存じではいらっしゃらんか」

「サースフリーは私の父です。しかし父はワズロフ家の名を名乗ることを許されておりませんでした」

「なにっ。お父上とな。そうか。そうじゃったのか」

「父がどうかいたしましたか」

「『臓ぞう腑ふ機能研究』『薬草学序論』という書物をご存じかのう」

「それは父が書いた本です。どうしてアーマミール様がご存じなのですか」

「この二つの書物が王都のケレス神殿総神殿に献納されたことはご存じかの」

「いえ。はじめて知りました」

「浄書したのはワズロフ家の筆写師で、献本なさったのはゴドフリー・ワズロフ前侯爵じゃ」

「えっ？」

「素晴らしい研究じゃ。わしはケレス神殿総神殿に頼み込んで写本を作らせてもらった。何度も読んだが、この研究家の別の著書はないものかと、ついにマシャジャインを訪問した。前侯爵は、あれは弟のサースフリーが書いたものです、しかしサースフリーは死んでしまった。ほかの研究については当家ではわからない。ヴォーカの町のノーマという施療師ならわかるだろう。そうおっしゃったのじゃ」

「前侯爵が父のことを弟と呼んだのですか」

「茶を飲みながら続きを話しな」

「あ、ありがとうございます」

「これはこれは。シーラ様。恐れ入ります」

「ノーマのお父上の著書がケレス神殿総神殿にねえ」

「さようでございますのじゃ、シーラ様。ケレス神殿総神殿は、薬草と施療の研究に関しては王都一の権威があります。ところが二書の研究があまりに優れていたので、秘匿されてしまい、ごく一部の者しかみることができませなんだのですじゃ」

「あの二書には、わたしも学ぶところが多かった。そうか。あなたの父上があの研究をなされたのか」

「スカラベル導師にそのようにおっしゃっていただき、父も冥めい神しんのふところで喜んでいることでしょう」

「それでノーマ殿。お父上のほかのご著作などは残っておらんじゃろうかなあ」

「山ほどあります、アーマミール様。『臓腑機能研究』『薬草学序論』には、それぞれ補論を書いています。また、『薬草学序論』で概説した内容を詳しく記した『薬草学本論』という本があります。これは生前には第五巻までしか執筆できませんでしたが、残されたメモなどを頼りに、僭越ながら私が完成させました」

「おおお」

「そのほか、研究論文としてまとまったものが十冊前後、小論や研究ノートは百近くあると思います」

「なんと、なんということじゃ。それをみせていただくことはかなうじゃろうか」

「もちろん歓迎いたします。お貸しすることはできませんが、筆写師を差し向けてくだされば、お写しくださっても結構です」

「ぜひそうさせていただきたい。ああ、サースフリー殿の研究が読めるとは。このヴォーカという地は薬神のご加護を受けてでもおるのかのう」

「さて、アーマミールよ。あれを出してくれるかのう」

「は。ただ今」

　アーマミール神官が、後ろに立っている若い薬師に合図をすると、その薬師は立派な革張りの綴じ込みを手渡した。アーマミールはそれを受け取り、シーラの前に差し出した。

「師よ。この名簿をご受納くだされ。これは、わが弟子やその弟子たちの名と、どこで何をしておるかが記してございます。あなたの孫弟子、ひ孫弟子らの名簿にござります」

　シーラの知識と技術が国々の諸所に伝わり、人々を助けている、その証しのようなものなのだろう。シーラはぱらぱらと名簿をめくると、それをレカンに手渡した。レカンはその名簿を〈収納〉にしまった。

「ずいぶんたくさんの薬師が生まれたんだねえ。あんたもよく頑張ったんだねえ」

「師よ。すべてはあなたさまのご功績です。これを、ごらんいただけましょうや」

　スカラベルは懐から小さく折りたたまれた布を取り出して開いた。

　そこには丸薬が一個載っていた。体力回復薬だな、とレカンはみたてた。

　シーラはそれを受け取り、目に近づけて、しげしげとみている。

「ううーん。見事だねえ。これだと四日か五日は薬効が続くんじゃないかい。それに、薬効が高すぎないのもいい。これなら老いて体力の弱った人でも、飲んで負担を感じることはないだろうさ。スカラベル。よくここまで研鑽したね」

「はっ」

「何より、手に入りやすい薬草ばっかり使ってるのがいいねえ。製法も、これならあんまり精度がいらない。誰でも勉強すれば作れる薬だね。なるほど。これがぼうやが目指した道なんだね」

「ああ。そのようにおっしゃっていただければ、このスカラベル、これまでの苦心がすべて報われる思いがいたします」

「その大仰なしゃべり方をやめな」

　かりかりと、後ろに立つ二人の若い記録係の薬師がペンを走らせる。立ったまま、手に持った板に載せた紙にメモをとっている。この部屋での会話をすべて記録するつもりのようだ。ヘレスが使っていたのと同じ、インクを付けずに書ける不思議なペンだ。

「では師よ、私からの贈り物を受けていただけますか？」

「ああ、〈浄化フィーラ〉かい？　まあせっかくだから、受けるだけ受けさせてもらおうかね」

　レカンは、ぎょっとした。

　シーラはまともに〈浄化〉を受けるつもりだ。まともに受ければ消滅してしまう。何しろシーラは不死者なのだ。この世の摂理に反する存在なのだ。ほかには弱点のないシーラだが、〈浄化〉だけはだめなはずだ。レカンの心配をよそに、スカラベルはすうっと立ち上がって、杖つえを出した。シーラは悠然とソファーに座っている。

　スカラベルが杖を構えた。
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「〈浄化〉」

　スカラベルの〈浄化〉は、青色というより、青みがかった白銀色をしていた。

　杖の先に、ふわりと浮かび出た光沢のある光球は、たちまちレカンの肩幅ほどにふくれあがり、シーラの上半身をおおった。

　レカンは、いても立ってもいられないような気持ちを味わっていた。もしも〈浄化〉がはじかれたり無効化されたりすれば、この老薬師は、たちどころにみてとるだろう。あるいは、〈浄化〉が癒やしの効果でなく破壊の効果をわずかでも表したとき、この老人がみのがすはずはない。そうすれば、〈浄化〉で傷つくシーラとは何者かということになる。それは破滅のはじまりだ。

　青みを帯びた白銀の光球は、ゆっくりと下のほうに降りてゆき、シーラの体をじっくりとひたしている。弟子たちも、食い入るように師のわざの効果をみまもっている。その視線がレカンには痛かった。この弟子たちもまた、この国のなかでシーラにとって最も危険な人物たちだ。

　それにしても、スカラベルの〈浄化〉はすさまじい。その魔力の練られ方と濃密さは、やはりエダとは数段ちがう。

　やがて光球は足元におよび、そして静かに消えていった。スカラベルは杖をしまった。その目は鋭さを失い、少しぼんやりしているようにみえる。

　いったい、今スカラベルは何を考えているのか。何に気づいたのか。

「気持ちよかったよ。礼を言うよ」

「師よ。恐れ入ります」

「わざわざこんなとこまで来て、あたしに〈浄化〉をかけてくれたこと、感謝している」

「もったいないお言葉です」

「だけど、スカラベル。これ以上の〈浄化〉は無用だ。いいね」

「は、師よ。よくわかりました」

　今何が起きたのか、レカンにはわからなかった。だがたぶんスカラベルにはわかった。そしてその結果、これ以上の〈浄化〉は無用だというシーラの言葉に、スカラベルは、よくわかりましたと答えた。

　スカラベルは、しばらく目を閉じて何事かを考え込んでいた。レカンは、白い肌だなと、あらためて思った。不自然な白さだ。

「師よ。近頃になって、今さらながらに不思議に思うのです。薬とは何か。施療とは何か。〈回復キリーム〉とは、〈浄化〉とは何か。師よ。草を用いて人の病や怪け我がが癒やせるのは、なぜなのでしょう」

「そうだねえ。その問いに対する直接の答えは、人の体のなかにある癒やしの働きを、草が高めてくれるから、ということになるんだけどね。それは上っ面の答えだ。あんたが聞きたいのは、もう少し根っこのことなんだろうね」

「はい」

「スカラベル、土と草と人がある。あんた、草は土に近いと思うかい。それとも人に近いと思うかい」

「ある面では土に近く、ある面では人に近いかと思います」

「そのある面ではってのは、どういう面なんだい」

「すぐには答えが浮かんでまいりません」

「草はね、成長し、こどもを残すという点では人に近い。動き回ったりしないし、泣いたり笑ったりしないという点では土に近い。つまり草はね。生き物というくくりでは人と同じで、動く物かどうかというくくりでは土と同じなんだ。ところで、人間は、鳥や獣や魚や木や草を食べて生きる。じゃあ草は何を食べて生きるんだい？」

「水と土と日の光でありましょう」

「土ってのは、いろんな石の粉や、そのほかのいろんなものからできている。そしてそのすべては生き物じゃない。生き物じゃない土を食べて草は生長し、その草を食べて人は成長する。ここまではいいね」

　かりかり、かりかりと、若い薬師たちは二人の会話を書き取ってゆく。問答は長い時間続いた。

　やがて夕食の時間となった。九日間のうちには、二度、領主館本館で薬師全員との夕食があるが、今夜は談話室のメンバーだけでの食事だ。護衛以外の人々のほとんどは、すでに四つの貴族家に分宿すべく、領主館を出ている。相変わらずシーラは、ほとんど具のないスープと、ほんの一かけらのパンしか食べない。ただし、ワインはよく飲んだ。

「師は相変わらずですな。どうしてそれで体を保てるのか、不思議でなりません」

「スカラベル。あたしぐらいになるとね。草と同じように生きられるのさ」

「草はワインを飲みましたかな」

「たまにゃ飲むんじゃないかい」
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　翌日、レカンはいささか気楽な気持ちになっていた。何がどうなったのかはわからないが、とにかくシーラは無事だった。昨日の会話からすれば、もう〈浄化〉をかけることはない。となれば、スカラベルはこの町に九日間もいる必要はないから、訪問団は早めに王都に帰還することになるだろう。

　朝食は、対談と同じ顔ぶれで談話室でとる。レカンとノーマが離れから談話室に移動してきたとき、スカラベルとカーウィン以外の顔ぶれはそろっていた。

　レカンがむしゃむしゃとパンと薄切り肉をほおばっていると、スカラベルがカーウィンに支えられるようにして部屋に入ってきた。やはり肌の白さがめだつ。病的な白さだ。

　食事のあと、一同がほっとくつろいでいるとき、ノーマがスカラベルに話しかけた。

「スカラベル導師。まことに失礼な申し出とは存じますが、杖であなたのご体調を調べさせていただけないでしょうか」

「おお。ノーマ殿。シーラ様が信頼する施療師殿の診察とは願ってもない。こちらからお願いしますぞ」

「ありがとうございます。そのままソファーにお座りくださっていれば結構です」

　ノーマはその場で立ち上がり、杖を取り出して、テーブル越しにスカラベルを診察した。相変わらずおそろしく精緻な魔力操作である。三人の薬師は驚愕した顔でノーマの魔力操作をみまもった。

　診察を終えたノーマはソファーに座り、しばらく何かを考え込んだ。

「スカラベル導師は、ご自身に〈浄化〉をかけてこられたのですね？」

「そうじゃな」

「いったい何年ぐらい、かけてこられたのでしょうか」

「そうじゃなあ。四十何年になるかのう。五十年には少し届かん」

「ここ三十年ほどで、ほかのかたに〈浄化〉をかけてもらわれたことはおありですか」

　この質問にはコトジア神官が答えた。

「ノーマ殿。複数の〈浄化〉持ちが選べるときは、できるだけ上位の〈浄化〉持ちに施術してもらうのがよいのですわ」

「はい。それは、上位の〈浄化〉の効果が残っているときに、下位の〈浄化〉をかけると、効果を上書きしてしまうからですね。短期的にはその通りです。しかし、何十年もの長期にわたる場合だと、少し話がちがう可能性があるのです」

「あ。『臓腑機能研究』のなかに、長期の〈浄化〉に関する問題が示唆してあったですのう。あいまいな書き方じゃったが」

「あいまいに書かざるを得なかったのです。当時は母がまだ存命でしたから」

「お母上がご存命なのと、〈浄化〉に関する記述があいまいなのと、どんな関係が。いや、もしかすると」

「母は〈浄化〉持ちでした」

「なんとのう」

「父は長年にわたって母の〈浄化〉を受け続けた祖父の診察を、祖父の死の間際まで行いました。その結果、ある仮説を立てたのです」

「どんな、どんな仮説なのですじゃ。サースフリー殿の仮説とは」

「同一の人間から〈浄化〉を受け続けると、体はその〈浄化〉に対する抵抗力をつけてしまう。これが一番目の仮説です」

「ははあ。なるほど。たぶんその仮説は正しいよ。で、一番目があるってことは、二番目もあるってことかい」

「はい」

「聞かせてもらおうかね。その二番目の仮説ってやつを」

「これは検証できていない仮説です。母が祖父に〈浄化〉をかけたのは十四年間ですが、十四年では本当にかすかな兆候しかみえなかったのです」

「いいからお言い。二番目の仮説とは、どんな説なんだい」

「抵抗力がついた患者に、なおも同じ〈浄化〉をかけ続けると、結晶化が起きるというものです」

「なるほどね」

「師よ。不明なわたしにも、その言葉の意味を教えてくださいませんか」

「人の体は隅々まで生きている。生き物としての特質を持っている。ところが、爪や骨や歯は、それだけをみると石に近い。肌を斬り裂けば、その下の肉は生き物そのものだけれど、肌は生き物でありつつ、少しだけ石に近い性質を持っている。石に近い働きを持つことで、生き物そのものの部分を守ったり、生き物そのものの部分ではできない働きを担ったりするんだ。馬の蹄や魔獣の角もそうだ。石に近いものになることで、硬さや頑丈さが得られるのさ」

「それが結晶化ですか？」

「いや、そうじゃない。石に近いもののなかで、さらに、その細かな成り立ちをみると、そのものを形作る中身が規則的に綺麗に並んでいるものを結晶と呼ぶのさ。言葉自体は大昔からある」

「ああ、なるほど。結晶化という言葉は知っておりましたが、わたしの状態と結びつきませんでした。ふむ。つまり、わたしの肉体が、結晶の石のように変わりつつあるというのですね？」

　かりかり、かりかりと、若い助手たちはペンを動かし続けているが、その顔色は蒼白だ。

「動きにくさを感じておられるはずです。体が曲がりにくいはずです。けだるさや痛みを感じてはおられませんか。お顔がこわばってはおられませんか」

「ふむ。ノーマ殿の言われることは、すべて覚えがありますなあ」

「うそっ。噓うそですわ！　スカラベル導師が石化の呪いを受けておられるなんて」

「コトジア。薬師は言葉を正確に聞き、話さねばならんよ。ノーマ殿は石化の呪いなどとはおっしゃっておらん」

「父はこのことを研究するについて、石化の呪いに関する文献も集めていました。そして、石化の呪いとこの結晶化は、それが発生する仕組みも患者の肉体の変容の様相も、まったく異なると予想されると述べています。しかしいずれにしても、何かを断定できるほどの証拠はありません」

「ノーマ。あんたのお父さんは、本当に優秀な研究者だったんだねえ。目の前にみえるものから、それがこの先どうなるかを言い当てたんだから」

「シーラさん。ありがとうございます」

「それだけ優秀な研究者なら、対処法の仮説も残したんじゃないかい？」

「はい」

「なんじゃとっ」

「えっ」

「ノーマ殿。教えてくださらんかの。不確かな仮説であってもよい」

「簡単です。別の〈浄化〉で洗い流してやればいいのです」

「無理よ！　スカラベル導師より上位の〈浄化〉なんて、存在しない！」

「いえ。〈浄化〉のレベルは下位でもいいのです。ただし、魔力量が豊かでなくてはなりません。少ない魔力量の〈浄化〉は、取り込まれてしまって効果がありません。体が今までの〈浄化〉を覚えてしまっているからです。それを忘れさせるには、それだけの量の〈浄化〉をそそいで体の記憶を洗い流してやる必要があります」

　スカラベルの横に座る三人が、がっくりと肩を落とした。

「あれあれ。どうしたんだい、肩を落として」

「シーラ様。スカラベル導師が〈王の癒やし手〉と言われるようになったころ、〈浄化〉のレベルは高くはなかったそうです。しかし、魔力量が多かったため、王や王おう妃ひや王子に、随時〈浄化〉をかけ、さらに市し井せいの病人たちを癒やす余力さえお持ちだったのです。それが王の信任につながりました」

「どういうわけか、〈浄化〉を発現する人は、魔力量が少ない人が多いのですわ。スカラベル導師は本当に例外のかたなのです」

「ノーマ殿。多いというのは、どのくらいの多さですか。つまり、もとの術をかけた人と、それを洗い流す人の魔力量に、どの程度の差があればいいのですか」

「カーウィン殿。それについて父は理論上の計算で、二倍以上という数値をあげています」

「二倍……」

「導師の二倍など。そんな者がいるわけがない」

「なんてこと。二倍ですって？」

「今回の随行のなかには、〈浄化〉持ちはいないのかい？」

「師よ。おりませぬ。薬師で〈浄化〉を発現する者はまれです」

「ふうん。なるほどねえ。レカン」

「ああ」

「かまわないかい？」

「あんたがそれがいいと思うんなら、それに乗ろう」

「そうかい。エダ」

「はい？」

「かまわないかい？」

「えっと、何が？」

「あんたの力をみせてもかまわないかい」

「あ、そういうこと。判断はレカンにまかせる」

「ノーマ」

「何でしょうか、シーラさん」

「その魔力量っていうのは、五の魔力を十の時間そそぐのと、十の魔力を五の時間そそぐのでは、どっちが望ましいんだい」

「ある程度の量をそそぎ続けないと洗い流せません。そしてある程度の時間そそぎ続けないともとにもどります。その全体が、もとの施術の二倍以上ということになります」

「洗い流しに失敗すると、何か害があるかい」

「いえ。〈浄化〉が害になることはないと思います」

「そうかい。レカン。〈インテュアドロの首飾り〉には魔力がこもっているかい」

「ああ。しまってあるがな」

「取り出してエダにかけてやんな」

「わかった」

　レカンは首飾りを取り出してエダの首にかけた。

「スカラベル」

「はい。何でありましょう、師よ」

「これからこの娘こがあんたに〈浄化〉をかける」

「何とおっしゃいました」

　横の三人も、驚きに目をみひらいている。

「まあ、失敗したからといって悪化はしないらしいってこった。気楽に受けな。レカン、テーブルが邪魔だね」

　レカンは、重たい木のテーブルを、ひょいと横にどけた。

「エダ。聞いてた通りだ。たっぷりの水で、こどものどろどろのよごれを洗い流すようなものさね。ちょろちょろ流したんじゃ落ちやしない。コップ一杯の水じゃ落ちやしない。巨大な樽一杯の水をざあざあ勢いよくかけてやんな。スカラベルの体全体にしみ込んだよくないものを、あんたの〈浄化〉で洗い流すんだよ」

「わかった。やってみる！」

　レカンは特製の魔力回復薬を、エダに渡した。

「飲め」

「うん」

「出し惜しみはなしだ。すべての魔力をそそいでやれ」

「わかった！」

　レカンに押し出されてエダは立ち上がり、スカラベルの前に立って両手を掲げた。

　掲げたのはいいのだが、ちょっと掲げ方が妙である。手のひらを上に向けているのだ。

　何かをぶつぶつつぶやいている。

「樽からざあざあ。樽からざあざあ」

　そして大きく息を吸い、手のひらを上向きから下向きにひっくり返すと、勢いよく呪文を唱えた。

「〈浄化〉！」

　本当に樽の底を抜いたように、両手からざあざあと〈浄化〉の青い滝が流れ出た。

　滝はたちまちスカラベルの頭と上半身をびしゃびしゃにぬらし、下半身を水浸しにして、それでも足りずに床に落ちて流れた。

　あっというまに床一面が〈浄化〉で満たされる。立ったままの若い薬師二人は、足元を埋めつくしてゆく〈浄化〉の海に、ただ呆ぼう然ぜんとして言葉も忘れている。
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〈回復〉や〈浄化〉には重さや衝撃はないはずなのに、スカラベルの上半身は、青い水の勢いに負けたかのように、ずるずるとソファーに沈み込んでいく。

　あわてて両側から女性神官コトジアと、アーマミール神官が、スカラベルの腕を抱えて、体がそれ以上滑り落ちないよう支えた。その支えている腕の部分には、ばしゃばしゃと〈浄化〉が跳ね上がっている。

　青い水の勢いは、衰えるどころか段々強くなる。

　次第にスカラベルの顔が安らいでゆく。厳しく張り詰めた顔が、やわらかく溶け、やがて至福の表情が浮かんできた。

　それでもエダの〈浄化〉はとまらない。

「樽からざあざあ。樽からざあざあ」

　床は海のようだ。スカラベルの両脇にいて水しぶきを浴び続けているコトジアとアーマミールも、うっとりとした表情を浮かべている。その隣に座ったカーウィンも同じだ。部屋の隅に立っている二人の若手薬師も、足からしみこんでくる〈浄化〉にひたされて、喜びと安心に満ちた顔をしている。

　それからもずいぶん、〈浄化〉は流れ落ち続けた。

　無限に続くかと思われた青い光の水は、やがて止まった。

「ふう」

　やりきった満足感を顔に浮かべて、エダがソファーにぽすんと腰をおろした。

「レカン。首飾り、いらなかったねえ」

「ああ。いらなかったな」

「ともあれ、エダ、おつかれさま。よくやったよ」

「えへへ」

「たいしたものだった」

「えへへへへへ」

　スカラベルは、深くソファーに沈み込み、静かに寝息を立てている。その横に座る三人の弟子は、なかば放心したようになりながら、安らかに眠る師をみている。

　ノーマが立ち上がり、杖に魔力をまとわせて、スカラベルの診察をした。そして、コトジアとアーマミールに話しかけた。

「お二方、スカラベル導師の肌にさわってみてください。いかがですか」

　コトジアが、恐る恐る指を伸ばしてスカラベルの頰にさわる。

「やわら……かい」

　ノーマのほうを振り返ったその両目から、涙があふれている。

「血色が。真っ白で蠟のようだったお肌に血色が戻った。おお！　こんなに赤みのある肌に」

　カーウィンもスカラベルの前方に回り込んで、手や足にさわっている。

「導師様。導師様」

　その声は泣き声に近い。

　もちろん弟子たちも、スカラベルの異状に気づいていたのだ。だが、どうしようもなかった。ここまで長生きできたのが奇跡なのだと思って諦あきらめて、徐々に徐々に肌や体が硬く変質していくのをみまもるほかなかったのだ。まさかその硬質化が〈浄化〉の副作用だとは思わなかったにちがいない。

　エダがにっこりとレカンに笑いかけた。

　レカンもエダに笑みを返した。
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　しばらく前から、ドアの前で言い合いが続いている。

　王国魔法士団の魔法使い三人がやって来て、部屋のなかで起きている異状をみきわめねばならないから入室させろと言い立て、王国騎士団の副団長と神殿騎士二人が入室させるわけにはいかないと食い止めているのだ。

　レカンは、感動にひたるアーマミールに頼んだ。

「すまんが外がうるさい。部屋のなかは異状ないから任務に戻れと言ってやってくれないか」

「承知いたしました、レカン殿」

　アーマミールはドアのところまで歩いてゆき、閉じたドアの外側に呼びかけた。

「ドアの外が騒がしいようじゃが、何事かのう」

「申しわけございません。魔法士団の者たちが、部屋のなかに異状があるので確認したいと申しておるのです」

「ほっほっほっほっほっ。魔法使いなら今の魔法に反応するのは無理もない。しかし、護衛が踏み込むような場面ではないのう。スカラベル導師のお邪魔じゃ。静かにしてくだされや」

「はっ」

　ややあって、魔法士団の団員たちはドアの前から去っていった。

「スカラベル。起きな」

　シーラが声に魔力を乗せて言った。〈魔言〉というやつだ。

　スカラベルが目を開き、みじろぎした。

「おお。師よ。なんということ。体が楽になりました。ぎしぎしときしんでおった体が。おお！　肌がやわらかい。石のようだった肌が。それに体調が。ここ二十年ほどこんなよい体調になったことはありませぬ。ああ、師よ」

「よかったね。で、ノーマ、これで完治したのかい？」

「かもしれませんが、できるならスカラベル導師がご滞在中、毎日エダの〈浄化〉を受けていただくのがよいかと」

「て、ことだ。スカラベルがここにいるあいだ、毎晩エダに〈浄化〉をかけてもらう。ただし、あんたたちが帰る直前まで、エダが〈浄化〉持ちだというのは伏せてもらいたい」

「師よ。帰るときには公表してよろしいのですかな」

「隠し通せるもんじゃないだろ。それにヴォーカの町の領主や一部の貴族は、エダが〈浄化〉持ちってのは知ってる。あたしが心配してるのはあんたの護衛と随行だよ」

「なんと仰せです」

「具体的にいうと、三人の魔法士団団員と、各神殿の神官たちさ」

「なるほど」

　アーマミールがシーラに賛成した。

「確かに、あの者たちは、新たな〈浄化〉持ちに目の色を変えるかもしれませんなあ」

「だろう。まあ、出発のときには、ばらしていいよ。できりゃあ、それだけでなく、エダのことを褒めてやって、エダに手を出したらスカラベルの怒りにふれるぞって言ってやってもらえるとありがたいんだけどね」

「師よ。承知いたしました。エダ殿。感謝しますぞ。こんな素晴らしい体調に戻れることがあろうとは思ってもみませなんだ。これでまた何年かあるいは十何年か、人助けのお役に立てます」

「い、いえ。あたいなんか」

「エダ殿。あなたの〈浄化〉はレベルでいえば初級ですな。しかし温かい〈浄化〉でしたなあ。そして信じがたい魔力量でした。〈浄化〉の海に泳ぐ心地がいたしました。わたしは〈浄化〉を受けた人々の感激を、今はじめて本当の意味で理解できたような気がしております」

　スカラベルは弟子たちに向き直った。

「お前たちに言っておく。エダ殿のわざについては、わたしがこの町を離れる日まで、口にしてはならぬ。わたしの体調がよいことは、すぐに知れる。それについては、師との対話のなかで〈浄化〉の新しい可能性が開けた、とだけ言っておくのだ。よいな」

　ソファーに座る三人は立ち上がって、深く頭を下げ、承諾を表した。

　後ろに立っている若い薬師二人も、深く頭を下げた。

「ときに、師よ。昨日のお話は、まことに興味深く聞かせていただきました。しかし不明なわたしには、いまだ薬草の何たるかが明らかとなりません。いま一歩踏み込んでお教え願えましょうや」

「そうだねえ。昨日は、土と草と人のちがいから生命を説いたけれども、今日はその境界を突き崩すところから始めて、命とは何かを考えてみようかね。あんた、塩を知っているね」

「おそれながら、その本質を知っているとは申せません」

「うまく逃げたね。塩は昨日の腑分けでいえば土だ。そこまではいいね」

「理解しております」

「昨日、草は土を食い、人は草を食うと教えた。それはまちがいではない。しかし人の命に塩は欠かせない。これはどういうことだろうねえ」

「師よ。塩は人の肉を固め、人が動く力のみなもとを支えます。かつて師より、わたしはそう教わりました」

「それは正しい知だ。同時にうわべの知でもある。いったん忘れな。そして考えてみるんだ。もしも人が完全なる存在であるなら、何を取り込む必要もなく、何を捨てる必要もない。金きんがちょうどそうであるようにね」

「しかし人はものを食べ、ものを排泄します。それは人が完全ではない証しなのでしょうか」

「そうでもあるし、そうでなくもある。よく考えてごらん。金は変わらない。失うこともなく得ることもなければ、衰えることもなく成長もない。それが完全かもしれないけれど、そこに真の美と真の機能はあるのかい。あんたは、美しくて最高に機能的であるけれども、それ以上美しく、それ以上機能的にはならないものと、より美しくより機能的になろうと今の自分を捨てるものと、どちらが真なる美であり機能だと思うね」

「より高みを目指すものを、わたしは美しいと思います。さらなる機能を目指すものを、わたしはより機能的だと思います」

「人がそれさ。命がそれさ。人は成長する存在だ。それは完全以上の完全だ。では命の特徴とは何だろうね。同じ草から採れた種を植えると、ちがう位置に枝が生えてくる。つまり命にはゆらぎがある。そのゆらぎこそ、生きているということの最も端的な証しなんだよ」

「ゆらぎとは何でありましょう。そして命とは何でありましょう」

「ゆらぎとは、選ばずして物事が運ばれてゆくことをいうんだけれども、この場合はもう一つの意味がある。人は生き続けるけれど、その部分部分は死に続けている。そして生まれ続けている。人の体は定まったもののようであってそうでなく、常に新しいものを取り込んで自分を書き換えているのさ」

　かりかり、かりかりと、記録係が文字を刻んでゆく。
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「失礼いたします」

　領主家の執事が入ってきた。

「昼食を準備いたしました。よろしければお移りいただけますでしょうか」

　一行は食堂に移動した。といっても、すぐ隣の部屋だ。

　椅い子すは二つを残して取り払われている。スカラベルとシーラ以外は立食となる。この昼食の時間だけは、随行の神官や薬師も迎賓館に入れる。談話室に入れない人々にも、二人の会話に参加できる機会を与えるという配慮から、このようなことになったのである。

　レカンたちが食堂に入ったとき、神官と薬師は全員がそろって待ち構えていた。

　彼らは、一様に言葉を失った。

　老いてよろよろとしか歩けなかったスカラベルが、すたすたと歩いている。それだけではない。真っ白だった顔色が、人の健康な肉体の色を取り戻している。

　静まりかえった食堂で、口を開いたのはアーマミールだった。

「シーラ様との対談のなかで、今まで誰も気づかなかった〈浄化〉の新たな可能性が開かれた。それにより、スカラベル導師は大きく健康を取り戻された。大神に感謝を」

　ざわめきが広がっていった。ある者は聖印を切り、ある者は涙を流し、あるものはスカラベルの近くに寄ってひざまずき、昨日までとは明らかにちがうスカラベルを間近にみた。アーマミールににじりよって、何が起きたのか説明を求める者もあった。皆が驚きと喜びと感動に包まれている。それはスカラベルがいかに慕われているかを示すものでもある。

　スカラベルはシーラに何を食べるかと聞き、シーラは具のないスープを少しとサンドイッチを一切れ食べると答えた。するとスカラベルは自分で料理卓に進み、皿にサンドイッチを取り、メイドからスープを受け取り、シーラの前に置いた。そして自分のためにも同じものを用意した。

　二人が静かに食事をしているのをみていたレカンに、アーマミール神官が話しかけた。

「師し叔しゅく」

「その呼び方はやめてくれ」

「はは。そうでしたな、レカン殿」

「なんだ」

「体力回復薬の材料は、まだお持ちですか？」

「うん？　あと何個か分はあったな」

「皆の前で調薬のわざをおみせいただくわけにはまいりませんかのう」

「アーマミール」

　たしなめるような声をスカラベルがあげた。

「かまわないよ」

「師よ」

「こんなに大勢の薬師が、はるばる王都から来てくれたんだ。何にももてなしなしってわけにゃいかないさ。レカン」

「ああ」

「魔力回復薬の素材も残ってるね？」

「ああ」

「よし。それじゃあ、みんな。さっさと腹ごしらえをするんだ。テーブルの料理を片付けたらレカンが体力回復薬と魔力回復薬を作ってみせる。あたしの最高のわざをレカンには伝えてある。レカンが作る薬は、あたしが作る薬と同じと思ってもらっていいよ」

（あんたと同じ薬が作れるわけがないだろうが）

　周囲の期待をかきたてるようなことは言わないでほしかったが、こうなったら引き下がれない。

　レカンは猛然と料理に向かった。燻製肉を、ごっそりと皿に移し、むしゃむしゃとほおばる。サンドイッチをひとかたまり皿に移し、ぺろりと平らげる。生野菜をばりばりとかじり、スープをごくごくと飲み干し、戦闘準備は整った。

　料理は取り片付けられ、余分なテーブルも下げられた。壁際にレカンが立ち、その前には小さめのテーブルが置かれている。

　その前に置かれた椅子二つにスカラベルとシーラが座っている。あとの者は立ったまま、びっしりとテーブルを取り囲んでいる。最前列にいるマルリアとかいう名の女神官の目が怖い。

　噂うわさを聞きつけたのか、騎士団の副団長と神殿騎士二人も入ってきた。三人の魔法使いも入ってきた。

（ちっ。しかたない）

（みるならみるがいいさ）

　小皿を取り出し、深皿を取り出し、素材を取りだし、レカンはまず、体力回復薬を作った。

　次に、魔力回復薬を作った。

　できあがった魔力回復薬が、小さな音を立てて深皿に落ちたとき、食堂はしんと静まりかえって、物音一つ立てる者はなかった。呼吸をすることさえ、皆忘れているかのようだった。

　やがて誰かが深い息をつき、誰かが拍手をした。

　そして部屋中の人々がレカンに惜しみない称賛の拍手を贈った。

　薬師カーウィンがスカラベルに手を貸した。スカラベルは椅子から立ち上がり、レカンに深々と頭を下げた。

「弟弟子じゃと思うておったが、そうではなかった。あなたはわたしの兄弟子だったのですなあ」

「そんなはずがないだろう。オレが作るより、よっぽど優れた薬をあんたは作れるはずだ」

「実はあなたが調薬と魔法の両方を修めたと聞いたときは、いささか奇異に感じたのです。その二つは両立するようなものではないと。じゃが、今の調薬をみてわたしは知りました。最高峰の調薬には最高峰の魔力制御が必要だったのですなあ」

「頭を上げてくれ、導師。オレは薬の作り方を教わったばかりのひよっこだ。人の病と怪我を癒やすということなど、何一つ知らん駆け出しだ」

「だが、あなたがおられねば、師の最高のわざは失われてしまっておった。どうしてその若さであそこまで精密な制御ができるのか不思議でしかたがないが、あなたでなければ、このわざを受け継ぐことはできなんだでしょう。わたしはそのことに頭を下げておるのです」

「そのくらいにしときな。レカンが困ってるよ。さて、さっきの部屋に戻ろうかね。日頃一人でいるもんで、大勢の人間と一緒にいると疲れちまうんだよ」

「レカン殿。この二つの薬は頂いてよろしいですか」

　アーマミール神官が聞いた。

「ああ」

「皆、わたしたちは談話室に戻る。この薬を置いてゆくから、しっかりとみせていただくのだ」

　マルリアともう一人の神官が、体力回復薬と魔力回復薬の入った深皿を、うやうやしく持ち上げた。

　レカンとしては、深皿は返してほしかったが、ちょっと言い出しにくい雰囲気だったので、黙っていた。

　談話室に戻ったあと、問答が再開された。

　スカラベルの質問に答えてシーラが知見を示す形で、シーラ独特の生命論が語られてゆく。時折、アーマミールや、ノーマや、コトジアも質問をした。

　夕食が終わり、エダとノーマがシーラに付き添って下がり、スカラベルもカーウィンに付き添われて退出すると、レカンは裏口から出た。

　呼び止める者がいた。

「少々お時間を頂きたい」
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　レカンは立ち止まり、振り返った。

「ザカ王国騎士団副団長ネイサン・アスペルという」

「レカンだ」

「単刀直入に申す。一手お手合わせ願いたい」

「断る」

「これは慮外な。手合わせを挑まれて逃げるとは」

「むしろこっちが驚きだ。どうしてこの状況で決闘ができると思うんだ」

「決闘ではない。試合だ」

「同じことだ。オレもあんたも護衛任務中だろうが」

「貴殿は任務を終え、宿舎に戻るところであろう」

「宿舎にいるときも、オレは護衛任務中だ。たとえ眠っていても、オレはシーラがいる場所をみはりつづけている。異常があれば飛び出して対処する。決闘なんぞをしてたら、みはりにも対処にも支障が出るだろうが。決闘やってる最中に敵が侵入してきたら、どうするんだ？」

「心配は無用。わが部下たちは優秀である」

「うん？　ネイサン。迎賓館の東側で、妙な動きがある。誰かが魔法を使った」

「なにっ」

「オレは行く。〈隠蔽ニルズム〉」

「あっ。レカン殿？」

　レカンは、〈収納〉から〈ラスクの剣〉を取り出しつつ、迎賓館の東側に回り込んだ。

　三人の魔法使いと従者二人が、奇妙な形の箱を地面に埋めようとしている。

　その脇では、王都騎士団の従騎士が倒れている。

「そこで何をしている」

　ぎょっとしたように五人がレカンをみた。レカンに話しかけてきたのは、一番立派な服を着た魔法使いだ。王国魔法士団の副団長のローラン・バトーとかいう男だ。

「レカン殿か」

「もう一度聞く。そこで何をしている」

「われわれは宰相閣下のご下命によりスカラベル導師の護衛にあたっている。君に説明する必要はない」

「〈鑑定アベル〉」

「なにっ？」

　魔法は普通、準備詠唱と発動呪文で発動するが、レカンはごく特殊な魔法以外では準備詠唱を行なわずにきちんと魔法を発動させる。ローランはレカンが調薬を行ったときそれをみていたはずだが、今突然目の前で詠唱省略をみて驚いたのだろう。




〈名前：ヤックルベンドの魔結界（精神系／東）〉

〈品名：魔道具〉

〈効果：範囲内で精神系魔法の効果を増幅する〉

　※東西南北の四つで一組

　※正しく配置して呪文を唱えると短時間増幅効果が生じる

　※増幅するのは結界の外から結界の内に向けて発動された精神系魔法のみである

　※増幅された精神系魔法は結界内のすべての生き物に作用する

　※結界の大きさと効果の強さは装着した魔石の量と質による




「〈ヤックルベンドの魔結界〉か」

「〈鑑定〉も詠唱省略か」

「ここにこんな物を埋め込むことは許さん」

「許してもらう必要はないよ。スカラベル導師の護衛であるわれわれは、不審者を取り締まらねばならない。あの談話室では、何やら不審なことが行われているね。君も不審者の一人だ。そちらから来てくれるとは、手間が省けたよ。君を取り押さえて装備を調べるのが楽しみだ。あの精密な魔力制御には脱帽だ。いったいどんな恩おん寵ちょう品の助けを借りればあんなことが可能になるのか、王都に帰る前にはぜひ明らかにしなくてはならんと思っていたんだ」

「不審者は貴殿たちだ」

　魔法使いたちの後ろから声をかけたのは、王国騎士団副団長ネイサン・アスペルだ。

「ネイサン殿。不審者とは失礼ですね」

「ローラン殿。失礼なのはそちらだ。部下に何をした」

「眠ってもらっているだけですよ。用事がすんだら起こします。何の問題もありません」

「不寝番が眠らされて問題がないわけがない。どういうことなのか説明していただく」

「われわれは、ネイサン殿の指揮下にあるわけではありません。説明の義務はありませんね」

「そうか。それならこちらにも考えがある」

　ネイサンが剣の柄つかに手をかけた。

「おやおや。五対二ですよ」

「うるさいねえ。眠ってられやしない」

　その場の全員がぎょっとして声のしたほうをみた。

　シーラがそこにいた。

「やっと親しくお話ができますね、シーラ殿。それにしてもなんという膨大な魔力。あなたのような魔法使いが、まだこの大陸におられたとは。二十歩も離れた場所に〈創水ソグシュート〉と〈回復〉を発動した幻覚を何人もの人間にみせたというのも、これなら納得でき」

「〈交換コズノート〉」

　シーラが呪文を唱えると、魔法使いローランの姿が消え、樽が現れた。〈交換〉の魔法は、大きさと重さが近い二つの物や生き物を交換する魔法だ。シーラは、家に置いてあった樽とローランを〈交換〉したのだろう。

　指揮官が突然消えてしまい、魔法使い二人と従者二人はあわてふためいた。そこに、裏口の警護をしていた騎士がやって来た。

「副団長。どうかなさいましたか」

「王国魔法士団に不審な行動があった。この魔法士二人と従者二人を領主館に連れてゆき、監視をつけてくれ。すべての装備は没収せよ。四人をばらばらにして尋問し、今夜の行動についての調書をとれ。尋問の要点については、あとで指示する」

「はっ」

「デルスタンとかいったかねえ、出ておいで」

　木の陰から神殿騎士デルスタン・バルモアが出てきた。

「またもや珍しいものをみせていただきました」

「そうかい。そりゃよかったねえ。見物料をもらおうかねえ」

「見物料ですか？」

「あんたこの前、あたしの家に来たね」

「はい」

「あの家に、今消した魔法使いの小僧が来てる」

「ああ、ローラン殿を樽と入れ替えたんですね。〈交換〉にこういう使い方があると聞いてはいたんですが、実際にみたのははじめてです」

「迎えに行ってやっておくれでないかい」

「わかりました。迎えに行かせていただきます」

「こう伝えてほしいんだけどね」

「はい」

「今後あたしに話しかけたり、あたしから十歩以内に近づいたら、ほかの大陸に飛ばすよ、ってね」

「ほかの大陸。そんなものが本当にあるんですか」

「行ってみるかい？　帰りは自力になるけどね」

「いえ。遠慮しておきます。では、行ってきます」

「お待ち」

「はい？」

「この樽を持っていっておくれ。家に持って帰れば、あとはジェリコが片付けてくれる」

「あの猿ですね。わかりました」

　神殿騎士デルスタンは、樽をひょいと担いで出て行こうとした。

「お待ちいただけるだろうか」

　声をかけたのは、王国騎士団副団長ネイサンだ。

「できれば、ローラン殿を連れ帰るのは、できるだけゆっくりにしていただけるとありがたいのだが」

「ははーん。調書とやらを作るのを邪魔されたくないんだね」

「ご賢察、恐れ入ります」

「デルスタン。迎えは取り消しだ。こっちからは迎えに行かなくていい。伝言は帰ってきたとき伝えておくれ」

「それは助かります」

「では、私は失礼します」

　ネイサンが立ち去った。デルスタンは、ひょいと樽を降ろした。

「この樽、どうなりますかね」

「そのうちジェリコにでも取りにこさせるさ」

「ローラン殿は、どうなりますかね」

「さあ？　帰りたきゃ、そこらで道を聞いて帰ってくるだろうさ。帰ってこなくってもかまわないけどね」

「ジェリコが乱暴されたりしないだろうか」

「おや、ジェリコの心配かい？　まあ、大丈夫さね。黙ってやられるような猿じゃないよ。うふふ。あたしの家で攻撃魔法でも撃とうとするやつがいたら、ジェリコがどうするか。ちょっと楽しみだよ」

　レカンが離れに帰ると、ネイサン副団長が訪ねてきた。二人はしばらく酒を酌み交わしながら情報交換をした。

　ネイサンはアスペル子爵家の子弟だが、ローランはバトー伯爵家当主の三男であり、ローランのほうが身分が高い。神殿騎士デルスタンはバルモア伯爵の甥なので身分ではローランに劣らないが、ローランのやることに口出ししないようにしているようだという。

　実は身分のうえでローランにまさるのは、訪問団のなかでアーマミールとマルリアだけだ。アーマミールは神官の道に進まなければタランス伯爵家の当主となっていた人物なのであり、タランス伯爵家は序列の高い伯爵なので、ローランといえどもアーマミールには横柄な態度をとらない。

　マルリアは現スマーク侯爵の大叔母にあたり、スマーク侯爵も頭が上がらないという人物だ。事情があってスカラベルの弟子にはなれなかったが、心からスカラベルを敬愛している。思い込みが強く、きつい言葉を発することもあるが、ケレス神殿でも誰より民衆救済に熱心で、私財を投じて献身的に活動を行っており、薬師としてもきわめて優秀だという。

　今回、エレクス神殿からはアーマミールとコトジアの二名が、他の総神殿からは神官一名ずつが訪問団に参加しているが、アーマミールとコトジア以外の神官の多くが、スカラベルの弟子ではない。彼らは、各神殿の思惑によって派遣されてきているのだ。
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　翌朝、レカンが裏口から迎賓館に入ろうとすると、昨日の夕刻と同じ騎士が立っているのに気づいた。顔には疲労の色が少し浮かんでいる。

「〈回復〉」

「ああ、なんと心地よい。疲れがとれました。ありがとうございます」

　談話室の前には、従騎士二人と神殿騎士が一人立っていた。デルスタンではないほうの神殿騎士だ。この男もかなりの魔力を持っている。名は忘れた。従騎士二人は、やはり疲労を顔に浮かべている。

「〈回復〉〈回復〉」

「あ」

「えっ？」

　談話室に入ると、スカラベルとカーウィンがソファーから立ち上がってあいさつしてきた。

「おはようございます。レカン殿」

「おはようございます。レカン様」

「ああ、おはよう。導師、いちいち立たんでくれ。あんたを立たせると心苦しい」

「いやいや。すっかり元気になりましてな。助けを借りずとも、すっと立てるのです。立てるということが、楽しくてならないのですよ」

　部屋の隅に立っている二人の若い薬師もあいさつをしてきた。

「おはようございます」

「おはようございます」

　二人とも、妙に疲れた顔をしている。

「〈回復〉〈回復〉」

　とりあえず、あいさつがわりに〈回復〉をかけておいた。二人があわてて礼を言う。手を振って気にするなと返した。

　テーブルの上には薄切りの温燻肉や果物やパンやスープが並んでいる。スカラベルとカーウィンは朝食をとっていたのだ。

　メイドが二人立っている。

「オレにも朝食を持ってきてくれ。肉と果物はたっぷりな」

「かしこまりました」

　レカンの朝食が運ばれてくると、スカラベルはカーウィンに言った。

「レカン殿と二人きりにしてもらえるかのう」

「はい」

　カーウィンは、記録係の二人を部屋の外に出し、メイド二人も外に出し、自分も出た。

　レカンはかまわず食事をしている。

「わたしは余計なことをしたのでしょうかな。レカン殿」

　レカンは肉を飲み込んでから答えた。

「シーラは喜んでたみたいだな」

「わたしがここに参れば、師の身辺をお騒がせするということは、わかっておりました」

　レカンは次の肉を口に放り込み、パンをかじって、むしゃむしゃと咀そ嚼しゃくした。

「それでも〈浄化〉をおかけしたかったのです」

　もう一口パンをかじりとって、もぐもぐとかみしめた。

「少しでも師のお役に立ちたかったのです。ご恩を少しでもお返ししたかったのです」

　ごくんと飲み込んで、スープカップを口に運んだ。

「いや、そうではないかもしれません。結局わたしは師にお会いしたかったのです」

　皮の剝いてあるゾスパの実を、丸ごと口に放り込む。

「だが師に〈浄化〉は必要なかった」

　ほとんどかじらず飲み込んだ。

「必要なかったどころか」

「あんたが来る前の日、オレはシーラにこう言われた」

「は？」

「レカン。おめでとうさん。これであんたは卒業だよ。調薬も魔法もね。あたしの長い人生のなかで、この二つを同時に習得して、しかも卒業までいった弟子は一人もいない。あんたはあたしの自慢の弟子だよ」

「ほう」

「うれしかった」

「そうでしょうなあ」

「ここだけの話だが、ちょっと泣きそうになった」

「はは」

「あんたもシーラの自慢の弟子だろう」

「そうだといいのですが」

「シーラに体力回復薬をみせたとき、言ってただろうが。見事だ、ここまでよく研鑽したなと」

「そうでしたなあ」

「シーラは世辞は言わん」

「おっしゃいませんな」

「あんたもシーラの自慢の弟子だ」

「レカン殿」

「何かの道を進む者にとって、自慢できるような弟子ができるということは、すごくうれしいことなんじゃないか？」

「そうですな」

「なら、あんたは、師匠孝行をしたわけだ」

「はは。レカン殿もそうですな」

「もちろん、オレもだ」

「はははは」

「だが、シーラからみたら、オレもあんたもひよっこだ」

「文字通りその通りでしょう」

「だから教わったことを磨き抜いて、いつか言わせてやらなくてはならん。あんたはあたしを超えたよ、とな」

「はっはっはっはっ」

「ただしシーラがそのときどこにいるかはわからんがな」

「やはり、そうなりますか」

「そうなるだろうと、オレは思っている」

「レカン殿」

「あん？」

「あなたが師から受けられた二つの秘伝」

「ああ」

「拝見し、わたしは理解しましたが、残念ながらわたしには同じことができません。しかし、あのわざを絶えさせてはならないと思います。いつかわたしの弟子でこれはとみこんだ者ができましたら、そしてその者がしかるべき段階に達しましたら、レカン殿、あのわざをみせてやっていただけませんか」

「会えたらな」

「ありがとうござります。合い言葉を決めておきましょう。〈カーサ・スーラの名のもとに〉という合い言葉はいかがでしょう」

「〈カーサ・スーラの名のもとに〉だな。覚えた」

「この合い言葉を知る者があなたを訪ねましたとき、秘伝をご伝授くだされ」

「わかった。ただし、あんたが差し向ける者のためにオレはどこかで待ったりしない。オレはいつでも好きな所に行く。オレをみつけられるかみつけられないかは、そちらの問題だ」

「はい。運命神がお導きくださるでしょう」

「ところで、カーサ・スーラというのは何だ？」

「かつてわたしが師に教えを受けておりましたころ、師はそう名乗っておいででした」
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　ノックの音がした。

「シーラ様がお越しになりました」

　カーウィンがドアを開け、シーラとエダが入ってきた。

　レカンとスカラベルはシーラにあいさつし、スカラベルはカーウィンに、皆を入室させるよう言った。記録係二人とメイド二人のほかに、アーマミール一級神官とコトジア女神官とノーマも入室してきた。

「師よ。ご朝食はいかがですか」

「そうだねえ。具のないスープをカップに半分もらおうかね。それと白ワインを一杯」

　スカラベルがメイドに合図すると、メイドが注文の品を取りに行った。

「ぐっすり眠れたかい？」

「はい、師よ。こんなに心地のよい深い眠りは、久しく知りませなんだ」

「そりゃあよかった」

「エダ殿。あらためてお礼申し上げます。そしてノーマ殿にも」

「えっ。いやあ、あたいなんて」

「スカラベル導師のお役に立ち、父もさぞ喜んでいることと思います」

「あなたのお父上には深く感謝をしております。そしてそのご研究を尊敬いたしております。お父上のご研究が、わたしに新たな命をくだされた」

「もったいない仰せです。スカラベル導師」

「アーマミールと興味深い話をしておられましたな。筆写師を差し向ければ筆写をお許しくださるとか」

「はい。歓迎いたします」

「この老体に、一つご提案があるのですが、お聞きくださいますかな」

「喜んで」

「お父上のご著作のうち、ノーマ殿が公開してよいと判断された書物に、ノーマ殿が序文と解説を書かれるのです。最初は『臓腑機能研究』『薬草学序論』の増補版となりましょう」

「は、はあ？」

「その序文と解説を含め、一冊ずつ写本を作るのです。さあ、何十冊にも上るとなれば、数名の筆写師が何年もこの町に滞在して取り組むことになりましょうかな」

「数名の筆写師ですって？」

「写本は王都にお送りいただき、アーマミール監修のもと、複数の筆写師により、各百部ずつの写本を作ります。〈サースフリー＝ノーマ叢そう書しょ〉との名で」

「百部！」

「なんという大事業」

「とてつもない話だわ」

「そしてその本を本当に生かせる薬師たちに、無償で配布するのです」

「そんな、そんなことが」

「もちろん、資金は拙老が受け持たせていただきます」

「導師！」

　アーマミールが驚きの声をあげた。

「アーマミール。エレクス神殿の浄財を使うのも障りがあろう。資金はわたしが出す。筆写師の手配はお前が受け持ってくれ。この事業こそ、陛下より賜った財を投ずるべき事業じゃ」

「導師」

　ノーマは、少し考えたあと、答えを返した。

「スカラベル様」

「何ですかな」

「序文は確かに必要でしょう。その書が何について論じた本かを、ちゃんと最初に示したほうがよいですから。もともと広く配布することを想定していない研究書ですので、目次も整えたほうがよいでしょう。しかし、解説は無理です」

「そうですかな。では、解説が必要と思われる書は筆写を後回しにして、できる範囲で解説を書いてみられてはいかがじゃろうか」

「そう、ですね。確かに解説があったほうがいい研究もあります」

「今、この老体が申しましたのは、あくまで大筋での願い。実際には、それほど次々に筆写できるほど、原稿の整理が進まぬこともありましょう。最初は筆写師一人を派遣させていただき、様子をみて人数を増やすことにすればよいですかなあ。短い論文は、いくつかを合わせて一つにするのもよいかもしれませぬな」

「そうですね。ただし、写本が一通りそろうまで、配布は待っていただけますか。できれば全体をみわたして、順番を決め、番号も振り、総目録もつけたいと思います」

「ははは。結構、結構。写本は進めます。表紙の作製と製本を後回しにすればよい。そうすれば、序文を書き換えて差し込んだり、巻数をあとで書き込むこともできますわい」

「あと、名は、〈サースフリー薬草学全書〉ではいかがでしょう」

「おお、素晴らしい！　しかし、あなたのお名前がないが」

「著者はあくまで父です。私が補筆した著作は、序文にそう書きます。また序文にはそれぞれ私が署名をいたします。父が書いた序文と思われては困りますから」

「なるほど、なるほど。よきかな、よきかな」

「へえ。いい話がまとまってきたじゃないか」

「師よ。あなたがおそろえくださった人材は、まことに優れたかたがたですな」

「ほっほっほっ。本当にそうですじゃ。レカン殿は調薬技術の精髄をきわめた達人。エダ殿も希有の才をお持ちで、ノーマ殿はお父上の衣い鉢はつを継いで薬草学という分野を樹立なさるかた。これほどの人材がそろう町は、ほかにないでしょうなあ」

「ほんとですわ。ふふ。随行の人たちの手のひら返しときたら」

「ほう？　何があったんだ？」

「あら。何かをなさったのはレカン殿ですわ。昨日の調薬をみて、そしてできた薬を調べてみて、みんな驚嘆したんですわ。それでレカン殿への評価がまるでひっくり返ってしまったんですの」

「コトジア神官様。それって、もともとレカンの評価がすごく低かったってこと、ですか？」

「ええ。それはしかたのないことですわ。今回の随行の人たちは、みんな自分の知識と技術に誇りを持っておりますもの。でもレカン殿の技術が現行のあらゆる調薬を超えていることは、一目みただけでわかる人たちなのです」

「ほっほっ。それにノーマ殿じゃな」

「ええ。これは今朝方のことですけれど、みんなひどく早く宿舎の貴族家から領主館にやって来たのです。昨日どんな話がなされたのか、知りたくてしかたなかったのですね。そこでアーマミール神官が、ノーマ殿はサースフリー殿のお子で、サースフリー殿の遺作を山ほど所持しておられ、補筆さえしておられるとおっしゃったのです」

「え？　どうしてそのかたがたが父をご存じなのですか」

「『臓腑機能研究』と『薬草学序論』は、わしがケレス神殿から写本させてもらったものから、さらに写本を作ったんじゃ。それをスカラベル導師の弟子たちは回し読みしておる。そのうちに話が伝わって、各神殿でもケレス神殿でその本を読む薬師が増え、写本も増えた。たぶん、もう全部の神殿の総神殿に写本ができたのではないかのう。今回来ておる者たちぐらいになれば、あの二書は精読しておるんじゃよ」
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「師よ、師よ。昨日は、土と草と人とが、その構成要素においては等質であり、人の体は複雑ではあるけれども、よくよくみきわめれば、単純なものが組み合わさって成り立っているとの知見をお授けくださいました。しかしながら師よ。不明なわたしには、人が何をもって人であるのか、命が何をもって命であるのかがわかりませぬ」

「その質問は学問的ではないね。しかも昨日、命には小さくて単純な形をしたものと、大きくて複雑な形をしたものがあると教えたはずさね」

「確かにその通りでした。ではわたしは、どこから学んでゆけばよいのでしょうか」

「そうさねえ。今日は人の体の働きを、外から来たものの摂取という領域に限定して話し合ってみるかね」

「外から来たものとはどういうものでありましょうか」

「それは水であり、食べ物であり、腐った食べ物であり、病神の差し向けた病の種さね。ただし今日のところは、薬と毒は話の外に置いておくよ。そうすることで、かえって薬とは何かがみえてくるはずさ」

　かりかり、かりかりと、記録係たちは必死でペンを走らせる。

　対話はおおむねシーラとスカラベルのあいだで行われるのだが、時折、ノーマがつぼを心得た質問を発し、また、アーマミールやコトジアも、短く質問を発することがある。

　面白いことに、エダが時々思いつきで発する質問が、議論によい刺激を与えているようだ。

　レカンからすれば、達人同士の試合に素人が紛れ込むようなものなのだが、この物怖じのなさがエダの美点といえば美点である。

　昼食時間になったので、食堂に移った。

　雑談のなかで、ノーマがレカンの技術について話をした。つまり、患者の体内を精密に検査し、手もふれずに患部を切除して体外に摘出した話などである。

　マルリアはレカンに、それはどういう技術なのか説明してほしいと詰め寄った。レカンは、魔力をまとわせて体内を精査するわざを自分に教えてくれたのはノーマであること、ノーマの診察能力こそ驚異的であることを語った。

　薬師たちはノーマに、診察の技術をみせてほしいと迫った。ノーマはその場で杖を出し、マルリアの体を調べて、機能に問題が生じている部位をあげていった。その場にいたうちで、魔力を持ち魔力操作に優れている者たちは、ノーマの魔力制御が尋常でない精密さを持っていることを、まざまざとみせつけられた。みずからが籍を置く神殿に講師としてノーマを招きたいという申し出が相次いだ。

　申し出に感謝しつつ、ノーマは、今大きな事業に取り組みつつあるのでと、その申し出を退けた。

　昼食後、薬師と神官を残して一同は談話室に移動し、話を続けた。

「なんと師よ。食べ物と薬の分け目というのは、実にあいまいなものなのですなあ」

「というより、あたしの考えでは、食べ物というのは薬の一形態だ」

「ほう！　逆ではないのですな」

「どう考えても食べ物とはいえない薬はあるけど、人の健康に無関係な食べ物はない。あるとしたら、それはもう食べ物じゃない」

「なるほど、なるほど。まさにそうですなあ」

　この日スカラベルはとても体調がよいようで、対談は熱のこもったものとなり、夕食時間は遅くなった。

「もうここらにしようかね」

「いま少し。いま少しお話をお聞かせくだされ」

「あんた今日の話をどう聞いてたんだ。人は食べ物でできているんだ。食べなければ生きてゆけない存在なんだ。そこに薬草が人を癒やす秘密もある。食べな。そして今日はもう休むんだ。エダ」

「はい」

「スカラベルが食事をすませたら、ベッドに連れていかせる。そしたらベッドで〈浄化〉をおかけ」

「うん！　わかった。レカン。今日は魔力回復薬は？」

「いらんだろう。なしでやれ」

「はーい」

　スカラベルが、自分だけで食事などできないというので、全員の夕食を準備させた。アーマミールは記録係二人の食事も用意させた。

「実は今朝ほど、私もコトジア神官もカーウィンも記録係の二人も、神官と薬師たちにつかまりましてのう。それはもう厳しく問い詰められました。昨日何があった、何が話し合われたと。わしが対談の一部をかいつまんで説明すると、その記録を読ませるよう激しく要求してきましてのう」

「それで記録係二人もあんたも、朝から消耗してたわけだ」

「ほっほ。わしの目の届かんところにやると二人の身と記録が心配ですので、二人にはわしから離れぬよう命じました。今後食事も一緒にとらせます」

「そういえば、この三日間ずっと、〈遠耳ボイドロウ〉を使ってこの部屋の話を聞こうとしてたやつがいたね。二人」

「〈遠耳〉だと？　あんな魔法を習得している薬師がいるのか？」

「うーん。薬師じゃないだろうねえ。だって昨日の昼食のときは、薬師は全員部屋のなかにいたんだろう。あのときも建物の外から〈遠耳〉を使ってたからね」

「シーラ様、それではまさか、昨日の話はすべて漏れてしまったのですか」

「いいや。この部屋には何種類かの結界を張ってある。〈遠耳〉は座標をはね返すようにしてあるから、この部屋の会話は聞けないよ」

「ふむ。それにしても、誰だ？」

「もしかするとですが」

「アーマミール神官には心当たりがあるのか？」

「今回宰相府からは、事務官二名と事務官見習い一名のほか、宰相府御お雇やとい人にんが六名派遣されております。この者たちは、事務官らの指示を受けて諸般の雑用にあたる身分の低い者たちですが、彼らは時に密偵に近い仕事をすることもあると聞いております」

「まあ、〈遠耳〉は攻撃的な魔法じゃないからね。それ以上のことをしないかぎりはうっちゃっとけばいいさね」

　かりかりと、記録係のペンの音が響く。こんな会話も記録しているのだ。
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　レカンとノーマは離れに帰り、居間に入った。寝室や浴室は分かれているが、居間は共用なのである。

　ノーマは奥側のソファーに座ったが、レカンも同じ側に座った。これは、迎賓館を背にするのでなく前にしたかったからだ。

「あんたも飲むか」

　棚の酒と銀色のタンブラーを取り出しながら、ノーマに聞いた。

「ああ。頂こう」

　しばらく二人は無言で酒の味と香りを楽しんだ。

「驚いたなあ。こんなことになろうとは思ってもみなかった」

「あんたにとっては望ましい話じゃないのか？」

「夢のような話だよ」

「すでに王都の神殿には本があるようだぞ」

「それも驚きだった。まさか侯爵が、あんなことを」

「神殿への献本は、何のためにするんだ」

「これだけのことができました、と神々に宣言し、報謝するためさ。研究というのは世界の神秘を解き明かしてゆくことだからね。貴族が神殿に本を献ずるのは、自分の領地で文化が進んでいることを示す行為でもある。武力だけでは貴族としての品格は示せないからね」

「では、あんたの伯父は、あんたの父親の著作を内容のあるものと認めたわけだ」

「意外だった。だけどそれにもまして驚いたのは、前侯爵がアーマミール様に、あれは弟のサースフリーが書いたものだと言ったことだ。そんなことをあの侯爵が言うとは。だが、アーマミール様が噓を言うわけがない。弟だって？」

「あんたの父親にとって、ゴドフリーはどんな兄だったんだ」

「兄なんかではなかった。ゴドフリー様だったよ」

「あんたの父親は、ゴドフリーを憎んだりきらったりしていたか？」

「え？　いや。そんなことはなかったな。むしろ普通に話しかけていた」

「あんたの父親が死んだとき、ゴドフリーはジンガーに手紙をよこして、弟の仇は必ず取る、お前はノーマを守れ、と言ったそうだ」

　ノーマは横を向いてレカンのほうをみた。その目は驚愕にみひらかれていた。

「あんたは前に言ったな。侯爵家などというものは家と領地を守る機械のようなものであり、侯爵その人といえど歯車でしかないと。ゴドフリーは侯爵という名の機械だった。だが、あんたの父親が死んだときの言葉は、熱い血が通う人間の言葉だったとオレは思う。そしてゴドフリーは弟の仇を討ち、杖を取り返してジンガーに送り届けた」

「この杖は、侯爵が取り返してくれたのか」

「あんたの母親の杖をあんたのもとに届けた。そこにゴドフリーのあんたに対する気持ちが込められている」

「気持ち？」

「あんたとあんたの父親が、マシャジャインを出てヴォーカに戻るとき、侯爵は言ったそうだな。財産は持ち出せないと」

「そうだ。私の目の前で、侯爵はそう言ったよ」

「だが、本と研究成果と資料は残らず持ち出せたんだろう。多種多様な薬草や木も運べた。そうしたものをここまで運ぶには、相当の金もかかったはずだ」

「うん。それは私も不思議に思っていた。ものすごい荷車の数だったよ」

「こうは考えられないか。財産は持ち出せないというのは建前だ。親族たちにはそう説明したんだろう。だがゴドフリーは、あんたの父親が必要なものは、何でも持っていかせてやりたかったんだ」

「そんな。そんなことが」

「ジンガーというのは、侯爵家ではどんな立場だったんだ？」

「最も序列の高い騎士だった。だからジンガーが母につけられたということは、母が侯爵家でいかに重くみられていたかを示しているね」

「その母親が死んで、あんたとあんたの父親がこの町に来るとき、ジンガーがつけられた。これはどういうことなんだ」

「わからない。ただ、周りからみれば、ひどい降格だ。私には侯爵家内部の噂話などわからないけど、ジンガーにひどい失敗があったか、新侯爵となったゴドフリー様にひどくきらわれるようなことをしたのではないかと、周りは思っただろうね」

「あんたの母親は、亡くなる直前にジンガーに言ったそうだ。夫と娘を頼むと」

「えっ」

「それを知ったゴドフリーは、ジンガーに言った。弟はもとの町に戻るから、お前は二人について行って守れと」

「君はどうしてそんなことを。いや、答えは一つしかない。ジンガーに聞いたんだね」

「これはオレの推測にすぎんが、たぶんジンガーは侯爵家から受けた公式な命と、ゴドフリーの個人的な願いとのあいだで苦しんだ」

「侯爵の……個人的な、願い」

「ゴドフリーの遺言により、侯爵家からジンガーに慰労金が届けられた。ジンガーは侯爵家に騎士の身分を返した。これで名実共に施療所の世話係になれたと笑っていたよ」

「レカン」

「うん？」

「父は、ゴドフリー前侯爵から、伯父から、愛されていたんだろうか」

「愛されていたとオレは思う。あんたの父親も、あんたもな」

「私も？」

「ゴドフリーは、最も信頼する騎士をあんたとあんたの父親につけた。父親が死んだら、あんたを守れと命じた。それがゴドフリーの想いだ」

　突然ノーマが涙を流し始めた。

　女性が泣く場面をじろじろみつめるような趣味は、レカンにはない。泣くとわかっていたら、すみやかに場を去っていたのだが、ノーマの速攻がそれを許さなかった。

　レカンが何もできず硬直していると、ノーマがレカンにもたれかかってきた。防御も回避もできない。

　ノーマは額をレカンの肩に押し当て、レカンに抱きついた。嗚咽の声が響いた。利き腕を封じられたレカンは、そのままじっとしているほかなかった。

（うん？）

　ノーマからただよう香りは、レカンにヘレスを思い出させた。二人の香りは、よく似ている。

　ノーマとヘレスは赤の他人である。その赤の他人である二人が、とてもよく似た香りを放っている。

　女とは不思議なものだ、とレカンは思った。
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「レカン。邪魔していいか」

　王国騎士団副団長ネイサン・アスペルが訪ねてきた。

「ああ。入れ」

「失礼する。あっ。邪魔だったかな」

「いや。かまわん。ノーマ。王国騎士団副団長のネイサン・アスペルだ」

「ノーマ殿。お邪魔する」

「あらためまして、施療師ノーマです」

「あなたのお父上は大変な学者であられたそうだな」

「恐縮です」

「一杯やるか？」

「ああ。頼む」

　上等な蒸留酒を銀色のタンブラーについで渡し、レカンは自分のタンブラーを取って、乾杯のしぐさをした。ネイサンも、レカンとノーマに向けて軽くタンブラーを振り、ぐいと中身を飲み干した。

「うまい」

　レカンは、ボトルをネイサンのほうに押しやった。ネイサンは自分で二杯目をついだ。

「ローランのことを報告しておこうと思ってな」

「そうか」

「今日の昼前に領主館に帰ってきた」

「昼前？　ずいぶん遅かったな」

「事情を聞いたとき、猿が、猿が、とうめいていた。いったい何があったんだろうな」

「さあな」

「とにかく、ローランのがきが帰ってきたときには、魔法使い二人と従者二人の調書はとっくにできあがっていた。誓いつきで署名もさせた。証拠品の魔道具も押さえてある。ぐうの音も出なかったよ」

「結局やつは何がしたかったんだ？」

「レカンやシーラ様の魔道具を狙ってたようだな」

「魔道具？」

「そうだ。強力で珍しい魔道具だ」

「何のことかわからんが、迎賓館にはスカラベルもいたんだぞ」

「やつはスカラベル導師をお守りするため、シーラ様やレカンの持つ怪しげな魔道具を取り上げる必要があったと強弁している」

「ローランは罰せられるのか」

「できなくはないが、あまり追い詰めると、やつの実家がうるさい。王都に帰ったら調書と証拠品を宰相府に提出する。たぶん何か理由をつけて王国魔法士団を自主退団することになるだろうよ」

　ネイサンは任務の時間だと言って出てゆき、すぐにメイドがきてテーブルの上を片付けた。

　レカンとノーマも風呂に湯を入れさせ、各々入浴を済ませてから寝た。

　だが、その眠りをさまたげる者がいた。

　迎賓館は南側に入り口が、北側に裏口があり、西側に領主館の本館がある。入り口と裏口と、東側と西側にそれぞれ一人の騎士ないし従騎士が立っているのだが、東側は木立に面している。つまり人目につきにくい。その東側に、木立の側から近づいてくる者がある。

　レカンは外套を羽織り、剣を腰に吊り、〈隠蔽〉の魔法を唱えて迎賓館に向かった。

　裏口を警護しているのはネイサンだった。魔道具が辺りを照らしている。

「ネイサン」

「おっ、レカンか。接近に気づかなかった」

「東側に侵入者だ」

「なにっ」

　レカンとネイサンは建物の東側に回った。こちらにも照明の魔道具が置かれ、従騎士が一人立っている。

「侵入者などいないじゃないか」

　レカンは上方にある空気取りの穴をみた。

「あそこから入ったようだな」

「あんな所から？　人が通れるほど大きくはないぞ。それにあの高さまでどうやって上がる？」

「壁の向こう側のこの位置に賊がいる。今、行動できなくする。〈雷撃〉」

　なかで人が倒れる物音がした。

「よし。外に運び出してくれ」

「う、うむ。おい、ニショー、一緒に来い」

「はっ」

　賊が裏口から運び出された。全身黒づくめだ。網鎧に似た、伸縮性のある服が、体にぴたりと張り付いている。腹の所に何かを持っている。大型魔石をはめこんだ何かだ。魔道具だろう。

「〈鑑定〉」




〈名前：ヤックルベンドの伝声壺（送り手）〉

〈品名：魔道具〉

　※送り手から受け手に声を送ることができる

　※到達限界は千歩

　※障害物があると到達距離が短くなる




「レカン。この男は、宰相府御雇人の一人だ」

「ほう」

　レカンは横たわっている男が、呼吸を制御しているのに気づいた。つまりこの男には意識があるのだ。

「ネイサン。この刺客は、シーラ側の護衛であるオレが発見し、オレが捕らえた」

「おいおい、レカン。刺客と決まったわけじゃ」

「オレはこいつを殺してもいい」

「それはやりすぎなんじゃないか？」

「かりに、こいつの処理をあんたに任せたら、どうする？」

「こいつは宰相閣下の命令で動いている。私たちに何の連絡もなかったのは遺憾だが、この行動も、スカラベル導師の安全を確保するためだとすると、処罰はできん。そのまま解放することになるだろう」

「よし、なかったことにしよう」

「はあ？」

「この男は、このまま庭の木陰に捨てておく。動けるようになったら自分でどこにでも行くだろう」

「あんたがそれでいいなら、こちらはかまわんが」

「〈火矢ベイアーツ〉」

　レカンは、賊を傷つけないよう注意しながら、魔道具を〈火矢〉で撃ち抜いた。魔法構造が最も複雑に組まれている部分を貫通した。そこが心臓部のはずであり、この魔道具はもう使い物にならない。

「手がすべって魔道具を壊してしまった」

　しらじらしい独り言をつぶやいたあと、レカンは賊に話しかけた。

「この次侵入するときは、ネイサンとオレにあらかじめ連絡をくれ。そうすればみてみぬふりをするから。もちろん一挙手一投足を監視するし、取りつけた物は取り外すがな」

「それじゃ侵入する意味がないんじゃないか？」

　ネイサンの疑問を聞き流し、レカンは呪文を唱えた。

「〈浮遊カッサル〉〈移動トリムル〉」

　刺客の体は宙に浮き上がり、木陰のほうにふわふわただよってゆき、どさりと落ちた。

「さて、寝直すか。ネイサン、お休み」

「ああ、お休み、レカン」
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　四日目である。

　薬草の持つ具体的な効能について対話がなされた。レカンにも理解できる部分が多かった。抽象的な議論はあまり得意ではないが、機能と部位と効果ということになれば、ノーマのもとで学んだ事柄が直接役に立つ。

　昼食は、いつものように迎賓館の食堂で行われた。神官や薬師たちが、あれこれ会話を交わしながら、待ちかねたように迎賓館になだれ込む。

　神官と薬師たちは、四つの貴族家に分散して宿泊している。彼らは朝食を包んでもらい、貴族の習慣からすれば異様に早い時間に領主館に到着する。そしてコトジアとカーウィンを質問攻めにするのである。これは迎賓館の朝食に間に合うぎりぎりの時間まで続く。アーマミールは早々に迎賓館に移動している。コトジアとカーウィンには、ぎりぎりの時間まで迎賓館に入ることを禁じてある。生け贄にえなしではこの事態は乗り切れない。

　コトジアとカーウィンが迎賓館に逃げ込んだあと、彼らは持参した朝食を領主館でとる。そして迎賓館に彼らが入ることを許される針魚チーチーの一刻を迎賓館の玄関で待ち構え、定時となるや食堂に詰めかけて、スカラベル以下の人々が食堂に現れるまで待機するのである。

　シーラは昼食はいらないと宣言して、エダを連れて奥に下がった。アーマミールは、メイドに命じて、記録係二人の食事は談話室に運ばせた。

　アーマミールとコトジアとカーウィンは質問攻めにされた。ノーマにも話しかけてさまざまな質問をしてくる者が多かった。レカンにも、調薬技術について質問してくる者があった。

　昼食が終わって談話室に戻ると、花瓶の横に魔道具が置いてあった。〈ヤックルベンドの伝声壺〉とかいうしろものだ。

「シーラ、〈ヤックルベンドの伝声壺〉という魔道具を知っているか？」

「知っているよ」

「今この部屋の話も聞かれているんだろうか」

「聞けないよ。だけどいい機会だから、ちょっと実習してみるかね。いったん結界を解くよ」

　何かシーラが魔法操作をしたのがわかったが、それが何かはわからない。

「あの伝声壺から領主館にある対の壺に魔力が流れている。みえるかい？」

「ああ。みえる」

「その流れにあんたの魔力を乗せて、受け取り手の壺に、一気に魔力を流し込んでごらん」

　機械が放出する魔力に自分の魔力を乗せるのは、かなりむずかしかった。だが、しばらく悪戦苦闘したあと、どうにかこつをつかんだ。

　そして一気に魔力を流した。

「あれ？　レカン。領主館のほうで、なんか物音がしなかった？　それと悲鳴と」

「さあな。知らん」

「大変面白いものをみせていただきましたなあ」

「スカラベル導師。今レカン殿がなさったのは、いったい」

「シーラ。何が起きたんだ？」

「一の大きさしかない樽に、十の中身を詰めたらどうなるね？」

「破裂するだろう」

「じゃあ、それだよ」

「なるほど」

　突然魔道具から声が聞こえだしたのだから、当然あちらは耳を近づけたはずだ。そこに爆発である。だが薬師は山ほどいる。騎士たちは赤ポーションも持っている。心配することは何もない。
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　その後も活発に対談は進み、夕食の時間が近づいてきた。

　そろそろ移動しようかというころ、エダが遠慮がちにスカラベルに話しかけた。

「あの、スカラベル様。いいかなあ。じゃなくて、いいですか」

「エダ殿。ご遠慮なく」

「スカラベル様は、シーラばあちゃんに〈浄化〉をかけるために来た、じゃなくて、おいでになられたんだよね？」

「その通りです」

「でも、それはもう終わっちゃったんですよね？」

「まさしくそうです」

「じゃあ、その代わりに一回、一回だけ、レカンに〈浄化〉をかけてやってもらえないかなあ」

　レカンは驚いた。そんなことは考えてもいなかったのだ。

「あたいの〈浄化〉じゃ、だめなんだ。毎晩かけてきたけど、だめなんだ。あたいの〈浄化〉じゃ、レカンの左目は治らない。固定化とかいうことになってるらしくて、よっぽど上級の〈浄化〉じゃなけりゃ効かないんだって。でも、スカラベル様の〈浄化〉なら」

「固定化、とは？」

　スカラベルの疑問に、ノーマが答えた。

「迷宮深層に潜る冒険者たちには、大赤ポーションを飲んでも古傷が治らない場合があることは有名です。それは、赤ポーションの治癒量が固定的であり、かつ連続して摂取した場合には薬効が落ちるなどの制限により、生命の量が大きすぎる患者には治癒効果が届かない部分ができるためであろうと考えられます」

「ふむ、ふむ。興味深い。それは正しいじゃろうな」

「ところが、それと別に、〈回復〉をかけて、確かに治癒効果は現れているのに、傷が消えない場合があります。レカンの左目を調べてみると、昨日お話しした〈書き換え〉とは異なり、肉体の深い部分でその傷を正常な状態として認定する作用が起きているように思われます」

「ある。そういうことは、確かにありますわい」

「それは高度に魔法的な作用なのですが、その仕組みはまだ読み解けていません。私はかりに、その状態を〈固定化〉と呼んでいるのです」

「なるほど、なるほど。勉強になりますなあ。わたしは施療師でもありますが、本職は薬師ですから、そうした働きについてはあまり詳しくは研究できておりませぬ。しかし、わたしの勘違いでなければ、〈書き換え〉にしても〈固定化〉にしても、充分な深度を持った〈浄化〉なら癒やすことができるのではありませんかな」

「私もそう考えています。だからエダにも、〈浄化〉が上達すればレカンの左目を治せる可能性がある、と教えたのです」

「そういうことでしたか。もちろん喜んでレカン殿に〈浄化〉をかけさせていただきますぞ」

「あ、ありがとうございます！　よかったねえ、レカン」

　左目がみえるようになる。それが実現したら、どんなに素晴らしいだろう。確かに左目はみえなくても、〈立体知覚〉があれば戦闘には不自由はない。だがやはり、生身の目でみる光景は素晴らしい。片目がみえなくなったからこそ、レカンは視覚というものの価値をあらためて痛感するようになった。失われた左目の力を取り戻すことができたらと、心の底では願い続けていたのである。

「レカン殿。では、〈浄化〉をおかけしましょうかな」

　スカラベルが杖を取り出した。

　そのときレカンは、エダの顔をみた。喜んでいる。喜んでくれている。レカンのために、喜んでくれている。

　だが本当は、エダが自分で治したかったはずだ。そのために一生懸命、毎晩二回〈浄化〉をかけ続けてくれた。そして毎晩、今夜も失敗したと知って、がっかりしていた。エダはスカラベルに、レカンに〈浄化〉をかけるよう頼んでくれたが、そこに残念な思いや悔しさが、まったくないといえるだろうか。

「いや。スカラベル導師。〈浄化〉は結構だ」

「ほう？　だめかもしれませぬが、かけてみるだけなら損はないと思いますぞ」

「左目がみえないからといって戦闘に不自由はない。となれば急いで左目を治さなければならんわけでもない。みえるようになればうれしいがな。まあ、じっくり待つさ」

「待つ、といいますと、何を待つのですかな？」

「オレが宝箱から〈神薬〉を得るか、あるいはエダの〈浄化〉が上達するのをだ」

「ははは。なるほど、なるほど。そういうわけですか。やはりレカン殿はたいしたかたですなあ。普通はそうは考えられぬ」

「え？　え？　何？　何のこと？　レカン、せっかくのチャンスなんだよ。最上級の〈浄化〉をかけてもらえる機会なんだよ？」

「はっはっは。エダ殿。レカン殿は、わたしの〈浄化〉で治るのはいやだとおっしゃるのですよ。あなたの〈浄化〉で治してほしいとおっしゃるのです」

「えっ？　あたいの？」

「さもなければ、〈神薬〉を自力で手に入れるかですな。なるほど、それも冒険者の夢でありましょうなあ。レカン殿は夢に生きられる。よきかな、よきかな」
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　五日目の対話では、毒について論じられた。

　シーラは、毒も薬の一形態であると言い切り、毒でしかない毒、強力な薬としても使える危険な毒、むしろ薬として認識すべき毒の三種類に腑分けし、具体的な毒とその用法について論じた。

　六日目の対話では、病や傷が癒やされる仕組みについて論じられた。

　七日目の対話では、人の成長と老いにともなう体の機能の変化について論じられた。

　八日目の対話では、人を生かそうとする働きについての総論的な問答が行われた。シーラとスカラベルその人のほかには誰も議論についてゆけなかった。

　九日目の対話では、あらゆる質問にシーラが答えた。

　毎夜、エダはスカラベルに〈浄化〉をかけた。

　毎朝、ノーマはスカラベルを診察して、効果が順調に表れていることを確認した。

　かくして九日間の対談は終わり、九の月十七日、薬聖訪問団は帰途につくことになったのである。

　このときの対談記録はアーマミールの手により、シーラとスカラベルの言葉を中心に取りまとめられ、スカラベル自身の校訂を経て、三年後に、『薬神問答』との名で完成し、王に献上される。王はスカラベルの願いを受け、多数の写本を作製し各神殿と各地の領主に下賜する。さまざまな場所で写本作業が始まり、やがて野に放たれた火が燃え広がるようにこの本は諸国に広まってゆく。そして、薬師や施療師をはじめ人間の命に関わる研究をする者たちの聖典と目されるようになってゆき、神官アーマミール・タランスは、ほかでもないこの本の編者としてその名を不朽のものとするのである。

　その序文にアーマミールは、次のように記している。




　あれは夢だったのかもしれないと、いまだに思うことがあります。

　あの至福の学びの時間を、時折私は夢にみます。そして目覚めたとき、そのようなことがとても現実の世界であり得るはずがない、と私の心が言うのです。それほどに、豊かで楽しく、神秘的で驚きに満ちた九日間でありました。

　あのおかたの御み名なを後世に残すことを、スカラベル導師は禁じられました。あのおかたは、御名を呼んで表せるような存在ではありません。どのような御名も、あのおかたを伝えるには足りません。ですから、本書では、あのおかたを、〈薬神〉と呼ばせていただくことにします。

　この呼称がふさわしいかどうかについて、エレクス神殿、ケレス神殿、ライコレス神殿はじめ、各総神殿のあいだで、いささかならぬ議論があったことは、書きとどめておいてよいでしょう。

　しかしこの呼称は、生きた人間を神に祭り上げ、神々の神聖を地上に引きずり下ろすものでは決してありません。

　なぜなら、あのおかたは、私たちが王都に帰還するためいとまを告げたそのとき、現世でのわざを終え、この地上から永遠にお姿を消してしまわれたからです。病と怪我に苦しむ人々を救うため、大神はあのおかたをもって、われら薬師に数日の夢をみせてくだされたのです。ですから、ここで〈薬神〉とお呼びするのは、肉を持ってこの世に現れたあのおかたその人というよりも、あのおかたを通して現れた大神の慈愛と叡智を示しているのだと、そうお考えいただきたいと思います。

　本書は、ザカ王国暦百十六年九の月八日から十六日まで、ヴォーカ領主館迎賓館で行われた、薬聖スカラベル導師とその恩師との対談の記録です。お二方以外の発言には、発言者の名を記しておりません。薬師シザムと薬師マシュラムによる筆記録をもとに、私アーマミールが編集し、スカラベル導師のご校閲を仰ぎました。

　巻末に、この対談に同席した人たちと、随行した人たちの名を掲げておきます。彼らはこの不思議な対談が確かに現実のものであったことを証す生き証人です。

　しかし、この対談のどこまでが現実の出来事で、どこからが夢の出来事なのかということは、本書の価値にいささかの関わりも持ちません。本書が深き知識の源泉であることは、読めばおのずと明らかであるからです。

　この汲めども尽きぬ泉からあふれ出た水が、地上のすべての人をうるおし癒やしてゆくことを、私は信じて疑いません。

　願わくば、宝玉のようなお言葉の数々を、ゆがめ、とりちがえ、けがすことなく、正しく本書が記されておりますように。世の人々が、本書に記された神秘の究明に力強く取り組み、秘められた恩寵が次々と世に現れてゆき、人々があますことなく救い助けられ、神々の祝福が地上に満ちてゆきますように。

　未来の薬師よ、施療師よ、命を学ぶ学究の徒よ、幸いあれ。

　エレクス大神の御名において。イェール。

王国暦百十九年九の月の八日　エレクス神殿一級神官アーマミール・タランス　
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「ではノーマ殿。今後は、またスカラベル導師がご自身に〈浄化〉をかけて、問題ないのですね？」

「はい。そうだと思います。これについては前例がなく、父の残した推論をもとに推測するしかないのですが、スカラベル導師のお体の状態が完全に結晶化を脱したことはまちがいありません。抵抗もいったん消えたと考えられます。となれば、王国最高峰の〈浄化〉が害になることなどあり得ません」

「あなたのお言葉は、わしたちの希望ですわい。本当に得難い人にお会いすることができた」

「私こそ、今回の出会いを神々に深く感謝しています」

「ほっほっほっ。王都についたら、すぐに筆写師を一人手配して一年ほどの予定でヴォーカに派遣します。年明け早々になると思いますがの。宿泊はノーマ殿の施療所でかまわないのですな？」

「はい。広さだけはありますから。筆写師殿のお気に召さないようなら、どこか近くに宿舎を探します。あ、それから十年ほどしたら、念のためスカラベル導師に他人の〈浄化〉をかけさせてください」

「え？　いや、しかし、それは」

「王都なら、そしてスカラベル導師やあなたなら、複数の〈浄化〉持ちを集めることができるのではないですか？」

「ああ！　なるほど」

「魔力増幅の装備や青ポーションを用意してもよいでしょう。何人がかりででもよいですから、とにかくたっぷりと〈浄化〉をかければいいのです。今回のように結晶化にまでは進んでいないはずなので、エダほどの魔力量がなくても充分問題を解消できます」

「三人ぐらいの〈浄化〉持ちなら、エレクス神殿におりますよ。おっと、これは秘密の話ですがな」

　話し込む二人の隣では、ヴォーカ領主クリムス・ウルバンが、にこやかな顔を作って会話の終わりを待っている。

「師よ、師よ。本当にありがとうございました」

「それは何度も聞いたよ。達者でおやり。もう来るんじゃないよ」

　かりかり、かりかりと、こんなときまで二人の若き薬師はペンを休めない。

　シーラは、傍らのエダをみた。

「エダ。あんたに頼みがある。ジェリコのやつを預かってくれないかねえ」

「え？　べつにいいけど」

「金は持ってるし、自分で好きな果物を買って食べるから、寝泊まりする部屋だけ与えてくれりゃあいい」

「お部屋空いてるから、大丈夫だよ」

「スカラベル導師。そろそろ人々にお言葉を告げてよろしいでしょうか」

　そう声をかけたのは、護衛責任者である王国騎士団副団長ネイサン・アスペルだ。

「そうじゃな。ネイサン殿、頼みます」

「承知しました」

　ネイサンは十歩ほど離れ、大きく息を吸って、すさまじい声量で話し始めた。

「皆の者、聞け！　これから告げる言葉は、スカラベル導師のお言葉を、そのまま伝えるものである！」

　ざわめいていた一行が、しいんと静まりかえる。門までを埋め尽くした町の名士たちや、門の外に立ち並ぶ町の人々も徐々に静まってゆく。完全に静かになったとき、ネイサンは割れ鐘のような声で話し始めた。

「今回の訪問において、われ薬師スカラベルは、恩師シーラ様のご手配により、若返り、健康体となることを得た！　これは、シーラ様のお弟子、施療師エダ殿の〈浄化〉によるものである！」

　大きなざわめきが起きる。段々大きくなり、なかなか静まらない。

「エダ殿は！」

　覆いかぶせるようなネイサンの言葉が、ざわめきを飲み込んでゆく。

「われスカラベルの恩人である！」

　おおっという歓声に似た声があがる。

「ここヴォーカは、われに新たな命を与えた恩寵の町である！」

　わあっと大きな歓声があがる。町の人々にとって、このうえなく喜ばしい言葉だ。歓声はなかなか静まらない。

「もしも！」

　ネイサンは恐ろしい表情で周囲をにらみ回す。

「エダ殿を傷つけ、踏みにじる者があれば！　その者はわれの敵である！」

　ここでネイサンは、言葉が人々の頭にしみるまで、少しの時を置いた。

「心せよ！　エダ殿の行く道をさまたげることなかれ！」

　ネイサンは、さらに息を吸って、力強く言葉を結んだ。
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「それがわが願いである。以上！」

　誰かがぱちぱちと拍手をした。なぜ拍手が起きたのかわからないが、スカラベルが健康を取り戻し若返ったことに対する喜びの表明なのかもしれない。拍手はやがて集う人々すべてに伝わり、しばらくのあいだ続いた。

「ありがとうよ、スカラベル」

　スカラベル導師がシーラに深く頭を下げた。

　そして頭を起こした瞬間、シーラの姿が消えた。

「師よ？」

　辺りを探してもシーラの姿はない。

　薬師シーラは、今このとき、永遠に人々の前から去ったのである。

　スカラベルはその場にひざまずき、シーラが立っていた場所に向かって跪拝した。

　スカラベルの弟子たちが、それにならった。

　神官たちもならった。

　騎士や従騎士や宰相府の事務官たちまでもが、それにならった。

　それから人々は馬車や馬に乗り込み、王都目指して帰途についた。

　領主クリムス・ウルバンは、じっと領主館の玄関に立って薬聖訪問団一行をみおくっている。

「ノーマ、エダ、帰るぞ」

「ああ。帰ろう」

「うん。帰ろっか」

「あ、レカン。ちょっと待ってくれ」

「まだ何か用か、クリムス」

「シーラ様に、面会の、いや拝謁の申し込みが来ている」

「そんな話は知らん」

「伝えていなかったからな。スカラベル導師がご滞在中は、一切の部外者は閉め出してきた。それだけに、これからはお忙しくなる。少し先になるが、なんとバンタロイ領主からもヴォーカ訪問の申し込みがあった。あのバンタロイ領主が自分でだぞ、ここに来てくれるというんだ」

「よかったな。じゃあな」

「帰るな！　ちょっと待て」

「だから用事があるなら早く言え」

「シーラ様には、しばらく迎賓館におとどまりいただきたい」

「それはシーラに言え」

「シーラ様は、どこに行かれたんだ？」

「知らん」

「君が知らんわけはないだろう」

「みてなかったのか。シーラは消えた」

「ああ、消えたな。どこに行かれたんだ」

「その問いにはさっき答えた」

「ほんとに知らんのか」

「ほんとに知らん」

「いつ帰ってくる？」

「知らん」

「そんな答えでワシが納得するとでも思ってるのか」

「あんたが納得しようがすまいが、オレの知ったことではない」

「お渡しせねばならん書簡もある」

「一つ助言していいか」

「ぜひ頼む」

「シーラは二度とこの町に現れることはない。だから面会は断れ。書簡にはあんたが返事を書け。シーラの家に置いてもごみになるだけだ」

「冗談だよな。冗談だと言ってくれ」

「くどい。シーラは二度と姿を現さん。そのことを一番残念に思っているのはオレだ」
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　次の日、レカンは外出をしなかった。家に閉じこもって静かに酒を飲みながら〈生命感知〉で町の様子を注意深く探った。だが、期待する反応はなかった。

　その次の日も同じだった。

　三日目の夜、待ちに待った反応があった。強大な魔力の気配だ。懐かしい気配だ。その気配はすぐに消えた。だが場所は覚えている。

　レカンは〈隠蔽〉を自分にかけて気配を消すと、夜のヴォーカの町を北西に向かった。

　やがてレカンは帰宅して寝た。その夜何があったか、誰にも話さなかった。

　シーラに会いにヴォーカに来る人は、結局ほとんどなかった。

　スカラベル導師とその一行により、シーラが姿を隠したという事実が町々に伝えられたからである。

　エダに会いたいという申し出が、領主クリムス・ウルバンのもとに多く寄せられた。こうした申し出は原則として謝絶した。〈浄化〉については一回大金貨一枚という値段を設定した。

　どんな金持ちでも、ただ一度の治療のために大金貨一枚は支払えない。結局、エダに〈浄化〉を願い出る人は、一人もなかった。

　ジェリコは、レカンとエダの家に住みながら、日中は出かけている。どこに出かけているかというと、シーラの家だ。家のなかを掃除したり、薬草畑の手入れもしている。

　薬聖が去った六日後に、アリオスが帰ってきた。

　アリオスは、ショートソードによる防御の型の指導を再開するとともに、歩法の指導をしたが、しばらくして、エダさんには〈隠足〉の習得は無理のようですと告げた。

　十の月に入って、当初の予定よりずいぶん遅れて、三人の軽鎧ができあがった。

　エダの軽鎧は、速度と柔軟性を重視した作りで、鮮やかな青色をしている。

　レカンとアリオスの軽鎧は、胸当て、肩当て、膝当てなど、要所要所に青い素材が使われ、そのほかの部分は赤い。

　また、八目大蜘蛛ギエンウルハドルの素材の代金が支払われた。鎧の代金や諸経費を除いて白金貨十九枚という大金である。三人で分けた。女王毒の代金もアリオスに支払われたが、レカンはその金額を聞かなかった。興味がなかったからだ。だが小さな瓶に詰めた女王毒を五つ、アリオスから渡された。

「おすそ分けです」

　エダは、冒険者協会の依頼を受けるようになった。一人でできる依頼を受けることもあるし、若い冒険者たちと依頼を受けて、指導することもある。実は若い冒険者といっても十五歳以上なので、本当はエダより年上なのだが、相手はそんなことは知らない。今や金級冒険者としてのエダの名声は、その少女の姿に独特の風格を与えているようだ。

　レカンは二度迷宮に行った。

　一度は、スケルスの北にある小迷宮に行った。十二階層しかない迷宮だったが、それなりに楽しめた。

　もう一度は、ゴルブル迷宮に行った。ある夜、急に大剛鬼ウルガングと戦いたくなったのだ。

　素早く迷宮に入り、素早く最下層の大剛鬼を倒し、素早く迷宮都市を脱出した。迷宮の出口でダグ隊長が待ち構えていたが、あいさつをして得られた迷宮品をちらとみせ、そのままヴォーカに帰った。

　迷宮品はマントだった。対魔法防御と対物理防御がついた、〈貴王熊〉の外套の劣化版のような性能である。エダが欲しいといったのでエダにやった。エダは代金を払うと言ったが、レカンは毎晩の〈浄化〉の礼だと言って受け取らなかった。

　時々レカンはアリオスに稽古をつけた。アリオスの剣さばきが、以前より自由になった。つまり悪らつになった。レカンが一本取られることも多い。本当の実戦ならまたちがうのだろうが、やはりわざではアリオスのほうが上だ。

　そうこうしているうちに、十の月も終わりに近づいてきた。

「レカン。年が明けたら、町を出るんだよね」

「ああ」

「迷宮に行くの？」

「まずはツボルト迷宮に行ってみようと思っている。そのあとのことは決めていない」

「一人で行くの？」

「アリオスがついて来ると言っている」

「そっか」

「お前は、どうする？」

「正直、ついてゆきたい。でも、ここでついていったら、あたい、ずっとレカンのお荷物だと思う。しばらく一人で暮らしてみるよ。自立した生き方ができるようになってみせる。いつかレカンがあたいに会いに来てくれたとき、一緒に来てくれって言ってもらえるようになってみせる。レカンの左目も治せるように頑張る」

「そうか」

「シーラばあちゃんとは、もう会えないのかなあ」

「シーラはうるさいのがきらいだから身を隠したが、死んだわけじゃない。いつかまた会えるさ」

「そうか。そうだね。レカン」

「うん？」

「大好きだよ」

　オレもだ、と答えそうになったが、やめた。レカンは、エダを〈大好き〉なのではない。レカンがエダに抱く想いは、その言葉とは少しちがう。けれどもその想いを言葉にすればどうなるのか、レカンは思いつかなかった。

　だから言葉の代わりにエダの頭をなでた。髪をくしゃくしゃにかき回した。エダは泣きながら笑った。

　この年の最後の日、レカンはアリオスとともに町を出た。目指すはツボルト迷宮である。

　その日は雪が降っていた。
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　ザカ王国暦百十六年の九の月の二十日。薬聖訪問団が町を去って四日目の夜。

　リーコネン地区にある学士サンドラの家に、久しぶりに灯りがともった。

　中庭に面した二階のベランダでサンドラが夜空をみながら茶を飲んでいると、塀の上を走り、屋根を飛び越え、近づいてきて、ベランダに降り立った者がいた。

　レカンだ。

「やあ。早かったね。そこにあんたの茶があるよ」

「ずいぶんこじゃれた格好だな」

「ここじゃ、この格好で通してる」

「いつからだ」

「さてね。十年ぐらいになるかね」

「ここには大きな煙突がないな。地下室もない」

「ないね。薬はもういいだろうさ。後継者たちも育ってきたことだしね」

「あんたが薬を卸してた薬屋は悲しむだろうな」

「そうでもないさ。今じゃこの町にも優秀な薬くす師しが何人かいる。それに付き合いのあった五軒の薬屋には、かぜ薬と万能薬のレシピをプレゼントしたよ。大喜びしてるだろうさ」

「そうか」

　レカンは座って茶を飲んだ。

「うまい茶だ。またこの茶を飲みに来ていいか？」

「たまにはね」

　しばらく、夜の空をながめた。

「あんた。今年いっぱいで町を出るんだろう？」

「ああ」

「エダちゃんはどうするんだい？」

「迷ってる。だが、一度一人にしたほうがいいんじゃないかと思ってる」

「そうかい」

「あんたはどう思う？」

「そうだねえ。たぶんエダちゃん自身も、あんたと離れて自分を試してみたいと思ってるんじゃないかねえ」

「そうかな」

「そして、いずれあんたに迎えに来てもらえるような自分になりたいと思ってる。そうあたしはにらんでるんだけどね。そのほうが、あんたのためにもいいと思うよ。あの子のことは心配いらない。ジェリコをつけてあるしね」

「ジェリコがついていれば安心だな」

「何かあれば、ジェリコがあたしに知らせてくれるさね」

「なるほど。ほかにも巣穴はあるのか？」

「何だって？」

「あんたは以前、利口な兎うさぎは四つの巣穴を掘ると言った。この国のいくつかの町に拠点を確保してあるとも言った」

「そんなこと言ったかねえ」

「言った。神殿に呼び出されたときだ」

「あんた意外と記憶力がいいね」

「それで、ほかの巣穴はどこにあるんだ」

「さあねえ。年を取るといろんなことを忘れちまう。いくつ巣穴を掘ったか、どこに掘ったかなんて、いちいち覚えちゃいないよ。でも必要になったら思い出すだろうさ」

　レカンは茶を飲み干した。

「邪魔したな」

「あたしの家にある調薬道具で欲しい物があったら持っていきな。元気でやんな」

「ああ。ありがとう」

　レカンは自分に〈隠蔽ニルズム〉をかけ、夜の町に身を躍らせた。

　星の綺麗な夜だった。塀と壁の上を飛び移りながら、レカンは踊った。くるくると身をひるがえし、足を上げ、手を振り回し、とんぼ返りを打ち、星と一緒に踊った。そうせずにはいられない気分だったのだ。それは恩師への感謝の躍りであり、喜びと感動を表す躍りだ。口べたな狼の心の内を、躍りはあますことなく表現していた。

　その様子を、学士サンドラはベランダに座ったまま魔法でながめていた。レカンに渡した一覧表には載っていない魔法だ。

　利口な兎は、手の内を全部さらしたりはしないのだ。
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　四年前、友人数人と奥飛騨に行きました。

　旅館を予約しておいて大阪から車で出かけたのですが、こういうときの道中は不思議とわくわくします。大阪市内の道は、ふだん何げなく走っているし、どうとも思わずながめている景色なのですが、旅行の途中となると、とたんに魅力的にみえてくるのですから不思議です。

　岐阜県について山のなかに分け入っていきますと、カーナビも都市部のようにはあてになりません。少し行きすぎたりしながら、やっと宿に到着しました。多少迷うのも旅の空では楽しいものです。とはいえ、日が傾いてくると、夕食時間に間に合わないのではないかと、ちょっとだけ心配しました。

　実に立派な旅館でした。到着したときには駐車場ががらんとしていましたが、私たちが着いてしばらくして、中国からの観光団体が大型バス数台で到着し、たちまち大食堂も中国の人たちでいっぱいになりました。びっくりしました。場所は奥飛騨です。関空から直行しても、五時間はかかるのではないでしょうか。手近な観光地には飽きたベテラン旅行者のかたがただったのかもしれません。旅館の人に聞いてみたところ、最近は中国や台湾から観光に来てくださるかたが多くて助かっていますとのことでした。

　八月の中旬に行ったのですが、目を覚まして近辺を散歩すると、袖のない服では肌寒く感じるほど冷涼でした。ガイド付きの無料徒歩ツアーが毎朝行われているということで、それに参加しました。ガイドさんの正体は旅館の社長さんでした。

　ツアーで楽しかったのは、植物の説明でした。説明されてみると、平地でよくみる植物と同種であっても、色や形や大きさなどがちがっていて、やはり高山ならではの植物なんだなとわかるのです。

「奥おく飛ひ騨だ慕ぼ情じょうの碑」もみました。「奥飛騨慕情」というのは、竜りゅう鉄てつ也やさんという目の不自由な歌手が作って歌った曲で、当初のプレス数は二千枚だったといいますが、きっかけを得て有線放送で注目されるようになり、第十四回日本有線大賞を受賞しました。竜さんは紅白歌合戦に出場し、一九八一年のシングル売り上げは、「ルビーの指輪」に次いで二位だったそうです。

　その竜さんの逸話を、ガイドの社長さんがいろいろ聞かせてくれました。竜さんは若いころ、マッサージ師をしていたけれど、音楽の夢が捨てられず、奥飛騨に流れてきてからは、ギターを抱えて流しのようなことをしていたのだそうです。その若き日の竜さんの面倒をみたスナックのママがいて、竜さんを自分の店で歌わせていたとか、その恩に報いたいと一生懸命書いた曲が「奥飛騨慕情」だとか、二人の恋は結局せつない終わりを迎えたとか、あとで考えるとどこまでが本当で、どこからがフィクションなのかわからない物語だったのですが、旅の空で聞くと説得力があり、ロマンチックな気分になったものでした。

　宿を出てから西穂高に向かいました。新穂高ロープウェイに乗ると、やがて雲の中に突入します。真っ白です。ほんとに何もみえません。それはそれで遊び心をくすぐる体験なのですが、感動はそのあとにありました。

　突然、私たちは、雲を抜けました。その瞬間、視界が一気に開け、西穂高岳、槍ヶ岳、笠ヶ岳などの北アルプスの山々が一望できました。あまりの絶景に、乗り合わせた人たちが歓声を上げていました。私も思わず、「おおお」と感嘆の声を漏らしました。

　異世界に迷い込んだような気分でした。雲海をみおろしながら、なおもぐんぐん上っていくロープウェイの力強さに、「ドラゴンに乗って空を飛ぶのは、こんな気持ちなのかなあ」などとひそかに思ったものでした。

　西穂高口駅には、「山びこポスト」というポストがあります。一年を通して集配可能なポストとしては日本最高所にあるポストなのだそうです。

　しらかば平駅まで下りれば、そこは鍋平高原です。牛肉の串焼きを買って、足湯につかりながらむしゃむしゃと食べたのですが、最高のロケーションでした。

　ロープウェイに乗る前だったかあとだったか忘れてしまいましたが、高山の町のなかを走りました。飛騨牛を食べさせてくれるお店がとても多く、いつか食べに来たいものだと思いました。山を指さして、「あそこにスーパーカミオカンデがあるんやで」などと説明してくれる友人が同乗していたことも、楽しみを倍増させてくれました。

　一泊二日の旅を終え、蒸し暑い大阪に帰ったとき、あの涼やかさこそが旅の醍醐味だったのかもしれないな、と気づきました。

　私の目に映る帰路の大阪は色あせています。行きがけにながめたのと同じ風景だとは思えないほどです。これはどうしたことでしょう。




　清水へ　祇園をよぎる　桜月夜

　こよひ逢う人　みなうつくしき




　与謝野晶子さんがその夜出会った人々は、実際にみな華やいだ笑顔を浮かべていたのかもしれません。しかしたとえそうだとしても、こちらの心が輝きに満ちていなかったら、世界もまた、くすんでしまうのでしょう。逆にいえば、私が気づかないでいるだけで、そこにはたくさんの喜びや幸せがあるのです。

　そのことをあらためて感じさせてくれたのだから、やはり旅はいいものです。




二〇二〇年一月　支援ＢＩＳ
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